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末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

灘 螺 羅 .総灘灘 搬

主 は 、聖 典 は 「主 の 意 」、 「主 の 精 神 」、 「主 の 言 」、 そ し

て 「主 の 声 」、 さ らに は 「世 を救 い に 導 く神 の 能 力 」で あ る

と言 っ て お られ る(教 義 と聖 約68：4)。

1976年4月 総 大 会 に 集 っ た教 会 貝 は 、 特 別 な機 会 に 恵 ま

れ た5ふ た つ の 示 現 を高 価 な る真 珠 に追 加 す る とい う、 大

管 長 会 な らび に 十 二 使 徒 評 議 員 会 の 決 定 に 対 して 、 支 持 と

承 認 の 挙 手 を行 な っ た め で あ る 。 こ の結 果 教 会 の 標 準 聖 典

は 、 正 式 に そ の 量 を 増 す こ と とな っ た 。

聖 文 と して 追 加 さ れ た 示 現 とは 、1836年 に 予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス に 与 え られ た 「日の光 栄 の 王 国 に 関 す る示 現 」、

な らび に1918年 に ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長 に 与 え られ

た 「死 者 の贈 い に関 す る示 現 」 の ふ たつ で あ る 。 前 者 は福

音 の知 識 な く して 死 ん だ 人 の救 い に つ い て の もの 、 後 者 は 、

十 字 架 上 で お亡 くな りに な っ て か ら復 活 され る まで の 問 の 、

救 い 主 の 霊 界へ の 訪 問 に 関 す る もの で 、 特 に 後 者 は 、死 者

の 贈 い の 教 義 を明 らか に す る もの で あ る。 こ の ふ た つ の 示

現 は 、「子 らの心 に そ の 先 祖 を思 わ しめ 」 る業(ジ ョセ ブ ・

ス ミス2：38)に 教 会 員 が さ ら に精 力 を傾 け て 遽 進 しな け

れ ば な ら な い と い う今 日の 教 会 幹 部 の 勧 告 を、 大 い に 強 調

す る もの で あ る。(聖文 の 全 文 に つ い て は 本 書p.441を 参 照)

今 総 大 会 は 、、予 言 者 、 聖 見 者 、 啓 示 を受 け る者 、 そ して

教 会 の 管 理 大 祭 司 で あ る ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管

長 の管 理 の 下 に行 な わ れ た 。 日程 は 次 の 通 り。4月3日(土)

7：00(福 祉 事 業 集 会);10：00、14：00(一 般 大 会);

19：00(神 権 会)、4月4日(日)10：00、14：00(一 般 大

会)、4月6日(火)10：00、14：00(一 般 大 会)。 大 会 最

'終 日の 火 曜 日は
、1830年4月6日 に 教 会 が 組 織 され て 以 来 、

第146回 目の 記 念 日に あ た る。

こ れ に 付 随 して 、4月5日(月)に 十 二 使 徒 会 地 区 代 表

セ ミナ ー が 開 催 され た。

大 会 は テ ン プ ル ス クウ ェア の タバ ナ クル で 開 か れ た が 、

収 容 人 貝 の 関係 上 タバ ナ クル に 入場 で きな い 人 々 の た め に 、

テ ンプ ル ス クウ ェ ア の ア ッセ ン ブ リー ホ ー ル とテ ン プ ル ス

ク ウ ェ ア か ら1ブ ロ ッ ク離 れ た ソル トパ レス に お い て 大 会

の 模 様 が テ レ ビ中 継 さ れ た 。 こ の ふ たつ の 会 場 は教 会 幹 部

が 交 替 で管 理 した 。

土 曜 白の午 後 の 大 会 で 、 大 管 長 会 のN・ エ ル ドン ・タナ

ー 第〒 副 管 長 が
、 ふ た つ の 示 現 を高 価 な る 真 珠 に追 加 す る

とい う大 管 長 会 お よ び 十 二 使 徒 評 議 員 会 の 決 定 を発 表 し、

出 席 して い る指 導 者 な らび に会 員 に 支 持 と承 認 の挙 手 を求

め た 。 ま た タ ナ ー 副 管 長 は 、新 た に 七 十 人 第 一 定 員 会 に加

わ る4名 の 兄 弟 を発 表 した 。 ユ タ州 プ ロ ボ の カー ロ ス ・E

・エ イ シー
、 カ ナ ダ ・トロ ン ト伝 道 部 長 のM・ ラ ッセ ル ・

バ ラー ド ・ジ ュ ニ ア 、 ア イ ダ ホ州 ア イ ダ ホ フ ォー ル ズの ジ

ョン ・H・ グ ロ ー バ ー グ、 オ ラ ンダ 、ナ イ メー ヘ ン の ジ ェ

イ コブ ・デ ィエ ガ ー の 各長 老 で あ る。 こ れ で 教 会 幹 部 総 数

は54名 と な っ た 。

大 会 の模 様 は世 界 各 国 に 中継 され た。 合 衆 国 お よ び カナ

ダ で は`、210を 越 え る テ レ ビ局 がB曜 日の 大 会 の模 様 を2

時 間 中 継 し、他 の30局 は 、1週 間 後 に ビ デ オ テ ー プ で放 映

し た 。 メ キ シ コや 中央 ア メ リカ 、 南 ア メ リカで は 、90局 が

2時 間 の 大 会 を衛 星 中 継 で 放 送 し、 オー ス トラ リア で は 、

32局 が スペ ン サ ー ・・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 の 声 明 を30分 も

の の レ ポー トと し て放 送 し た。 そ の 他 、 海 底 ケ ー ブ ル に よ

り大 会 の 一 部 が 放 送 さ れ た 地 域 も 多 い。ヨー ロ ッパ で は 、大

会 の ふ たつ の セ ッ シ ョ ンの模 様 が 全 ヨー ロ ッパ90の 礼拝 堂

に 送 られ 、 説教 が フ ラ ンス 語 、 ドイ ツ語 、 オ ラ ン ダ 語 に 通

訳 さ れ た 。 神 権 会 は 、合 衆 国 、 カナ ダ 、 オ ー ス トラ リア 、

ニ ュー ジー ラ ン ド、韓 国 、 沖 縄 、 フ ィ リ ピ ンの1，056に 及

ぶ 会 場 に 中継 され た。

313



4月3日(±)午 前 の部 にお け る説 教

入手 によ らず に

切 り出された石

ダニエルの予言の成就 として、現在 、福音

は全地 に満ちるべ く広め られている。

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

'尋鳥

す る兄弟姉妹の皆様、私たちは、愛
今 こ こ に再 び 、 ソル トレー ク ・シ

テ ィー の テ ン プ ル ス クウ ェ ア に あ る こ

の 歴 史 的 な タバ ナ クル に 集 ま っ て い る。

世 の 人々 に と り、 教 会 員 に と り、私 た

ち 自身 に と り、 大 切 な事 柄 を考 え る た

め で あ る 。

こ の数 ヵ月 は 、私 た ち に とっ て 、極

め て興 味 深 い 日々 で あ っ た。

2月 か ら3月 初 め に か け て 、 私 た ち

は 、 南 太 平 洋 の 国 々 と海 の 島 々 を旅 し

た 。最 も高 い権 能 を持 つ 人 々 も含 め て 、

教 会 の 代 表 者 た ち の 大 団体 が 、南 半 球

に 渡 り、成 長 、進 展 共 に 著 し い南 太 平

洋 の 国 々 の 人 々 と、 しば しの 時 を過 ご

し たの で あ る。

南 太 平 洋 地 域 に は10万 以 上 の会 員 が

住 ん で い るが そ の 大 部 分 は ソ ル トレー

ク ・シ テ ィー で 開 か れ る総 大 会 に 出 席

す るこ とが で き な い 。 そ の た め 私 た ち

は 、 か の地 で 地 域 大 会 を 開催 す る こ と

に した 。 そ こ で 、 ニ ュー ジ ー ラ ン ドと

オ ー ス トラ リア の3都 市 、 そ して サ モ

ア 、 トン ガ 、 フ ィー ジー 、 タ ヒ チ に お

い て 、 そ こ に住 む 聖 徒 た ち が 、教 会 幹

部 に会 い 、指 導 者 に支 持 の 挙 手 をす る

機 会 を持 ち 、 そ し て教 会 を指 導 して い

る幹 部 た ち か ら説 教 を聞 くこ とが で き

る よう、 これ らの地 域 を訪 れ たの で あ る。

私 た ちは 手 厚 い歓 迎 と もて な し と を

受 け 、 南 の 国 々 の 立 派 な聖 徒 た ち に深

い 愛情 を抱 きつ つ 帰 国 した 。

興 味 深 い こ とで あ るが 、教 会 は 、 こ

の ア メ リカ合 衆 国 に お い て も、 ま た他

の数 多 くの 国 々 に お い て も、 同 じ よ う

に 急 速 な 成 長 を続 け て い る。

現 在 、教 会 員 の 国籍 は66ヵ 国 に わ た

り、 そ の 大 部 分 の 国 で福 音 が 説 か れ て

い る。 さ らに 、 宣 教 師 は23，000人 以 上

に 及 び 、 そ の うち の2，000人 以 上 は 、

自国 か ら召 され た青 年 男 女 で あ る。

1938年 に 私 が ス テ ー キ部 長 に 召 さ れ

た と き、そ.のス テー キ 部 は 、世 界 で124

番 目の もの で あ った 。 しか るに 現 在 で

は750に 及 ぶ ス テ ー キ部 が 存 在 す る 。

ま た 、 私 が 伝 道 を終 え た 頃 に は 、伝 道

部 は20を 少 し越 え る程 しか なか っ た が 、

現 在 で は134の 伝 道 部 が あ る。

私 た ち の住 ん で い る合 衆 国 の み な ら

ず 南 ア メ リカ、 東 洋 、 南 太 平 洋 、 南 ア

フ リカ 、 ヨー ロ ッパ 、 その 他 多 くの 地

域 で教 会 員 が 増 え て い る。 毎 年 、 何 千

何 万 とい う 人 々 が 、 福 音 は そ の 霊 的 欲

求 を満 た し て くれ る も の で あ る 、 とい

う こ とに気 付 き 、改 宗 して い る 。

教 会 幹 部 の 兄 弟 た ち は 絶 え ず世 界 の

各 地 を巡 り、 新 しい地 域 の 人 々 の ため

に 、新 会 員 に 必 要 な 訓 練 や 教 え を施 そ

う と、精 力 を傾 け て い る。

死 者 の た め の 業 も大 い に 進 ん で い

る。 現 在 、16の 神 殿 で 儀 式 が 間 断 な く

続 け られ て お り、 な お か つ 増加 の 一 途

を た どっ て い る 。 ブ ラ ジ ル の サ ンパ ウ

ロ 、 日本 の 東 京 、 ワ シ ン トン州 の シ ア

トル に そ れ ぞ れ新 しい神 殿 が 建 設 され

る こ とが 発 表 され た。 生 者 と死 者 の た

め の こ の 偉 大 な 業 を 継 続 し て い くた

め に 、 な お 多 くの神 殿 が 建 設 さ れ る予

定である。

私たちは庭に野菜 を植え、果樹を栽

培 し、住いをきれいに し、もっと住み

よくす るよう訴えてきた。教会員の皆

さんが私たちのこの心か らの訴えに実

に よく応えて下 さったことを深 く感謝

している。

訪問する先々で、裏庭が美 しい菜園

に変わ り、とうもろこし、にんじん、

じゃがいも、たまね ぎ、かぼちゃが植

えられている光景 を目に した。また、

これまでの花壇が菜園に変わった所 も

あ り、花壇 と菜園が相半ばしている所

もある。

菜園のことで、もうひとつ賞賛すべ

きことは、隣人と収穫物 を交換 し合い、

それによって交友 を深め、隣人愛の精

神 を養 っているヒ とである。

もし家族が皆菜園を持 ち、地方の家

族が牛や鶏 を飼い、果樹を植え、菜園

を持つな らば、ほ とんどの家族が自給

自足できるようになることであろっ。

これは全 くもって驚嘆すべ きことであ

る。

私たちは、自分自身のためにも、子

供たちのためにも、労働が必要である

と信 じている。私 たちは福祉事業に携

わ り、また生産の需要に応ずるために、

労働時間 を提供 している。私たちは子

供たちにも働 くようしつけるべ きであ

る。子供たちも、家庭や菜園の責任を

分担する必要がある。どんなに粗末な

家であっても、それを整理整頓する責

任 を子供たちにも与えるべ きである。
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啄り

また菜園を世話す る責任を与えてもよ

いであろう。いずれにせよ、子供たち

をテレビの前に長時間座 らせてお くよ

り、はるかに良いことである。

子供たちは暇があ り過 ぎると退屈す

る。そして、その気晴らしのために、

段々 と高価なもの を欲 しが るようにな

るとして も、それは当然のことである。

私たちは、家庭や菜園の仕事を分担し

て果たすことの貴さを教 えなければな

らない。

ひ とりの森林警備隊員から、次のよ

うな手紙をいただいた。
「ある 日、500名 に及ぶ青年 たち

が、ゴミ屑や石 を拾い集め、またキャ

ンプ場やハイキングゴースにある400

以上のテーブルや橋や便所のペ ンキ塗

りをして くれました。貴教会の27の ス

テーキ部がこの活動に参加 して下 さい

ました。歴史的な出来事 と言えましょ

う。一丸 となって重労働 に励む青年た

ちの熱意、活気、それに奉仕の精神は、

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会の最 も

優iれた伝統 と教 え と模 範だ と思いま

すd

教会の青少年に、-適切 な責任 と指示

が与えられると、彼 らは驚 く程のこと

をすることができるのである。

ブ リガム ・ヤング大管長は次のよう

に吾っている。
「私の信仰によれば、主が私たちに

焼き上がった豚肉や、バターの塗って

あるパンなどを与えて下さるとは思え

ない。主は私たちに様々な能力を与え

て下さる。その能力 を用いて、穀物 を

育て、地に産する果物を手に入れ、住

居 を造 り、板 を集めて箱 を作るのであ

る。そして主の助けにより穀物が収穫

できたら、今度は、私たちあ手でそれ

を貯蔵する。1年 分、2年 分、5年 分 、

そして7年 分 と、手元に麦 を貯蔵す る

のである。そうすれば、自給するに足

るだけの麦を充分貯蔵できるし、保護

を求めてここに来る人々のためにも貯

蔵できる。……

.何 物 も無駄にしてはならない。 まず

冷静に物事を考えて、あらゆるものを

拾い集め、何物 も無駄にしてはならな

レ 、 ・・・…o

細心の注意 を払って、あらゆる物を

貯えてお きなさい。多 くのものが集ま

って自分で処理できな くなったら、そ

の処 置について隣人の助けを求めなさ

い。

子供たちがパンのかけらを粗末に扱

って も許 される程、自分の周囲には食

糧が十分あるなどと決 して思ってはな

らない。たとえ何百万 トンといテ穀物

を持 っている人がいたとしても、その

人も、召使いに向かってパン くずを炉

の中へ掃 き捨ててよろしいと言う資格

はないのである。何か他の動物に食べ

させ るか、大地に還元するか しなさい。

そうすれば、小麦の育 った目的が達成

され るのであ る。このこ とを忘れな

いで欲 しい。何物 も無駄に してはな

らない。あらゆる物を大切に扱いなさ

い。

ふたりだけの家族であろうと、ある

いは、3人 、4人 、5人 の家族であろ.1

うと、この町の中に、その食卓か ら、

また子供たちの食べ残 したものか ら十

分貯えができるのに、それを炉の中や

屋外に掃 き捨ててしまわなければなら

ないような家族はないはずである。その

ような食べ残 しでも、養豚にあてるこ

とができる。そうでなければ、 自分た

ちで全部食べるべ きである。

この地域の最 も貧 しい家庭の ところ

へ行 ってみなさい。あえて申し上げよ

う。そのような家族でも、毎年子供た

ちに必要な教科書を買える程の布切 を

無駄にしている。あるいは、無駄はも

っと多いか もしれない。

豊かになりたいと思 うのな ら、手に

入れた ものを貯えておきなさい。愚か

な者で もお金 を稼 ぐことはできる。だ

が賢明な人は、それ を貯 えて、そこか

ら自分の利 となることに使 う。

神が私たちに注いで下 さる祝福 を上

手に使えば、私たち自身に利益 をもた .

らすことができるのである。もし私たち

がそれを賢明に使わないなら、神が私

たちに受け継がせ ようとしておられる

力と栄光 を切 り捨てて しまうことにな

る。私たちは、用意周到さと倹約の精

神、それに神が与えて下 さった判断力

とを賢明に行使 しては じめて、穀物 を

貯蔵し、家畜を養い、妻子 を養い、家屋

や土地 を維持 し、さらに またこれ らの

もの を増 や して い く こ とが で き るの で

あ る。 こ う して 絶 え ず 、 個 人 的 に は 、

私 た ち一 人 一 人 が 、 そ し て全 体 的 に は

神 の 王 国 が 、 そ の 力 と影 響 力 と を蓄 え

て い くの で あ るd(D∫sα 照sesげ

B吻 始myoπ ηg「 ブ リガ ム ・ヤ ン グ説

教 集 」p.291、292)

借 金 に 関 して 、 ブ リガ ム ・ヤ ン グは

次 の よ うに 語 っ て い る。

「借 金 を返 済 しな さ い
。私 た ち は そ

の 手 助 け を して あ げ よ う。 だ が 二 度 と

借 金 しな い よ うに し な さ い 。

何 事 に も迅 速 に あ た り、特 に 借 金 の

返 済 は迅 速 に しな さ いd(「 説 教 集 」

P.303)

私 た ちは これ まで 、借 金 の 返 済 につ

い て度 々 説 い て きた 。 しか し なが ら 、

現 在 で は 、 消 費 を推 進 し、 分 割 払 い で

買 い 、 さ ら に は 支 払 い を翌 年 に 延 ば し

て ま で も物 を購 入 し よ う とす る傾 向 に

陥 っ て い る。

1836年 、 主 は マ ー テ ン ・ハ リス に対

し 、教 義 と聖 約19：35に 記 され て い る

次 の 啓 示 を与 え られ た。「印刷 業 者 に借

りた る汝 の 負債 を支 払 い て 束 縛 よ り免

れ よd

「返 済 で き る見 込 み も な い の に 借財

し よ う とす る 人 は 、 立 派 に 統 制 の と

れ た 社 会 に 見 られ る諸 原 則 を理 解 して

い な い の で あ る。 そ うで なけ れ ば 、 故

意 に 不 正 直 な こ とを して い る の で あ る。

返 済 に必 要 な 財 力 を持 ち な が ら、正

直 に そ の 負債 を支 払 お う と しな い 人 は 、

もは や 末 日聖徒 で は な い。

敵 か ら借 りな が ら、 そ れ を返 済 しな

い の は 、 良 くな い こ と で あ る。 い や 極

め て 悪 い こ とで あ る。 そ の よ うな こ と

は 、 人 と して あ る ま じき行 為 で あ る。

だ が 、 友 人 や 、 と りわけ 貧 しい 人々 か

ら借 金 しな が ら、 そ れ を返 済 し な い 人

々 は 、聖 徒 と して の 特 権 を受 け る資 格

も な い 人 々 で あ るd(「 説 教 集 」p.303、

4)

離 婚 承 認 書 に 関 す る手 紙 の 中 に 、次

の よ うな 一 文 が あ っ た 。

「この 離 婚 の 原 因 は
、 夫 に 経 済 上 の

責 任 感 が な く、 ま た夫 婦 双 方 共 、家 計

の や り く りが不 得 手 で あ っ た た め と思

わ れ る。 申請 者 で あ る 妻 は 、夫 が不 貞

な行 為 を した な ど と.いう記 憶 は な い と
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述 べ て い る し 、夫 の側 で も、結 婚 生 活

中 、妻 を裏 切 っ た こ とは 一 度 も な い と

強 く主 張 して い る 。」

それ で も この 夫 婦 は 、 経 済 上 生 活 に

支 障 を 来 た した ため に 、結 婚 生 活 に終 止

符 を打 っ た の で あ る 。 この 家 族 は ひ と

つ の典 型 で あ る。 も し入 念 に予 算 計 画

を立 て 、 そ れ を実 行 して い た な らば 、

この 家 族 は お 互 い に傷 付 け 合 う こ と も

な く、幸 福 で い た こ とで あ ろ う。

私 た ち は 前 回 の 総：大 会 で 、各 家族 に

入 念 な予 算 計 画 を立 て る よ う勧 告 し た。

この 勧 告 に従 えば 、家 族 の もめ 事 の 大

半 は 防 ぐこ とが で き る し、 多 くの 誤 解

も生 じな い は ず で あ る 。

「わ た し を主 よ
、主 よ、 と呼 び な が

ら 、 なぜ わ た しの 言 う こ と を行 わ な い

の かd(ル カ6：46)

この 主 御 自身 か らの 問 いか け は 、 極

め て 力 が あ り、 私 た ち に とっ て 重 要 な

もの で あ る 。

なぜ 教 会 幹 部 た ち は 総 大 会 の度 ご と

に 、 同 じ こ と を説 教 す るの か とい ぶ か

し く思 う人 も い るか も しれ な い 。 しか

し 、何 世 紀 に もわ た る予 言 者 た ちの 言

葉 を研 究 して み る と、 そ の 説 教 の 型 式

は 極 め て 明確 で あ る 。 ア ル マ の 言 葉 を

借 りて 言 え ば 、 私 た ち は 人 々 に 「常 に

罪 悪 を憎 む こ と」 を教 え た い と願 っ て

い る の で あ る。 ま た 、 「悔 い改 め ね ば

な らぬ こ と、 主 イ エ ス ・キ リス トを信

ず る こ と」(ア ル マ37：32、33)を テ

ー マ に 説教 して い る
。 謙 遜 さ を称 え て

い る。 さ ら に 「主 イ エ ス ・キ リス ト

を信 ず る信 仰 を以 っ て 悪 魔 の誘 惑 を こ

とご と くう ち破 る こ と」(ア ル マ37：

33)な ど を教 え た い と願 っ て い る。 ま

た 、 「善 を行 っ て決 して 飽 」(ア ル マ

37：34)き る こ との な い よ う教 えて い

る 。

予 言 者 た ちが 同 じ こ とを説 教 す る の

は 、私 た ちが 根 本 的 に は 同 じ問 題 に 直

面 して い るか らで あ る。 兄 弟 姉 妹 、 そ

.うした 問 題 に 対 す る解 決 法 は 、 何 ら変

わ らな い の で あ る 。 入 港 す る船 舶 を誘

導 す るた び に 異 な った 信 号 を出 す よ う

な 灯 台 は 、 信 頼 の お け な い灯 台 で あ る 。

ま た 、安 全 な 山道 を知 りな が ら 、疑 わ

ず につ い て 来 る登 山 隊 を 人跡 未 踏 の 危

険 な道 へ 連 れ て行 くよ うな 山岳 ガ イ ド
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は 、や は り信 頼 の お け な い ガ イ ドで あ

る。

私 は今 日、全 世 界 の あ らゆ る 人 々 に

対 し 、特 別 に 訴 え た い気 持 を強 く感 じ

て い る 。 救 い と昇 栄 の 教 え を 持 つ 、

イ エ ス ・キ・リス トの 回復 さ れ た 福 音 を

研 究 して い た だ きた い。

今 日私 の 声 に 耳 を傾 け て い るす べ て

の 人 々 に 、 真 心 か ら、 万 感 の 思 い を込

め て 次 の よ う に宣 言 す る。 こ の 末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 こ そ 、 今 日こ

の 地 上 に あ っ て 、文 字 通 りの神 の 権 能

を有 す る 王 国 で あ る。

救 い主 な る主 イ エ ス ・キ リス ト御 自

身 が 、 そ の 大 能 と栄 光 と を もっ て 、 こ

の 教 会 の頭 に 立 っ て お られ る 。 ま た主

御 自身 が 指 名 し、支 持 し て お られ る予

言 者 と使 徒 た ち を通 して 、 こ の 教 会 の

運 営 全 般 を指 導 して お られ る の で あ る 。

そ の主 か ら指 名 され た僕 た ちの 中 で

も、 最 も小 さ い者 の ひ と り と して 、私

は こ の麗 しい 山々 の頂 か ら、 声 を大 に

して 、次 の よ うに 言 明 す る 。 広 く 「モ

ル モ ン教 会 」 、と して知 られ て い る こ の

イ エ ス ・キ リス ト教 会 こ そ 、救 い を得

させ る神 の 力 で あ る 。

私 は 真 心 か ら約 束 す る。 回復 され た

福 音 を研 究 し よ う と決 意 した そ の 日は 、

あ な た の 生 涯 の うち で 最 も重 要 な 日 と
'沸

なることであろう。

その決意 さえあれば、啓示 された福

音の真理 に至 る望みも大きく開かれ、霊

性 と愛 と平安 を増 し加 える数限 りない

道が開かれることであろう。

あなた と神 との関係 も、一層 よく理

解 できるはずである。 また、あなたが

どこか ら来たのか、なぜ ここにいるの

か、死後どこへ行 くのか、 といった一

連の重要 な質問に対する答えも用意さ

れている。

キ リス トの真の教会へ入るために正

しい権能を持つ者か ら受けるバプテス

マは、栄光に満 ちた永遠の王国におい

て昇栄を得るための門を開 くものであ

大 会 の ひ と こま
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る。 そ して そ の 昇 栄 は 、 悔 い 改 め 、義

・に か な っ た生 活 を送 り
、 主 の 戒 め を守

り、 同 胞 に奉 仕 す る こ とに よ って 得 ら

れ るの で あ る。

イエ ス ・キ リス トの 福 音 は 、 全 世 界

の た め の 、 そ して 全 人 類 の た め の 福 音

で あ る。 私 た ち は 、 神 が 御 父 で あ り、

全 人 類 が 皆 兄 弟 で あ る と宣 言 して い る。

また イエ ズ ・キ リス トが 神 の 御 子 で あ

り、 十 字 架 に か け られ た と宣 言 して い

る 。 そ の 聖 な る犠 牲 は 、全 人 類 の た め

の 贈 い の 犠 牲 で あ っ た。 私 た ち は 、 イ

エ ス が復 活 され た こ とを 、 そ して今 日

主 が 生 きて お ら れ 、 神 の 右 に 立 っ て 、

地 上 に お け る神 の 王 国 の み 業 を導 い て

お られ る こ と を証 す る 。

イ エ ス ・キ リス トの教 会 を研 究 し て

み れ ば 、 そ れ は 、 キ リス ト と共 に 地 上

で働 い て い た 人 々 か らの 継 承 を主 張 す

る宗 教 で も、 プ ロ テ ス タ ン トの 宗 教 で

もな い こ とが わ か る で あ ろ う。 そ れ は 、

キ リス トの地 上 の 王 国 が 神 に よ っ て 回

復 され た もの で あ り、 初 期 の教 会 と同

様 、 「使 徒 、 予 言 者 、 監 督 ， 教 師 、祝

福 師 等 」(信 仰 箇 条 第6条)の 組 織 を

持 つ も の な の で あ る 。

この 回復 され た教 会 を研 究 す る 人 々

に は 、 この 教 会 に神 権 とい う 、天 よ り

回 復 さ れ た 権 威 、権 能 が 存 在 す る こ と

が わか るで あ ろ う。 こ の聖 な る権 能 に

よ り、 そ し て こ の 権 能 を通 し て の み 、

福 音 の 救 い の儀 式 が 執 り行 な わ れ 、 こ

の世 と永 遠 に わ た っ て 結 び 固 め る こ と

を可 能 に す る の で あ る。 私 は 、 私 の 声

に 耳 を傾 け るす べ て の 人 々 に 向 か い 、

こ の こ とを証 す る 。

い わ ゆ る モ ル モ ン教 会 が 、.成長 著 し

い 、 活 気 に満 ち た.教会 で あ り、 人生 の 、

そ して 生 活 の あ らゆ る面 に影 響 を 及 ぼ

す 教 会 な の で あ る 。

神 よ り与 え ら れ た 戒 め に よ り、私 た
内 ち の 教 会 は伝 道 を行 な っ て い る

。 現 在

23，000人 以 上 の 宣 教 師 が 世 界 各 地 に 赴

い て 、 時 間 と金 銭 と才 能 を犠 牲 に して 、

こ の 回復 の メ ッセ ー ジ を宣 べ 伝 え て い

る 。す で に 大 部 分 の 自由 主 義 諸 国 に 派

遣 さ れ て い る 。 彼 ら の伝 え る メ ッセ ー

ジ は 、 全 人類 に 与 え られ る。 カ ト リ ッ

クや プ ロ テ ス タ ン トとい っ た い わ ゆ る

キ リス ト教 世 界 の 人 々 に も 、 また.ピン

ズー教、仏教、回教、ユダヤ教、神道、

儒教 を信奉する人々にも、人種や信条

を問わず、すべての人々に伝えられ る

のである。

私たちは、あらゆる人々が末 日聖徒

の宣教師のメッセ「 ジに耳 を傾けるよ

う勧めるものである。今後、この現世

にあっても、来世にあっても、これほ

どまでに大きな衝撃 を与え、良い影響

をもたらす メッセージを聞 くことはな

いはずである。

真理 を求める心正 しい人々に与えら

れる報いは、比類なく大きい。

主は言われた。 「王国を与えられた

る……人々よ聴け。地の礎 を据え諸々

の天 と天の万群 とを造 り、.生きて動 き

実在す るすべての ものを造 りたる者の

言 を聴 きて耳を傾けよ。

また言 う、.死の汝 らを捕えざる様わ

が言を聴け。すなわち、 うか と過すひ

と時に夏は過 ぎ去 り、刈 り入れは終 り

て汝らは救われざるな り。

御父 と人との仲保者に して、また御

父の前にとりなしをする者の言に耳 を

傾けよ。・・…・

またか くの如 く、わが永遠の誓約 を

世に遣 りて世の光 とな し、またわが民

とこの光 を求め来る異邦人とのために
一つの旗 となし、わが前に道を備 うる

ためわが前に立つ一人の使 となした り。

この故に汝 らこの光に来るべ し。と

れに来る者にわれ古え人に為せ ると同

じく道理を論 じ、われ汝らにわが強固

なる論拠を示 さんd

(教義 と聖約45：1-3、9、10)

当教会は回復 された教会である。地

上における神の王国である。この王国

を組織 したのは、他ならぬイエス ・キ

リス ト御 自身だか らである。

歴史のまだ浅い頃、言わばまだ生成

の過程にある頃起 こったひとつの事件

を思い出していただきたい。この歴史r

上重大な時代は、キリス ト生誕に先立

つ わずか600な いし700年 前のことで

あった。主はこの時、将来起こるべ き

ことを極めて珍 しい方法で明らかにす

ることが適当であると考えられた。

バ ビロンの王ネブカデネザルがエル

サレムを包囲し、エルサ レムの民を捕

われの身にした ときのことである。こ

の 囚 人 の 中 に 、 ダ ニ エ ル と その 仲 間 が

い た 。 ダニ エ ル た ち は 、 高 い標 準 を守

り、 王 や 王 の部 下 た ち と酒 を飲 もう と

しな か っ た 。

聖 典 に は 次 の よ うに 書 か れ て い る。

「王 が 彼 らに さ ま ざ まの事 を尋 ね て み

る と、 彼 らは知 恵 と理 解 に お い て 、 全

国 の博 士 、 法 術 士 に ま さ る こ と十倍 で

あ ったd(ダ ニ エ ル1：20)

ネ ブ カ デ ネ ザ ル 王 は あ る夢 を見 た 。

そ こで 王 は 、博 士 や 法 術 士 や 占い 師 た

ち に命 じて 、夢 と解 き明 か し とを示 す

よ う に 言 っ た 。 そ れ に 失 敗 し た場 合

に は刑 罰 が 与 え ら れ る こ とに な っ た 。

す な わ ち 、 そ の 夢 と そ の解 き明 か し と

を示 せ な い 場 合 に は 死 刑 に処 され る の

で あ る 。 そ れ に対 して 彼 らは 、 王 に 、

夢 を再 現 して 解 き明 か しの で き る よ う

な 人 は ど こに もい な い と説 得 しよ う と

し た 。

ネ ブ カデ ネザ ル 王 は 激 し く怒 り、 バ

ビ ロ ンの 知 者 た ち をす べ て 滅 ぼ す よ う

命 じた 。

そ こで ダ ニ エ ル は王 に 会 い 、 しば ら

くの 時 を与 え て くれ る よう 求 め 、 ダ ニ

エ ル 自身 が そ の 夢 を解 き明 か す と約 束

した 。 ダ ニ エ ル は次 の よ うに 記 録 して

い る。

「つ い に 夜 の幻(示 現)の うち に こ

の 秘 密 が ダ ニ エ ル に 示 さ れ た の で 、 ダ

ニ エ ル は 天 の 神 をほ め た た え たd(ダ

ニ エ ノレ2：19)

霊 感 に 満 た さ れ た ダ ニ エ ル は 、 主 を

讃 美 し、 次 の よ うに 言 っ た 。

「神 の み 名 は 永 遠 よ り永 遠 に 至る ま

で ほ むべ きか な 、 知 恵 と権 能 とは神 の

もの で あ る。

神 は 時 と季 節 と を変 じ、 王 を廃 し、

王 を 立 て 、知 者 に 知 恵 を与 え 、 賢者 に

知 識 を授 け られ る。

神 は 深 妙 、秘 密 の事 を あ ら わ し、 暗

黒 に あ る もの を知 り、 光 を ご 自身 の う

ち に 宿 す 。

わ が 先 祖 た ちの 神 よ、 あ な た は わ た

しに 知 恵 と力 と を賜 い 、 今 わ れ わ れ が

あ な た に請 い 求 め た とこ ろ の もの をわ

た し に示 し、 王 の求 め た こ と をわ れ わ

れ に 示 さ れ た の で 、 わ た しは あ な たに

感 謝 し、 あ な た を さん び し ますd(ダ

ニ エ ル2：20-23).
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こ っ して 、 将 来 に 関 す る知 識 を啓 示

され た ダ ニ エ ル は 、 占い 師 や 知 者 た ち

の助 命 を願 っ た 。

王 は ダ ニ エ ル を呼 ん で 尋 ね た 。

「あ な た は わ た しが 見 た 夢 と
、 そ の

解 き明 か し と をわ た しに知 らせ る こ と

が で き る の か，」(ダ ニ エ ル2：26)

こ れ に 答 え て ダニ エ ル は 、王 の 知 者

や 法 術 士 や 博 士 や 占 い 師 に は 王 の 秘 密

を解 き 明 か す こ と も、示 す こ と も で き

な い と言 っ た 。

「しか し秘 密 を あ らわ す ひ と りの神

が 天 に お られ ます 。 彼 は 後 の 日に 起 こ

るべ き事 を、 ネ ブ カ デ ネザ ル 王 に 知 ら

さ れ た の で す 。」(ダ ニ エ ル2：28)

ダ ニ エ ル は王 に 、 その 夢 は世 界 の 歴

史 を写 し出 した もの で あ る と説 明 した 。

そ の 夢 の 中 に は 、 ひ とつ の 大 き な像 が

登 場 し 、 そ の像 の 頭 は純 金 、 胸 と両 腕

とは 銀 、腹 と も も とは青 銅 、 す ね は鉄 、

足 は 鉄 と粘 土 で あ っ た 。 啓 示 は続 い て

与 え ら れ た 。

「あ な た が 見 て お られ た とき
、 一 つ

の 石 が 人手 に よ らず に切 り出 さ れ て 、

そ の像 の鉄 と粘 土 との 足 を撃 ち 、 これ

を砕 き ま した頃(ダ ニ エ ル2：34)

そ して 、像 の 各 部 は粉 々 に砕 け 、「夏

の 打 ち場 の もみ が らの よ う に な り、 風

に 吹 き払 わ れ て 、 あ とか た もな くな り

ま したd風 が 吹 い て 、 粉 々 に 砕 け た

もの を吹 き払 っ た の で あ る 。 「とこ ろ

が そ の像 を撃 っ た石 は 、大 きな 山 とな

っ て全 地 に 満 ち ま し たd(ダ ニ エ ル2

：35)

続 い て 、 その 解 き明 か しが 与 え られ

て い る。

ネ ブ カデ ネザ ル は 、金 の頭 で 象 徴 さ

れ て い て 、諸 王 の 王 を表 わ し、 世 界 の

権 力 の 代 表 で あ った 。

ま た別 の 国が 起 こ り、全 世 界 を治 め

るは ず で あ っ た 。 、

その 解 き明 か しに は 、他 の 王 国 の 統

治 に も触 れ て い る。 メ デ ア や ペ ル シア

を治 め た キ ュ ロ ス(ク ロ ス)大 王 は ＼

フ ィ リ ッボ スや ア レク サ ン ダー に率 い

ら れ た ギ リシ ャや マ ケ ドニ ア の 王 国 と

取 っ て代 わ られ る は ず で あ っ た 。 だ が

こ の世 界 的権 力 もロ ー マ 帝 国 に取 って

代 わ られ るの で あ る 。

世 界 の 歴 史 を短 く描 写 し た あ と、 真
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の 啓 示 が 与 え ら れ て い る 。 ダ ニ エ ル は

次 の よ っに 言 っ た 。

「そ れ らの 王 た ち(つ ま リヨー ロ ッ

パ 諸 国 の こ と)の 世 に 、天 の 神 は 一 つ

の 国 を立 て られ ます 。 こ れ は い つ ま で

も滅 び る こ とが な く、 そ の 主 権 は他 の

民 に わ た され ず 、 か え っ て これ らの も

ろ もろ の 国 を打 ち破 っ て 滅 ぼ す で し ょ

う。 そ して こ の 国 は 立 っ て 永 遠 に至 る

の です 。

一 つ の石 が 人 手 に よ らず に 山か ら切

り出 され 、 そ の 石 が 鉄 と、 青 銅 と、 粘

土 と、 銀 と、金 と を打 ち 砕 い た の を、

あ な た が 見 られ たの は この 事 です 。 大

い な る神 が この 後 に起 るべ き こ と を 、

王 に知 ら さ れ た の で す 。 そ の夢 は ま こ

とで あ っ て 、 こ の解 き明 か しは確 か で

す ，」(ダ ニ エ ル2：44、45)

これ は世 界 の 歴 史 に 関 す る 啓 示 で あ

る 。 ひ とつ の世 界 的 な 権 力 が 他 の 権 力

に 代 わ り、 や が て無 数 の 小 国 が 林 立 し、

地 上 の 勢 力 を分 け合 う とい うの で あ っ

た 。

そ して 、 これ らの 国 々 の 王 た ち の 時

代 に な る と 、権 威 は 人 に渡 され る こ と

な く、 天 の 神 が ひ とつ の王 国 を立 て ら

れ る は ず で あ っ た 。 打 ち 滅 ぼ され る こ

と の な い神 の 王 国 が 地 上 に 立 て られ る

の で あ った 。

末 日聖徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 は 、

神 よ り数 々 の 啓 示 を与 え られ た後 、1830

年 に 回 復 さ れ た 。 そ して 、 これ こ そ 、

天 の神 に よ っ て 立 て られ た 王 国 で あ り、

滅 ぼ され る こ と も 、取 っ て 代 わ られ る

こ と も な い もの で あ る 。 ま た 、 人 手 に

よ らず に 切 り出 され 、 大 き な 山 とな っ

て 全 地 を満 た した 、 あ の石 で あ る。

歴 史 は進 み 、 世 界 中 に為 政 者 が 次 々

と現 わ れ 、 しば ら くの 間世 界 を統 治 し

て は 消 え て い っ た。 しか し19世 紀 の 初

頭 、 遂 に そ の 日は や っ て 来 た 。新 世 界

ア メ リカが 発 見 さ れ 、移 民 が 行 な わ れ 、

定 住 が 進 め られ て い た 。 独 立 を勝 ち取

り、 憲 法 も承 認 さ れ 、 人 々 に 自由 が 与

え られ て い た 。 人 々 の 心 の 中 に は 、真

理 を確 立 し、 それ に よ っ て 治 め よ う と

い う思 想 が 芽 生 え た 。

いか な る王 も支 配 者 も、 この 歴 史 を

予 見 す る こ と は で きな か っ た 。 しか し

年 若 い 、 心 の清 い 、 そ して ふ さわ しい

予言者ダニエルは、神か ら啓示を受け

てそれを予知することができたのであ

る。

世界の歴史がこのように明らかにさ

れたのは、目的があってのことである。

この出来事の結果、心の正直な人々は

予言の成就 を期待 し、また神の啓示に ，、

つ いての知識を持 ち、将来を見通す こ

とのできる無数の善男善女は、その日

を待ち望んで きたのであった。

それは、極平凡な過程 を経て起 こっ

た。神の教 えを求める14歳 のひとりの

少年が、聖書だけから将来についての

知識 を得ることに困難 を感じていた。

そのため彼は、木立茂 る森の中へ入 り、

主に向かい知恵を求めて祈ったのであ

る。

時はすでに到来 していた。 しかし、

福音と共に永遠の権能がことごとく回

復されることを見通 していた敵対者サ

タンは、全力を振 り絞 ってこの若者を、

ひいては回復のお とずれを滅ぼそうと

した。 しか し、悪魔の抵抗にもかかわ

らず、この汚れない、探究心に富む若

者の前に、'壮大な示現が開かれた。若

者が全力 を振 り絞 り、また主の強さを

求めた結果、暗黒の力が取 り除かれた

のである。サタンは退 き、示現が開け

た。少年の頭上にひとつの光の柱が現

われたのである。太陽にも増して輝 く

光であった。その光は次第に降 りて く

ると、若者の上に留 まった。若きジョ

セブはその後の出来事 を次のように記



して い る。

「その 光 の柱 が 現 わ れ るや 否 や
、私

は わ が 身 を縛 った 敵 か ら救 い 出 され た

事 に 気 が 付 い た 。 そ して そ の光 が 私 の

上 に 留 ま っ た 時 、 私 は筆 紙 に尽 し難 い

輝 き と栄 光 と を有 ち た も う二 人 の 御 方

が 私 の 真 上 の 空 中 に立 ち た も うの を見

た 。 そ して そ の 中 の お 一 人 が 私 に 言 葉

を か け て 私 の 名 を呼 び た ま 暁 、他 の お

一 人 を指 して 『こ は わ が 愛 子 な り
、 彼

に 聞 け 』 と仰 せ られ た則(ジ ョセ ブ ・

ス ミス2：17)

御 父 が 御 子 を この よ うに 正 式 に 紹 介

さ れ た こ とは 、極 め て 重 要 な こ とで あ

る 。 そ れ は 、 こ れ が 、 イ エ ス ・キ リス

トの世 界 とな り、 イエ ス ・キ リス トの

教 会 とな り、 イ エ ス ・キ リス トの 王 国

とな る か ら で あ る。

彼 が 尋 ね た 質 問 に 主 は答 え ら れ 、 永

遠 の真 理 が 告 げ られ た。 さ ら に 、 若 く

汚 れ の な い ジ ョセ ブ は 、 も し彼 が 主 の

前 に ふ さ わ し く、 また 清 い 生 活 を 送 る

な ら、 教 会 と福 音 と神 の権 威 権 能 の 回

復 に 関 す る責 任 が 託 され る こ とを告 げ

られ た 。

若 く汚 れ の な い青 年 へ と成 長 す る に

つ れ 、 天 か ら は あ た か も大 洪 水 が 押 し

寄 せ る よ うに 、様 々 な導 きが 与 え られ

た 。 指 示 が 与 え られ 、 権 能 が 授 け られ 、

知 識 が 与 え られ 、 い と高 き所 よ り啓 示

が ほ とん ど絶 え間 な く下 され た 。 時 が

来 て い たか らで あ る 。 機 は 熟 し て い た 。

数 多 くの 人 々 が 完 全 な 真 理 を受 け 入 れ

る準 備 が で きて い た の で あ る。

続 い て 間 も な く、他 の使 者 た ち も訪

れ た。 ペ テ ロ、 ヤ コブ 、 ヨハ ネ 、す な

わ ち王 国 の 鍵 と、神 権 と永 遠 の 祝 福 の

鍵 を持 っ て い た あ の3人 が 、 こ の青 年

の 前 に 現 わ れ 、 彼 らが 地 上 に い た と き

に持 っ て い た 権 威 と権 能 と を回 復 した 。

また 、ヘ ロ デ に 首 を切 られ た バ プ テ

。、 ス マ の ヨハ ネ が 、 復 活 体 を も って 地 上

に 戻 っ て来 て 、 予 言 者 ジ ョセ ブ の 頭 上

に 手 をお き、 ア ロ ン神 権 を与 え た。

古 代 の あ の 大 い な る モ ー セ も、 日の

光 栄 の 体 を も って 地 上 に 戻 り、 イ ス ラ

エ ル の 集 合 の鍵 を 回復 した 。

死 者 の た め の 永 遠 の 業 に か か わ りを

もつ 予 言 者 エ ラ イ ジ ャ(エ リヤ)も 戻

っ て 来 て 、 偉 大 な 神 殿 活 動 と、 福 音 を

聞 く機 会 な く死 ん だ 人 々 へ 福 音 を 回復

す る 業 の ため に 道 を備 え た 。

だ れ が 教 会 を組 織 す べ きか につ い て 、

主 は 次 の よ うに 言 わ れ た 。

「わ が 僕 ジ ョセ ブ ・ス ミス(二 代 目)

の ほ か 、 何 人 た り と もこ の 教 会 に 於 て

わ が 誠 命 と啓 示 とを受 くる ため に 任 命

せ ら る る こ とな し。 そ は 、 彼 は正 に モ

ー セ の 如 くわ れ よ り啓 示 と誠 命 と を受

くる 者 な れ ば な りd(教 義 と聖 約28：

2)

さ らに 予 言 者 モ ロナ イ が ジ ョセ ブに

現 わ れ 、長 い 時 間 、ア メ リ カ大 陸 に ニ ー

フ ァ イ の 民 が 移 住 した こ とにつ いて 、ま

たや が て掘 り出 され て翻 訳 され るモ ル モ

ン経 に つ い て 説 明 し た 。 この 経 典 は キ

リス トが ア メ リ カ を訪 れ た こ との新 た

な 証 とな り、 さ らに ま た 、 イエ ス が ユ

ダ ヤ 人 に と っ て も異 邦 人 に とっ て も永

遠 の神 な る キ リス トで あ る こ と を証 す

る もの で あ る 。 また 、 モ ル モ ン経 と呼

ば れ る この 記 録 は 、 主 イ エ ス ・キ・リス

トが 神 の 御 子 で あ る こ と を明 らか に す

る助 け を与 え る もの で あ る。

こ の よ う に して 予 言 が 成 就 し始 め た

の で あ る。 規 則 に 規 則 を加 え 、戒 め に

戒 め を加 えて 福 音 は 啓 示 され 、真 理 は

回 復 さ れ た 。 権 威 が 与 え られ 、権 能 が

授 け られ て 、次 第 に 光 が 射 し 、十 分 な

数 の 人 々 が 、 ダ ニ エ ル が2，500年 前 に

見 た こ の神 の 王 国 を組 織 す る ため に 集

ま っ て 来 た の で あ る。

教 会 は 組 織 さ れ た 。 当初 教 会 は 、 わ

ず か6人 しか 会 員 の い な い小 さ な もの

で あ っ た 。 そ れ は 、 人 手 に よ らず に 山

か ら切 り出 され て 、 他 の 国 々 を粉 々 に

打 ち砕 き、 転 が っ て 全 地 を満 たす は ず

の あ の 石 とは 比 較 に な ら な い 程 小 さな

もの で あ った 。

小 さ な 王 国 の前 途 に は 、難 関 が 待 ち

受 け て い た 。 予 言 者 た ち は 暗 殺 さ れ た 。

迫 害 と追 放 が 始 ま、り、 急 速 に 成 長 す る

小 さ な教 会 の 会 貝 た ち を悩 ま し た 。西

部 の 山岳 地 方 へ の 大 脱 出 が 啓 示 に よ っ

て指 示 さ れ た 。 西 部 へ の 移 住 が 始 まっ

た 。 しか し、 大 きな 試 練 に 出 会 い 、血

が 流 され 、 飢 え は 人 々 の 命 を奪 っ た 。

しか し な が ら現 在 、 そ の石 は 転 が り出

て 、 全 地 を満 た そ う と し て い るの で あ

る。

23，000人 に 及 ぶ 若 い宣 教 師 た ちが 、

そ れ ぞ れ の 任 地 で数 千 数 万 の 人 々 に こ

の 真 理 を宣 べ 伝 え て い る 。福 音 は世 界

各 国 に 広 め られ 、神 が ダ ニ エ ル を通 し

て 下 さ れ た 、全 地 を満 た す と い うあ の

約 束 の 成 就 に少 しず つ 近 づ い て い る 。

あ らゆ る 国 籍 、 国 語 の民 が 大 勢 多 くの

国 々 で福 音 を受 け 入 れ て い る。 教 会 と

王 国 は 成長 発 展 の 途 に あ る 。 私 た ち は

皆 さん に は っ き り と証 申 し上 げ る。 こ

の 王 国 は 、 ダニ エ ル の言 葉 を借 りて 言

え ば 、 「い つ ま で も滅 び る こ とが な く、

そ の 主 権 は 他 の 民 に わ た され ず 、… …

こ の国 は立 って永 遠 に至 るの ですd(ダ

ニ エ ル2：44)

数 々 の 啓 示 が 会 員 た ち に は 明 らか に

さ れ て い る 。 そ の 目標 とす る永 遠 の 生

命 は 、 必 要 な儀 式 を受 け 、 さ らに 神 の

戒 め に 従 っ て 生 活 をす る こ とに よ り、

得 る こ とが で き る の で あ る 。

これ らの 真 理 を皆 さん に 、俗 世 的 な

傲 慢 や 高 慢 の 心 か らで な く、 心 の 底 か

ら真 心 と思 いや り と を込 め て 差 しあ げ

た い と思 う。 計 り知 れ な い価 値 あ る福

音 、 真 理 の 福 音 、救 い と昇 栄 の 福 音 で

あ る。

私 は こ れ が 真 実 で あ る こ と を知 って

い る。 神 か ら与 え られ た もの で あ る こ

と を知 っ て い る。 私 は こ れ が 人 手 に よ

らず に 山か ら切 り出 され た小 さな 石 で

あ る こ と を知 っ て い る。 私 は これ が 、

救 い 主 イ ェ ス ・キ リス トが 昇 天 され る

直 前 に 予 言 し 、命 じられ た よ うに 、 や

が て 全 地 を満 たす こ と を知 っ て い る。

救 い 主 は11人 の 使 徒 に 向 か い 、「全 世 界

に 出 て 行 って 、すべ ての 造 ら れ た もの に

福 音 を宣 べ 伝 え よ 」 と言 わ れ た 。 あ ら

ゆ る国 々 、 部 族 、 国 語 の 民 に伝 え るの

で あ る。(マ ル コ16：15参 照)私 は 、

ア ダ ム の誕 生 か らダ ニ エ ル の 時代 に 至

る まで 、 また ジ ョセ ブ ・ス ミス の 時 代

に至 り、 さ らに 今 日に 至 る まで 、 この

福 音 が 真 実 で あ る こ と を知 っ て い る。

私 た ちは 皆 さん に こ れ を無 償 で差 し上

げ た い 。 私 た ち は 、 皆 さん が そ の 戒 め

に 厳 格 に従 うな ら、 永 遠 の生 命 を受 け

る と約 束 す る もの で あ る。 こ の 証 を イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り申 し上 げ

る 。 ア ー メ ン。
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4月3日 出 午前の部における説教

望みなき夜明けか ら

喜びの朝へ

主は真理を恵みた まい、悲 しむとさ に私た

ち を慰め、闇から光に伴 って下さる。

十二使徒評 議員会会員

卜一 マス ・S・ モ ン ソ ン

教 会の大甑 ・神の予諸 スペンサー ・W・ キ ン ボ ー ル長 老 に 引 き続

き この 壇 上 に立 つ こ とは 、 私 に とっ て

格 別 の 栄 誉 で あ る。 き ょ う私 は 、大 管

長 の 先 祖 の 地 、 イ ギ リス を心 に 浮 か べ

て い る。

イ ギ リス の ロ ン ドン は歴 史 の 都 で あ

る 。 トラ フ ァ ル ガ ー 広 場 や バ ッキ ン ガ

ム 宮 殿 、 ビ ッ グベ ン 、 そ れ に ウ エ ス ト

ミンス ター 寺 院や テ ー ム ズ 川 の 名 を耳

に した こ との な い 者 は い るだ ろ うか 。

さ して 有 名 で は な い が 非 常 に 価 値 あ る

の が 、 この 文 化 の 町 に 散 在 す る素 晴 ら

しい 画 廊 で あ る 。

あ る どん よ り と曇 っ た 冬 の 昼 下 が り、

私 は 名 高 い テー ト画 廊 を訪 れ た。 ゲ イ

ン ズバ ラの 風 景 画 や レ ン ブ ラ ン トの 肖

像 画 、 コ ン ス タ ブ ル の 嵐 を 呼 ぶ 雲 に

私 は 感 嘆 の 目 をみ は っ た 。 そ して4階

の 静 か な一 隅 に ひ っ そ り と掛 か っ て い

た あ る作 品 に 、 私 は 釘 づ け に な っ た 。

画 家 フ ラ ン ク ・ブ ラム リー の 描 く、 波

高 い海 を前 に した 粗 末 な小 屋 で あ っ た。

老 女 の わ き に 、 まだ 若 い妻 が ひ ざ を突

き、 悲 しみ を い っ ぱ い に船 乗 りの夫 の

死 を嘆 い て い た 。 窓 棚 の 燃 え尽 きた ろ

う そ くが 、 空 し く過 ぎ た一 夜 を物 語 り、

灰 色 の 雲 だ け が 嵐 の 夜 の 名 残 を と どめ

て い る。

彼 女 の寂 し さは よ くわ か っ た 。 絶 望

感 も感 じ取 るこ とが で きた。画 家 が 作 品

に 与 え た題 は 真 に 迫 っ て 、 悲 劇 を語 っ

て い た。 「望 み な き夜 明 け 」 と。

あ の 若 いや もめ は 、 ロバ ー ト ・ル イ

ス ・スチ ー ブ ン ソ ンの 「レ ク イエ ム 」

の この 言 葉 を ど ん な に か 望 ん で い た こ

とで あ ろ う。

「船 乗 りは 家 に
、か の 海 原 か ら帰 り

来 た る 。 狩 人 は そ し て 、 か の 山か ら家

に 。」

あ のや もめ や 、 愛 す る 人 を失 っ た 大

勢 の 人 た ち に とっ て 、 夜 明 け は望 み な

く、 空 しい 。 死 は 終 りで不 死 不 滅 は 夢

に過 ぎ な い と考 え る人 々 に は そ う思 え

る の で あ る 。

有 名 な科 学 者 マ リー ・キ・ユ リー 夫 人

は 、 パ リの 路 上 で 事 故 死 した 夫 ピエ ー

ル ・キ ュ リー の葬 儀 の 晩 、 家 へ 帰 って

が ら 日記 に こ う書 いて い る。

「墓 に納 め
、花 束 を散 ら し た。 す べ

て は 終 っ た 。 ピエ ー ル は地 下 で最 後 の

眠 りにつ い た 。 そ れ は す べ て の 終 り。

す べ て の 。 す べ て の 。」

(ビ ンセ ン ト ・シ ー ハ ン 訳Maぬme

C駕γげe：ABゴ09γaρ勾 勾EッeCπ πe「 キ

ュ リー 夫 人 伝 」イ ブ ・キ ュ リー 著p.249)

無 神 論 者 の バ ー トラ ン ド ・ラ ッセ ル

は 遺 言 書 の あ とに こ う書 き加 え て い る。

「何 の 熱 情 も何 の ヒ ロ イ ズム も思 想 と

感 情 の 何 の 高 潔 さ も 、 人 の 命 を死 の か

な た ま で 守 っ て は くれ ぬ 。」ま た ドイ ツ

の 哲 学 者 、 悲 観 論 者 の シ ョー ペ ン ハ ウ

エ ル は さ らに 手 厳 し い 。 彼 は こ の よ う

に 記 述 した 。 「不 死 不 滅 を望 む の は 、

大 き な誤 りを永 遠 に 望 む こ と だ 。」

事 実 思 索 す る 人 々 は 、 か の 無 欠 の 義

人 ヨ ブが 何世 紀 もの 昔 に語 っ た普 遍 の

疑 問 を 、 自分 の胸 に 問 うて き た。「人 が

も し死 ね ば 、 ま た生 き る で し ょ うか 。」

(ヨ ブ14：14)ヨ ブ は 主 か らの 霊 感

に よ っ て 自分 の 疑 問 に 答 え た 。

「ど うか
、 わ た しの 言 葉 が 、 書 き と

め られ る よ っに 。 ど っか 、 わ た しの 言

葉 が 、 書 物 に し る さ れ る よ うに 。

鉄 の 筆 と鉛 と を も って 、 な が く岩 に

・刻 み つ け ら れ る よ うに 。

わ た しは 知 る 、 わ た し を あ が な う者

は 生 きて お られ る 、後 の 日に 彼 は 必 ず

地 の上 に 立 た れ る。

… … わ た しは 肉に 在 っ て神 を見 る で

あ ろ う噌(欽 定 訳 ヨ ブ19：23-26)

パ ウ ロが コ リン ト人 に 送 っ た 書 簡 ほ

ど 、神 聖 な 真 理 をは っ き り と教 えて い

る聖 句 は 少 な い 。 「ア ダ ム に あ って す

べ て の 人 が 死 ん で い るの と同 じ よ う に、

キ リス トに あ っ て す べ て の 人 が 生 か さ

れ る の で あ るd(1コ リン ト15：22)

お お か た の死 は 悶 入者 と して や っ て

来 る 。 そ れ は 、 人生 の饗 宴 の 真 最 中 に

突 然 現 わ れ て 、 あ か り と さ ざめ き を吹

き消 して 行 く敵 で あ る。 そ れ は よ ろめ

く足 を 踏 み しめ つ つ 歩 む 老 人 の も と を

訪 れ る 。 人 生 の 旅 路 の なか ば に 行 きつ

い た ば か りの 人 が そ の 召 喚 状 を受 け 、

と きに は 幼 な子 の 笑 い 声 が 奪 い 去 られ

る 。 死 は 私 た ち の 愛 す る 人 に も重 い

手 を 置 き 、 私 た ち を苦 悩 と疑 惑 に 取

り残 し もす る。 非 常 な苦 痛 を伴 う病 い

に 伏 して い る 人 な ど に と っ て は 、 死 も

時 と して 慈 悲 の 天 使 とな る こ と も あ ろ

う。 しか し ほ とん ど の場 合 、私 た ち は

死 を 人 の 幸 福 の 敵 と考 え る。
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例 を取れば、や もめ暮 しの悲しさは

聖典によく出て くる。ザレパテのや も

めが思い出されるであろう。彼女は夫

に先立たれた。乏しい食物 も底 をつい

て、行 く手には餓死が待っていた。そ

こへ神の予言者エ リヤ(エ ライジャ)

が来て、彼女の信仰により神の平安 を

恵まれたのである。

またナインのや もめ もいる。彼女は

息子の死を嘆 き悲しんでいた。その変

わ らぬ信仰 と熱心な祈 りが神の賜 をも

た らし、主イエス ・キリス トが彼女の

大 切 な息 子 の 命 を呼 び 戻 して下 さ っ た。

で は 現 在 は ど うで あ ろ うか 。 嘆 き 悲

しむ 心 に 慰 め は 存 在 す る だ ろ うか 。レ神

は な お 、や もめ の 苦 労 をか え りみ られ

る だ ろ うか 。

.この タバ ナ クル か ら そ う遠 くな い所

大会 の合 間 の ひ とと き。

左 ：タバ ナ クル、

右 ：訪 問者 セ ン ター
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に 、 ふ た りの 姉 妹 が 住 ん で い た。 どち

らに もふ た りのか わ い い 息 子 が い た 。

愛 す る夫 も い た 。 ふ た り と も健 康 で 、

何 不 自由 な く平 安 に 暮 ら して い た 。 そ

ん な と きに 恐 ろ しい 刈 り手 が 彼 女 た ち

の 家 を襲 っ た。 まず 両 方 と もひ と りの

息 子 を亡 くし 、次 に 父 親 で あ る夫 を亡 く

した 。 友 人 た ちが や っ て きて 話 す こ と

は幾 らか の 慰 め に は な っ た が 、 悲 しみ

か ら抜 け 出 す こ とは で き な か っ た。

そ れ か ら 月 日が 過 ぎ た。 しか し心 は

いや され な い ま ま で あ っ た 。 ふ た りの

姉 妹 は 人 な か を避 け 、 ひ き こ も りが ち

で 、 まわ りの 世 界 を拒 否 して い た。 自

分 だ け で 悲 しみ に 浸 っ て い た の で あ る。

そ の よ うな 状 態 の所 へ ふ た り を よ く知

っ て い た 末 日の神 の予 言 者 が 、 主 の 霊

感 に導 か れ て や っ て 来 た。 ハ ロル ド ・

B・ リー 長 老 が 多 忙 な 仕 事 を さ い て 、

孤 独 な 未 亡 人 た ち の 家 を訪 問 し た の で

あ る 。 彼 は 姉 妹 た ち の 言 葉 に 耳 を傾 け 、

そ の胸 の 悲 しみ を じか に感 じた 。 そ し

て 彼 は ふ た りの姉 妹 を神 と人へ の 奉 仕

に 召 した 。 姉 妹 た ちは それ ぞ れ に他 人

の 生 活 に 目 を 向 け 、神 の 面 を仰 ぎ見 る

よ うに な った 。平 安 が 動 揺 に とって 変 わ

り、信 頼 が 芽 生 え て 絶 望 が 去 っ た 。 こ

う して神 は や もめ に 心 を お 向 け に な り、

予 言 者 に よ り神 の慰 め を た まわ っ た の

で あ る 。 死 の 闇 は 啓 示 され た真 理 の光

に よ っ て 追 放 で き る。 「イ エ ス は彼 女

に 言 わ れ た 、『わ た しは よみ が え りで あ

り、命 で あ る。 わ た し を信 じ る者 は 、

た とい死 ん で も生 きる 。 ま た 、 生 き て

い て 、わ た し を信 じる 者 は 、いつ ま で も

死 な な い… … 』」(ヨハ ネ11：25、26)

死 を越 え て 生 きるとい う保 証 、この 神

聖 な確 証 と さ え言 え る もの は 、救 い主

が 弟 子 た ち に 約 束 した あ の 平 安 で あ ろ

う。

「わ た しは 平 安 をあ な た が た に 残 し

て 行 く。 わ た しの 平 安 を あ な た が た に

与 え る 。 わ た しが 与 え るの は 、世 が 与

え る よ うな もの とは 異 な る 。 あ な たが

た は心 を騒 がせ る な 、またお じけ るなd

(ヨ!・ ネ14：27)

「わ た しの 父 の 家 に は
、 す まい が た

くさん あ る 。 も し なか った な らば 、 わ

た しは そ う言 って お い た で あ ろ う。 あ

なたが たの ため に 、場 所 を用 意 しに 行 く
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の だ か ら 。 … … … わ た しの お る と こ ろ

に あ な た が た もお らせ る ため で あ るd

(ヨ ハ ネ14：2、3)

カ ル バ リの 恐 ろ しい 暗 闇 か ら、 子 羊

の声 が 聞 こ え た。 「父 よ 、 わ た しの 霊

を み 手 に ゆ だ ね ますd(ル カ23：46)

子 羊 は 御 父 の み そ ば に 昇 り、闇は もはや

闇 で な くな っ た。 御 子 は 神 の み も とか

ら来 て 、 神 の み ま え に 帰 って 行 か れ た 。

こ の 地 上 で の 旅 路 を神 と共 に 歩 む 者 た

ち は 、 祝 福 を経 験 して 、 神 は御 自身 に

信 頼 を寄 せ る子 供 た ち をお 見 捨 て に な

らな い とい う こ と を知 っ て い るの で あ

るb死 の 夕べ に 、 主 の 存 在 こそ は 「光

よ りす ぐれ 、 既 知 の 道 に ま さ って 安 全

で あ るd(マ ニ ー ・ル イ ス ・ハ ス キ ン ス

Godゐ ∞oωs「神 は 知 りた も う」 よ り)

殉 教 者 ス テ パ ノ は天 を仰 い で 叫 び 、

復 活 の 真 実 を告 げ た 。 .「あ あ 、 天 が 開

け て 、 人 の子 が神 の右 に 立 っ て お い で

に な るの が 見 え る 」(使 徒7：56)

ダ マ ス コへ 行 く途 中 で 復 活 し昇 栄 さ

れ た キ リス トを示 現 に 見 たパ ウ ロ は 、

真 理 の擁 護 者 、 主 の 召 しに あ っ て 恐 れ

を知 らぬ 勇 敢 な 宣 教 師 と して 、後 に 復

活 さ れ た 主 を コ リン トの 聖 徒 た ち に 証

し た 。

「キ リス トが
、 聖 書 に 書 い て あ る と

お り、 わ た した ちの 罪 の た め に死 ん だ

こ と、 そ して葬 られ た こ と、 聖 書 に 書

い て あ る とお り 、 三 日 目に よみ が え っ

牟 こ と 、 ケ パ に 現 れ 、 次 に 、 十 二 人

に 現 れ た こ とで あ る 。 そ の の ち 、 五 ・

百 人以 上 の 兄 弟 た ち に 、 同 時 に現 れ た 。

… … そ の の ち 、 ヤ コブ に現 れ 、次 に 、

す べ て の 使徒 た ち に 現 れ 、 そ して最 後

に 、 い わ ば 、 月 足 らず に生 まれ た よ う

な わ た しに も、現 れ た の で あ る。」

(1コ リン ト15：3-8)

私 た ち の 神 権 時 代 に 予 言 者 ジ ョセ ブ ・

ス ミス は 、 シ ドニ ー ・リ グ ドン と共 に 、

これ と同 じ証 を大 胆 に 語 っ て い る 。

「さ て
、 こ の子 羊 に 就 きて 為 さ れ た

る様 々 の 証 の 挙 句 、 わ れ らの 為 す 最 後

の 証 はす な わ ち 『主 は実 に 生 き た も う』

こ と是 な り。 わ れ らは 、 彼 が す な わ ち

神 の 右 に座 した も う を見 た り。 ま た ぐ

御 父 の生 み た も う独 子 な りと証 し た も

う声 を聞 け り。 す な わ ち諸 々 の 世 界 は

彼 の 手 に よ り、 彼 の 手 を経 て 、 ま た 彼

に 因 りて 先 に作 られ 、 ま た現 に 作 られ 、

こ れ に 住 む 者 た ち も皆 神 よ り生 れ た る

息 子 と娘 な る こ とを証 し た も う。」 』

(教 義 と聖 約76：22-24)

こ れ こ そ 、 人 を支 え る知 識 で あ る。

人 を 慰 め る真 理 で あ る 。 悲 しみ に う な

だ れ る 人 々 を陰 か ら光 に 導 く確 信 で あ い

る。

こ の助 け は老 人 や 教 育 の あ る 人 、 特

別 に選 ば れ た 人 だ け に 限 られ た もの で

は な い 。 そ れ は 万 人 の もの で あ る。

数 年 前 、 ソ ル トレー ク ・シ テ ィー の

新 聞 に 親 し い友 人 の 死 亡 広 告 が載 っ た。

人 生 の 盛 りに亡 くな っ た の は 一 家 の 主

婦 で あ る。 霊 安 所 で は 、 取 り乱 した 夫

と母 を な く した 子 供 た ち の た め に 弔 問

客 が 列 をな して い た 。 私 も そ の 中 に 加

わ っ た 。 す る と末 子 の ケ リー が私 を見

つ け 、私 の 手 を両 手 でつ か ん で 「一 緒

に 来 て 」 と言 う。 彼 女 は 私 を 愛 す る母

の 遺 体 が 安 置 され た棺 の そ ば へ 連 れ て

行 き、 こ う言 っ た 。 「私 、 泣 か な い わ 。

お じさ ん も そ う よね 。 マ マ は死 ぬ こ と

や 天 の お 父 様 と一 緒 に住 む こ と を何 度

も何 度 もお 話 して くれ た の 。 私 は マ マ

や パ パ の も の。 み ん な の 、 ま た一 緒 に

な る の よ。」私 の 胸 に 、詩 篇 の 言 葉 が 浮

か ん で きた 。 「あ な たの 栄 光 は … … …

み ど り ご と 、 ち の み ご との 口 に よっ て 、

ほ め た た え られ て い ます ，」(詩 篇8：

1、2)

涙 に濡 れ た そ の両 の 目に 、 私 は 小 さ

な 友 人 の 信 仰 に 満 ち た美 し い ほ ほ え み

を見 た 。 か わ い い手 で ま だ私 の手 を握

っ て い た 彼 女 に は 、 望 み な き夜 明 け は

決 し てめ ぐって 来 な い で あ ろ う。 命 が

墓 の か な た に も続 く と知 った 彼 女 の確

か な 信 仰 に 力 を得 て 、 彼 女 と父 親 と兄

弟 姉 妹 と、 さ ら に は 神 よ りの この 真 理

を知 っ た すべ て の 人 々 は 、世 に こ う告

げ る の で あ る。 「夜 は よ もす が ら 泣 き

か な し ん で も、 朝 と共 に喜 び が 来 る 。」

(詩 篇30：5)

私 は 、神 が 生 きて お られ る こ と、神

の 愛 子 は復 活 の 初 穂 で あ り、 イェ ス ・

キ リス トの福 音 こ そ は 、 あ らゆ る 人 の.

望 み な き夜 明 け を喜 び の 朝 に 変 え る 力`

強 い 光 であ る こ と を心 か ら証 す る 。

イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 。

ア ー メ ン。



4月3日(±)午 前 の 部 に お け る説 教

レーマン人は権威 と力を得て

立つに違いない

メキシコおよび中央アメ リカにお ける驚異

的な教会の発展に見る予言の成就 。

十二使 徒評議員会補 助

J・ トーマ ス ・フ ァイ ア ンス

噛㍉

年人々は予言者から霊感 と指示 を長
受 け 、未 来 に 起 こ る事 柄 を告 げ知

らさ れ て き た 。 この 大 会 の 開 会 を 宣 言

す る予 言 者 の 言葉 に 耳 を傾 け なが ら、

私 は この こ と を思 い 返 して い た 。

現 在 の神 権 時代 に お い て も、予 言 者

の 言 葉 が こ の 地上 に い る 私 た ち に 向 け

られ て い る 。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 次 の よ う

に 語 っ た 。 「永 遠 め 完 き福 音 に 関 し て 、

末 日聖 徒 の 教 会 の教 えで 最 も大切 な も

の の ひ とつ は 、 イ ス ラエ ル(レ ー マ ン

人 は そ の一 部 を 成 す)の 集 合 で あ る 。」

(∫f∫s言o瑠げ 舌んεCん 脚cんq/Jes駕s

Cんγ魏 げLa漉r一 ぬ 〃Saゴη置3「教 会 歴

史 」2：357)

回復 され た教 会 の 十 二 使 徒 会 に よ る

1845年 の 宣 言 の 中 に 、 南 北 ア メ リカ の

レー マ ン 人 に 関 す る もの が あ る 。 「彼

らは その 先 祖 と完 き福 音 を知 り、 そ れ

を 信 じて 、 イス ラエ ル の 家 の 義 し き枝

とな る で あ ろ う。」(1845年4月6日 、

末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 十 二 使

徒 会 に よ る宣 言)

ブ リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は 、 レ ー マ

ン 人 の 改 宗 につ い て 次 の よ うに語 っ た。

「燃 え る炎 の如 き
、 激 流 の 如 き、 天 使

の 大 軍 の 如 き彼 ら を 見 るで あ ろ う。」

0勧 π9罪oηaη'sJ側7η 記 「若 い 女 性

ギ ャー ナ ル 」1890年5月 号p.263)

ジ ョン ・テ イ ラー 大 管 長 は 次 の よ う

に 語 っ て い る。 「異 邦 人 の 国 々 か ら集

め られ る イ ス ラ エ ル の 民 に お け る と同

様 、 リー ハ イ の 家 に も 同 じ神 権 組 織 が

取 り入 れ られ 、 維 持 され る に違 い な い。

(1882年10月18日 付 、 リバ プ ー ル に 住

むA・ カー リン トンへ の 手 紙)

ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ 大 管 長

は 、未 来 を 見 通 して 次 の よ うに 述 べ た 。

「シ オ ンは 必 ず や 立 ち て栄 え
、 レー マ

ン 人 は 山 上 のバ ラの 如 く咲 きほ こ る で

あ ろ う。 … … 神 が 彼 らに つ いて 語 られ

た 言葉 は こ と ご と く成 就 し 、や が て 彼

ら は福 音 を受 け 入 れ る で あ ろ う。神 の

力 が 彼 らの う ち に現 わ れ る時 が きて 、

一 日に して ひ とつ の 国 家 が 形 成 され る

こ とで あ ろ う唱(」侃㎜Zげ 窃5C側 アses

「説 教 集 」15：282)

こ こ で 、 現 代 の予 言 者 スペ ンサ ー ・

W・ キ ンボ ー ル 大 管 長 に よ る今 日の 啓

示 、 「レー マ ン人 は 権 威 と力 を得 て 立

つ に違 い な い」(COガ θγeηCεReρ0弼5

「大 会 報 告 」1947年10月p .22)と

い う こ とにつ い て 考 え て み よ う。

この 予 言 は 、1947年10月3日 に 述 べ

られ た もの で あ る 。 当 時 中央 ア メ リカ

に は 会 員 が100人 、 あ の 偉 大 な 国 メ キ

シ コ に お い て さ え5，000人 足 らず で あ

っ た。 しか も そ の 半 数 は モ ル モ ン 入植

地 の 人 々 で あ る 。 「レー マ ン 人 は権 威

を得 て 立 つ に違 い な いd繰 り返 す が 、

こ の予 言 が 述 べ られ た 当 時 、 中 央 ア メ

リカ の 教 会 貝 は100人 足 らず 。 そ れ が

今 日、4万 人 以 上 に もな っ て 咲 きほ こ

っ て い る 。 ま た 当 時5，000人 足 らず の

メ キ・シ コ の 会 貝 は 、今 や す で に 刈 り入

れ を待 つ 畑 に 、15万 人 とい う豊 か な実

りを見 せ て い る 。 実 に 現 在 は2ヵ 月 間

で1947年 の会員総数に当たる人々がこの

教会に改宗 しているのである。

さらにキンボール大管長はこのよっ

に言っている。 「彼 らが経済的 自立 を

成 し遂げ、文化、教養、教育を身につ

け、農場や事業や産業 を自らの手で営

み、専門職および教育の分野に従事す

る日が来ることを、私 たちは心から待

ち望むべ きである咽

この言葉が述べ られた1947年 当時、

メキシコおよび中央アメ リカの教会内

で専門職 を持っていた人は、5本 の指

に も満たない数であった。また、車 を

持ち、近代的な設備の整った家を持つ

人の数 も同様であった。
「彼らは農場を営むであろう」とキ

ンボール大管長は語 ったが、現にある

ステーキ部長は7つ の養鶏場 を経営し、

40万 羽を越える鶏 を飼育 している。

キンボール大管長は続けて、 「事業

や産業 を自らの手で営み、専門職およ

び教育の分野に従事する」と語った。

メキシコ ・シティーのステーキ部長会

高等評議員、監督会の職業をあげてみ

よう。建築家 、弁護士 、エ ンジニァ

(農業経営学、生化学、機械工学、航空

工学、石油工学、地質学、都市計画、

電気工学)、外科、小児科、歯科を含む

医師、看護婦、経営支配人、仕立屋、

大工、建築請負人、教師、校長、自動

、車整備士、事務器修理工 、鍛造工、保

険外交貝、農夫な ど数 え上げれば切 り

がない。

こうした事実は、この国家の発展を
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物 語 っ て い る。

古 代 トル テ カ文 明 が栄 え た メ キ シ コ

の地 に 、 ラ テ ンア メ リ カ最 大 の精 油 所

が あ る。 こ こ に は 、何 百 キ ロ も離 れ た

地 点 か ら 山 谷 を越 え て 原 油 が 送 られ 、

精 油 され て い る 。 ま た 、 文 明 の 遺 跡 の

傍 らに 、 発 電 所 が そ び え 、 多 くの 都 市

に 豊 か な 電 力 を供 給 し て い る。 そ こは

か つ て 、私 た ち が今 求 め て い る平 和 を

究 め た 人 々 が 栄 華 を誇 っ て い た とこ ろ

で あ る 。

さ ら に キ ン ボー ル 大 管 長 は 続 け て い

る。 「彼 らは シ オ ン の ス テー キ 部 とワ

ー ド部 を組 織 す る で あ ろ う
。」1日 の

う ちに15の ス テ ー キ部 が 組 織 され た 。

そ して さ らに 多 くの ユ ニ ッ トが 許 可 を

待 って い る 。

メ キ シ コ と中 央 ア メ リカか らお い で

の 兄 弟 た ち 、 ど うぞ お 立 ち下 さい 。

この 兄 弟 た ち は 、31の ス テー キ部 と

171の ワー ド部 と支 部 の 指 導 者 の 代 表

で あ る 。 これ に9つ の伝 道 部 と38の 地

方 部 、215の 支 部 を加 え る と、 メキ シ

コ と中 央 ア メ リ カに は合 計456の 教 会

ユ ニ ッ トが あ る こ と に な る。 主 の ぶ ど

う園 は豊 か な実 を実 らせ て い る。 ま こ

と に 、20万 に な ん な ん とす る 肉体 を ま

と っ た 永 遠 の 霊 が 現 在 教 会 に加 わ っ て

い る の で あ る。 こ れ こ そ 、予 言 が 成 就

しつ つ あ る こ と を示 す 生 き た証 拠 で あ

る。

兄 弟 た ち 、 ど う もあ りが と う。 ど う

ぞ お 座 り下 さい 。

最 近 私 は 、 太 平 洋 に面 し た海 岸 に 立

っ て 、 打 ち寄 せ る波 を 見 て い た 。 波 は

次 第 に 砂 浜 深 くに 打 ち上 げ 、昨 日来 、到

達 し得 な か っ た地 点 に ま で 波 打 ち 際 が

伸 び て い く。 海 底 か らの うね りが 高 く

高 く盛 り上 が っ て砂 浜 に 打 ち寄 せ る波

の ご と く、 か つ て の 主 の 約 束 の 記 憶 が

主 の子 らに よみ が え りつ つ あ る。 距 離 ，

と時 間 の 隔 りに よ りそ の 記 憶 が 薄 らい

で は い る が 、 彼 ら は 目下 、長 い 間 到 達

し得 なか っ た 水 準 に まで 記 憶 をた ど り、

到 達 しよ う と して い る 。 波 の よ うに 休

む こ とな く、 内 な る 力 が放 射 され 、素

晴 ら しい奉 仕 の 業 に よ っ て 、 彼 らは よ

り高 く うね り を増 し 、 目的 に 達 す るに

違 い な い。

キ ン ボー ル大 管 長 、主 は あ な た の 予
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言の言葉 を成就 されました。

皆さん、大管長はどのようにして知

ったのであろうか。将来を見通す力を

だれがお与えになったのだろうか。彼

の口か ら恐れを取 り去ったのは何だろ

うか。

私たちは知的な手段で予言者を理解

す ることはできない。キンボール大管

長が今 目話 されたことは、予言者であ

ることを証明するための ものではない。

それは内なる力が外に表われ出た もの

である。またそれは、あらゆる永遠の

真理の源と神の力が結びついているこ

とを証するものである。それは決 して

証拠立てるものではない。

主はアブラハム、イサ ク、ヤ コブに

教えを与え、彼 らの受けた霊感は今 日

の私たちのために守 られた。エレ ミヤ、

イザヤ、マラキ、その他の予言者 も聖な

シ オ ンの歌 を歌 う聖 徒 たち

る記 録 を残 して い る。 そ し て今 日 も予

言 者 は 私 た ち に 語 りか け て い る 。

私 は 古 代 に お け る と同様 現 代 も予 言

者 が い る こ とを証 す る 。昔 の 時 代 の よ

う な履 き もの を履 き 、 衣 を身 に ま と っ

て は い な い が 、権i能 と 、 ビ ジ ョン と、

現 在 お よ び 将 来 を 見 通 す 力 を も っ て い

る 。

主 は 私 た ち の 光 で あ り、 そ の 光 は予

言 者 を通 じて もた ら され る 。私 は こ の

こ と を イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ り

証 申 し上 げ る 。 ア ー メ ン。

☆ ☆

'譜



4月3日 出 午前の部における説教

ココ

エ ラ イ シ ヤ の メ ツ セ ー シ

神 は私たち一人一人に自らの親族を救 う責

任を課 しておられる。

十二使徒評議員会会員

マ ー ク ・E・ ビ ー タ ー セ ン

私 たち末睦 徒には・世の人々に対
す る神 の メ ッセ ー ジが 託 され て い

る。 そ れ は 、神 が この 末 の 日に 再 び 天

か ら語 られ 、主 イ エ ス ・キ リス トの福

音 を 、 そ の 大 い な る新 た な み こ こ ろ の

啓 示 の も とに も う一 度 私 た ちに 与 え て

下 さ っ た とい うメ ッセ ー ジ で あ る 。

神 が こ の 時 代 に語 られ る とい う こ と

に 、 あ な た 方 は 驚 い て は い な い だ ろ う

か 。2千 年 前 の 犬 々 と比 べ て 、 今 日の

私 た ち は 主 に とっ て そ の 価 値 の 劣 る 者

と言 え よ うか 。 主 は 人 々 を偏 り見 る御

方 で あ ろ うか 。

ペ テ ロや パ ウ ロ の 時 代 に お け る と同

様 に私 た ち が 救 わ れ る ため に も 、 同 じ

福 音 が 必要 な の で は な い だ ろ うか 。福

音 は た だ ひ とつ で あ り、救 い 主 も た だ

御 ひ と りで あ る。 そ し て こ の 救 い主 は

私 た ち に 、 救 い に 至 る唯 一 の 狭 くて 細

い 道 を 与 え られ た 。 しか し残 念 な こ と

に 、 「そ れ を見 い だす 者 が 少 な いd(マ

タ イ7：14)

過 去 数 世 紀 の 間 、 人 類 は初 め の キ リ

ス ト教 の教 えか ら大 き く離 反 し 、 そ の

結 果 数 多 くの 異 な った 宗 派 が 生 ま れ た 。

しか し キ リス トを分 け る こ とは で き

な い 。.本当 の キ リス トは分 け られ な い 。

こ の こ とは 、 コ リン ト人へ 手 紙 を書 き

送 り、彼 らの 中 に あ る紛 争 を とが め た

使 徒 パ ウ ロの 言 葉 に 十 分 説 か れ て い る。

「キ・リス トは
、 い くつ に も分 け られ

た のかdパ ウ ロ は 彼 ら に 問 うて い る 。

「パ ウ ロ は
、 あ な た が た の た め に十 字

架 につ け られ た こ とが あ る の か 。 そ れ

と も、 あ な た が た は 、 パ ウ ロ の名 に よ

っ て バ プ テ ス マ を受 け た の かd(1コ

リン ト1：13)

彼 は そ の よ うに 問 い か け て 言 っ た 。

「あ な たが た が そ れ ぞ れ
、 『わ た しは

パ ウ ロに つ く』 『わ た しは ア ポ ロ に 』

『わ た しは ケ パ に 』 『わ た し は キ リス

トに 』 と言 い 合 っ て い る こ とで あ る，」

(1コ リン ト1：12)こ れ は 、 パ ウ

ロが 改 宗 に導 い て 間 もな い人 々 の 間 に

分 裂 が 生 じて い た こ と を示 し て い る。

しか し こ の こ とは 、 そ の 時 代 の ひ とつ

の 徴 候 、 す な わ ちパ ウ ロ の 時 代 に お い

て さ え、 キ リス ト教 界 が 分 裂 し始 め て

い た こ との証 拠 で あ る 。

聖 典 か ら明 らか な よ うに 、 古 代 の 使

徒 に は あ らか じめ 神 の予 知 の 力 に よ っ

て 、 キ リス ト教 界 が や が て 分 裂 し、 キ

リス トが 祈 っ て お ら れ た 教 会 員 の 一 致

が 空 し い もの と化 し、最 初 の 真 理 か ら

の 背 教 が 起 こ る こ とが 示 され て い た。 ＼

しか し主 は 、 分 裂 した キ・リス ト教 界

を 見 捨 て る よ う な こ とは な さ らな か っ

た 。 人 類 が 従 う な らば 、 救 い を与 え よ

う と され た の で あ る 。 そ れ 故 主 は 、 背

教 が 起 こ る こ と を予 知 し 、末 の 時 代 に

元 通 りの 真 理 を 回復 す る備 え を して お

られ た 。 使 徒 ペ テ ロ は 、 主 の 再 臨 に つ

い て 語 っ た折 に 、 こ の こ とを も合 わ せ

て語 って い る。 主 の再 臨 に 先 立 っ て 末

の 日に 福 音 の 回復 が あ り、 神 が聖 な る

予 言 者 た ち の 口 を通 して世 の 初 め か ら

語 っ て こ られ た万 物 の 更 新 が あ る こ と

を 、 ペ テ ロ は 説 い て い る。(使 徒3：

21参 照)

こ の予 言 の 成 就 に は ど の よ うな こ と

が 必 要 で あ っ た の だ ろ うか 。聖 典 は 何

か告 げ て い るだ ろ うか 。 然 り、確 か に

告 げ て い る。 福 音 は 天 使 に よ って この

世 に もた ら され る こ とを聖 典 は告 げ て

い る。 こ の 天 使 は神 の 裁 きの 時 に 「中

空 を」 飛 び 、 「あ らゆ る 国 民 、 部 族 、

国 語 、民 族 に 」 こ の 真 理 が 宣 べ 伝 え ら

れ る とあ る。(黙 示14：6)

さ らに 聖典 は 、 第 二 の 天 使 が 訪 れ る

こ とを 、 この 大 い な る新 た な神 の 啓 示

の 一 部 と して 告 げ て い る 。 しか も その

名 前 さ え も明 らか に され て い るの で あ

る。 こ の 第 二 の 天 使 とは 、死 を味 わ う

こ とな く天 に 取 り上 げ ら れ た 古 代 の エ

ラ イ ジ ャ で あ る 。

私 た ち は 、 最 初 の 天 使 はす で に 訪 れ 、

一 世 紀 半 前 に 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

に 福 音 を託 した こ と を証 す る。 私 た ち

末 日聖 徒 は 、 そ の福 音 の 守 り手 で あ り、

現 在 自由 主 義 諸 国 に それ を宣 べ 伝 え て

い る の で あ る。

で は 、 第 二 の 天使 につ い て は ど うで

あ ろ うか 。 最 初 の 天 使 が 福 音 を も た ら

し た の で あ れ ば 、 第 二 の 天使 の 訪 れ に

は ど の よ う な 目的 が あ っ た の だ ろ うか 。

こ の 末 日に、エ ライジャが なぜ 再 び 地 上

に 遣 わ さ れ な け れ ば な ら なか った の か 。

予 言 者 マ ラ キが この こ と を説 明 して

い る。 マ ラ キ・の 言 っ よ っに 、 エ ラ イ ジ

ャ は 主 の 大 い な る 恐 るべ き 日が 来.る前

に 、 地 上 に 来 る こ とに な っ て い た。

「彼 は父 の心 を そ の 子 供 た ち に 向 け

325



させ 、子 供 た ち の心 をそ の 父 に 向 け さ

せ る 。 これ は わ た しが 来 て 、 の ろ い を

もっ て地 を撃 つ こ との な い よ うに す る

た め で あ るd(マ ラ キ4：5、6欽 定

訳 よ り和 訳)

この 聖 句 は 、聖 書 学 者 が 非 常 に 理 解

に 苦 しん だ 箇 所 で あ る。 彼 らに は そ の

意 味 す る とこ ろ が わ か らな か っ た 。 多

くの 学 者 は様 々 に 憶 測 を重 ね たが 、 結

局 の とこ ろ だ れ に も真 実 が わ か らな か

っ た。

こ の聖 句 は 何 を意 味 す るの だ ろ うか 。

エ ライ ジ ャ は なぜ 地 上 に戻 って 来 な け

れ ば な らな か っ た の か 。 父 の 心 をそ の

子 供 た ちに 、 ま た 子 供 た ち の 心 をそ の

父 に 向 け させ る とい うこ とか ら 、 家 族

の 結 び 付 き に何 らか の 関 係 が あ る こ と

は 明 らか で あ る。 で は 、 一 体 そ れ は 何

だ う つか 。

この 聖 句 の意 味 は 、最：初 の 天 使 が 福

音 を 回復 す る ま で わか らな か っ た 。事

実 、 エ ラ イ ジ ャ の 来 訪 の 目的 に対 して

私 た ちの 心 を開 い た の は 、 回復 され た

福 音 で あ っ た 。

これ まで この 世 に 生 を受 け た すべ て

の 人 々 は 、 主 イ エ ス ・キ リス トを信 じ

るだ け で 、 ア ダ ム の 時 代 の死 者 に 至 る

まで こ と ご と く救 い を得 る こ とが で き

る とい うの が そ の 意 味 で あ る。 す な わ

ち 、生 者 も死 者 も共 に 救 い を得 る こ と

が で き るの で あ る。

で は 、 そ の た め に は どの よ うにす れ

ば よ い の だ ろ うか 。

イエ スが 言 わ れ た よ うに 、 主 は生 者

と死 者 双方 の神 で あ り、死 者 は 実 際 に

主 に あ っ て 生 き る。(ルカ20：38参 照)

しか し主 の福 音 は た だ ひ とつ で あ る。

生 者 も死 者 も主 に あ っ て 同 じで あ るか

らに は 、 共 に 同 じ福 音 の 原 則 に よっ て

救 わ れ る に 違 い な い の で あ る。主 は 決

し て 人 々 を偏 り見 る御 方 で は な い。

救 い は 、 主 イ エ ス ・キ リス トを信 じ

る信 仰 と罪 の悔 改 め 、 ま た権 能 を有 す

る者 に よ っ て施 され る 罪 を赦 す ため に

水 に 沈 め るバ プ テ スマ に よ って の み も

た ら され る の で あ る 。

で は 、死 者 は これ らの 条 件 に従 う こ

とが で き る で あ ろ うか 。 そ の 通 りく 彼

らが望 む な らば で きる 。 で は 、 どの よ

うに し て可 能 で あ ろ うか 。

ペ テ ロが 説 い た よ うに 、 十 字 架 の 刑

の 後 、 キ・リス トの体 が墓 に 横 た え ら れ

て い た 間 、 その 永遠 の 霊 は死 者 の 住 む

国 へ 行 った 。 そ こ で 死 者 は 、霊 の 存 在

と して 生 き て い た の で あ る 。 そ れ ぞ れ

の 霊 は 別 個 の存 在 で あ っ た 。 そ れ ぞ れ

が 聞 き、 理 解 す る能 力 を具 えて い た 。

現 に イ エ ス は 、 この 世 で行 な わ れ た と

全 く同 じよ うに 、 彼 らに福 音 を教 え ら

れ た の で あ る 。(1ペ テ ロ3章 参 照)

さ ら にペ テ ロは 言 っ て い る。 「死 人

に さ え福 音 が 宣 べ 伝 え られ た の は 、 彼

らは 肉 に お い て は 人 間 と し て さ ば き を

受 け るが 、 霊 に お い て は 神 に従 って 生

き る よ うに な る た め で あ る 。」(1ペ テ

ロ4：6)

も し死 者 が 聞 き、理 解 す る 能 力 を具

え て い な け れ ば 、 イエ ス は 彼 らに 宣 べ

伝 え られ た で あ ろ うか 。 も し彼 らが 信

じ 、悔 い 改 め る こ とが で き な け れ ば 、

イ エ ス は 信 仰 と悔 改 め を説 か れ た で あ

ろ うか 。 救 い主 は 実 在 の御 方 の はず で

は な い だ ろ っか 。

で は 、 バ プ テ ス マ や そ の 他 の 救 い の

儀試 に つ い て は ど うで あ ろ うか 。

こ こで は 、 パ ウ ロ の 言葉 が 助 け とな

る 。 パ ウ ロが 告 げ て い る よ う に 、 当 時

の教 会 で は 、 生 者 が 死 者 の ため に バ プ

テ ス マ を施 す 手 配 が な され て お り、 実

際 に世 を去 っ た 人 々 の た め にバ プ テ ス

マが行なわれていた。

では、だれが、何の権能によってこ

れ を行なえるのだろうか。 この業を行 副

なうために、どの ような手段 をもって

その死者 を明らかにすることができる

だうつか。

エ ライジャがマラキの予言 を成就す

るために来たのはこの理由による。そ

して私 たちは、エライジャが訪れたこ

と、丁度140年 前の今 日、すなわち1836

年4月3田 にカー トラン ド神殿に現わ

れたことを証するものである。

エライジャの訪れは、この世 に住む

私たちに、死者 も救われ得 ること、ま

た私たちが神のみ手の道具 となってこ

れ をもたらす助けをしなければならな

いことを教 えるためであった。このよ

うにして、エライジャの訪れは私たちの

心 を亡き親族に向けさせているのである。

死者は現在、彼 らの住んでいる国で

福音 を聞いている。そして、救いの儀

式が私たちに より身代 りによって施 さ

れることを知った死者は、自分たちの

ためにこの業が行 なおれるように望み

つづ、・必然的にその心を私たちに向け

るのである。 このことによって、エラ

ィジャの使命は達成されている。

私たち末 日聖徒 は、この偉大な業を

推 し進めてきた。これらの身代 りの儀

式 を執 り行なう聖なる神殿を建て、ま

た亡 き親族に関する情報を求めること

のできる、世界で最 も素晴 らしい系図

図書館を建ててきた。

に もかかわらず、まだ大勢の人々は

この教義 を理解 しておらず、またそれ

に伴 う責任 をも感 じていないのである。

この世に生きている人はみな、自分

の亡 き親族の救いを手伝 う責任を負っ

ていることを知っていただきたい。私

たち自身の救いは、ほとんどそれに依

存 しているのである。私たちは先祖な

しには完全 となれず、また先祖 も私た

ちなしには完全 となれない。(ヘ ブル ・

11：40参 照)そ れはなぜだろっか。

主は、それぞれの夫婦が永遠にまで

及ぶ結婚をし、またそれぞれの子供が

聖なる神権の権能によってその両親に

結ばれる必要がある と定めておられる。

これは私たちに系図の情報が得られ

る限 り過去にさかのぼって実施 しなけ



ればならない。この儀式は、私たちが

亡 き先祖のために執 り行なうことので

きるバプテスマに追加 されるものであ

る。

この業 を行なわない者は、自分 自身

の救いをも危うくしているのである。

では、私たちはどのような義務 を負

っているのであろうか。私たちは皆、

いや しくも福音に従おうとす るならば、

自分の亡 き先祖を調べ出し、彼らのた

めにこれらの救いの儀式を執 り行 なわ

なければならない。

「神殿に行 く」ことだけで自分の責

任 を果たしていると考える人が多い。

だが これは全 く正 しいとは言えない。

確かに私たちは、頻繁に神殿に行かな

ければならない。しか し、もしもまだ

自分の死んだ先祖の記録 を手に入れて

いなければ、彼らのために探求 し、あ

らゆる手段を尽 くして救いに貢献 しよ

うではないか。

私たちが神殿に行 っているとしても、

自分の死んだ先祖のためでなければ、

私たちは義務の一部しか果たしていな

いことになる。とい うのほ、神殿に行

って特に自分 自身の死んだ親族を救い、

聖なる神殿の力によって様々の世代 と

結ばれる必要があるからである。

私たちは、 「神殿に行 く」 ことだけ

で責任 を完全に果たしているとい う考

えを心か らぬ ぐい去らなければな らな

い。そうではないからである。これだ

けでは十分でない。

私たちは具体的に事 を進め、自分 自

身の死んだ先祖のために業 を行 なわな

ければならない。

神 は私たち一人一人に 自分の親族、

特に 自分 自身を救 う責任を課 しておら

れる。

ある時、ジョセブ ・フィールデ ィン

グ ・ス ミス大管長は、このことを次の

ゾ、 ように語った。

「ほかのことで何 をするように召さ

れていようと、どんな地位に就いてい

ようと、他のことで教会においていか

に忠実に働いていようと問題ではない。

この大いなる義務 〔死者のための神殿

儀式〕を免除される者はひとりとして

いないのである。

これはワー ド部や支部で働 く長老に

おけると同様、使徒にとって も必要で

ある。教会中央や伝道部、あるいはシ

オンのステーキ部のいずれにおいて も、

どのような地位にあっても、またどれ

ほ どの期間奉仕 しようとも、すなわち

どこで、どのような働 きをしようと、

死者の救いに携わることを免除される

資格は与えられないのである。

什分の一を納め、定例集会に出席 し、

その他の義務を果たし、貧 しい人々 を

養 うために持ち物 を与え、また1、2

年 あるいはそれ以上の期間世に福音 を

宣べ伝えるならば、それ以上の義務は

免除されると考える人がいるか もしれ

ない。

しか し、すべての人に課せ られてい

る最 も偉大に してかつ重要な義務は、

死者のために働 くことである。私たち

は報いを得 るために、これら他の事柄

すべて行な う必要 があ る。 しかし、

もしそれにも増 して大きな特権 と戒め

を無視するならば、た とえ他に良き業

を行なったとしても、私 たちは必ずや

厳 しい とがめを受け ることだろうd

(Sεε醜πgげ置eγ0脚Dεad「 死者を尋

ね求める」p.35、36)

特に私たちは血縁のために働かなけ

ればならないと言われているが、それ

は どういう意味であろうか。

その意味は、まず私たち自身の先祖

とその家族 を明らかにす るための系図

探求 を行 なうということである。それ

か ら私たちは神殿に行 き、系図探求に

よって明らかにしたこれらの親族のた

めに必要な儀式 を施すのである。さら

に私たちは、個々の神権の系統の内に

自分 自身の先祖に結び固められる。そ

して先祖 と私たちは互いに結び固めら

れるのである。

しかし、まず先祖の名前を調べない

限 り、直系を幾世代 にもわたって結ぶ

ことはできないのである。このことを

覚 えていただきたい。各家族でよ く組

織立った系図プログラムを行 なう必要

があるのは、実にこのためなのである。

私が今 このようにはっきり申し上げ

ることを赦 していただきたい。私の心

にある事柄を話すすべをほかに知 らな

いためである。・.、

予書者ジョセブ ・ス ミ.ズは勺すでに

世 を去 っ た 人 々 も、 これ か ら生 まれ て

くる 人 々 も共 に 私 た ち と救 い に あ ず か

る 必 要 が あ る と語 っ た 。 神 殿 で行 な わ

れ る こ れ らの儀 式 が な け れ ば 、私 た ち

も死 ん だ先 祖 も 、 永遠 の 進 歩 を得 る こ

とが で き な い と、予 言 者 は 言 っ て い る。

(T・acん吻Sげ'ん ・P・ ・伽 オ 」… ρん

S捌 彦ん 「予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教

え」p.356参 照)

予 言 者 ジ ョセ ブが 言 って い る よ うに 、

窮 極 の 救 い を得 た い と願 う者 は 皆 、「自

分 自身 に 対 す る と同 様 、 彼 ら 〔親 族 〕

一 人一 人 の た め に
、バ プ テ スマ か ら聖

任 に至 る ま で 、 す べ て の儀 式 を行 な い 、

… … また 自分 自身 の 場 合 と同 様
、神 権

の 鍵 と力 をす べ て 受 け な け れ ば な らな

いd(「 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教

え」p.363)

予 言 者 は ま た 言 っ て い る。 「私 た ち

が 自分 の 死 ん だ 先 祖 を贈 い 、 先 祖 との

結 びつ き を持 ち 、 ま た そ の 先 祖 が 第一

の 復 活 に よみ が え る こ とが で き る よ う

に 結 び 固 め るの は 、 エ ラ イ ジ ャの み た

まに よる。 この こ とを理 解 して ほ しいd

(同 上 、p.337、338)

さ らに 予 言 者 は 言 っ て い る。 「彼 ら

〔聖 徒 た ち〕 は どの よ うに して シ オ ン

山 の救 い 手 とな る の だ ろ うかd彼 は

自 らこ の 問 い に 答 えて い る 。 「神 殿 を

建 て 、バ プ テ ス マ フ ォ ン トを築 き 、す

で に 死 ん で い るす べ て の 先 祖 の ため に

儀 式 を こ と ご と く受 け る こ とに よ るd

(同 上 、』p.330)

福 音 の 回復 を信 じる な らば 、 エ ラ イ

ジ ャの 使 命 も信 じる に違 い な い の で あ

る。私 た ち は エ ラ イ ジ ャ が 地 上 に 来 て 、

そ の 業 の鍵 を予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

に 渡 し た こ と を宣 言 す る もの で あ る 。

そ して そ の働 きの 結 果 、 先 祖 と子 孫 の

心 は 互 い に 向 か い あ い 、 この 救 い に か

か わ る業 が 進行 し て い るの で あ る。

しか し私 た ち は皆 、 自分 の死 ん だ 親

族 の ため に 本 分 を尽 くさ な け れ ば な ら

な い 。 日々 の 生 活 の 中 で そ れ を優 先 す

る こ とが 大 切 で あ る 。 聖 徒 た ち が この

業 を優 先 して行 な え る よ う、 イ エ ス ・

キ リス トの聖 いみ 名 に よ っ てへ り くだ

り祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン。
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1975年 度

統 計 記 録

大管長 会 は1975年 度末 現 在 での、教会 員数1ご関す る以下 の統 計"

記録 を発 表 した。

一 管理監督会作 成一

教 会 ユ ニ ッ ト

ステーキ部数 737

一般統計(ス テーキ部、伝道 部

か らの資料 に基づ く)

ワー ド部数

独立支部数

ス テ ー キ・部 内 の

ワ ー ド部 、独 立 支 部 の 合 計 … …6 ，390

伝 道 部 数1，761

5，095出 生率(1，000人 当 り)

1，295結 婚 率(1，000人 当 り)

死 亡率(1，000人 当 り)

伝道部内支部数

27.79

13.75

教 会 員 数(1975年12月31日 現 在)

ス テ ー キ部 内

神権

4.36

134ア ロ ン神 権 者(1975年12月31日 現 在)

伝道部内

合計

3，126，469

445，733

3，572，202

1975年 度 中の会員数の増加

幼児祝福数

子供のバプテスマ数

改宗者のバプテスマ数

79，723

50，263

95，412

執事

教師

祭司

アロン神権者合計
メルケゼデ ク神権者

(1975年12月31日 現在)

長老

140，832

106，934

178，241

426，007

308，863

七 十 人25，734

大 祭 司113，189

メ ル ケ ゼ デ ク神 権 者 合 計 … …447，786

神 権 者 総：計873，793

(1975年 度 中 に32，051人 の増 加)

教会組織登録会員数

扶 助 協 会954，957

日曜 学 校3，243，531

ア ロ ン神 権iの年 齢 に 相 当 す る

若い男性

若い女性

初等協会

福祉計画

被援助者数

257，082

223，440

484，261

雇用者数

112，715

20，078

労 働 奉 仕 日数 累計(推 定)… …330，000

福 祉 操 業 日数 累計10，045

系図協会

神 殿 儀 式 の た め に

処 理 した 名 前 の 数3，394，762

年 度 内 に37ヵ 国 に お い て 、 収 録 され .

た 系 図記 録 は 、100フ ィー トの マ イ ク

ロ フ ィル ム で876 ，532本 とな り、 これ

は300頁 の 本 で4，219，504冊 分 に相 当

す る。

神殿の儀式

16の 神 殿 で執 行 さ れ た エ ン ダ ウ メ ン ト

生者

死者

47，142

合計

教会教育機関

3，027，956

3，075，098

在 籍 者数(イ ンス テ ィテ ユー ト、

セ ミナ リー を 含 む)324，670
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4月3日 出 午後の部 における説教

あの御方は神の御子

教会員である私たち には、この偉 大な真理

を人々に教える責任がある。

十二使徒評 議員会会員

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

，㌔

皆 さんは・初舗 会のコー ラスをお
聞 きに な り、 み た まが この 会 の 雰

囲 気 を さ らに 高 め て くれ た こ とを 感 じ

られ た と思 う。 この 歌 の伝 え る メ ッセ

ー ジ を お 聞 き に な った で あ ろ うか
。 歌

詞 を覚 え て お い で だ ろ うか 。

主の来られるとき

備 えあるか

み顔を見上げて、気祈 るために

(「主 の 来 られ る と き」マ ー ラ ・グ リー

ン ウ ッ ド ・セ イ ン)

予 言 者 ア ル マ は 、神 は 賢 人や 博 学 の

人 の知 識 も及 ば な い み 言 葉 を しば しば

子 供 た ち に与 えた も う と言 っ て い る 。

(ア ル マ32：23参 照)今 日、私 た ち は

そ の 実 例 を 目に し た。

私 は キ ン ボー ル 大 管 長 か ら聖 任 さ れ 、

任 命 さ れ た 数 時 間 後 、 バ ー ジ ニ ア 州 の

ノー フ ォー ク で の 集 会 に 向 か っ た 。 私

は 満 ち 足 りた気 持 で い た 。 私 が ヤ ン グ

ア ダル トの 地 区 大 会 の 集 会 場 に到 着 す

る と、全 員 が 「た えず 頼 り主 求 む 」 を

歌 っ て い た 。 彼 らは 私 の 召 しの こ とを

聞 い て い た の だ っ た 。 若 者 た ち は 、 私

が 何 を必 要 と して い るか を知 っ て い た 。

私 に は 主 の 助 け が どれ ほ ど必 要 か を知

っ て い た の で あ る 。 「わ れ は 頼 りて 常

に 求 む 、 わ が 主 よ 恵 み た ま えや 」(讃

美 歌102番)と 、一 緒 に歌 お う と し た

が 、 胸 が つ ま っ て し ま っ た 。

た だ 今 支 持 され た この 新 し い 召 し と

責 任 の 重 さ に は 、 た だ た だ圧 倒 さ れ る

ば か りで あ る 。

全 世 界 に対 す る特 別 な 証 し人 と し て

の 神 聖 な 責 任 を受 け た私 は 、主 を一 層

深 く理 解 で きる よ う毎 日祈 っ て き た。

私 は 主 の み 言 葉 を一 段 と よ く理 解 で き

た よ うに 思 う。 主 は 次 の よ うに 言 わ れ

た 。 「わ れ に就 きて 学 び 、 わ が 言 を聴

き、 わが 『み た ま』 の柔 和 な る道 を歩

め 。 さ らば 、 汝 わ れ に在 りて 安 き を得

ん 。

汝 は様 々 の 教 義 を談 ず る こ とな くし

て 、 悔 改 め 、 救 い 主 を信 ず る信 仰 、 バ

プ テ スマ に よ る 罪 の 赦 し、 お よ び 火 す

な わ ち聖 霊 に よ る 罪 の 赦 し を宣 ぶ るべ

し。」(教 義 と聖 約19：23、31)

救 い主 は こ う言 わ れ た 。 「起 て 、 汝

の 腰 を 引 きか ら げ 、 汝 の 十 字 架 を と り

て わ れ に 従 い 、 わが 羊 を飼 え 。」

(教 義 と聖 約112：14)

「永 遠 の命 とは
、 唯 一 の 、 ま こ との

神 で い ます あ な た と、 ま た 、 あ な たが

つ か わ され た イエ ス ・キ リス トと を知

る こ とで あ り ます 。」(ヨ ハ ネ17：3)

救 い主 の こ の 言 葉 は 、 私 に とっ て 深 い

意 味 が あ る。 これ を 人 々 に 知 らせ 、理

解 させ る こ とは 、 私 の望 み で あ るば か

りか 、私 の 聖 な る義 務 で も あ る 。 キ リ

ス トの 唯 一 の 教 会 が 地 上 に 回復 され て

以 来 、 時 代 は変 わ っ た 。 しか し、 人 が

必 要 とす る もの は変 わ らず 、 それ に対

す る約 束 も不 変 で あ る。 次 の 聖 句 を聞

い て 野 た だ きた い 。

「す な わ ち わ れ に 近 づ け
、 さ らば わ

れ 汝 らに 近 づ か ん 。 熱 心 に わ れ を求 め

よ。 さ らば 、 汝 ら わ れ を見 出 さ ん 。 求

め よ 、 さ ら ば与 え ら れ 、 叩 け よ 、 さ ら

ば 開 か る る こ と を得 ん 。」(教 義 と聖 約

88：63)

私 た ちに 与 え られ て い るチ ャ レ ン ジ

は 同 じで あ る 。 「汝 は わ が 末 の 世 に遣

りた る わ が 完 全 な る福 音 と… … わが 民

を 回復 せ ん が た め に 発 した る誓 約 と を

宣 ぶ るべ し。」(教 義 と聖 約39：11)

「わ れ再 び 汝 らに 告 ぐ
、 汝 らす べ か

ら くわ が 与 え ん とす る律 法 を聴 き、 こ

れ を耳 に 入 れ て従 うべ し。」(教 義 と聖

約42：2)

主 が 私 た ちに 与 え られ た教 え は 、今

日 も同 じで あ る 。

「さ て 見 よ
、 わ れ 汝 ら に 一 つ の 誠

命 を与 う。 汝 ら相 集 る時 は 、 汝 らの 行

い て わ が 教 会 を導 く方 法 … … を知 らん

た め に 互 い に 教 え導 くべ し。

汝 らは 、 天 よ り教 え を受 くべ きな り。

汝 らそ の 身 を聖 くせ よ、 然 らば 能 力 を

授 け られ 、 か くて誠 に わ が 語 り し如 く

教 う る を得 ん 。」(教 義 と聖 約43：8、

16)

そ して 主 の約 束 は今 日、私 た ち に 明

らか に され て い る。

「汝 も し願 い 求 む れ ば
、啓 示 を啓 示

の 上 に受 け 、知 識 の 上 に知 識 を受 け …」

(教 義 と聖 約42：61)

ま た偉 大 な約 束 が 与 え られ て い る 。

「而 して
、 も し汝 ら誠 心 誠 意 わ が光 栄

を顕 さ ん とす れば 、 汝 らの 全 身光 明 に

充 た さ れ て 汝 らの 中 に 暗 黒 な く、 そ の

光 明 に 充 ち た る体 は す べ て の 事 を理 解
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せ ん 。」(教 義 と聖 約88;67)

私 が キ ン ボ ー ル 大 管 長 か ら教 え と助

言 を受 け た よ う に 、 これ ま で 多 くの 人

が 助 言 を受 け て きた 。146年 前 、 教 会

が 回復 され た と き、 大 管 長 会 は パ ー レ

ー ・P・ プ ラ ッ トを新 た に十 二 使 徒 と

して 召 し、 次 の よ うに 言 っ た 。 「主 よ、

天 か ら この 汝 の 僕 に ほ ほ え み か け 、 彼

の 罪 を赦 し、 心 を清 め 、 祝 福 に 備 え さ

せ た まえ 。 … … 彼 の 英知 を増 し 、 あ ら

ゆ る知 恵 を加 え 、義 の 使 い と して 必 要

な分 別 と理 解 力 を与 え 、 召 され た使 徒

の職 を果 た させ た ま え。」

さ らに 次 の よ うに 続 け て い る。 「あ

な た は と ぎす ま され た矢 とな っ た の で

あ るか ら、 全 力 を尽 くさ な け れ ば な ら

な い 。 … … 数 々 の 困 難 、労 働 、窮 乏 に

耐 え、 完 き矢 とな ら なけ れ ば な らな い 。

労 働 は 絶 え る こ とな く、 困 難 は 大 きい

で あ ろ う。 しか し前 進 し、働 き続 け て 、

こ の 偉 大 な業 を遂 行 しな け れ ば な らな

い 。 … … そ うす る こ とを 天 父 は求 め て

お られ る。 畑 も業 も天 父 の もの で あ る。

… … 天 父 が あ な た を励 ま し
、 支 え て く

だ さ る で あ ろ う。

高 慢 や 悪 に気 をつ け 、 あ ら ゆ る種 類

の 悪 か ら遠 ざか りな さ い 。 あ な た は 、

イエ ス ・キ リス トに よ る 救 い につ い て

何 も知 ら な い 人 が 数 多 くい る の を見 る

こ とで あ ろ う。しか し 、間 もな く彼 らは

あ な たが そ の地 に 来 た理 由 を知 る よ う

に な る で あ ろ う。

へ り くだ り、 … … 世 の へ つ ら い に 気

をつ け な さ い 。 … … あ な た の 務 め を第

一 と しな さ い
。 人 々 の身 と霊 は あ な た

に委 ね られ て い る 。」

大 管 長 会 は さ らに パ ー レー ・P・ プ

ラ ッ トに次 の よ うに語 って い る 。 「あ

な た は モ ル モ ン経 の 真 理 を証 す る こ と

が で きる よ う、 天 よ り証 を受 け る こ と

が 心 要 で あ る。 … …

信 仰 を強 め な さ い 。 … …

あ な た は他 の 諸 々 の 国 民 に神 の 御 子

の 福 音 を宣 べ 伝 え る た め に 召 さ れ て い

る。 天 父 は あ な たが 地 の 果 て 、 海 の 島

々 の民 に まで 福 音 を伝 え る よ う期 待 し

て お られ る。 … …

いか な る時 で も命 を捧 げ 、神 の 求 め

に 応 じ られ る よ う備 えな さ い 。 … … 絶

え ず祈 り、 用 心 深 くあ れ 。 … …
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この 福 音 は 各 地 に広 が り、全 地 に 満

ち るで あ ろ う。 … …

あ な た に は か つ て な か っ た ほ どの知

恵 、知 識 、 英知 が 必 要 と な る で あ ろ う。

神 は これ を静 か に 恵 み た も う。 … …

あ な た は簡 潔 か つ 清 き ま ま に福 音 を

説 か な け れ ば な ら な いd(み 伽 一

伽9即 勉 げPa漉 〃P.Pγ 観 「パ ー レ

一 ・P・ プ ラ ッ トの 自叙 伝 」p .119-

126)

私 は 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の 霊 感 一

に よ っ て 当時 の 兄 弟 た ちに 与 え られ た ，

こ の教 え と勧 告 が 、今 日の 私 た ち に も

通 じ る もの で あ る こ と をみ た まの 力 を

通 して 知 っ て い る 。現 在 、 恵 まれ て 務
'訴

め を同 じくしている十二使徒評議員会

1
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の他の11人 の選ばれた僕たちは、王国

建設のためにすべてを捧げておられる

ばか りか、義なる生活、完 き献身の生

活 を送っておられる。私 もこの方々に

ならい、その模範に従 いたいと思って

いる。.この方々一人一 人を心から慕っ

ている。大管長会 をは じめすべての教

会幹部を愛 している。私はこの方々と

交わるとき、心に温いものを感 じる。

ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長は、十

二使徒の とき、次のように語 った。「こ

れらの十二人のキ リス トの弟子は、イ

エス ・キ リス トの神聖 な使命を直接 目

で見、耳で聞いた証人と考えられてい

る。十二使徒は、ただ単に私は信 じる、

とか、私は信 じているので受け入れて

いるのだ、と言 うことは許 されない。

……彼 らは知 らなければならない。自

分で知識 を得なければならない と主は

私たちに教 えてお られる。十二使徒は、

自分の目で見、耳で聞いたかのように

真理を知 らなければならない。主は十

字架につけられた後死か らよみが えり、

現在全能の力を持 って神の右手に立っ

ておられ る。堆の救い主イよス・キ リス

トを証す るのが彼 らの使命である。上

の教えと真理を世界に宣べ伝 え、宣べ

伝えられていることを確かめるのが使

命 であり、義務である。……特に違 っ

った任命 を受けていないメルケゼデク

神権者は、十二使徒の指示の下に、世

界に福音 を述べ、真理を宣言 しなけれ

ばならない。すなわち、ジョセブは神

の予言者であって、神の王国の基 をお

く認可 を受け、資格を受けていたとい

うこ とを司(「 福音の教義」 第一巻

P.217)

啓示のみたまは、今 日の私たちに と

って欠 くことのできないものである。

また、このみたまは救い主が地上 でみ

業を進めておられたときに も十二使徒

にとって大切なものであった。聖書記

者たちが、救い主のみ業の極みとみな

しているひとつの出来事がある。救い

主が十ご使徒に重大なふたつの質問 を

投げかけたことを御存知だ・ろう。初め

に、救い主はこう言われた。 「人々は

人の子をだれと言っているかd(マ タ

イ16：13)使 徒 たちはあ りのままの事

実 を語 り、世の人々は主 を救 いをもた

らす た め に 来 られ た メ シヤ と認 め て い

な い と語 っ た 。 彼 らは 民 の推 測 を繰 り

返 し た だ け で あ っ た 。 あ る 人 は バ プ テ

ス マ の ヨハ ネ だ と言 い 、 ほか の 人 は別

の エ リヤ だ と言 っ て い た 。 また エ レ ミ

ヤ の や さ し さ を そ の 中 に 認 め 、 エ レ ミ

ヤ が 来 た と思 っ た者 も い た 。 予 言 者 で

あ る と考 え た 者 も数 多 い。 光 は や み の

中 に 輝 い て い た 。 しか し 、や み は こ れ

を悟 ら な か った(ヨ ハ ネ1：5参 照)。

こ の 答 え を 聞 い た救 い 主 が どれ ほ ど失

望 され た か 、 私 た ち は 容 易 に 想像 す る

こ とが で き る。 こ の こ とか ら救 い 主 は

使 徒 た ち に 次 の よ うに尋 ね られ た。「そ

れ で は 、 あ な た が た は わ た し をだ れ と

言 うか 。」(マ タ イ16：15)

救 い主 は使 徒 た ち に 真 の改 宗 を させ 、

彼 ら を通 して 世 の 人 々 が 改 宗 す る こ と

を 必 要 と して お られ た 。 そ れ に 対 す る

答 え と して 、 ペ テ ロ は 一 同 を代 表 して

次 の よ うに 語 り、 この 栄 誉 あ る務 め を

果 た し た の で あ る 。

「あ な た ヒ そ
、 生 け る神 の 子 キ リス

トで す 。」(マ タ イ16：16)

これ は 先 任 使 徒 の 答 え で あ る。 今 や

使 徒 た ち は ナ ザ レの イエ ス を彼 らの 国

に 約 束 され て い た メ シヤ 、 ダ ビデ の子

と し て認 め た。 しか しイ エ ス は そ れ 以

上 の 御 方 、 す な わ ち 、 ま さに 「生 け る

神 の 御 子 」 で あ った 。

「す る と
、 イ エ ス は彼 に む か っ て 言

わ れ た 、 『バ ル ヨナ ・シ モ ン 、 あ な だ

は さ い わ い で あ る。 あ な た に こ の事 を

あ らわ した の は 、 血 肉 で は な く、 天 に

い ます わ た しの 父 で あ る 。

そ こ で 、 わ た し も あ な た に 言 う。 あ

な た は ペ テ ロ で あ る 。 そ して 、 わ た し

は こ の 岩 の 上 に わ た しの 教 会 を建 て よ

う。 黄 泉 の 力 も それ に 打 ち勝 つ こ とは

な い 。

わ た しは 、 あ な た に 天 国 の か ぎ を授

け よ う。 そ して 、 あ な た が 地 上 で つ な

ぐこ とは 、天 で もつ な が れ 、 あ な た が

地 上 で 解 く こ とは 天 で も解 か れ るで あ

ろ う。」(マ タ イ16：17-19)

ペ テ ロ の この 答 え は 、 イエ ス に 対 す

る 彼 の 証 で あ る。 神 の み た ま に 導 か れ

て この こ と を認 め る こ とが で き る者 は

幸 い で あ る と、.ここ に 言 わ れ て い る 。

神 か ら下 さ れ た 啓 示 の 上 に建 て られ た

イエ ス の 教 会 は 、黄 泉 の あ ら ゆ る 力 を

も っ て して も征 服 さ れ る こ とが な い と、

こ こ に 約 束 さ れ て い る 。 ま た 、主 の教

会 に は 、 開 き閉 ざ し、 つ な ぎ解 く力 が

あ る こ とが こ こに 確 認 され 、地 上 で正

し く行 使 さ れ る神 権 の鍵 は 、天 で も認

め られ る とい う約 束 が こ こに あ る 。

神 は 私 た ち に キ リス トに 対 す る信 仰

を与 え て くだ さ っ た 。 キ リス トが11人

の 使 徒 に 姿 を現 わ さ れ た と きに もこ の

信 仰 が 強 調 さ れ た。 御 存 知 の よ うに 、

トマ ス は 証 拠 を求 め た 。 自分 の 目で主

に つ い て 言 わ れ た こ とが 本 当か ど うか

を確 か め たか っ た の で あ る。 こ れ に対

し 、救 い 主 は こ う言 わ れ た 。 「あ な た

は わ た し を見 た の で信 じた の か 。 見 な

い で信 ず る者 は 、 さ い わ い で あ る 。」

(ヨ ノ・ネ20：29)

私 は 見 て い な い。 だ が 知 って い る 。

こ れ まで も知 って い た が 、 今 日 さ らに

強 い確 信 を得 た 。 そ し て こ れ が この 時

代 に 回 復 さ れ た主 イ エ ス ・キ リス トの 福

音 で あ り、神 は まさに 生 きた も う とい う

確 信 を常 に持 て るよう祈 っている。神 は

生 きて お られ 、 私 た ち は 神 の姿 か た ち

に 創 造 され た 。 マ リヤ か ら生 ま れ た ナ

ザ レの イエ ス は キ リス トで あ り、神 の

御 子 で あ る 。 人 に救 い を得 させ るこ と

の で き る名 前 は こ の み 名 を お い て ほ か

に な い。 キ リス トは今 日で も生 きて お

られ 、 人 は キ・リス トを通 して の み救 わ

れ るの で あ る。 私 た ち が ふ さ わ しけ れ

ば 、 キ リス トに よ っ て 永 遠 の 父 な る神

の み も とに 帰 る こ とが で き る 。 私 は こ

れ らの こ と を知 っ て い る。

神 か ら与 え ら れ た 光 が 確 固 た る知 識 、

確 信 に な る よ う祈 って い る 。 また 、 直

接 の 啓 示 を通 して 、 イエ ス が生 け る神

の 御 子 で あ る こ と、 キ ン ボー ル 大 管 長

が 王 国 の鍵 を保 有 し、 正 し く行 使 す る

地 上 で 唯一 の 人 で あ り、地 上 に お け る

神 の代 弁 者 で あ る こ とを知 る こ とが で

き る よ う祈 っ て い る。

天 か らの 啓 示 に よ り、 イ エ ス が 王 の

王 と して お い で に な り、 永 遠 に 統 治 さ

れ る こ と を私 た ち が 理 解 し、 その 備 え

が で き る よ うに 。 これ ら を 、聖 きみ 名

に よっ て 証 し、芦 祈 り申 し上 げ る。

ア ー メ ン。
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4月3日(±)午 後 の部 にお け る説 教

静かな細い声

静かな細い声を聞くために、私たち は義に

かな ったふさ'わしい者とならな ければならな

い。

七十人最 高評議 員会会 員

S・ デル ワー ス ・ヤ ング

私 たちは・七+人 第一韻 会に新 し
く4人 の方 々 をお 迎 え で き た こ と

を喜 ん で い る 。私 た ち は こ の 兄 弟 た ち

を愛 し 、 そ の任 命 を心 か ら支 持 し、 受

け 入 れ て い る 。 ま た 、共 に 協 力 して 働

け る よ う、最 善 を尽 くす つ も りで あ る。

列 王 記 上19章 に は 、エ リヤの 経 験 に つ

い て次 の よ っに 記 さ れ て い る。

「主 は 言 わ れ た
、 『出 て 、 山 の 上 で

主 の前 に 、 立 ち な さ い 』 。 そ の 時 主 は

通 り過 ぎ られ 、主 の前 に 大 きな 強 い風

が 吹 き、 山 を裂 き、岩 を砕 い た 。 しか

し主 は 風 の 中 に お られ なか っ た 。 風 の

後 に地 震 が あ っ た が 、 地 震 の 中 に も主

は お られ なか っ た 。

地 震 の 後 に 火 が あ っ た が 、 火 の 中 に

も主 は お られ な か っ た 。 火 の 後 に静 か

な 細 い声 が 聞 え た 。

エ リヤ は そ れ を聞 い て顔 を外 套 に 包

み 、 出て ほ ら穴 の 口 に 立 つ と 、 彼 に 語

る声 が 聞 え た 、 『エ リヤ よ 、 あ な た は

こ こ で何 を して い る の か 』d(列 王 上

19：11-13)

エ リヤ は相 手 が 主 で あ る こ と を知 っ

た と き、 自分 の 大 きな 悩 み と、 ま た 自

分 が ほ ら穴 の 中 に 隠 れ て い る理 由 とを

話 した 。 す る と主 は 、 エ リヤ に 何 を な

すべ きか を教 え られ た 。

そ れ か ら2，700年 後 、私 た ち に主 の み

声 を聞 く手 段 が 回 復 さ れ た 。 その 手 段

は 、 つ む じ風 や 雷 、稲 妻 、 あ る い は そ

の ほ か の 壮 大 な 自然 現 象 の 中 に あ るの

で は な い。 主 の 声 は 、 エ リヤ の と き と

同 様 に 、 「静 か な細 い 声 」 で 来 る の で

あ る。

私 は 、主 が その 選 ば れ た予 言 者 に 語

られ る方 法 の す べ て に つ い て あ げ るつ

も りは な いが 、 そ の代 表 的 な もの と し

て 直接 の 訪 れ 、 雲 間 を突 い て下 さ れ る

み 声 、 ま た先 程 述 べ た 方 法 な ど を あ げ

る こ とが で き よ っ。

しか し、 主 の戒 め を守 り、 日々 の事

柄 に 対 して 直 接 の 導 き を求 め 、 ま た 危

篤 状 態 に あ る妻 子 の 助 命 を願 う教 会 員

に 対 して 、 多 くの 場 合 、 主 は 「静 か な

細 い声 」 で そ の願 い に 答 え られ る こ と

を示 され た。 そ の と き私 た ち は どの よ

うに 主 の み 声 を受 け 、 また 何 を期 待 す

れ ば よ い の だ ろ うか 。

第 一 に 、主 は 「み た ま」す な わ ち 聖 霊

に よ って 語 られ る 。1829年 、主 は 十 二

使 徒 に 御 自身 が 下 した も うた み 言 葉 に

つ い て次 の よ う に語 って お られ る。

「こ の 言 を汝 らに 語 れ る は わ が 声 な

り。 そ は わ が 『み た ま』 に よ りて 汝 ら

に 」 与 え られ る 。(教i義 と聖 約18：35)

そ の後 、1832年 に 主 は 長 老 た ち に 、

次 の よ うに 告 げ られ た。 「わ れ 、 わ が

『み た ま』 の 声 に よ りて これ を語 る
。」

(教 義 と聖 約75：1)

主 が 、 義 し くふ さ わ しい 人 々 に 語 ら

れ る こ とは確 か で あ る 。 従 っ て 、 主 が

い つ み た ま を通 して 私 た ちに 語 りか け

られ る か を理 解 す る こ とが 、 私 た ち に

と っ て 非 常 に 大切 な もの とな っ て くる。

第 二 に 、 主 の み 声 は 、 そ れ を受 け 入

れ る 人 の 心 の 中 に もた ら さ れ る。 例 え

ば 、 予 言 者 イ ノ ス は 、 主 に 祈 っ た と き

の 経 験 を次 の よ うに 述 べ て い る 。

「私 が こ の よ うに精 神 こめ て祈 って

い る 中 に 、 ご らん 、 また 主 の御 声 が 私

の 心 に 聞 えて仰 せ になったd(イ ノス10)

主 が イ ノ ス に 言 わ れ た こ と を こ こ で

取 り上 げ るつ も りは な い 。 しか し、 主

が イ ノス に 語 られ た模 様 か らそ の 手 段

の ひ とつ が 、 こ こに 明 らか に さ れ て い

る。 主 の み 言 葉 は 心 の 中 に もた ら さ れ

るの で あ る。

第 三 に 、 オ リバ ー ・カ ウ ド リに与 え

られ た主 の 教 え に 耳 を傾 け て み よ う。

これ は オ リバ ー ・カ ウ ド リが 翻 訳 を 願

い 出 た 際 に 、 そ の 願 いが 聞 き届 け られ

る と告 げ られ た と きの もの で あ る 。

「然 り、 見 よ 、 わ れ今 汝 に 来 りて 汝

の 心 の 中 に 留 る べ き聖 霊 に よ りて 汝

の 智 と情 に 告 げ ん とす む(教 義 と聖 約

8：2)こ こ で 言 う情 とは 、感 情 の 意

味 で あ る。

さて 、 オ リバ ー ・カ ウ ドリは 、 努 力

を した が 失 敗 に 終 わ り、 次 の よ うに 告

げ られ た。

「され ど見 よ
、 わ れ 汝 に告 ぐ、汝 心

の 中 に よ く思 い 計 り、 そ の 後 願 うこ と

も し正 しか らば 汝 願 わ ざ るべ か らず 。

願 うこ と正 しか らば 、 そ の 時 わ れ 汝 の

心 を 内 に 燃 や さ ん 。 こ れ に よ りて 汝 に

そ の 正 し き を感 ぜ しむ 。

され ど も し願 う と こ ろ正 しか らず ば 、

か か る 感 な く し℃ 汝 の心 は 次 第 に鈍 く

な り、 そ は つ い に 悪 の悪 た る を忘 れ し

む る に 至 ら ん 。 故 に わ が 与 うる に あ ら

ざ れ ば 、 聖 き こ と を 汝録 す を得 ず 。」
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1

(教 義 と聖 約9：8、9)

祈 りにつ い て 、 オ リバ ー ・カ ウ ド リ

と同 じよ うな 思 い 違 い を しな い よ うに

と 申 し上 げ た い 。

心 を燃 や す とい うこ とは1.言 い 換 え

れ ば 、感 情 が 啓 示 の 過 程 の 重 要 な 一 要

素 で あ る とい う こ とで あ る。 ・、、

第 四 に 、ニ ー フ ァ イ は 自分 を殺 そ う

と した 兄 た ち を 厳 し く叱責 し、次 の よ

っに 昔 っ て い る 。

「あ な た た ち は 悪 事 をす る の ぽ 早 い

け れ ど も 、 あ な た た ち の神 で ある 主 を

思 い 起 こす の は お そ い。 あ な た たち は 、

これ まで に 一 人 の 天 使 を 見 、 天 使 は ま

た あ な た た ち に 言 葉 をか け た 。 ま こ と

に あ な た た ち は そ の御 声 を時 々 聞 い て

い る 。 そ の 時 そ れ は 静 か な 細 い声 で話

し た も うた が 、 あ な た た ち は なん らの

感 じ もな か っ た の で そ の 御 声 を感 ず る

こ とが で きな か っ た 。 そ れ で それ は雷

の よ うな 声 で あ な た た ち に語 りた ま い 、

そ の 声 は あ た か も引 き裂 か ん ば か りに

大 地 を ゆ り動 か し た 。」(1ニ ー フ ァ イ

17：45)

繰 り返 し申 し上 げ る 。 γそ れ は 静 か

な細 い 声 で話 した も うた が 、 あ な た た

ち は な ん らの感 じ も な か っ た の で その

御 声 を 感 ず る こ とが で き な か っ.たむ

ニ ー フ ァ イ は なぜ 、 「あ な た た ち は 全

く耳 を傾 け な か っ たの で そ の 御 声 を感

じる こ とが で きな か っ た 」 と言 わ な か

っ た の だ ろ うか 。 それ は す な わ ち 、確

信 は 感 情 を通 して も た ら され るか らで

あ る。

主 か ら啓 示 を受 け る ため に は 、主 の

戒 め を守 る こ とに よ り、主 の み こ こ ろ

を知 る者 とな る必 要 が あ る 。 そ うす る

と き に 、 主 の 知 恵 に よ り必 要 に 応 じて

主 の み 言 葉 が 思 い を通 じて心 り 中 に 入

り、 胸 の 内 に 何 か を感 「じ る に 違 い な

い 。 それ は 表 現 しが た い感 情 で あ るが

強 い て 言 え ば 、 「燃 え る」.とい う感 じ

で あ る。 また これ に伴 い 、 安 ら ぎ と、

そ の こ とが 正 し い とい う よ り確 か な証

を得 る こ とが で き る の で あ る 。 ひ とた

び こ の 燃 え る思 い 、 ζ の 気 持 、 こ の 安

ら ぎ を覚 え た者 は 、 日々 の 生 活 に お い

て 、 あ る い は導 き を受 け た と きに 、 決

し て迷 う こ とは な い で あ ろ う。 こ の 啓

示 が す で に 明 らか に さ れ て い る 原 則 と

陽 だ ま りの 中 の 子 供 た ち 。 左 か ら ジ ェ ニ フ ァー ・ ドゥ ー

リ ー 、 シ ン デ ィ ー ・ア レ ン 、 ジ ャ ネ ッ ト ・ア レ ン

一 致 す るな らば
、 そ れ が 正 しい こ とが

わ か り、 ま た一 致 し なけ れ ば 、 それ が

主 か ら の もの で な い こ とを知 るの で あ

る 。 な ぜ な ら、 主 に あ っ て は何 ひ とつ

矛 盾 す る こ とは な い か ら で あ る 。 生 け

る予 言 者 に 与 え られ るみ 言 葉 に 相 反 す

る 啓 示 を受 け る 人 は ひ と り と して い な

い 。 す べ て の 人 は こ の こ とを よ く理 解

し な け れ ば な ら な い 。 この 原 則 を応 用

す る こ とに よっ て 、 日常 生 活 で 経 験 す

る 多 くの 欲 求 不 満 を 防 ぐこ とが で き る

で あ ろ う。

こ の 会 場 に い るほ とん どの 方 々 は 、

こ う した 経 験 を数 多 く して こ ら れ た こ

と と思 う。 しか し、 大 勢 の子 供 た ち は

い ま だ この こ と を経 験 して い な い 。従

っ て こ れ を理 解 させ る必 要 が あ る 。

で は 、 い つ こ の 原 則 を教 え れ ば よ い，

の だ ろ うか 。 そ れ に は ま ず 、 この 原 則

を適 用 す る必 要 の あ る状 況 に 対 し て 、

常 に 敏 感 で な くて は な ら な い 。 あ る と

き、 遊 び 友 だ ち に 腹 を立 て た 小 さ な子

供 が 、 あ の子 とは も う絶 対 に遊 ば な い 。

家 に も絶 対 に 入 れ て あ げ な いか ら 、 と

言 い な が ら家 に 帰 っ て 来 た。 そ の と き、

賢 明 な 母 親 は 仕 事 の手 を休 め 、 す か さ

ず そ の 子 に こ う言 っ た 。 「お 母 さん と

一 緒 に お 部 屋 に 行 っ て
、 ひ ざ まず い て

天 の お 父 さ まに お 話 す る 必 要 が あ りそ

りねdそ こ で母 親 は 息子 に 、 どの よ

うに す れ ば 人 を赦 せ るか を 説 明 し、 そ

の こ とに つ い て 祈 る よ うに と言 っ た。・

母 親 は き ず 自分 が 祈 り、 次 に 息子 に祈 ・

らせ た 。 祈 り終 わ っ て寝 室 を 出 る と き.

に 、 息子 躰 母 親 を見 上 げ て こ う言 っ た 。

「僕
、 あ の 子 と また 遊 ぶ よ。 家 に 連 れ

て 来 る ねd

皆 さん は 、 これ を祈 りの 答 え で あ る

と言 うか も知 れ な い。 ま さに そ の通 り

で あ る。 しか し これ は また 、 こ の少 年

が 主 の み 声 を 聞 い た 初 め て の 、 しか も

非 常 に 大切 な体 験 で あ る 。

若 者 が 成 長 す るに つ れ て 、 何 を なす

べ きか 、 ま、た どの よ うに振 る舞 うべ き

か を知 るた め.に、 み た ま を求 め る必 要

の あ る場 合 が 数 多 くあ る。 で は 、 す べ

て の 両 親 は 、 いつ 、》どの よ うに 子供 た

ち に そ れ を教 え れ ば よ い だ ろ うか 。 家

庭 の 夕 べ は ど うで あ ろ うか 、 確 か に 良

い機 会 で あ る。 しか し、 そ れ よ りもは

る か に 大 切 な 時 が あ る 。 それ は 、彼 ら

が み た ま を 必要 ど して い る時 、 ま ざに

そ の 時 に 教 え る こ とで あ る。 そ うす れ1.

ば 子 供 た ち は ～正 しい生 活 を して いれば

主 の 声 が 自 らの 心 に訪 れ る こ と を理 解

するで あろ う。胸 の 内 に あ る種 の 感 じ と

共 に安 ら ぎが も た ら さ れ るか ら で あ る。

こう して 子 供 た ちは 、主 の み 言 葉 を そ

の 身 に受 け るよ うに な る の で あ る。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は この 方 法

に よ り啓 示 を受 け た 。 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス に続 く他 の 大 管長 仁 つ い て も同 様 で

あ る。 そ して 現 在 、教 会 員 は この 方 法

に よ り、 ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル

大 管 長 を通 じて 主 の み 旨 を知 る こ とが

で き る 。私 た ち は こ の 方 法 に よ り.、最

終 的 に 永 遠 の 生 命 に 至 る道 を 見 出 す こ

とが で き る こ とだ ろ う。 私 は そ れ が 真
』実 で あ る こ と を

、 また ス ペ ン サ ー ・W
1・ き ン ボー ル 大 管 長 が 予 言 者 で あ る こ

と を心 か ら証 す る。 イエ ス ・キ リス ト

の み.名に よ り申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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4月3日 出 午後の部における説教

最も価値あるあなた

私たちはみな 自己を分析 し、持てる真価 を

見出さなけれ ばな らない。

十二使徒評議 員会補助

ジ ョ ン ・H・ バ ンデ ンバ ーグ

'♂

最 近・わが家にある記錦 を鯉 し
て い た と きに 、金 色 に 輝 く1枚 の

コ イ ン を手 に し、 そ れ に まつ わ る心 温

ま る経 験 を思 い 出 した 。

も う何 年 も前 の こ とで あ るが 、 私 は

教 会 建 築 委 員 会 の 委 貝 に な る よ う要 請

さ れ 、 デ ン バ ー か らソ ル トレー ク シ テ

ィー 行 の飛 行 機 に 乗 っ た 。 そ の と き 、

同 じス タ ッフ の 一 員 も乗 り合 わせ て い

た の で 、 た また ま隣 合 わせ た紳 士 を交

じえ 、私 た ち は3人 で しば し話 に興 じ

た の で あ っ た 。 そ の紳 士 に 職 業 を尋 ね

た とこ ろ 、 彼 は 建 築 技 師 で あ り、 テ キ

サ ス州 の あ る大 都 市 で教 会 の 建 築 に 従

事 して い る との こ とで あ っ た。 彼 は ま

た 、教 会 の財 政 委 員 会 が教 会 貝 か ら建

築 基 金 を募 ろ う と して失 敗 に終 わ っ た

い くつ か の 経 験 に つ い て も話 して くれ

た。 彼 らは教 会 貝 に直 接 頼 ん だ り、 食

事 会 や バ ザ ーや ゲ ー ム な ど 、 あ らゆ る

努 力 を した に もか か わ らず 、 い ず れ も

大 して成 功 しな か っ た 。

そ こ で 彼 らは 、 そ の財 政 難 を切 り抜

け る ため に特 別 の 集 会 を開 い た そ うで

あ る。 そ して そ の 集 会 で 、 だ れ か が 聖

句 を 引用 して 、 主 の 方 法 に 従 う よ うに

提 案 した と こ ろ、 実 に素 晴 ら しい ア イ

デ ィ ア を得 た とい うの で あ る。 そ の 聖

句 はマ ラ キ・書 か ら 引用 され た もの で あ

っ た。

「わ た しの 宮 に 食 物 の あ る よ うに
、

什 分 の一 全 部 をわ た しの 倉 に 携 え て き

な さ い。 こ れ を も っ て わ た し を試 み 、

わ た しが 天 の 窓 を開 い て 、あふ るる恵 み
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を、 あ な た が た に 注 ぐか 否 か を見 な さ

い と 、万 軍 の 主 は い わ れ るd(マ ラ キ

3：10)

この 集 会 か ら 、財 政 委 員 会 は教 会 員

に この メ ッセ ー ジ を伝 え る た め の 、実

に ユ ニ ー クな 方 法 を考 案 した 。 銅 で50

セ ン ト硬 貨 大 の コ イ ン を造 り、 金 貨 に

見 え る よ う表 面 を金 メ ッ キ・し、 片 面 に

は 「什 分 の一 は 主 の もの で あ る 」 と、

また も う一 方 の 面 に は 「私 の 宮 に 十 分

の 一 全 部 を携 えて 来 な さ い。 そ うす れ

ば 、 あふ る る恵 み をあ な たが た に 注 こ

う」 と刻 ん だ の で あ る 。

この コ イ ン は 教 会 員 に 配 付 さ れ た 。

小 銭 が 必 要 な とき 、 男性 は ポ ケ ッ トに 、

女 性 は 財 布 に 手 を伸 ば す 。 そ の と き金

色 に 輝 くそ の コ イ ンが 目に つ き、 什 分

の 一 の 義 務 を思 い起 こ す で あ ろ う と い

う企 画 で あ っ た 。 彼 は 満 足 気 に ほ ほ え

み 、 私 た ち ふ た りに そ の コ イ ン を渡 し

て こ う言 っ た 。 「こ れ は 大 成 功 で し た。

み ん な 良 く応 えて くれ て 、 今 、建 築 プ

ロ ジ ェ ク トは 着 々 と進 ん で い ますd

彼 が 言 っ た よ うに 、正 し い原 則 が 正

し く適 用 され る な ら 、 良 い 結 果 が もた

ら さ れ る の で あ る 。

少 し し て 、 彼 は 話 題 を私 た ち に 向 け 、

職 業 を尋 ね て きた 。 そ こ で 私 た ち は こ

う答 え た 。 「偶 然 で す が 、 私 た ち も教

会 堂 の建 築 に 従 事 して い ます 。 末 日聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の仕 事 を して

い ますd

「今
、 どれ 位 の教 会 堂 を建 築 中 で す かd

「現 在
、数 百 で す 」 と答 え た 。

驚 きの 表 情 で 彼 は 言 っ た 。 「そ れ は

ま た 、 随 分 多 い で す ね 。 一 体 全 体 ど う

や っ て 支 払 うつ も りな ん で す か 。 資 金

獲 得 の め どは た っ て い るん で す かd

私 は こ う説 明 し た 。 「偶 然 が 重 な

ります が 、教 会 貝 か らな ん で す 。 あ な

た 方 が 聖 句 の 中 に 見 つ け た 什 分 の一

の 律 法 と い う素 晴 ら しい秘 訣 は 、 主 の

教 会 が 回 復 さ れ て 以 来 、私 た ちの 教 会

の 教 義 な の ですd

こ の 話 は 発 展 し、 什 分 の一 、 断 食 献

金 、建 築 資 金 、神 殿 基 金 、福 祉 基 金 、

運 営 基 金 、宣 教 師 基 金 を納 め る だ け で

な く、教 会 福 祉 に 時 間 を提 供 し 、教 会

プ ロ グ ラム の 管 理 や 参 加 な ど 、末 日聖

徒 の 偉 大 な 奉 仕 に まで 話 が 及 ん だ 。 ま

た 、教 会 の 若 人 の 献 身 と広 範 な伝 道活

動 に つ い て も説 明 した 。 彼 は 相 当興 味

を覚 え た よ うで 、座 席 に 深 く体 を うず

め る と、考 え こ む よ うに 言 っ た 。 「全

く驚 き ま し た。 私 た ちに は な い 何 か が

あ な た方 に あ る に違 い あ り ませ ん 。」

そ こ で 彼 は 、 ど うい う違 い が そ の よ

う な 献 身 を 生 み 出 し て い る の か 、 と

再 び 質 問 し て き た 。 そ の 答 え を ジ ョ

セ ブ ・ス ミス に 求 め て み よ う。1839年

12月 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス は聖 徒 た ち の

苦 しみ を取 り除 こ う と、 幾 人 か の 会 員

と共 に ワ シ ン トン を訪 れ た 。 そ し て 彼

は 、 ハ イ ラム ・ス ミス に 宛 て た手 紙 の

中 で 、 ア メ リカ合 衆 国 大 統 領 と行 な っ

た 会 見 の模 様 を伝 え た。 「会 見 で大 統

領 は 、私 た ち の宗 教 が 他 の 宗 教 と どの

点 で 違 っ て い る の か 尋 ね た 。 ジ，ヨセ ブ
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竃亀 ♂
説教の同時通訳の準備をする通訳者

兄 弟 は 、 ハ プ テ ス マ の 様 式 と按 手 に よ

る聖 霊 の 賜 か 異 な る と答 え た 。 他 の す

へ て の事 柄 は 聖 霊 の 賜 の 中 に 包 含 され

る と考 え た か らて あ る司(「教 会 歴 史 」

4：42)そ れ は教 会 貝 に確 認 さ れ る と

き に 各 人 に 与 え られ る賜 て あ る。 そ の

賜 を持 つ 者 と して ふ さ わ し く生 活 す る

人 は 、 それ に よ っ て導 か れ るの て あ る。

聖 霊 の 力 に つ い て は 、救 い 主 か 弟 子

た ち に 語 られ た教 え の 中 に 説 明 さ れ て

い る。

「しか し
、 わ た しは ほ ん と うの こ と

を あ な た か た に 言 うか 、 わ た しか 去 っ

て 行 くこ とは 、 あ な た か た の 益 に な る

の た 。 わ た しか 去 っ て 行 か なけ れ は 、

あ な た か た の とこ ろ に 助 け 主 は こ な い

て あ ろ う。 も し行 け は 、 そ れ を あ な た

か た に つ か わ そ っ。

それ か きた ら 、 罪 と義 と さは き とに

つ いて 、世 の 人 の 目 を開 くて あ ろ う。

わ た しに は 、 あ な た か た に 言 うへ き

こ とか ま た 多 くあ るか 、 あ な た か た は

今 は そ れ に 堪 え られ な い。

け れ と も真 理 の 御 霊 か 来 る時 に は 、

あ な た か た を あ らゆ る真 理 に 導 い て く

れ るて あ ろ うd(ヨ ハ ネ16：7、8、

12、13)

会 貝 か 真 理 の知 識 と証 を受 け る の は 、

聖 霊 に よ って で あ る。 そ の 影 響 力 を受

け る教 会 員 は 、 イ エ ス ・キ リス トの 回

復 さ れ た 福 音 の 大 い な る 目的 を 自由 意

志 に よ っ て心 か ら支 持 す るの て あ る。

た と え何 か 要 求 され よ う と も、 彼 ら は

そ れ に 応 え 、慰 め を感 じ るの て あ る。

ほ か に ど うな る とい うの て あ ろ うか 。

た とえ 話 て言 わ れ て い る よ うに 、 値 は

支 払 わ れ る の て あ る。

「ま た 天 国 は
、 良 い真 珠 を捜 して い

る商 人 の よ うな もの て あ る。

高 価 な 真 珠 一 個 を見 い た す と、行 っ

て 持 ち物 をみ な売 りは ら い 、 そ して こ

れ を買 うの て あ る。」(マ タイ13：45、

46)

こ の こ とに つ い て 、 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は 次 の よ うに述 へ て い る。「いつ の 時

代 で も、 歩 ん で い る道 か 神 の み こ こ ろ

に か な っ て い る こ と を実 際 に 知 識 と し

て理 解 しな け れ は 、 神 の 聖 徒 た ち は疲

れ 果 て 、 気 力 を失 っ て し ま う で あ ろ う。

なぜ な ら、 不 信 心 な 者 や 神 を知 らな い

者 の 心 は 、 い つ の 時 代 に もそ の よ うな

状 態 に あ るか ら て あ る。 … ・人 か 自

分 の 持 て るす へ て を捧 け る こ とは 、神

の み こ こ ろ を行 な っ て い る と い う一単な

る信 念 や 、 推 測 以上 に 必 要 な もの た か

ら て あ る 。 しか しそ れ も実 際 に 知 る な

らは 、苦 難 の 生 涯 を終 え た 後 、 永 遠 の

安 息 に 入 り、 神 の栄 光 に浴 す る者 とな

る 。 ・ 一良 く観 察 し て み るな らは 、

あ ら ゆ る事 柄 に犠 牲 を要 求 しな い宗 教

は 、 生 命 と救 い に と っ て 必要 な 信 仰 を

生 む 力 を決 して 持 た な い の て あ る司

(信 仰 講 話 」6：4、5、7)

一 般 の教 会 貝 とは 異 っ た観 点 か ら こ

の 生 け る教 会 の 発 展 と活 動 を見 る特 権

を与 え られ て い る 人 々 か い る。 そ う し

た根 拠 か ら、 信 仰 か世 に 高 ま り、神 の

永 遠 の 誓 約 か 確 立 され 、完 全 な る福 音

か 宣 へ ら れ て い る こ とか わ か る。(教義

と聖 約1：21参 照)こ れ は 、1838年 冬

か ら1839年 春 に か け て リハ テ ィー の 獄

て最 も苛 酷 な 時 期 を過 こ して い た 予 言

者 シ ョセ ブ ・ス ミス に 与 え られ た 啓 示

と一 致 して い る。 そ の 暗 黒 の世 界 の さ

中 に あ っ て 、 彼 は こ う宣 言 して い る。

「流 水 い つ ま て か 濁 りて あ ら ん
。 如

何 な る 力 か よ く諸 天 の運 行 を止 め んや 。

何 人か よ くか よわ き腕 をさし伸 へ て、 神

の 命 した ま え る 水 路 を … 逆 流 せ しむ

る こ と を得 んや 。もし、よ くこれ を為 し

得 れ は 全 能 の神 か 末 日聖 徒 の 頭 上 に い
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十 二使徒 評議 員会 会 長 エズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン長老

と高 き所 よ り知 識 を注 ぎた も う を止 む

る こ とを得 んd(教 義 と聖 約121：33)

この 、全 能 の神 が 末 日聖徒 の 頭 上 に

注 ぎ た も う知 識 は 、天 父 と御 子 イ エ ス・

キ リス トの真 の 属 性 、 人 生 の 真 の 目的

と意 義 、福 音 の 真 の 教 義 と い うか つ て

世 か ら取 り去 られ て い た知 識 に 関 す る

もの で あ る 。 そ して こ れ らの 知 識 は 、

受 け 容 れ る な らば 、 永 遠 の 生 命 に 必 要

な 信 仰 を確 立 す る も の とな るの で あ る。

イエ ス は弟 子 た ち とす べ て の 信 ず る者

た ちの ため に次 の よ うに祈 られ た 。

「永 遠 の命 とは
、唯 一 の、まことの 神

で い ます あ な た と、 ま た 、 あ な た が つ

か わ され た イ エ ス ・キ リス ト とを知 る

こ とで あ りますd(ヨ ハ ネ17：3)

福 音 の 計 画 の 目的 とは 、 言 う な らば

人 々 に福 音 の 原 則 に 従 っ て行 動 す る よ
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う告げることである。またそれは各個

人に自分 自身を見出させることであ り、

人生の葛藤で悩んでいる人に答えを与

えることである。この種のジレンマに

ついて、ある人はこう語った。「あなた

が抱えている一番の問題はあなた自身

である。そしてまた、あなたは最 も価値

ある存在でもある。もしあなたが自分 自

身 を知 ることができれば、すなわち自分

は何者で何のために生 きているのかを

知 り、さらに自分の性質の中に価値 ある

要素を捜 し、それ を見出す ことができ

ればあなたの人生は整然 としたもの と

なるのである。……ここで、 『もしあ

なたができれば』 と言ったのは、これ

を行なうには知恵が必要であ り、知恵

は徐々にしか身につかないものだか ら

である。 多分あなたはまだ、それ程の

知 恵 を得 て お ら ず 、 自 己 を分 析 す る 能

力 も な く、 人 生 の表 面 的 な こ とに捕 わ

れ て 混 乱 し、 そ の 時 代 の 習慣 や 、 賢 人：

と言 わ れ て い る 人 々 の 言 葉 に 基 づ い て

行 動 し 、 ま た 、 ち ょ う ど 人 生 に お い て

あ な た に敵 対 し 、 あ な た を打 ち 負か そ

う とす る もの か ら逃 げ 出す と きの よ う い

に 、 落 胆 し、 勇 気 を く じか れ た状 態 で

あ ろ う。 しか し 、 た と え そ の よ うで あ

っ て も 、 そ れ が 終 局 の 状 態 で は な い 。

必 ず 立 ち 直 り、 不 快 な 感 情 を一 掃 で き

る の で あ るd(リ チ ャー ド ・ワイ トマ ン)

完 全 な る福 音 は 、 「自分 が 何 者 で何

の た め に 生 き るの か を知 る」 た め に 、

.必要 な 助 け を提 供 す るの で あ る。

モ ル モ ン経 の 予 言 者 ベ ン ジ ャ ミン王

は 神 の 属 性 に つ いて こ う語 っ て い る。

「ご ら ん 、 お 前 た ち が 今 も し も神 の

恵 み を知 り、 自分 が … … 堕 落 した 状 態

に あ る こ と を知 … … … る な らば 、 … …

そ も そ も 、 この 道 に よ っ て救 い が 受

け られ る。 … … …

神 を信 ぜ よ 、 神 が ま し ます こ と と 、

神 が 天 地 の 間 の 万 物 を造 りた も う た こ

と と、 天 で も地 で も全 知 全 能 で あ る こ

ととを信 ぜ よ。ま た 、人 間 は 主 の悟 りた

も う こ と を こ と ご と くは悟 れ な い こ と

を信 ぜ よ。

重 ね て 言 う。 お 前 た ち は そ の 罪 を悔

い 改 め そ の 罪 を捨 て て 神 の 前 にへ り く

だ ら な くて は な らな い こ と を信 じ、 神

が お 前 た ち を赦 した も う よ う に真 心 か

ら祈 れ 。 も し も こ れ ら を み な 信 ず るな

らば 謹 ん で 実 行 せ よd(モ ー サ ヤ4：

5、8-10)

こ の 聖 句 を基 に し 、 主 が 言 わ れ た

「狭 く」 て 「細 い」道(マ タイ7：14参

照)を 進 む な らば 、 「自分 自身 が 最 も

価 値 あ る 存 在 で あ る」 こ と を認 識 す る

で あ ろ う 。 何 百 万 も の 人 々 が 聖 霊 の

力 に よ っ て証 を持 ち 、 真 実 の 教 義 を支

持 して 真 実 の 教 会 に加 わ っ て い るの で

あ る。

神 が 私 た ち を祝 福 し、 こ の こ と を理

解 させ た も う よ う 、へ り くだ り、 イエ

ス ・キ リス トの み 名 に よ り祈 る。 ア ー

メ ン 。
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4月3日 ω 午後の部における説教

知恵の言葉

私たち は啓示 を通 して、健康管理に関する

主よ りの導さを受 けてきた。健康を維持 し、

主よ りの祝福を受 けるためには、それ らの指

示 に従う必要がある。

十二使 徒評議員会補 助

セ オ ドァ ・M・ バ ー トン

愛 する兄弟姉妹の皆様・先程マ ・ク
ス ウ ェ ル 兄 弟 が 述 べ られ た証 に私

は心 か ら 「ア ー メ ン」 とつ け 加 え させ

て い た だ きた い 。 私 が 幼 なか.った 頃 、

日曜学 校 で讃 美 歌 の 『神 の 聖 徒 の 』 を

よ く歌 っ た もの だ っ た 。私 た ち は 、 そ

れ を知 恵 の言 葉 の 歌 と呼 ん で い た が 、

私 た ちの お 気 に 入 りの 讃 美 歌 の う.ちの

ひ とつ で 、 よ く熱 心 に 歌 っ た もの だ っ

た 。 で は 、 こ こ で その 歌 詞 の 一 部 を読

ん で み た い と思 う。

み め う る わ し く 長 く生 き ん と

コー ヒー 、 た ば こ、 茶 を遠 ざけ

酒 は飲 まず に 少 し の 肉 で

強 く智 恵 も て の び ん とす

『神の聖徒の』

末 日聖徒讃美歌32番

私は家庭で、また教会で知恵の言葉

を守るように教えられた。それで、幼

少の頃か ら身体に害のある物 を避ける

ように という大切 な教訓を学んだ。

ザ、 事実、あの頃、知恵の言葉について

語 られない大会はほとんどなかったと

言っても良いだろう。今 日、私は もう
一 度その慣例 を再現 し

、主が1833年 の

2月27日 にジョセブ ・ス ミスを通 して

私たちに与えられた教義 と聖約89章 の

啓示についてお話 してみたいと思 う。

啓示が与えられた当時、過度の飲酒が

身体に悪い影響 を及ぼす ことは、それ

までに も長い間認め られていたが、そ

れがいかに有害であるか ということに

ついては知 られていなかった。また、

タバ コ、茶、コー ヒー及び多量の肉の

使用からもたらされ る害については、

全 く知 られていなかった。 しかし主は、

その危険性 を知 っておられたので、主

の子供たちの、肉体 と精神 とを守るた

めに警告を与 えられた。これは私 自身

の考えだが、主か ら与えられたこの指

示は、現 在、私 たちが生活 しているこ

の時代において特に必要 とされるもの

ではないだろうか。

1960年 代の10年 間は、麻薬の使用に

もっともらしい理由が付けられ、大い

に もてはやされた時代であった。世の

人々、特に青年たちの心身が麻酔性や

習慣性のある薬物 を服用することによ

ってむしばまれてい くのを見た私たち

は、非常な驚 きを覚 えた。必ずしも楽

観視できないが、その破壊的な影響が

多方面にわたって紹介 されて きたため、

少な くとも十代後半から二十代初めの

頃の若者の間では、麻薬の使用 もい く

ぶんその数 を減 じてきた。

しか し、まだ成熟 しておらず、その

習慣がいかに心身をむ しばむものであ

るかといったことを考えてみるだけの

分別 を持ち合わせていない十代初期の

少年少女たちに とって、麻薬は今なお

深刻 な問題である。年若い彼らは持ち

前の虚勢 と人生経験の少なさから、麻

，薬 を試 してみようという誘惑にか られ、

それが心身の破滅とい う結果 を招いて

いるのである。自分で気づ いたときに

はすでに遅 く、悪 い習慣の奴隷にされ

てしまっている。その とき彼らは、あ

たか も虎の尾をつかんだ状態の自分 自

身に気づ くのである。 しがみつ くこと

もできなければ手放すこともできない。

自分が恐ろしい窮地に立たされている

ことに気づいた頃には もう手遅れなの

である。

麻薬の恐ろしさは今述べた通 りだが

長 い目で見れば、アル コールやタバ コ

についても同じことが言える。このふ

たつは、今 日における麻薬問題の中心

となっている。なぜな らアルコールや

タバコは実質において麻薬 と何ら変わ

る ところがなく、麻薬 と同等に見なす

べ きものだからである。このふたつに

関 して特に問題なのは、作用が緩慢な

点である。心身が冒されていることが

す ぐに症状 となって現われないために、`

老人も若人も共に身体に支障をきたし

て初めてその害毒に気づ くのである。

長期に亘ってタバ コを常用することは、

ガンや肺気腫、心臓障害を引き起こす

原因 となるが、病気になってから、世

界中の人が悔 い改めてみたところで、

む しばまれた肉体の苦痛か ら救 うこと

はできはい。アルコール中毒患者は健

康 をそこな うばか りか仕事や家庭、、，ひ

いては評判 までもそこなうことになる。

そしてすさんだ生活の中で、アルコール

を始めたことを嘆 く以外に慰めはない

のである。

私は何人かの友人から、科学者なの
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にそういった薬物の使用に反対 してい

ることを公言しないのはわけがあって

のことか と尋ねられたことがある。

「元化学教授のあなただか ら、権威を

持 って話せますよ」 とか 「あなたは知

識もあ り科学者としての経験 もお持ち

だから、人は、あなたの言 うことを信

じますよ。経験豊かな科学者 として人

々を救うことができるのは素晴 らしい

ことではないですか。」 それに対 して

私の答えはこうである。私 たちの教会

の会貝の中には、幾百人もの優秀かつ

経験豊富な科学者がいる。彼 らは皆、

私 と同 じように知恵の言葉について意

見を述べる資格のある人であるが、そ

の彼らが、この啓示が科学的にいかに

確かなものであ り、支持す るに足るも

のであるかを明らかに している。

しかし、そのことに関して、 もう少

々言わせていただきたい。知恵の言葉

について科学的に証明 してみたところ

で、若人にタバ コやマ リファナ、アル

コール飲料、その他薬物 を止めさせ る

ことにはならないということである。

合衆国では、タバ コのパ ッケージや タ

バ コに関する宣伝には、目立つ場所に

次のように印刷 してある。

注意 公衆衛生局長官は喫煙が

身体に有害であると断定

しました。

しか しなが ら、科学者による警告の

言葉は人々から喫煙の習慣 を取 り去っ

たりはしないのである。また、アメリ

カ合衆国では飲酒運転のために年間の

死亡者は5万 人を数え、負傷者は80万

人にも及んでいる・。もしもアメリカ合

衆国が軍事活動 に従事 したことによっ

てこれだけの死傷者 を出したとしたな

らば、それに対 して異議を申し立てる

デモが繰 り広げられることであろう。

ところが今では、自動車を運転する人

たちのアルコール常用に対 して抗議の

言葉がほとんど聞かれないばか りか、

む しろ常用者は増加の傾向さえ見せ て

いるので ある。知恵の言葉の有効性 を

語ってみたところで人々か ら喫煙や.飲

酒の習慣を取 り除 くことはできない。

喫煙も飲酒 も共にそれがいかに有害な

338

ものであるかについて科学的なおかつ

現実 となって現われているに もかかわ

らず、ますます人々の間に普及 してい

るのである。

しかしなが ら、なぜ私が科学者 とし

ての立場 を離れて知恵の言葉を語 るの

かについては、もっと素晴らしい理由

がある。

私は教会幹部の一員 として主よ り召

されてお り、人々に真理 を教える特別

な管理の職をいただいている。私には

教会幹部 として、イエス ・キリス トが

全人類の救い主であり贈 い主であると

い う揺 るぎない証がある。私はイエス

が万物の創造主であり、この世の始め

から終 りまでをよくご存知であるとい

っことを知っている。人類の創造主 と

して、主は何が私たちの体に とって益

とな り害 となるか をよく知ってお られ

る。イエス ・キ リス トは、この世界を

治める神 として、アルコール飲料、タ

バ コ、茶、コー ヒーが私たちの健康に

有害であると言っておられるのである。

これらの物 を常用すれば、悲惨な状態

と悔恨 とを招 くだけである。体だけで

はない。心 をも冒す原因となるのであ

る。私は神が生きておられることや、

この教えが神から与えられたものであ

ることを知っている。私は科学者 とし

てよりも、主の僕 として世の人々なら

びに教会員の皆様に、これら嗜好品の

危険性について特に警告 を与えるもの

である。神は、確かに啓示によってこ

の知恵の言葉 を与えたまい、私たちに

あらか じめ警告 されたのである。私は

神に仕 える僕 として、これらの言葉に

耳を傾け悟る人たちの利益 となるよう

にこの知識を伝 えるものである。 くり

返 し申し上げたい。タバ コ、茶、コー

ヒー及びいかなるアルコール飲料の常

用は、主に喜ばれないばか りではな く、

心身を破滅へ と導 くのである。

私は主が次の言葉を与えられたとき

何 を意図 しておられたのかはわからな

いので文字通 りに受け入れたいと考 え

ている。
「およそこれ らの言葉 を憶えて守 り

且つ行い、この誠命に従って歩むすべ

ての聖徒 らは、そのへそに健康 を受け

その骨に髄を受けん。 また智恵 と知識

の大いなる宝まことに秘れたる宝を見

出さん。而 して走れ ども疲れず、歩け

ども気 を失 うことなからん。主なるわ

れ彼 らに1つ の約束 を与う。すなわち、

さつ りくの天使はイスラエルの小児た

ちが如 く、彼 らを過 ぎ越して屠ること

なかるべ し。」(教義 と聖約89：18-21)
「へそに健康 を受け、その骨に髄を

受けん」 この部分 を読むとき、将来戦

争が勃発 し、そこか ら放射される有害

物によって世界が汚染され、そのため

に恐ろしく破壊的な流行病がはびこる

可能性があるのではないか と考えてい

る。それが、従順な者 と不従順な者と

を主が区別するために用いるひとつの

方法なのであろうか。また、これら私

たちに禁 じられている物 と、骨髄にい

っそ う吸収 されるこ とに より大 きな害

を及ぼす原因 となっている放射性原素

との間に何 らかの関係があるのであろ

うか。私にはわか らない。

しか し、もし私たちが知恵の言葉 を

守 るならば、さつ りくの天使は私たち

に危害を加えずに通 り過 ぎて行 くだう

っといっことは知っている。そして神

が、アルコール飲料、茶 、コーヒーを

飲 まないように、またタバコを常用 し

ないように告げられたことも知 ってい

る。体に有害であ り、なお且つ習慣性

のあるそれ らの物をとる ということは

何 と愚かなことであろうか。私の生活

を導いて行 くものは主の言葉だけで十

分である。それであるから、私は是非

皆様が体 に有害な物 を避けるばか りか

主か らとるように と言われている食物

を慎みと感謝 とを以っていただ くよう

に という警告の言葉に注意深 く耳を傾

けるようにお勧めする。

これは主が言われて きたことである。

これ らの証をイエス ・キ リス トのみ名

によって申し上げる。アーメン。

☆ ☆
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4月3日(±)午 後 の 部 に お け る説 教

霊 の 「ワ ニ 」

若い入々の生活には、どこにでも危険が潜

んでいる。だが彼 らに警告を与え、助けを与

えるガイ ドがいる。

十二使徒評議員会会員

ボ イ ト1・K・ バ ッ カ ー

評'

今 日・私は教会の青少年・すなわち・
ア ロ ン神 権 者 と若 い 女 性 、 そ して

聖 歌 隊 で歌 って くれ た素 晴 ら し い若 人

た ちに 、 お 話 し た い と思 う。 これ か ら

申 し上 げ る訓 戒 は 、 少 し理 解 しに くい

と思 わ れ る の で 、 まず ひ とつ の体 験 談

か ら始 め た い 。

私 は いつ も動 物 や 鳥 に は 興 味 を持 っ

て い る。 私 が まだ 幼 い 頃 、 他 の 子 供 た

ち は カ ウ ボー イ ご っ こ を好 ん だ もの だ

が 、 私 はア フ リカへ 探 検 旅 行 に行 き た

くて 、 よ く猛 獣 狩 りの まね を して い た

も の で あ る 。

字 を覚 え 始 め た頃 に は 、 鳥 や 動 物 に

つ い て 書 か れ て い る本 を見 つ け て は 、

そ の知 識 を増 した 。 十 代 に な る頃 ま で

に は 、 ア フ リ カの 動 物 な ら 、大 抵 の も

の は 名 前 が 言 え る よ うに な っ て い た 。

私 は 、 山 カ モ シ カ とア フ リカ大 カ モ シ

カ の 区 別 も、 南 ア フ リカ大 カ モ シ カ と

う しカ モ シ カ の 区 別 もで き た 。

私 は いつ も、 ア フ リカへ 行 って 動 物

を 見 た い と思 って い た 。 そ して 遂 に そ

の 機 会 が 訪 れ た 。 パ ッ カー 姉 妹 と私 は 、

ハ ワ ー ド ・バ ジ ャー 伝 道 部 長 夫 妻 と一

緒 に 南 ア フ リカ伝 道 部 を視 察 す る責 任

が 与 え られ た の で あ る 。 私 た ち の 日程

は 全 く厳 しい もの で 、7日 間 の う ち に

あ の広 大 な 大 陸 に 散 在 す る教 会 堂 を8

つ 献 堂 し た 。

バ ジ ャー 伝 道 部 長 は 、9月10日(そ

の 日は た ま た ま私 の誕 生 日で あ っ た)

の 日程 につ い て は 、 あ い ま い に し て い

た 。私 た ち は そ の と き ロー デ シア に い

て 、碓iか 、南 ア フ リカ の ヨハ ネ ス バ ー

グへ 帰 る計 画 を立 て て い る とこ ろ で あ

っ た 。 しか し、 伝 道 部 長 は 別 の 計 画 を

立 て て い て 、 私 た ち を乗せ た飛 行 機 は 、

ビ ク ト リア爆 布 の 岸 辺 に 着 陸 した 。

「こ こか ら少 し行 っ た 所 に 禁 猟 区 が

あ り ます 。 私 は 車 を1台 借 りて お き ま

し た 。 明 日は 長 老 の誕 生 日です か ら 、

ア フ リカ の動 物 見 物 で一 日過 ご し ま し

ょ う」 と伝 道 部 長 は説 明 し た。

こ こで 、 ア フ リカ の 禁 猟 区 に つ い て

説 明 して お こ う。 全 く想像 もつ か な い

所 で あ る。 そ こで は 人 間 が お りに 入 り、

動 物 が 外 を 自由 に 歩 き回 って い る。 公

園 を訪 問 す る 人 が 夜 寝 泊 りで き る よ う、

ロ ッ ジが あ り、 そ の周 囲 は 高 いへ い で

囲 ま れ て い て 、 朝 方 まで 固 く鍵 が か け

ら れ て い る 。 そ し て朝 に なれ ば 、 車 で

出か け る こ とが 許 可 され る。 しか し、

車 の 外 に 出 る こ とは許 可 され て い な い

の で あ る。

私 た ち は 夕 方 遅 く、 公 園 に 到 着 し た 。

しか し ち ょっ と し た手 違 い で 、訪 問 者

全 貝 を収 容 で き る だ け の 部 屋 数 が なか

ろ た 。 私 た ち が 到 着 した とき に は 、部

屋 は す で に一 杯 で あ っ た 。 警 備 隊 長 は 、

そ の ロ ッ ジ か ら13キ ロ程 離 れ た 所 に小

屋 が あ るか ら、 そ こ で 泊 ま っ た ら ど う

か と教 え て くれ た 。

夕 食 を取 るの が 遅 か っ た た め 、 私 た

ちが ロ ッジ を 出 る 頃 に は 、辺 りは 真 っ

暗 で あ っ た 。 私 た ち は 別 れ 道 に 行 き当

た り、 狭 い 道 を進 ん で 行 っ た が 、 しば

ら く行 っ た と こ ろ で 車 の エ ン ジ ンが 止

ま っ て し ま っ た 。私 た ち は懐 中電 灯 を

捜 し出 し、 車 の 外へ 出 て 、 ボ ン ネ ッ ト

の 中 を調 べ よ う と し た。 接 触 不 良 か 何

か だ ろ う と思 っ た か らで あ る。 とこ ろ

が 、懐 中 電 灯 の光 が ほ こ り っぽ い道 路

を照 ら した と き、私 が 最 初 に 目 に した

の は 、 ラ イ オ ン の 足 跡 で あ っ た。

急 い で 車 の 中 に 戻 る と、 そ の 晩 は 、

そ の 車 の 中 で過 ごす こ とに し た。 しか

し幸 い な こ とに 、1、2時 間 後 、何 か の

理 由 で 夜 遅 くロ ッ ジ を 出 て 来 た燃 料 補

給 車 の運 転 手 に救 助 さ れ た の で あ る。

私 た ち は 警 備 隊 長 を起 こ し、 よ うや く

小 屋 で手 足 を伸 ば す こ とが で き た 。 そ

して 翌 朝 、 例 の ロ ッ ジ に連 れ て行 っ て

も ら っ た の で あ る。

私 た ち に は車 が な く、 しか も電 話 も

な か っ た た め 、 そ の 日遅 くま で代 わ り

の 車 が 来 る の を待 っ て い な け れ ば な ら

な か っ た 。 私 た ちは が っ か りし て 、一

日 中 ロ ッ ジ の辺 りを うろ つ い て い た 。

公 園 で の 私 た ち の 一 日は 、 全 く無 駄 な

一 日で あ っ た
。 そ し て私 に とっ て は 、

生 涯 の 夢 が 消 え て し まっ た 一 日で あ っ

た。

私 は 若 い 警備 隊 員 と話 を した 。 彼 は

私 が ア フ リカ の 鳥 を 沢 山 知 っ て い るの

に 驚 い た 様 子 だ っ た 。 そ の た め 、 彼 ら

自 ら志 願 して 、 私 た ち を退 屈 か ら解放

し て くれ る こ とに な った 。

「私 た ち は今
、 ロ ッ ジか ら30キ ロ メ

ー トル 程 離 れ た所 に あ る水 た ま りの 上

に新 し い監 視 所 を建 築 中 です 。 まだ 完

成 して い ませ ん が 、 一 応 安 全 で す 。 そ
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こへ 連 れ て行 っ て あ げ ます か ら、 そ こ

で昼 食 を取 っ た ら ど うで す か 。 夕 方 に

で も あ な た方 の 車 が 着 い た ら 、 そ こ ま

で持 って 行 っ て あげ ま し ょ う。 そ こ な

ら、 車 で 回 るの と同 じ位 、 いや そ れ 以

上 の 動 物 が 見 られ ま す よd

監 視 所 へ 行 く途 中 、 彼 は私 た ち に ラ

イ オ ン を 見せ て あ げ よ う と言 い 出 した 。

彼 は や ぶ の 中 に 入 っ て い く と、 間 もな

く、17頭 の ラ イ オ ン が群 れ に な っ て寝

そべ っ て い るの を見 つ け 、 そ の群 れ に

向 か っ て ま っす ぐに 車 を走 らせ て 行 っ

た。

私 た ち は 水 た ま りの とこ ろ で止 ま っ

て 、動 物 た ちが 水 を飲 み に 来 る の を見

て い た 。 丁 度 乾 期 に あ た り、 水 は ほ と

ん どな か っ だ。 た だ の 泥 地 と言 っ て い

い程 だ った 。 しか し象 が そ の 柔 か い 泥

の 中 に 足 を踏 み 入 れ る と、 そ の くぼ ん

だ 所 に 水 が しみ 出 て 来 て 、 そ の 足 跡 に

た ま っ た水 を動 物 た ちが 飲 む の で あ る。

と りわけ ア ンテ ロー プ が 、 極 め て 神

経 質 で あ っ た 。 泥 の 穴 に 近 付 い て は 来

るが 、 す ぐに 恐 怖 に お び えて 逃 げ 出 す 。

辺 りに は 、 全 くラ イ オ ンの 姿 が 見 え な

か っ た た め 、私 は ガ イ ドに 、 な ぜ ア ン

テ ロー プが 飲 み に来 な い の か 尋 ね て み

た 。 彼 の 答 え は 、 そ し て 、 これ が 今 日

の 私 の 教 え な の だが 、 「ワニ 」 と い う

こ とで あ っ た 。

私 は 、 彼 が 冗 談 を 言 っ て い る に 違 い

な い と思 っ た の で 、今 度 は真 面 目に 尋

ね てみ た 。 「ど う して 飲 み に 来 な い の

か な，」 答 えは また 同 じで あ っ た 。「ワ

ニ です よd

「そ ん な 馬 鹿 な 。 ワニ な ん か い な い

じゃ な い で す か 。 だ れ が 見 た っ て わ か

り ます よd

私 は 彼 が 外 人狩 猟 客 を え さに してか

らか っ て い る の だ と思 っ た 。 そ こ で 、

本 当 の こ とを教 え て くれ る よ う頼 ん だ 。

こ こで 思 い 出 して い た だ きた い 。 私 は

ア フ リカに っ い て 無 知 で は な か っ た 。

私 は 沢 山の 本 も読 ん で い た 。 そ の上 、

だ れ で も 、象 の 足 跡 に ワ ニ が 隠 れ る こ

とが で き な い こ と くら い知 って い る で

あ ろ う。

私 が 彼 の 答 え を信 じて い な い こ とが

わ か る と、彼 は 、 私 に詳 し く教 え る こ

とに し た よ うで あ る。 私 た ちは 他 の 場
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所 ま で車 で 行 き、 泥 の 穴 を見 下 ろす 堤

の 上 に 車 を 止 め た。 彼 は 「そ こ で す 。

自分 で 見 て 下 さ い」 と言 っ た 。

私 に は 何 も見 え な か っ た。 た だ 泥 と

少 量 の 水 と遠 くに お く病 な動 物 の い る

の が 見 え る だ け だ っ た 。 しか し、 突 然 、

全 く突 然 、 私 の 目に 飛 び 込 ん で 来 た 。

巨 大 な ワ ニ で あ る 。 泥 の 中 に じ づ と し

て い て 、 の どの 渇 い た動 物 が 何 も疑 わ

ず に 水 を飲 み に や っ て 来 る の を待 っ て

い るの で あ る。

私 は 手 の 平 を か えす よ うに 、 今 度 は

信 じた 。 彼 は 私 が も っ と聞 きた が っ て

い る様 子 を見 て と る と 、続 け て 教 え て

くれ た 。 「公 園 に は 、 そ こ ら中 に ワ ニ

が い る ん で す よ 。 川 の 中 だ け じ ゃ あ り

ませ ん 。 水 の あ る所 に は 、決 ま っ て そ

の 近 くに ワニ が い るん で す 。 これ だ け

は 覚 え て お い た 方 が い い で す よd

ガ イ ドは 、私 に は も っ た い な い程 親

切 だ っ た 。 私 が 「ワニ だ よ」 とい う彼

の 最 初 の 答 え に 、 いか に も物 知 り顔 で

反 論 した こ とに 対 し て 、 彼 は 、 「じ ゃ

外 に 出 て 、 自分 で 見 て み る とい い」 と

言 え ば 言 え た で あ ろ う。

そ う言 わ れ た 私 は 、 自分 の 目で 、 そ

こ に は ワニ が い な い こ と を確 め る こ と

が で きた 。 私 は 自分 の考 え に 自信 を持

っ て い たの で 、 き っ と外 へ 出 て 、何 が

見 え るか 確 か め た こ とで あ ろ う。 しか

ア ル ビ ン ・R・ ダ イ ヤ ー 長 老

し 、 そ の よ う な傲 慢 な 思 い 上 が りが 、

命 取 りに な る とこ ろ で あ っ た 。 そん な

私 に 、 彼 は 我 慢 して 教 え て くれ た の で

あ る。

年 若 い 友 人 の皆 さん 。 皆 さ ん に 、 あ

の 時 に と っ た私 の 態 度 の よ う に で な く、

も っ と賢 明 に ガ イ ドに話 しか け て くれ
り馬

るよう望んでいる。 自分は何でも知 っ

ているんだ という思い上がった考 え方

は、私の価値 を高めることはしなかっ

た し、皆さんの価値を高めることもな

い。むしろ、このようなことを皆さん

にお話 しすることを恥ずか、しくさえ思
　

っている。ただ、皆さんに話す ことで

何かの助けになれば、それは大 きな救

いである。

皆 さんの先輩たちは、水たまりにつ

いて少し詳 しく調べ、ワニがいると警

告の声をあげている。皆さんを粉々に

砕いて しまう、あの大 きな灰色のワニ

ではない。うまく身を隠 したアフ リカ

のあのワニよりもはるかに危険で、は

るかに容易に人を欺 き、しかもずっと

見えにくい霊の 「ヴニ」が存在するの

である。

この霊のワニは、皆さんの精神を破

壊することも、不具にすることもでき

る。皆さんの心の平安や、愛する人々

の心の平安 を乱す こともできる。人々

が警告す るのはこういうワニに対 して

であ り、この世の中には、こうい うワ

ニによって荒されていない水飲み場は、

皆無に近いのである。

アフ リカの他の場所へ旅行するとき

私はこの経験について別の公園の狩猟

監視人と話し合った。彼は、人をふた

つにかみちぎってしまうような大 きな

ワニでも、実際に象の足跡に隠れるこ

とができると語った。

それから彼は、実際にそ うした悲劇

の起 きた場所へ案内 して くれた。イギ

リスから来た青年が、ホテルに季節雇

いで働いていた。彼は何度も何度 も警

告 されていたが、あるとき、ロッジの

へいをくぐり抜けて、浅瀬に どんなも

のがいるか調べてみ ようとした。浅瀬

と言って も足首程 もない深さである。

監視人の話である。 「水の中に2歩

も入らないうちに、ワニに襲われて し

まったのです。彼を救助する手だては

{



何 もあ りませんでしたd

若い頃は特にそうであるが、他人か

らなにやかや言われるのは、あまりお

もしろくないものである。 しか しなが

ら、若人の皆 さん、私たちが どれ程知

っていると思っていても、そんなこと

とは無関係に、私たちの生死がガイ ド

の忠告に耳を傾けるか どうかにかかっ

ている時もあるのである。

ここで、ワニに食われたあの青年に

ついて考えることは、残酷なことでは

ある。 しか し、あの事件は、決 して最

大の悲劇ではない。巨大なワニにかみ

砕かれることよりもはるかに恐ろしい

道徳的、霊的な退廃がある。

幸いなことに、人生には大勢のガイ

ドがいて、私たちが折に触れて勧告を

取 り入れさえすれば、偶発的な悲劇は

防 ぐことができるのである。

私たちの中には現在、ガイ ドとして、

また監視人として召されて働いている

人がいる。皆 さんも間 もな く召される

であろう。この辺でガイ ドなどという

名称 を使 うのはやめることに しよう。

両親、すなわち父親 と母親、監督、辱指

導者、ア ドバイザー という名称で呼ぼ

う。私たちの責任は、皆さんがこの世

にいる間、あのような霊のワニか ら傷

を受けることがないようにすることで・

ある。

教会における あらゆる訓練 と活動は、

皆 さん方若い人々に、霊的にも物質的

に も、 自由、独立、安全を味わってい

ただ くことを主な目的としている。

皆 さんは若いうちに、両親 と教師 と

指導者の助言に.耳を傾けるようにすれ

ば、やがて最 も確実なガイ ドである聖

きみたまのささや きに従 う方法 もわか

って くる。そのささや きは個人に直接

与えられる啓示である。霊的な危険を

知 らせ る信号を受けるためには、方法

がある。ちょうどあのガイ ドが私に警

告 を与えて くれたように、皆さんも、

前方に霊のワニが潜んでいることを知

らせて くれる警戒信号を受けることが

できるのである。
'も し私たちが

、こうした霊的な呼び

かけに耳 を傾けることができるように

訓練することができたら、皆 さんは、

あの生命を脅かすワニから身を守るこ

とが で き る よ うに な るで あ ろ う。 い と

高 き所 か ら もた ら さ れ る導 きが どの よ

う な もの か 、 皆 さん は 肌 で 理 解 で き る

で あ ろ う。 こ の 霊 感 は 、 単 に 教 会 の責

任 を果 た す と きだ け で な く、 あ らゆ る

活 動 の と き に 、 学 校 で も、 デ ー トの と

き も、受 け る こ とが で き るの で あ る。

祈 りの 方 法 を知 り、祈 りに 対 す る答

え の 受 け 方 も知 っ て い た だ き た い 。 あ

る こ とに つ い て祈 っ た ら 、 そ の 答 え を

得 る ま で に 長 い 間 忍 耐 して待 た な け れ

ば な ら な い 。 祈 りに よ っ て は 、 自分 の

身 を守 る た め にす ぐに 答 え の 必 要 な も

の も あれ ば 、 ま た そ の 答 えが 、祈 り終

わ らな い うち に もた ら され る もの もあ

る 。

ひ とた び そ の ガ イ ドに 最 後 まで 従 う

決 心 をす れ ば 、 証 は 強 ま り、予 期 せ ぬ

場 所 に も 、 そ の 道 に沿 っ て 必 要 な 備 え

が して あ る こ とが わか る で あ ろ う。 そ

れ は 、 そ の 道 をや っ て 来 るの を知 って

い た 人 が い る証 拠 で あ る 。

霊 的 に 強 くな り、 一 人 立 ちす る た め

に 、 皆 さん が 青 年 時 代 に ど う して も し

な け れ ば な ら な い こ とは 、 自分 の ガ イ

ドに 対 し従 順 に な る こ とで あ る。 も し

ガ イ ドに喜 ん で従 うな ら 、繊 細 で 、鋭

敏 な 、霊 の さ さや きに 信 頼 をお くこ と

が で き る よ う に な る。 そし て 、 絶 え ず

そ の 導 き を受 け て 、義 し い こ と をす る

よ うに な る の で あ る 。

年 若 い友 人 の 皆 さ ん 、 私 は こ こで 、

も うひ とつ の 経 験 につ い て お話 し た い

と思 う。 私 が 度 々 考 え て は い る が 、 滅

多 に 話 し た こ との な い こ と で あ る 。 こ

こ で 詳 し く話 す こ とは しな い。 た だ ち

ょ っ と触 れ る だ け にす る。 それ は 、 だ

い ぶ 前 、 私 は皆 さん ほ ど若 くは な か っ

た と思 うが 、 そ の 頃 の 出 来 事 で あ る。

あ の ガ イ ドに 従 お う とす る 私 の 決 心 に

関 る こ とで あ っ た 。

私 ほ 自由 意 志 の 何 た るか を知 っ て い

た し 、 そ れ が 個 々 人 と して独 立 し、 自

由 で あ る た め に どれ程 大 切 で あ るか と

い う こ と も知 っ て い た 。 私 は ど うい う

わ け か 、主 が 私 か ら決 して取 り去 る こ

との な い もの が あ る と い う こ と を、 知

っ て い た 。 そ れ が 私 の 自由 意 志 だ っ た 。

私 は 自分 の 自由 意 志 を、 主 以 外 に は だ

れ に も渡 さ な いつ も りで い た 。 そ して

私は、主が決 して私か ら取 り去ること

のない、私の 自由意志を、主にささげ

ようと決 したのである。私はその とき

以来、主の道を歩む決心をしたのであ

る。

それは、私に とって大 きな試練であ

った。私は、自分の所有物の中で、最

も貴 重なものを引き渡していると感ヒ

て野たか らである。私は年 も若かった

ために、自分の 自由意志を働かせて自

分で線め々のだか ら、自由意志はさら

に強められた。

私ばその経験から、聖典の意味 を悟

った。 「もしわた しの言葉の うちにと

どまっておるなら心あなたがたは、ほ

ん とうにわたしの弟子なのである。

また真理を知 るであろう。そして真

理 は、あなたがたに 自由.を得させるで

あろうdぐ ヨハネ8：31、32)

私はそれ以来、霊のワニをあまり恐

ろしいと思ったことはない。どこに潜

んでいるか、たびたび警告が与えられ

てきたか らである。

私 自身、一度ならず、かみつかれて

霊的な応急手当が必要だった時もある。

しかしそれ以外は、警告が与えられた

ために命を救われている。

幸 いに も、かみつかれた人々のため

には、霊的な応急手当の方法がある。

ワー ド部の監督は、この応急手当の責

任を受けたガイ ドである。また監督は、

この霊のワニによって道徳的にひどく

傷つけられた人々を暖か く保護 し、完

全になおるよう見守ることができる。

アフ リカにおけるあの経験から、私

はまたあの大いなるガイ ドに従 う気持

を新たにした。私は自分の望みでその

ガイ ドに従 う。私は他の経験から、そ

のガイ ドを知 るようになった。私はそ

のガイ ドが生きておられること、そし

てイエスがキリス トであることを証す

る。私は、イエスが骨肉の体 を持 って

おられることを、そしてこの教会 を導

いておられることを知 っているbイ エ

スの意図は、私たちが皆、安全に導か

れて、主のみもとに帰れるよう見守る

ことにある。イエス ・キ リス トあみ名

によ り、アー メン。
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4月3日 出 神権部会における説教

神権i一そ の権 能 と力

神権の権能 は義 しい生活をするな らば、家

族 に祝福をもたらす 力となる。

管理監督会第一副監督

H・ バ ーク ・ビータ ー ソ ン

岳

弟たち、今宵 この神権部会で話す兄
責 任 が 与 え られ 心 か ら感 謝 して い

る。 これ は こ の 神権i時代 に お け る最 も

大 き な神 権 者 の 集 い で あ る と思 う。 私

た ち 、す べ て の 天 父 の 子 供 た ち に と っ

て最 も大 切 で 、 最 も関心 の 深 い メ ッセ

ー ジ を ど う伝 え た ら よい か
、私 は い ろ

い ろ と考 え て み た。 そ の こ とで祈 り、

今 も私 た ちの 上 に 主 の み た まが あ る よ

うに と祈 っ て い る。 これ か ら私 が 申 し

上 げ る こ とが 真 実 で あ り、 また み た ま

の 導 きに よ っ て この 話 の 準 備 を行 な え

た こ と を証 した い。 皆 さ ん の 心 が 開 か

れ 、霊 が 受 け 入 れや す い状 態 と な る よ

う祈 っ て い る。

霊 的 成 長 、 ま た そ れ に よ って もた ら

され る幸 福 は 、 神 権 の 原 則 を理 解 し、

それ に従 う こ と を基 と して い る。 しか

し、神 権者 た ち の 中 に は 主 の 戒 め の 声

を 注 意 して.聴か な か っ た た め に 、不 幸

な 人 生 を送 っ て い る 人 々 が 大 勢 い る。

主 が 述 べ て お られ る よ うに 、神 権 を誤

っ て使 うこ とは 非 常 に 危 険 で あ る。 私

た ちは 皆 、次 の 啓 示 を 幾 度 とな く読 ん

で きた 。 しか し こ こ で も う一 度 そ れ を

読 み 、 順 を追 っ て 私 た ち の 日常 の 生 活

と関 連 づ け て み た い 。

「見 よ
、召 さ る る者 は 多 け れ ど も選

ば る る者 は 少 し。 選 ば る る こ と な き は 、

これ そ も そ も何 の 故 ぞ。

そは 、 人 々 の心 甚 し くこ の世 に属 け

る もの の 上 に あ り、唯 々 人 間 の 誉 を得

る こ とをの み望 み 、次 の如 き一 つ の戒

め を知 ら ざ る に よ る。

曰 く、.神権 の 権 能 は 天 の 能 力 と固 く

結 び つ きて離 るべ か ら ざ る もの に し て、

天 の 能 力 は正 義 の 原 則 に よ りて の み 支

配 し運 用 し得 る もの な り、 と。」(教 義

と聖 約121：34-36)

この 聖 句 か ら 、神 権 の 権 能 と神 権 の

力 との 間 に 相 違 が あ る こ とが わ か る。

神 権 の権 能 と力 とは 必 ず し も同 義 語 で

は な い。 私 た ち神 権 者 は皆 、 主 の 代 理

を務 め る権 能 を与 え られ て い る。 しか

しそ の権 能 の効 力 、す な わ ちふ さ わ し

い と きに 権 能 を通 じて もた ら さ れ る力

は 、私 た ち が どの よ うな生 活 を送 っ て

い るか に左 右 され る。 そ れ は 私 た ち の

義 の度 合 に よ る。 繰 り返 し 申 し上 げ る。

「天 の 能 力 は正 義 の 原 則 に よ りて の み

支 配 し運 用 し得 る」の で あ る。

私 た ち の 多 くは 、神 権 を持 つ 最 も大

切 な 理 由 の ひ とつ を見 失 っ て い る。 有

能 な教 師定 員 会 会 長 や 長 老 定 員 会 会 長 、

監 督 、副 監 督 に な る こ と も大 切 で あ る。

事 実 、私 た ち は こ れ らの 役 貝 を訓 練 す

る こ とに 多 くの 時 間 をか け て い る。 大

切 な神 権 の 儀 式 を行 な うこ と も 欠 くこ

との で きな い こ とで あ る。 しか し何 に

も ま して 大切 な こ とは 、家 族 と家 庭 に

祝 福 を もた らす た め に 神 権 を どの よ う

に 使 え ば よ いか を知 る こ とで あ る。

私 た ちが ふ さ わ し い生 活 をす る な ら

ば 、私 た ちが 持 つ 神 権 は 、 問 題 の 多 い

家 庭 に平 安 をもた らす 天 よりの 力 とな り、

ま た 幼 い 子 供 た ち に祝 福 と慰 め を もた

らす 力 とな り、 涙 に ぬ れ た 目に 夜 の 眠

り を与 え る 力 とな る。 また 、家 庭 の 夕

べ を楽 し くし 、疲 れ た妻 の 高 ぶ る神 経

を鎮 め る力 と な る。 当惑 した 、感 じや

す い十 代 の 若 者 た ちに は 、 指 針 を与 え

る 力 とな る。 娘 に は 、初 め て の デ ー ト

の 前 に 、 あ る い は 神 殿 結 婚 の前 に祝 福

を与 え る 力 とな り、 息 子 に は大 学 や 伝

道 に 発 つ 前 に祝 福 を与 え る 力 とな る。

若 い 神 権 者 の 皆 さ ん 、'私た ち の 神 権 は

下 品 な会 話 に 集 ま る 少 年 た ち の 邪 悪 な

思 い を差 止 め る力 とな り、 ま た病 人 を

癒 し 、孤 独 な 人 を慰 め る 力 とな る。 こ

れ は 神 権 の 重 要 な 目的 で あ る。

私 た ち が 以 上 述 べ た 方 法 で 家族 に 祝

福 を もた らす 力 を 身 に 受 け て い る と き 、

そ れ はす な わ ち神 か ら授 け られ た権 能

を 、家 族 の 絆 を強 め 、永 遠 に ま で 及 ぶ 神

権 の 儀 式 を施 す とい う至 高 の 目的 に使 っ

て い ることにな るの で あ る 。この 力 を伸

ば し、 前 述 の事 柄 を行 な うため に これを

用 いる 人 は 、た とえ自分 の 望 み と家 族 の

望 み が 異 な って い たとして も、 家 族 の義

しい望 み を 第一 に 考 え る で あ ろ う。 ま

た神 権 指 導 者 に 注 意 を傾 け る よ うに 、

家 庭 で は 家 族 一 人 … 人 に 、最 年 少 の 子

供 に 至 る ま で 耳 を傾 け る で あ ろ う。

自分 の 楽 しみ よ り も、 家 族 の福 利 を

優 先 させ る で あ ろ う。

自己 を抑 え るす べ を知 り、短 気 を 口

実 に す る こ と もな い で あ ろ う。 彼 に と

っ て 短 気 な ど全 く無縁 の もの で あ る。

穏 や か に 答 えれ ば 怒 り もな くな る こ

と を知 っ て お り、家 庭 で 怒 りに まか せ

て大 声 を 出 す こ と もな く、決 して 怒 っ

て 腹 を立 て る こ と もな い で あ ろ う。
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大 会 の合間 の ひ と と き(テ ン プル スク ヴェア)

こ の 神 権 の 力 を伸 ば して き た 人 は 、

思 い と行 な い の 両 面 で 、最 も愛 す る神

の娘 で あ る女 性 に 対 して 、最 も素 晴 ら

しい誉 れ と尊 敬 と威 厳 と を示 す で あ ろ

う。

神 権 者 の 皆 さ ん。 主 の 勧 告 の声 が 聞

こ え るだ ろ うか 。 主 が 、 「私 が 与 え た

権 能 を注 意 深 く、また 賢 く用 い な さ い」

と百 わ れ て い る こ とが 聞 こ え る だ ろ う

か 。 教 義 と聖 約 に は こ う記 さ れ て い る。

「わ れ ら は悲 しむ べ き経 験 に よ りこ

の事 を知 る。 お よ そ殆 ん どす べ て の 人

問 は 、 少 し許 りの 権 威 を得 た り と思 う

や 、 惣 ち正 しか ら ざ る支 配 を始 め ん と

す る 生 れつ きの 性 癖 あ り。

こ れ す な わ ち 、召 さ る る者 は 多け れ

ど も選 ば る る者 少 き所 以 な り。」(教 義

と聖 約121：39、40)

こ の 神 聖 な 言 葉 の 意 味 を理 解 して い

な い 神権i者が 多 い。

私 た ちは 思 い や り を持 た な け れ ば な

ら な い。

私 た ちは 命 令 して は い け な い。

私 た ちは 独 裁 者 に な っ て は な らな いD

私 た ちは 高 慢 に な っ て は な ら な い。

こ こ で 、神 権 の 力 が 女 性 の 生 活 に ど

の よ うな祝 福 を もた らす か に つ い て 少

し話 した い。 ジ ョ ン ・A・ ウ ィ ッッ ォ

ー 長 老 は 次 の よ うに 述 べ て い る
。 「神

権 は知 的 能 力 に 基 づ い て与 え ら れ る も

の で は な く、 立 派 な 男性 に 与 え られ る

もの で あ る。 … … 女 性 に も同 等 の賜 が

与 え られ て い る。 … … しか し、 なぜ 霊

が 男 性 あ る い は 女 性 で あ っ た か を理

解 す る こ と が で き る の は 、 こ の 世 の

ど の 権 威 よ り も 知 性 に お い て ま さ る

権 威 、 す な わ ち 神 の み で あ るd(ジ

ョ ジ ・A・ ウ ィ ツ ツ オ ー 、P7詑s抗oo(∫

侃dC勧 γcんGoγeγ ηme鋭 「神 権 と教

会 政 体 」、p.90)

男性 は 女 性 よ り も優 れ て い る と い う

訳 で は な い。 しか し、私 た ちが 行 な う

事 柄 の 性 質 に よ っ て は 、 そ う受 け 取 ら

れ る こ と もあ る。f列え ば 、 神 権iを持 つ

の は 男性 で あ り、 教 会 や 家 庭 の 管 理 役

員 も男性 で あ る。 だか ら と言 っ て 、 あ

らゆ る点 で 男 性 が 優 れ た存 在 で あ る と

は 言 え な い。 神 権 は 献 身 的 で幸 せ な 妻

が 傍 らに い る と きに の み 、 十分 に行 使

す る こ との で きる神 よ り託 さ れ た 権 能

で あ り、責 任 で あ る。 妻 の 前 に 、 「幸

せ な 」 とい う形 容 詞 が つ い て い る こ と

に 注 意 して い た だ きた い。

い か に この 地 上 で 偉 大 な 業 を行 な お

う と 、 男性 は ひ と りで 昇 栄 す る こ とは

で きな い の で あ る。

私 た ち が 家 族 を正 し く管 理 す る上 で

役 立 つ 素 晴 ら しい ア イ デ ィア は 、 妻 と

心 を 開 い て 話 し合 い 、助 言 を求 め る と

き に得 られ る こ と を知 れ ば 、何 の 問 題

も起 きな い だ ろ う。 女 性 は 家族 の 関 係

を 強 め る た め に 欠 く こ との で きな い ス

ピ リッ トと知 性 を備 えてい る。従 って こ

れ を 家庭 を管 理 す る権 能 に よ って 育 み 、

引 き出 さ な け れ ば な らな い 。 私 た ち は

妻 の持 つ 良 い 資 質 に よ っ て お びや か さ

れ る の で は な く、喜 び を得 るべ き で あ

る。 か っ て ニ ー ル ・A・ マ ッ クス ウ ェ

ル長 老 は 、 「夫 婦 愛 を育 む 上 で私 よ り

343



も優れた特性 と資質 を持つ妻に、私は

感聾 撫 燈 麗 論
る

ときも、神権を持っ少年を訓練すると

きと同 じ関心 を示ずことが大切であるこ ・.

とを付け加えておきない。 この女性の.

才能 を知るために、aラ マ ンに率いら
へ

れた2000名 のアンモンの民の経験 を参

照してみたい。
「このように誓いを立てて国 を守 る

ために武器を執った青年が二千人ばか

り居たが、……かれ らはみな青年であ

って筋骨たくましく活発な勇士であっ

たばか りでな く、いついかなる時で も

委ねられたことを忠実に行 った。

かれらはみな神の命令に服従するこ 鼠
、

とと、神の前に正 しく真す ぐに暮す こ

ととを教えられ 、真実な心 を持つ真面

目な青年であった。

わが子 らはまだ戦ったことがなかっ

たが死ぬことを恐れず、自分の命より

も親の自由を重ん じ、また疑いを抱か

ないならば神が必ず自分らを救いた も

うとその母から教えを受けていた。

かれらはその母の言葉をわれに話 し

て 『われらの母はわれらに教えたこと

を自分で確に知っている。われらはこ

れを疑わない』 と言った。」(ア ルマ

53：18、20、21、56：47-48)

これらの2000名 の若者たちが持っ勇

気と気概 をだれが与えたか という点で

記録者が母親による訓練を記述 したこ

とは単なる偶然でないように思われる。

母親と同 じように、他の人々のことが

書かれてよいはずであるが、この記録

には母親のことのみが記されている。

アロン神権者を強める鍵 、秘訣 は母親

にあるという事実から、神権指導者は

少女に正 しい神権の原則を教 えるため

にもっと多くの時間を費や さなければ

ならない。それがひいては、将来のア

ロン神権者が ヒラマンの率 いた2000人

の息子たちと同じ祝福を受けるように

なることを私は信 じている。

確かに、神権者は少年たちの性格 と

霊性に感化を及ぼすため、多大の時間

と労力を払って計画を練っている。 こ

れは継続 して行なわなければならない。

しか し、現在少女に対す る神権教育や

霊的成長については、ほんの少 しの努
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力しか払われていない。彼女たちに大

きな関心 も払わず、どうしてよい姉妹

になることを期待できるだろうか。少

女たちが何の理想像 も持たず、また永

遠の伴侶にどのような神権の特質を求

め るべ きかを教えられることがなけれ

ば、やがて多くの家族が誤った結婚の

ために苦 しむことになるであろう。

しか し、もし神権者が正 しい模範を示

し1少 女たちの訓練にもっと理解を示

し、それに力を入れるならば、そのよ

うなことはないだろう。

最後に、教義 と聖約の言葉の続 きを

参照 して結び としよう。
「如何なる権力も勢力も、神権によ

りて維持する能わず、または維持すべ

きものにあらず、ただ説服と堅忍 と柔

和 と温情 と偽 らざる愛 とによる。

また、親切 と浄 き知識すなわち偽善

にあらず妊智にあらず してその人 を甚

だ大いならしむるものによる。

すなわち、聖霊に感動 しては機に臨

みて激 しく人 を責む。然 る後、また彼

の 汝 を敵 視 せ ざ ら ん た め に責 め た るそ

の 人 に 一 層 の 愛 を示 す。

か くて 、 彼 は 汝 の 誠 実 は死 の きず な.

よ り も強 き こ と を知 るべ し。

す べ て の 人 に 対 して 、 ま た 信仰 あ る

家 族 に 対 して 汝 の 腹 中 を慈 愛 に あふ れ

しむ べ し。 絶 え ず 徳 を以 て 汝 の 想 を飾

るべ し。 然 る時 は 、 汝 の 自 ら信 ず る こ

と神 の 前 に 強 くな りて 、 神 権 の 教 理 は

天 よ り下 る 露 の 如 くに 汝 を う るお さ ん。

聖 霊 は 常 に 汝 の 伴 侶 とな り、 汝 の 笏

は真 理 と正 義 の 変 る こ とな き笏 とな り、

汝 の 支 配 は 永 遠 の 支 配 とな りて 強 い ら

る る こ とな く永 遠 に 汝 に 流 れ 込 ま ん。」

(教 義 と聖 約121：41-46)

何 と素 晴 ら し い約 束 で あ ろ うか ご あ

な た 方 神 権 者 を天 と家 庭 を結 ぶ 重 要 な

ひ と筋 の 道 と考 え る 家 族 に大 い な る祝

福 の あ らん こ とを。

ま た 、神 が 生 きた まい 、 イ エ スが キ

リ ス トで あ る こ と を証 し 、す べ て を イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よっ て 申 し上

げ る。 ア ー メ ン。

テ キ サ ス州 の バ ー チ ・ラ ー セ ン兄 弟 と 再.会 を喜 び 合 う ブ ラ ジ ル 、 サ ン パ ウ ロ

の ウ ォ ル タ ー ・ス パ ッ トス テ ー キ 部 長
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4月3日(±)神 権 部 会 にお け る説 教

「富 を求 めず して

知 恵 を求 めよ」

福音 に伴 う知恵を学ぶ人々の証 は強ま リ、

平安がお とずれる。

十二使徒 評議員会補助

フ ラ ンク リン ・D・ リチ ャー ズ

す る兄弟たち、私たちは非常に興愛
味 あ る 注 目す べ き時 代 、主 の み た

まが 豊 か に 地 の 面 に 注 が れ て い る時 代

に 生 を受 け て い る。 しか し同 時 に 現 代

は 自由 放 任 、苦 難 、 不 幸 の 時 代 で もあ

る。 人 々の 心 は この 世 の 宝 、 快 楽 、 富

に む しば まれ て い る。

今 日私 た ちが 直 面 して い る最 大 の チ

ャ レ ン ジ の ひ とつ は 、十 分 な知 恵 と理

解 力 、 内 な る力 を得 る こ とで あ る。 そ

うす る こ とに よ り、 こ の 複雑 で 困 難 な

時代 に あ っ て も 、幸 福 で 実 りあ る生 活

を送 る こ とが で き 、物 質 と快 楽 を追 い

求 め る 渦 に 、 の まれ る こ とは な い で あ

ろ う。

最 近 の こ と 、ふ た りの 青 年 とひ と り

の年 配 の 人 が 私 の も とにや っ て 来 た 。

話 を聞 い て み る と、3人 が3人 と も物

質 的 に は 恵 まれ て い る もの の 幸 福 で は

な く、心 が 動 揺 して い た。 そ し て そ れ

ぞ れ が 、 今 の状 態 を改 善 す るに は ど う

した ら よ いか と 、私 に 助 言 を求 め て き

た の で あ る。

私 は 彼 らに 、 主 が す で に 答 え を与 え

て お られ る こ と を話 し た。 主 は 次 の よ

っに 言 っ て お られ る。

「富 を求 め ず して 知 恵 を求 め よ
。 さ

らば 見 よ 、神 の 奥 義 は 開 か れ 、 そ れ よ

り汝 ら富 め る者 とせ ら るべ し。 見 よ 、

永遠 の 生 命 を有 っ 者 は 富 め る な り。」

(教義 と聖 約6：7)

私 は 彼 ら に 、 人 生 に お け る物 事 の優

先 順 位 を変 え 、 ま.た 多 くの物 質 や 快 楽

よ りもむ しろ 知 恵 を求 め る必 要 の あ る

ことを提案 した。

これは私の考えであるが、この3人

がかか えていた問題は、現在およそ41
.万8千 人の長 老見込み会員が直面 して

いる問題 と本質的には同 じではないだ

ろうか。 これらの長老見込み会員はま

ず優先順位 を変 え、物質や快楽よりも

む しろ知恵を求めるようにすることが

必要である。 これは、メルケゼデク神

権者さらに今 日の教会全体が直面して

いる最 も重大な問題であるに違いない。

しか し、1972年 に長老見込み会員の

プログラムが発表されて以来、数 多く

の長老見込み会貝が長老に聖任 され、

それぞれの定員会で活発に働いている。

同時に、活動の割合 もかな り増 してき

た。献身的な神権指導者の皆さんに、

これに伴 って増大 してきた問題に正 し

く対処するようお願いしたい。問題が

大 きくなるということは、それだけ問

題を解 く楽 しみが増す と言 うものであ

る。

さて、私はメルケゼデク神権の管理

指導者 として皆 さんに、歩みを早める

ようにとい うキンボール大管長の言葉

を心に留めていただきたい と思 う。私

たちの歩みを早める最 も効果的な方法

を提案 したい。それは個人個人につい

て行 なうのではな く、長老見込み会員

や他の人々のグループに働 きかけると

い うことである。

活発でないこれらの兄弟のほとんど

は共通 して、教会の教義 をよく知 らな

い ということが言える。教義がわかれ

ば 、 彼 ら の ほ とん どが 活 発 に な る で あ

ろ う。

経 験 か ら私 は 、 こ れ ら長 老 見込 み 会

員 の大 部 分 が 非 教 会 員 と結 婚 して い る

こ とに 気 づ い た 。 こ の よ う な場 合 、 長

老定 貝 会 会 艮 は 、 ワ ー ド部 伝 道 主任 に

依 頼 して 、 ステ … キ部 宣 教 師 か 専 任 宣

教 師 を そ の家 庭 に 送 り、不 活 発 な夫 と

協 力 して 、 非 教 会 員 の妻 に 福 音 を教 え

る よ うに す るの が 望 ま しい 。 もち ろ ん 、

ホー ム テ ィー チ ャ … は フ ェ ロ ー シ ッ プ

を続 け て行 な う こ とが 必 要 で あ る。

多 くの 人 々 に福 音 を 教 え 、再 び 活 発

にす るた め に は 、 グル ー プ単 位 で教 え 、

フ ェ ロー シ ッ プす る の が最 も効 果 的 で

あ る と思 う。 い わ ゆ る家 庭 集 会 に よ る

方 法 が そ れ で あ る。 また 年 齢 、 理 解 度 、

関心 度 が 同 じ人 々 で グル ー プ を作 る と

い い 結 果 が 得 られ る。 この よ う な グル

ー プ を作 る の は
、 そ れ ほ どむ ず か しい

こ とで は な い。

福 音 の 知 識 を得 、知 恵 を得 るに は学

習 が 不 可 欠 で あ る。 私 た ち は この よ う

な 宣 教 師 が 用 い て い る方 法 を 通 して 、

この 目的 の達 成 に努 力 す べ きで あ る と

思 う。

主 は私 た ち に こ う言 わ れ た。 「汝 ら

最 も善 き書 よ り智 恵 あ る言 葉 を探 し求

め よ。 ま た正 に研 究 と信 仰 とに よ りて

学 問 を 求 む べ し。」(教義 と聖 約88：118、

同109：7参 照)

福 音 の 勉 強 を す る こ とに よ り、私 た

ちは 前 世 で の 状 態 、 こ の世 に い る 目的 、

死 後 の 状 態 に つ い て 知 る こ とが で き る。
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すなわち聖典が約束 しているように、

知恵がワえられ、神の奥義が明らかに

されるのである。

長老見込み会員に教会の教義 を教え

ることは きわめて重要である。 これま

で多くの長老定貝会で、神殿に入る人

々を集めてその準備 をさせ るプログラ

ムを実施 し、素晴らしい成果 を上げて
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ノ

美歌集の修理、長老定員会の書記補助

などの割当てを受けた ときのことを思

い出している。そしてこれらの人々は

それぞれに喜び と価値 ある経験 を味わ

ったのである。

兄弟たち、長老見込み会員と新 しい

改宗者に、教会の活動に参画する機会

を与えていただきたい。

私たちが富ではな く知恵 を求めると

き、主はソロモン王の場合 と同 じよう

に、私 たちに知恵と富の両方 を祝福 し

て くださる。これは興味深いことであ

る。このことから、私たちには、神の

王国を建設するために私たちの富を使
へ 　 へ

っといっ大いなる機会 と責任が与えら

れていることがわかる。

長老見込み会員プログラムは、今 日

の神権者にとってきわめて重要 なチャ

レンジと言 えよう。その他のことにつ

いても簡単に申し上げたいと思 う。

今 日最 も必要 とされているもののひ

とつに、家庭における愛 と一致がある。

これを満たすために考 えられたのが、

皆 さんが御存知の家庭のタベプログラ

ムである。 自らの家庭においゼ模範 と

なること、またホームティーチャー と

して担当の家庭 を励 まし、動機づけ を

与え、彼 らが家庭にあって模範 となれ

るよう助けることが私たちの責任であ

る。家庭の夕べ を行なっている皆さん
`は例外な く

、夫婦が、親子が、子供同士

が深い愛で結ばれていると証す ること

ができるであろう。神 より与えられた

この家庭の タベプログラム を大切 にし

ていただきたい。

私たちが心 を向けなければならない

ことに、教会の少数 グループに関する

事柄がある。大 多数の会員には、自分

の地域内に住む少数 グループを受け入

れ、十分にフェローシップ し、彼らが

教会の活動に出席して祝福 を受けるこ

とがで きるように励 ます責任があ観

教会の組織 もまた可少数 グループに属

す る人々 を励 まし、破 らが他の人々を

受け入れて共にやっていけるように助

けるはずである。大管長会は1972年
'10月10日 付

の手紙で、こ のことに関す

る基本原則 を示 している。

メルケゼデ ク神権部門で1ままた軍関

係プ白グラムを運営 している。軍隊に'

は、信仰の強い教会員が多数お り、彼

らは義の道 を定め、それに従い、さら

に他の人 と交わるよう努め、助けを必

要 としている多くの人々に勇気 と高潔

の模範を示 している。私たちから遠 く

離れた地において も、ホームティーチ

ングが忠実に行 なわれている。私たち

は、軍隊にいる忠実な会貝たちの模範

と献身を誇 りに思い、また大変興味を

抱いている。

ホームティーチ ングは、私たちが関

心 を抱いているもうひとつの神権活動

である。主は神権ホームティー チャー

のi義務について次のように言われた。

「各会員の家庭を訪れて、彼 らが声を

挙げて もひそかにても祈 りを為 し、す

べて家庭の務めにいそしむよう勧めを

なすなりd… …常に教会員を守護 し、

彼らと共にあ りて彼らを強 くすべ きも

のとすd(教 義 と聖約20：51、53)

兄弟たち、私たち一人一人がホーム

ティーチャー としての召 しを全力を尽

くして遂行 しようではないか。そ うす

れば、私たち自身 も訪問する家族 も恵

み を受け、強められるであろう。

私たちにとって、きわめて関心の深

いもうひとつの教会活動は、神権MI

Aで ある。 これは、独身成人の必要を

満たすために3年 ほど前に組織 された

ものである。すなわち、独身成人に、

彼 らが教会において重要な地位 を占め

て吟ることを感 じさせ、教会の様々な

活動への参加 を促すためである。

長老定貝会は独身の兄弟を、扶助協

会は独身の姉妹をそれぞれフェローシ

ップし、各活動を見守 る責任がある。

報告による と、世界的に独身成人、

すなわちヤ ングアダル トおよびスペシ

ャルインタレス トの参加が増加 してい

る。彼らは家庭のタベ グループに参加

した り、伝道活動を行なったりしてい

る。『また、興味深い価値 ある活動を通

して、生活に潤いを与 え、病巨や数多

くの問題に苦 しむ人々の荷を軽 くして

いる。

私は世界各地のスペ シャルインタレ

ス トとヤングアダル トのグループを訪

れた。彼らはそれぞれの活動において

人生の 目的に対す る認識 を深め、彼ら

の期待を上 まわる幸福 と平安 を見出し

て い る 。 この 組 織 は こ れ まで 大 きな 発

展 を遂 げ て い る。 そ して 、独 身 成 人の

必 要 と して い る こ とが さ らに 理 解 され

る な ら、 今 後 も発 展 す る で あ ろ う。

私 の孫 が ヤ ン グア ダル ト ・プ ロ グラ

ム に つ い て 次 の よ うに 言 っ た こ とが あ

っ た 。 「これ ま で 教 会 が 若 人 の ため に

備 え て くれ た プ ロ グ ラム で 、 ヤ ン グア

ダル ト ・プ ロ グラ ム ほ ど素 晴 ら し い も

の は な い と思 い ます 。 なぜ っ て 、宗 教 、

社 会 、教 育 、 レ ク リエ ー シ ョ ン、 個 人

的 な必 要 な ど 、 どれ を とっ て も若 人 の

要 求 をす べ て 満 た して くれ るで し ょ う。

最 も大 切 なの は 、 ヤ ン グア ダ ル ト ・プ

ロ グラ ム は 生 活 を変 え る とい うこ と。

これ まで 物 静 か で な か な か 打 ち解 け よ

う と しな か っ た 人 が 召 し を受 け 入 れ て

立 派 な指 導 者 とな るの を 見 て き ま した 。

確 か に これ は神 様 か ら与 え られ た プ ロ

グ ラ ム で す 。」

兄 弟 た ち 、 時 満 ち た る この 神 権 時 代

に 神 権 を受 け て い る とい う こ とは 、何

と喜 ば し い こ とで あ ろ う。 い か な る時

に あ っ て も 、神 権 を尊 び 、 召 しを全 力

を尽 く して 遂 行 す る こ と を、 改 め て決

心 し よ っ で は な い か 。

以 上 の 話 を要 約 す る と、私 た ちが 最

終 的 に 答 え を 出 さな け れ ば な らな い最

も大 切 な 問 題 は 、 「こ の世 の 富 を求 め

るべ きか 、 そ れ と も知 恵 か 」 で あ る 。

この こ とは 年 齢 に 関 係 な い 。

私 の も とを訪 れ た3人 の 友 入 も、 ま

た私 た ちす べ て も、 富 で は な く知 恵 を

求 め るな ら 、 幸 福 と平 安 と永 遠 の 生 命

を見 出 す こ とが で き る の で あ る。 私 は

そ の こ とを知 っ て い る 。

こ の よ うな祝 福 に あ ず か る にふ さわ

し くな れ る よ う生 活 して い た だ きた い 。

証 申 し上 げ る 。 神 は生 き た ま い 、 イ

エ ス は キ リス トで あ る 。 ま た 、予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミスは 主 の み 手 の器 と し

て 、 そエ ス ・キ・リス トの 完 き福 音 と神

の み 名 に よ っ て 働 く力 を 回復 し た 。

ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボ ー ル 大 管 長 は

神 の予 言 者 で あ る。 主 が キ ン ボ ー ル 大

管 長 を支 え 、 助 け て下 さ る よ う 、 そ し

て私 た ち もす べ て の 点 で 大 管 長 を助 け

る こ とが で き る よ う、 イ エ ス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て祈 る もの で あ る。 ア

ー メ ン
。
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4月3日(土)神 権部会における説教

伝道の機会 に感謝 して

「私 はまた主が私たち の 先祖 と結 びた も うた

誓 約 を身 も心 も挙 げて 喜 び 、… …」(IIニ ー

フ ァイ11：5)

七十人第一 定員会会員

カ ーロス ・E・ エ イ シ ー

兄 弟の皆さん・私が今どんなに恐ろ
し い気 持 で この 場 に 立 っ て い るか

申 し上 げ る ま で もな い と思 い ます 。 胸

が ど き ど き して 、 私 はみ た まの 助 け が

必要 な こ と を感 じて い ま す。 皆 さ ん に

もお 察 しい た だ け る と思 い ます が 、私

は 今 回 の 召 しに よっ て謙 遜 に な りま し

た。 そ して 、新 しい 責 任 を楽 しみ に 待

つ よ うに な る につ れ て 、 自分 に 不 足 し

て い る もの や 弱 点 が す べ て大 写 しに さ

れ る よ うに 感 じ ます 。 私 は皆 さん に 、

私 が イエ ス ・キ リス トの 福 音 に 証 を持

っ て い る こ とを知 っ て い た だ き た い と

思 っ て い ます 。 私 は 心 か ら神 が 生 き て

お られ 、 イエ スが キ リス トで あ り、 ジ

ョセ ブ ・ス ミ スが予 言 者 で あ った こ と

を知 っ て い ます 。 また 今 日、 王 国 の務

め を指 導 す る生 け る予 言 者 が 与 え ら れ

て い る こ と も知 っ て い ます 、， 私 は そ れ

が真 実 で あ る こ と を知 っ て い ます 。

私 は 愛 す る妻 や 子 供 た ち 、心 か ら愛

す る管理 監 督 会 の 方 々に 、 また この 責

任 の た め に 私 を備 え て 下 さ っ た す べ て

の方 々 に心 か ら感 謝 して い ます。

私 の証 に つ い て も う少 し詳 し くお 話

す る た め に 、 ひ とつ の 経 験 を お 話 し た

い と思 い ます 。 伝 道 部 長 と して働 い て

い た と き、私 は あ る プ ロ テ ス タ ン トの

牧 師 と福 音や 伝 道 活 動 に つ い て 話 し 合

う機 会 が あ りま した。 そ の 牧 師 は 自分

の教 会 の 伝 道 を管 理 す る とい う召 し を

受 け て 、悩 ん で い ま した 。 以 前 の 苦 い

経 験 が あ っ た の で 、 何 か 役 立 つ もの は

な いか と捜 して い た の で す 。 牧 師 は ダ

ラ スに あ る私 の 事 務 所 に や っ て 来 る と、

こ の よ うに 話 し ま した。 「本 当 は 伝 道

の 召 し を受 け た くな か っ た の で す が 、

義 務 を感 じた の です 。 と こ ろ で 、 あ な

た の 教 会 は世 界 中 で.最もす ぐれ た 伝 道

プ ロ グ ラ ム を持 っ て い らっ し ゃ る そ う

で す ね 。 な ぜ そ の よ う に成 功 し て お ら

れ るの か 、 その 理 由 をお 聞 かぜ ドさ い

ま せ ん かd彼 は何 か 組 織 的 な こ とにつ

い て ピ ン1・と な る もの を捜 して い た の

だ と思 い ます 。 しか し 、私 は そ れ が 彼

の 問 題 解 決 に は な らな い こ と を知 っ て

い ま し た。

私 は 自分 の考 え を ま とめ る と 、主 の

プ ロ グ ラ ム が 成 功 を 納 め て い る の は4

つ の 根 本 的 な理 由 が あ る こ とを話 し ま

し た。 まず 第1の 理 由 は 、 私 た ちが こ

の 地Lに お け る 神 の 代 弁 者 、教 会 を 代

表 して霊 感 と啓 示 を受 け る 人 、す な わ

ち 生 け る予 言 者 に よ っ て 導 か れ て い る

と い う こ とです 。

第2の 理 由 は 、私 た ち が 聖 な る神 権

.の 権 威 と権 能 に よ っ て み 業 を推 進 し て

い る こ とで す 。 私 た ち は そ の 権 威 を装

っ て い るの で も頼 ま れ て 引 き受 け て い

る の で も あ り ませ ん 。 按 手 に ょ っ て 授

け られ て い る の で す 。 そ して 出 て行 っ

て 福 音 を宣 べ 伝 え る よ うに 正 式 に任 じ

ら れ て い る の で す。

第3番 目 の理 由 は 、 こ の 末 日に 回 復

さ れ た イエ ス ・キ リス トの 完 全 な福 音

を教 え て い る こ とで す 。 パ ッ カー 長 老

が お話 に な っ た よ う に 、私 た ち は ひ と

つ の キ ー だ け で 演 奏 して い るの で は な

く、 全 部 の 鍵 盤 を使 っ て 演 奏 して い る

の で す 。 私 た ちは なぜ この 地 一Lに い る

の か 、何 を準 備 す る こ とに な っ て い る

の か 、 ま た こ の地 上 に 来 る前 ど こに 住

ん で い た のか とい うこ とに つ い て 知 っ

て い ます 。

第4番 目の理 由 は 、個 人 の証 の 力 に

基づ い て 行 な うべ きこ とは 、 自分 た ち

で実 践 し て い る と い う こ とで す。 私 た

ち の 教 会 の 若 人 が 伝 道 に 出 る の は 、報

い が 約 束 さ れ て い るか らで は あ り ませ

ん 。 証 を持 っ て い るか ら なの で す。 彼

ら は 大 学 生 活 を中 止 した り延 期 した り

して 、 ま た そ の他 個 人 的 な 計 画 を中 止

して 世 の 人 々 に証 を宣 べ る ため 出 か け

て い るの で す 。協 な た の教 会 が 神 権 の

権 能 の.下に 指 導 す る予 言 者 を持 ち 、 完

全 な福 音 を教 え 、 ま た個 入の 証 の 力 を

基 に した プ ロ グラ ム を運 営 で きる よ う

に な れ ば 、 あ な た は 今私 た ちが 行 な っ
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て い る通 りの こ とが で き るの です 。 で

も、 苦労 な さ る こ と は あ りませ ん よ。

私 た ち は す で に 実行 して い る の で す か

ら。 あ な た も私 た ちの 教 会 に お 入 りに

な り ませ ん か 。」 しか し彼 は 私 の誘 い を

受 け 入 れ ませ ん で し た。

私 は再 び 伝 道 の 業 に 活 躍 で きる機 会

を与 え られ 、本 当 に うれ し く思 っ て い

ます 。 こ れ は私 の 偽 ら ざ る真 実 の 気持

で す 。

ニ ー フ ァ イ の 言 葉 を引 用 し なが ら終

りに した い と思 い ます 。 ニ ー フ ァ イ は

「私 の 身 も心 も聖 文 を喜 ぶ の で 」(II

ニ ー フ ァ イ4：15)と 言 っ て い ます が 、

そ の 気持 は 私 も同 じです 。 ま た ニ ー フ

ァ イ は 「キ リ ス トの 降 臨 が ほ ん と うで

あ る こ と を私 の 民 に証 明 す るの を喜 ぶ 」

と言 っ て い ます 。 私 の 心 もニ ー フ ァ イ

と 同 じで す 。 ニ ー フ ァ イ は さ ら に こ う

記 しま した 。 「私 は ま た 主 が 私 た ち の

先 祖 と結 び た も うた 誓 約 を身 も心 も挙

げ て 喜 び 、 ま た ま こ とに 人 間 を死 か ら

贈 う永 遠 の 大 きな 計 画 に あ らわ れ る 主

の 恵 み と正 義 と力 と憐 み と を見 て 身 も

心 も楽 しむ 。 … … 」(IIニ ー フ ァ イ11：

4-6)私 は この 言 葉 が事 実 で あ る

離

こ とを知 って い ます。

願 わ くは 、主 が 私 を祝 福 して 下 さ っ

て 、 こ れ か ら の任 務 を立 派 に果 た して

ゆ け る よ うに 、 また私 の こ と を忍 耐 し

てrトさ り、 私 の す べ て の 罪 と欠 点 を赦

しで 下さ る よ うに。 私 は予 言者 を支 持

して い ま す。 ま た 幹部 の 兄 弟 た ち を支

持 して い ます 。 私 は 謙 遜 に な っ て 彼 ら

と共 に 働 く覚 悟 です 。 イエ ス ・キ リス

トの み 名 に よ り申 し上 げ ま した。 ア ー

メ ン。

聖歌隊の指揮者
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4月3日(±)神 権部会における説教

従順 と奉仕 を通 して

新たに召さ.れた教会幹部の証。

七十人第一定員会会員

M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド ・ジュ ニア

す る 兄弟 の 皆 さ ん 、私 は エ イ シー愛
兄弟 が 私 に代 わ っ て私 の 気 持 を述

べ て下 さ っ た こ とに感 謝 して い ます。

激 しい動 悸 に 襲 わ れ て い るの が 自分 ひ

と りで は な い こ とを知 っ て うれ し く思

っ て い ます。

今 夜 、 こ こ で皆 さ ん に 証 を述 べ る こ
コ

とに な るか も知 れ な い と考 え て い た と

き、私 は 自分 が まだ ア ロ ン神 権 者 だ っ

た 頃 の こ と を思 い 出 し ま した。 この タ

バ ナ クル で 開 か れ た総 大 会 の 神権 会 に

出 席 して い た と きで す 。 友 達 の ひ と り

と共 に ど うい うわ け か 、 階段 を昇 っ て

この 場 に 来 て い る 自分 に 気 づ き ま した。

もち ろん そ の 席 は 私 た ち の 座 る席 で は

あ りませ ん。 神権 会 の始 ま る直 前 の こ

とで した。 ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス

ミス 大管 長 は 思 いや りに 満 ち た 目で そ

の有 様 を見 る と 、私 た ちに 座 る席 が な

い の を知 っ て 、説 教 壇 の そ ば の この 階

段 に座 る よ う招 い て 下 さ っ た の で す 。

私 は 友達 と共 に 、教 会 幹 部 が 座 る大 き

な赤 い 椅 子 の す く横 に 座 り ま した 。 そ

して 、 そ の 素 晴 ら しい 神 権 会 の 様 子 を

じ っ と見 守 っ て い ま した。 再 び こ の説

教壇 の そば 近 くに 来 られ るな ど とは思

って もみ ませ ん で し た。

今 で も覚 え て い ます が 、大 会 が 終 わ

って 帰 る と きで した 。 私 は 友 達 に こ う

言 っ たの です 。 「教 会 幹 部 に な れ ば い

いね 。 そ うす れ ば 君 もあ の 大 き な赤 い

椅 子 に 座 れ る よ。」

皆 さ ん 、私 は その 赤 い 椅 子 に着 い て

ま だ本 当 に 間 も な い者 で す 。 で す か ら

従順 と奉仕を通 じてその大 きな赤 い椅

子に落ち着いて座れるようにな りたい

と思っています。それが今私の一番の

願いです。主が私 を祝福 して下さって、

キンボール大管長 をは じめ副管長、十

二使徒評議貝会、その他教会幹部のす

べての兄弟たちを正 しく代表すること

ができるように、またどのような任務

を与えられても主のみこころと命令を

行なうことができるように と願ってい

ます。

私は妻 と7人 の子供、それに私の両

親に感謝 しています。彼らのお陰で私

はこの召 しを果たす ことができます。

私 は 幹 部 の 兄 弟 た ち と主 に 対 す る全 面

的 な 支 持 と忠 誠 を 誓 い ます6そ して 私

が 責 任 を果 た す と き、 主 の 平 安 と祝 福

が あ る よ うに 願 っ て い ます 。

私 は福 音 に 対 す る大 き な証 を持 っ て

い ます 。 な ぜ な ら私 は福 音 が 真 実 で あ

る こ と を知 っ て い るか ら で す。 カナ ダ

東 部 の聖 徒 た ち とそ こ で伝 道 し て い る

す べ て の 宣 教 師 が 、 全 世 界 の 神 権 者 の

兄 弟 た ちに よ ろ し く との こ とで した 。

こ の証 を主 イエ ス ・キ リス トの 尊 いみ

名 に よ っ て 、へ り くだ り申L上 げ ます 。

ア ー メ ン。

タ バ ナ ク ル の 外 で 説 教 に 聞 き入 る ソ ル ト レー ク ・シ テ ィ

ー の キ ャ リー ・ 卜一 ガ ー セ ン姉 妹
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4月3日(±)神 権部会における説教

召 しを受 けて

七十人第一定員会 に入るにあたっての4つ

の思い。

七十人第一定員会会員

ジ ョン ・H・ グ ロ ーバ ーグ

▼㍉

す る 兄 弟 の 皆 さ ん 、 こ の よ う な と愛
き、感 じ る こ とは 多 々 あ って も、

話 す こ とは 本 当 に 少 な い もの で す 。 た

だ私 が 大 切 だ と思 っ て い る4つ の 事 柄

に つ い て 申 し上 げ た い と思 い ます 。

ま ず 第 一 に 、私 は 主 と主 の 僕 た ち の

前 に お い て は っ き り と、 私 の 残 りの生

涯 を主 の み 業 に捧 げ る よ うに と い うキ

ンボ ー ル大 管 長 の 招 請 に 応 じた い と思

い ます 。 ・

2番 目に 、 私 は 皆 さん の援 助 を お願

い した い と思 っ て い ます 。 私 は 自分 が

弱 い者 で あ る こ と を よ く知 っ て い ます 。

で す か ら皆 さ ん の 助 け が 必 要 なの で す 。

この 数 日間 、私 は 自 己 の 内 省 に 没 頭 し

て い ま し た 。 そ し て 動 か し が た い結

論 に達 した の で す 。 い わ ゆ る私 の 「業

績 」 と言 わ れ る もの は 、 ほ とん ど と は

ゆ か な くて もそ の 多 くが 、 自分 自身 の

努 力 よ りも他 の 人 々 の 労 苦 に 負 う と こ

ろが は る か に 大 きい こ とが わ か っ た の

で す 。

私 た ちは よ く、 死 者 は私 た ち が神 殿

に行 っ て 神 殿 活 動 を行 な う よ うに求 め

て い る と い うこ と を耳 に し ます 。 つ ま

り、死 者 が 私 た ちに 依 存 して い るわ け

です 。 私 は ま だ これ らの事 柄 を完 全 に

理 解 して は い ませ ん が 、 証 を した い と

思 い ます 。 私 た ち は死 者 が 私 た ち に 依

存 して い る ほ どで は な い に して も死 者

に依 存 し て い るの です 。 私 た ち は 互 い

に助 け 合 うこ とが 必 要 で す 。 私 た ちの

救 い は 相 互 の 助 け 合 い に か か っ て い る

の で す 。

第3に 私 は 、 これ まで私 に 親 切 に し

て下 さ っ た方 々 や 我 慢 して 下 さ っ た 方

す べ て に 、 また 時 に 歯 ぎ し りす る よ う

な思 い を しな が ら私 の誤 ち を見 守 り、

な お か つ 忍耐 強 く私 を導 い て 下 さ っ た

教 会 指 導 者 の 方 々 に心 か ら感 謝 して い

ます 。 そ して 、 た とえ どの よ うな 責任

が与 え られ た と して も、 少 な く と も人

々 が 私 に して 下 さ っ た よ う に私 も他 の

人 々 に 親 切 に 、 ま た 忍耐 強 くあ りた い

と願 っ て い ます 。 私 は ま た妻 や 子 供 た

ち 、 両 親 、 友 人 、隣 人 に 感 謝 して い ま

す 。 彼 ら以 上 の 素 晴 ら し い隣 人 が ど こ

に い る で し ょ うか 。

私 た ち は妻 に 耳 を傾 け るべ きだ と言

わ れ て い ます。 妻 は私 た ち に な い 特 質

を も っ て い ます 。 多 くの 場 合 、 女 性 の

直 感 に は 耳 を傾 け た 方 が よ い で し ょ う。

私 た ち夫 婦 が 階 下 に 降 りる仕 度 を し て

い た と きで し た。 妻 が こ う言 っ た の で

す。 「と こ ろで あ な た 、何 か 新 聞 に 載

せ る こ とに な っ て い ませ ん で し た?」

「い や 何 も な い よ
。 新 聞 社 の 方 で は

必 要 な情 報 は 全 部 集 め た と言 っ て い た

か らね 。」

「き っ と ま ちが っ て い る わ よ
。」

果 た して 、 チ ャ ー チ ・ニ ュー ス を開

け て 見 る と、 ふ た りの 子 供 の 写 真 が 目

に 飛 び こん で き ま し た。 写 真 の ふ た り

の ほ か に 、皆 さん に お知 らせ しな け れ

ば な ら な い も うふ た りの 子 供 、 トー マ

ス の後 に 生 まれ た幼 い ジ ェニ ー ・マ リ

ー と ビ ッ キー ・ア ン が い た の で す。 私

は妻 の ジー ンに 謝 りま した 。

とに か く、 妻 や 子 供 た ち に対 す る感

謝 の 気 持 は 言 葉 で言 い 表 わす こ とが で

き ませ ん。 ただ ひ と言 、 「愛 して い ま

す 。 いつ まで も愛 し ます 。」と言 え る だ

け で す 。 も ち ろ ん子 供 た ち に もです 。

最 後 に私 の 証 を述 べ た い と思 い ます。

私 は 天 父 が 生 き て お られ る こ と を知 っ

て い ます 。 そ して さ らに 大 切 な こ とか

も知 れ ませ ん が 、私 は 神 が 私 た ち を御

自分 の 子 供 と して愛 して 下 さ っ て い る

こ とを知 っ て い ます 。 イエ ス は世 の 救

い 主 で あ り、私 た ち を愛 して下 さっ て

い ます 。 イエ ス は また 、友 とい う言 葉

が 意 味 す るす べ て の 賜 を具 え られ た 、

私 た ち の 友 です 。 イ エ ス は すべ て の 人

を愛 して お ら れ ます 。 私 は あ る島 の 人

々 と共 に これ 以 上 の こ とは な い と思 わ

れ る特 別 な 経 験 を した こ とが あ ります 。

私 は た だ 、 温 和 な 、や さ しい心 を持 っ

た そ の 島 の 人 々 に 、 「オ フ ァ、 ア ツ」

(心 か らの 愛 の 意)と 申 し上 げ た い の

です 。 皆 さ ん は私 の 心 を和 らげ 、私 の

命 を救 い 、愛 と犠 牲 の 意 味 に つ い て教

え て くれ ま した 。 さ らに ま た 、信 仰 と

い う何 に も比 較 の で きな い祝 福 を与 え

て 下 さ い ま した 。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は神 の 予 言 者 で あ

り、 ま た キ ン ボー ル大 管 長 は神 の予 言

者 で す 。 こ の 証 を イ エ ス ・キ リス トの

み 名 に よ り申 し上 げ ます。 ア ー メ ン。

☆ ☆
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屋根の上から叫びなさい

膿いが訪 れるとさ、準備の時は終わる。

七十人第一定 員会会員

ジ エイ コプ ・デ イエガ ー

'漕

愛す る兄 弟 の 皆 様 、私 は こ の度 、神

の 王 国 を築 くお 手伝 い をす るた め

に 召 さ れ ま した 。 そ して 数 多 くの 立 派

な 、天 父 の お選 び に な っ た 息 子 た ち と

個 人的 に知 り合 う機 会 を得 て 、心 か ら

光 栄 に存 じて お ります 。 この 素 晴 ら し

い方 々 の こ と を イエ ス は 「あ な た が た

が わ た しを選 ん だ の で は な い。 わ た し

が あ な たが た を選 ん だ の で あ る。」(ヨ

ハ ネ15：16)と 言 わ れ ま した 。 また 予

言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 「汝 ら は わ が

父の わ れ に与 え た ま い し者 な り。 汝 ら

は 誠 に わが 友 な り」(教 義 と聖 約84：

63)と 言 っ て い ます 。

私 は き ょ う、 主 が 私 た ち を この 会 場

に 集 め て下 さ っ た こ とを 信 じて 疑 い ま

せ ん。 なぜ な ら、 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス を通 じて次 の よ う に 啓示 され て い

るか らで す 。 「お よ そ忠 実 な る者 は何

処 に 在 りて も強 くせ られ ん。 而 して 、

主 な るわ れ 汝 と共 に行 か ん。」(教 義 と

聖 約66：8)

この 場 に は世 界 中 か らや っ て 来 た 兄

弟 た ちが 集 まって い ます 。私 自身 も オ ラ

ン ダの 教 会 員 が わ ず か4名 しか い な い

小 さな 町 か らや っ て 来 ま した。 そ うい

う訳 で 、私 は 皆 様 方 の 多 くが 自分 の 改

宗や バ プ テ スマ 、宣 教 師 との初 め て の

出 会 い に つ いて 、 また この 地 上 に お け

る神 の 王 国 に 人 る と きに だれ もが 必 ず

通 らな け れ ば な らな い3つ の 段 階 に う

い て 、興 味 あ る お話 をす る こ とが で き

る と確 信 して い ます 。 参 加 、啓 発 、 そ

して管 理 、 これ らの3つ の 段 階 は 前世

か ら来世 後 に至 る人 の 永遠 の 進 歩 に も

言 え る こ とで す 。

私 の 今 夜 の 目的 は 、証 を述 べ る こ と

と共 に私 の 今 の 幸 せ な 気 持 をお 伝 え す

る こ とで す 。

思 え ば 、 私 の 家 族 の 幸 福 は 宣 教 師 が

オ ラ ン ダ に あ る私 の 家 の ドア を ノ ッ ク

し た 日が 始 ま りで した 。 そ して デ ィエ

ガ ー 姉 妹 と私 は 、 当 時 住 ん で い た カ ナ

ダ の トロ ン トで バ プ テ スマ を受 け 、 そ

の 後 、私 は聖 な る メル ケ ゼ デ ク神 権 に

よ って 自分 の 息 子 と娘 に バ プ テ スマ を

施 す とい う素 晴 ら しい 特 権 に あ ず か っ

た の で す 。 また 私 た ち は ス イ ス 神 殿 で

結 婚 を永 遠 の もの と し ま し た。 そ し て

子 供 た ち と も結 び 固め られ ま した。 こ

の よ う に して 、 私 た ち 家族 の 王 国 に お

け る幸 福 と喜 び は どん どん 大 き くな っ

た の で す 。

さて 、言 わ ば そ の よ うな み 業 の収 穫

で あ る息 子 の ミハ エ ル は現 在 、 イ ン ド

ネ シ ア の ジ ャ ワ 島 で フ ル タ イム 宣 教 師

と して 伝 道 して い ます 。 息 子 は 、両 親

の 私 た ちや 多 くの 忠 実 で献 身 的 な教 師

か ら救 いの 計 画 に つ い て微 に 入 り細 に

わ た っ て 、愛 の 忍 耐 を もっ て教 え られ

た事 柄 を 、今 度 は 自分 が 代 わ っ て 島 の

素 晴 ら し い 人 々 に 教 え て い ます 。

息 子 が オ ラ ン ダ を後 に 自分 の 出生 地

ジ ャ ワ に 出 発す る そ の 日ま で 、 私 た ち

は 、主 が 命 じら れ た よ うに 、 息 子 を宣

教 師 とい う聖 な る 召 しに 備 え させ る た

め で き る限 りの こ と を して き ま した 。

教 義 と聖 約68章 に は この よ うに 記 さ れ

て い ます 。 「ま た 両 親 は そ の 子 供 た ち

に祈 る こ と と 、主 の 前 に 正 し く歩 む こ

と と を教 え ざ るべ か らず 。」(教 義 と聖

糸勺68：28)

私 た ち は ま た 、 息 子 が 霊 感 に よ っ て

あ る ひ とつ の 場 所 で伝 道 す る よ うに 召

され た こ と を耳 に した と き、 心 か ら感

謝 し ま した。 そ して犬 喜 び し ま した。

息子 へ の 召 しは 、 「わ が 教 会 の 長 老 た

ち を遙 か に離 れ た る諸 々 の 国 民 に 遣 わ

し、 ま た海 の 島 々 に至 ら しめ 、 ま た外

国 に 遣 わ して … …」(教 義 と聖 約133

：8)と あ る よ う に 、 予 言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミス に与 え られ た 啓 示 と完 全 に 一一

致 して い た の で す 。

こ の場 に集 っ て お ら れ る皆 様 方 す べ

て に 、私 は 心 か ら喜 ん で 、 ま た心 か ら

へ り くだ って 証 致 し ます 。 私 た ち と息

子 は 、 遙 か1万6千 キ ロ も離 れ た地 で

の 息 子 の伝 道 に よ り、以 前 に も増 して

親 し くな りま した。 ま た私 た ち は 家 に

い な が ら、 息 子 が そ の 忠 実 さ と熱 心 さ

の 故 に主 か ら賜 わ っ て い る祝 福 に あ ず

か る こ とが で きる の で す 。 私 た ち家 族

が 幸 福 な の は この た め で す 。

こ こ で私 は す べ て の 父 親 に 、神 の 予

言 者 の 命 令通 り、子 供 た ち に使 命 を果

た す備 え を させ る よ うに お勧 め し た い

と思 い ます 。 父 親 は こ の 言 葉 を知 っ て

い る は ず です 。 「お よ そ 何 人 に まれ 、

忠 実 に し て正 し く、且 つ 賢 き 管 理 人 は

そ の 主 の 悦 び に 入 りて 永 遠 の 生 命 をつ

ぐべ し。」(教 義 と聖 約51：19)こ の

「主 の 悦 び に 入 りて
」 と い う約 束 は 現
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世 で 、 つ ま り私 た ちか こ の 地 上 に 生 き

て い る間 に与 え られ 得 る もの な の て す 。

そ して 今 、 も し私 た ち か 忠 実 て正 し く、

ま た 賢 き管 理 人 て あ る な らは 、私 た ち

は今 「 〔私 た ち の 〕主 て あ り」 救 い 主 て

あ る お 方 の 「悦 び に 入 」 って 、 永 遠 の

生 命 を受 け る準 備 をす るの て す 。 皆 さ

ん 、私 た ち は この世 を 去 る と き 自分 か

とこ に行 くの か は 自分 て 決 め て い るの

です 。 な せ な ら腰 いが 訪 れ る と き、 準

備 の 時 は 終 わ るか ら て す。

私 は 皆 様 に 、 入 生 の リア ホナ て あ る

イエ ス ・キ リス トの 福 音 を見 出 した ひ.

と りの 幸 福 な オ ラ ン ダ 人 と して証 を述

べ た い と思 い ます 。 戒 め を守 る こ とに

よ っ て 、 喜 び は 今 日 も明 日も 、 そ して

永遠 に私 た ち の もの とな ります 。 ど こ

の 国 か ら来 て い よ う と も、 「神 の 王 国

か 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よっ て こ

の地 上 に 回復 され た」 と屋 根 の上 か ら

叫 ん で い た た き た い と思 い ます 。 も し

高 所 恐 怖 症 の 方 か お られ る な ら 、 そ の

人 は 屋 根 に登 ら な い て 地 上 に 止 ま り、

友 人 や 隣 人 に 同 じよ うに 「神 の 王 国 か

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ っ て こ の

地 上 に 回復 され た」 と伝 え て い た た き

た い と思 い ます 。

私 か リア ホ ナ に よ っ て 人 生 を見 出 し

た よ うに 、皆 様 は 教 会 の 定 期 刊 行 物 か

ら この 時 満 ち た る神 権 時 代 に お け る主

の方 法 に つ い て 読 む こ とか で き ます 。

そ うす る な らは 、皆 様 方 や 私 た ち の家

族 は さ ら に よ い家 族 に な る で し ょ う。

こ れ は世 界 中 の 忠 実 な 末 日聖 徒 に 与 え

られ る祝 福 で す 。彼 らの 生 活 に は 大 い

な る喜 び と幸 福 か もた ら され るの てす 。

合 衆 国 に は 「人 生 は す へ て か 桃 や ク

リー ム で は な い」 とい う表 現 か あ るそ

うて す ね 。 私 の 国 オ ラ ン ダ で は 、 そ の

季 節 に な る と た くさ ん の 桃 か 採 れ る し 、

ク リー ム は年 中ふ ん た ん に あ ります か 、

私 た ち は 主 か そ の偉 大 な救 い の 計 画 の

一 部 と して私 た ち を この 地 上 に 置 い て

下 さ っ た とい う確 信 を持 っ て い ます の

て幸 福 て す。 こ れ か 私 た ち に 幸 福 を も

た ら して くれ る もの で は な い て し ょ う

か。 ・

最 後 に私 は 、 き ょ う立 場 を共 に す る

光 栄 に あ す か る こ と とな っ た 幹 部 の 兄

弟 た ちか 神 の 人 て あ り、 スペ ンサ ー ・

W・ キンボール大管長か まさしくこの

末の 日に私たちを導いて下さる、生け

る神の予言者てあることを証致 します。

また、十二使徒評議員会の兄弟たちは

まさに、全世 界におけるキ リス トの特

別な証 し人 として召されていることを

証致 します。同 しように、七十人第一定

貝会の会貝は全世界に福音を宣へ伝 え

るために召されていることを証致 しま

す。私は彼 らを愛しています。そして

彼 らの模範 と友情 と教え方に敬服して

います。彼 らは、天父のみもとに帰る

ためになすへ き事柄 をすへてみたまに

よって教 えているのです。

この大会は私たちの心 を動か し、私

た ちの 生 盾 を変 え て くれ る て し ょう。

私 は 皆 様 方 か そ れ ぞ れ の ワ ー ド部 、 支

部 に お 帰 りに な っ た と き 、 皆様 の 生 活

か 以 前 とは 違 っ た もの に な っ て い る こ

と を証 した い と思 い ます 。 私 た ちは 啓

発 され 、 よ り賢 くな り、 よ り人 々 の 要

求 に 敏 感 に な っ て帰 る て し ょ う。 ま た

家 庭 に必 要 な知 識 を よ り一 層 身 に つ け

て 帰 る て し ょ う。 そ して さ らに 幸 福 に 、

さ ら に 天 父 に近 くな るの で す。 平 安 と

幸福 か 常 に 皆 様 方 と共 に あ ります よ う

に 、 イ エ ス ・キ・リス トの み 名 に よ りへ

り くだ りお 祈 り申 し上 け ます。 ア ー メ

ン。

ユ タ州 ハ ウ ン テ フ ル の メ レイ ン ・マ フ ォ ー ル姉 妹
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あなたは神権 を

尊んでいるか

「勇気 と男 ら しさ'
、忍 耐 力 、注意 をも っ て主 の

み こころ を行な お う一ぐはな いか」

第 一」副 管 長

N・ エ ル ド ン ・タ ナ ー

へ 哩

す る兄 弟 た ち 、美 し く素 晴 ら しい愛
コー ラ ス をあ りが と う。 ま た兄 弟

た ちの 証 、特 に新 し く ヒ ト人 第 一淀 員

会 の 会 員 に召 され 、任 命 と聖 任 を受 け

た兄 弟 た ちの 証 を うか が う こ とが で き 、

非 常 な喜 び を覚 え て い る。

この よ うに 多 くの 神 権 者 の 前 に 立つ

こ とは 、大 きな 特 権 で あ り、 ま た重 大

な責 任 で あ る。 この よ うに 高 潔 で 誉 れ

高 く、立 派 で 、 信 頼 す る に 足 る 、献 身

的 な 人 々 は ほ か に い な い。 個 人 と して

も集 団 と して も実 に大 きな 力 を備 え て

い る。 皆 さ ん は 神 の 権 能 を も っ た 人 か

ら召 され 、聖 任 さ れ て 、 神 権 を授 け ら

れ た方 々 で あ る。

主 のみ 名 に よ っ て語 り、行 な う こ と

の で きる人 は 、 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 の 会 貝 を お い て ほ か に い な い。

私 は こ う して 皆 さ ん の 前 に 立 ち 、 この

集 ま りが 何 か 、 ま た何 を代 表 して い る

のか を考 え る時 、 身 の 震 え と恐 れ を覚

え る。 神 権 者 に 課 せ られ た非 常 に 大 き

な責 任 の ゆ え に身 が震 え 、 ま た 主 の み

ここ ろ をすべ て は行 な っ て い な い が た

め に 恐 れ るの で あ る。

私 は 、 この世 に お け る神 権 の必 要 性

と重要 性 を これ ほ ど痛切 に感 じた こ と

は かっ て ない 。 ま た 各 自が 神 権 を尊 び 、

召 し を全 力 を尽 く して 遂行 し、 全世 界

に真 理 と正 義 と平 和 を行 き渡 らせ る業

に 貢献 す る こ との必 要 性 を こ れ ほ ど身

に しみ て 感 じた こ とは な い。 私 の 話 の

問 、 主 の 「み た ま」 と祝 福 が あ っ て 、

霊 感 が 与 え られ る よ う心 か らへ り くだ

り祈 る もの で あ る。

教 会 の 強 さ、 教 会 の 発 展 、 地 上 に お

け る神 の 王 国 の建 設 は 、私 た ちが い か

に そ の 義 務 を果 た す か に か か っ て くる。

今 宵 私 は 、 神 権 の 重 要 性 と、主 が 神

権 者 に 何 を期 待 して お られ るか に つ い

て お 話 した い と思 う。 こ の世 に お い て

神 の 神 権 に ま さ る もの は 何 ひ とつ な い

こ と を 、私 た ち は す べ て 認 識 す べ きで

あ る。 しか し、 神 権 を受 け る こ とは 特

権 で は な く、 当 然 の 権 利 で あ る と考 え

て い る 人 が あ ま りに も 多 いの を見 て 、

私 は 恐 れ を抱 い て い る。 多 くの 人 は 、

あ る年 齢 に達 す れ ば 自動 的 に神 権 を受

け 、 あ る い は 昇 進 で き る と感 じて い る

よ う で あ る。

こ こ で 少 しの 間 、 主 が ア ロ ン神 権 を

回 復 さ れ た こ との重 要 性 につ い て 考 え

て み よ う。 主 は 、御 自分 にバ プ テ スマ

を施 した バ プ テ スマ の ヨハ ネ を この 地

上 に 送 り、 ア ロ ン神 権 を 回復 され た。

ジ ョセ ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カ ウ ド

リの 頭 に 手 を按 い た バ プ テ ス マ の ヨハ

ネは 、 次 の よ うに語 っ た。

「汝 ら
、 わ れ と同 じ業 に 働 く僕 ら よ。

救世 主 の 御 名 に よ りて 、 わ れ 汝 ら に ア

ロ ン の神 権 を授 く。 こは 天 使 の 導 き と

恵 み 、悔 改 め の 福 音 、罪 を赦 す ため に

水 に沈 む るバ プ テ スマ な どの鍵 を握 る

神 権 」(教 義 と聖 約13章)で あ る と。

私 た ちは み な 、 ア ロ ン神 権 に よ り義

にか な う大 い な るみ 業 が 行 な わ れ 得 る

こ と、 また 現 に行 な われ て い る こ と を

知 る必 要 が あ る。 ウ イ ル フ ォー ド ・ウ

ッ ドラ フ大 管 長 は 、 次 の よ うな 経 験 を

述 べ て い る。

「私 は3度
、ヘ イ クマ ン 〔初 期 の 背

教 者 〕 の所 へ行 っ て 警 告 を与 え なけ れ

ば な らな い と強 く感 じ た の で 、 神 の 命

に 従 い 、 そ の 通 りに し た。3度 目 に彼

に 会 っ た と きの こ とで あ る。 彼 の 家 は

悪 霊 で満 ちて い る か の よ うに 思 われ た。

そ の た め 、 私 は そ の 力 の 現 れ に 心 の 動

揺 を覚 え た 。 私 は 彼 に 警 告 を与 え る と

そ の 家 を出 た。 す る と彼 は私 を殺 そ う

と して 、私 の 後 をつ け て きた 。 しか し

そ れ を示 現 で 予 知 して い た私 は 、 そ の

企 て に何 の 恐 れ も抱 か な か っ た。 彼 は

私 の い る所 に来 る と 、 あ た か も天 か ら

の 稲 妻 に 打 たれ た か の よ うに 、私 の 足

下 に ば っ た り と倒 れ たの で あ る。 当 時

私 は祭 司 で あ っ た。 しか し神 は 私 をか

ば い 、私 の 命 を守 っ て下 さ っ た。 私 が

こ の 話 を 申 し上 げ る の は 、 こ れ が 、

過 去 の 時 代 と同様 現 代 に も神 の 教 会 に

明 らか に さ れ た 原 則 だか らで あ る。 私

は 祭 司 の 職 に あ る とき に 、 天 使 の 導 き

と恵 み を受 け 、 ま た示 現 と啓 示 を も受

け た。 私 は何 千 キ ロ もの 旅 を した。 そ

して 当 時 権 能 を持 っ て い な か っ た た め

に確 認 の儀 式 こ そ 執 り行 な わ な か っ た

が 、 多 くの 人 々 に バ プ テ スマ を施 し た

の で あ る。」(雌 〃eπ痂a`励aγ 「ミレニ

ア ル ・ス タ ー 、1891年 、53：641-642)

さ ら に彼 は 次 の よ うに 語 っ て い る。

「私 は
、全 力 を尽 く して そ の 召 し を遂

行 す る な らば 、 祭 司 も使 徒 も全 く変 わ

りな い こ と をは っ き り申 し上 げ る。 祭
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ず'

司 は 諸 天 使 の 導 き と恵 み を受 け る鍵 を

持 って い る。 私 は こ れ まで の生 涯 に お

い て 、使 徒 、 七 十 人 、 あ る い は 長 老 の

時 代 に も増 して 、 祭 司 の職 に あ る時 に 、

この 上 な い 主 の 守 護 を受 け る こ とが で

き た 。 主 は 、 示 現 と啓 示 と聖 きみ た

ま に よ っ て 、 私 の 行 く手 に 横 た わ る

数 多 くの事 柄 に つ い て そ の み こ こ ろ を

明 らか に して下 さ っ た。」(「 ミ レニ ア

ル ・ス ター 」1891年53：629)

とこ ろで 私 た ち は 、 ウ ッ ドラ フ大 管

長 が 祭 司 の と きに 受 け た霊 感 と啓 示 、

ま た私 た ち全 員 が 受 け る こ との で き る

霊 感 と啓 示 は 、教 会 の た め で は な く、

個 人 に 恩 恵 と導 き を もた らす ため の も

の で あ る こ と を知 って い る。

ア ロ ン神 権 が 大切 で あ る こ とは 、 主

が 、 この 神 権 の 管理 体 と して 、 ア ロ ン

神 権 の鍵 と権 能 を持 つ 監 督 会 を指 名 さ

れ た こ とか ら も明 らか で あ る。 私 は ア

ロ ン神 権 者 が 聖 餐 を祝 福 しパ スす る の

を 目に す る た び に 、 若 人 に と っ て こ の

業 に携 わ る こ とは何 と偉 大 で ま た栄 あ

る特 権 で あ ろ うか と考 え る。 あ な た 方

は どの よ う に感 じて お られ るだ ろ うか。

私 は 、 主 が 彼 らに 、 ふ さ わ し く敬 慶 に

な る よ うに 望 ん で お られ る こ と を知 っ

て い る。 そ うで な い と き に 、 主 は 悲 し

まれ る の で あ る。

主 は 、 ア ロ ン神 権 の も うひ とつ の 特

権 と責 任 に つ い て 、 次 の よ うに 語 っ て

お られ る。

「こ の故 に
、 汝 ら小 神 権 に按 手 聖 任

せ られ た る 者 を伴 い 、 汝 ら先 立 ち行 き

て 約 束 を な さ しめ 、 そ の 途 の備 え を な

さ しめ 、而 して 汝 ら 自 ら充 たす 能 わ ざ

る 約 束 を充 た さ しむ 。」(教 義 と聖 約84

：107)

私 は 過 去 半 年 間 、教 師 に 聖 任 され た

兄 弟 と 、 ま た 現 在 は祭 司 の 兄 弟 と ホー

ム テ ィー チ ン グ を行 な う特 権 を 得 て き

た。 彼 ら は担 当 家 族 と約 束 を取 り、 私

と交 代 で レ ッス ン を行 な い 、話 合 い の

司会 を務 め て くれ た。 先 日私 の 同僚 の

ホー ム テ ィー チ ャー か ら電 話 が あ っ た。

担 当 家 族 の 父親 が 入 院 した の で 見 舞 い
'に うか が

っ て は 、 と戦 う内 容 の もの で

あ っ た。 そ こ で 私 た ち は 早 速 彼 を見 舞

い 、祝 福 を施 す こ とが で き た。

私 た ちの 有 す る神 権 が 何 で あ れ 、 自

らを清 く保 ち、主 のみた まを受け ら

れるよ うに生活 をしてい るな らば、

その義務 を果たす ときに私たちは大い

なる喜び と満足を見出すことがで きる

のである。私たちは神権を受けるとき

に、主 と誓約を交わす。それは非常に

大切 でかっ拘束力を有するものである。

主は、私たちにその誓約を守 るよう期

待 しておられる。次に、神権の誓約の
一部を引用したいと思 う。

「およそ忠実にしてわが今語れる二

つの神権 を得、而 してその天 よりの召

を全 力 を尽 して遂行す る者た ちは、
『みたま』により聖められてその肉体

再 新 さ る。

これ ら の者 は モ ー セ の 息 子 た ち とな

り、 ア ロ ン の 息 子 た ち とな り∴ア ブ ラ

ハ ム の 子 孫 とな り、 ま た教 会 員 に して

王 国 の 民 とな り神 の 選 民 とな る。 ……

わ れ 今 汝 らに一 つ の 誠 命 を与 え て汝

ら 自 ら を警 め しむ 。 す な わ ち汝 ら永 遠

の生 命 な る言 に勉 め て心 を留 め よ。

そ は 、 汝 ら神 の 口 よ り出 るす べ ての

言 に よ りて 生 くべ け れ ば な り。」(教 義

と聖 糸勺84：33、34、43、44)

何 と素 晴 ら しい祝 福 、約 束 、 責 任 で

あ ろ うか 。 こ れ は 、 誓 約 を守 るあ らゆ

る人 に 与 え ら れ 、 私 た ちす べ て に 当て

テ ン プ ル ス ク ウ ェ ア

で の ス ナ ッ プ
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は ま る もの で あ る。 主 は 「お よ そ 忠 実

に 」て 」 と言 っ て お られ る。

さて こ こ で 忠 実 とい う こ とに 関 し て 、

知 恵 の 言 葉 、 純 潔 、正 直 、戒 め の 遵 守

につ い て 少 しお 話 した い 。主 は 、 「も し

あ な た が たが わ た しを 愛 す る な らば 、わ

た しの い ま しめ を守 るべ きで あ る」(ヨ

ハ ネ14：15)と 語 っ て お られ る。

今宵 私 の 話 を 聞 い て お られ る方 々 は

すべ て 、 自分 は 主 を愛 して い る 、 と言

わ れ るに 違 い な い。 で は どの よ うに そ

れ を証 明す る こ とが で き るだ ろ うか 。

主 は 言 っ て お られ る。 「も しあ な た が

たが わ た し を愛 す る な らば 、 わ た しの

い ま しめ を 守 るべ きで あ る」・と。

今 日の世 界 に は 多 くの 悪 が あ る こ と

を私 は知 っ て い る。 サ タ ン は放 たれ て

お り、私 た ちは 時 折 、 して は な ら な い

と知 っ て い る こ と を行 な う よ う 、サ タ

ン とそ の 軍 勢 に激 し く誘 惑 され る。 そ

して 多 くの 場 合 、 朱 に 交 わ ろ う とす る。

私 た ちは そ の誘 惑 に 負 け て し ま うの で

あ る。 しか し神 権 を有 す る こ とに よ り、

私 た ち は他 の 人 々 と違 っ た 者 とな る こ

とが で き る。 また 私 た ち は そ うな るべ

く自 ら を備 え な け れ ば な ら な い。世 の

道 か ら離 れ 、 よ く準 備 を し て 、 主 が 私

た ち に求 め て お られ る 業 を喜 ん で行 な

うこ とが必 要 な の で あ る。

茶 、 コー ヒー 、 タバ コ 、麻 薬 、 酒 の

飲 用 は 人体 に 有 害 で あ る とい う科 学 的

な証 明 が あ る に もか か わ らず 、 この 世

は知 恵 の 言 葉 を受 け 入 れ て は い な い。

しか し戒 め と して 主 よ り知 恵 の 言 葉 を

与 え られ て い る私 た ち は 、世 の 人 々 と

は 異 な る。 こ の戒 め を守 る こ とに よ り、

教 義 と聖 約89章 に 記 さ れ て い る大 い な

る祝 福 と約 束 を身 に 受 け る こ とが で き

るの で あ る。

私 は こ こ で皆 さ ん に 、知 恵 の 言葉 に

関 す る ひ とつ の 経 験 をお 話 し た い。 カ

ナ ダ のエ ドモ ン トン支 部 の 支 部 長 を し

て い た と き、 私 は祭 司 グル ー プ に 対 す

る責 任 を負 っ て い た。私 た ち は よ く10・

OFホ ー ル の 地 下 室 の 薄 汚 れ た 壁 と床

に 囲 まれ た 部 屋 で 会 合 を開 い た もの で

あ る。一祭 司 の ひ と りに マ ッ クス と い う

名 の 少年 が い た。 彼 は 学 校 で は バ ス ケ

ッ トボ ー ルチ ー ム の 選 手 を して お り、

チ ー ム の 中 で 唯 ひ と りの教 会 員 で あ っ
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た。 他 の 少 年 た ち は ご く当 然 の こ との

よ うに 、 コー ヒー 、紅 茶 を飲 み 、 タバ

コ を吸 い 、 時 に は 酒 さ え も飲 ん で い た。

勿 論 マ ッ クス は 知 恵 の 言 葉 を堅 く守 っ

て い た 。 彼 は 知 恵 の 言 葉 とそ れ を破 る

こ との 悪 に つ いて よ くみ ん な に 話 して

い た。 ま た 、 知 恵 の 言 葉 を守 る な ら ば 、

走 って も疲 れ ず 、 歩 い て も活 力 を失 う

こ とは な い と主 が 約 束 して お られ る こ

と を彼 らに しば しば 話 した。 さ ら に 彼

は 、 こ れ らの もの を断 つ な らば 、 もっ

と立 派 な選 手 に な れ る と確 約 し た の で

あ る。 彼 自身 優 れ た選 手 で あ り、 チ ー

ム の 少 年 た ち の尊 敬 を集 め て い た。 そ

の た め 間 もな く、 その チ ー ム は全 員 が

知 恵 の 言 葉 を守 る よ うに な っ た の で あ

る。

数 週 間 前 、私 は テ キ サ ス州 ヒュ ー ス

トン で 、 こ の青 年 とそ の 家 族 に 会 っ た。

彼 は 、私 た ち が よ く100Fホ ー ル の 地 下

室 で 会 合 した こ とや 、私 が 教 え た こ と

な ど を家 族 に 話 して 聞 か せ た。 そ こ で

私 は 、彼 が バ ス ケ ッ トボー ル チ ー ム に

い た 頃 の 経 験 や そ の影 響 力 に つ い て話

し、 自 己 の標 準 を守 っ て 生 活 す る 人 は

常 に 人 々 か ら尊 敬 を勝 ち得 、 ま た大 き

な 恵 み を 得 る こ とが で き る、こ とを 強調

し た。 現 在 マ ッ クス は 、 ヒ ュー ス トン

に あ る大 き な石 油 会 社 で地 質 調 査 技 師

長 を して い る。

も うひ と りの青 年 ジ ョ ンの 経 験 をお

話 した い 。 彼 は 東 部 の あ る士 官 学 校 に

入 っ た。 新 しい 司 令 官 が 赴 任 し、 その ，

歓 迎 会 が 開 か れ た と きの こ とで あ る。

す べ て の 席 に は カ クテ ル グ ラ ス が 置 か

れ て い た。 そ こに 集 まっ た前 途 有 望 な

士 官 た ち は 全 貝 乾 杯 の た め カ クテ ル グ

ラ ス を片 手 に 立 ち上 が っ た。 しか しひ

と りだ け 、 ミル.クの コ ッ プ を さ し上 げ

た 青 年 が い た。 他 の す べ て の 士 官 が カ

クテ ル グ ラ ス を持 っ て 立 ち上 が る 中 で 、

唯 ひ と り ミル クの グ ラ ス を手 に立 ち上

が り、 乾 杯 を した の で あ る。 何 と大 き

な 勇 気 を必 要 とす る こ とで あ ろ うか。

そ れ を見 た 司 令 官 は 、宴 会 が 終 わ る

と真 先 に こ の 青 年 の 所 に 来 て 、 こ う尋

ね た そ うで あ る。 「なぜ 君 は ミル ク で

乾 杯 を した の か ね 。」

「は い
、 司 令 官 。 私 は ま だ一 度 も酒

を 口に した こ とは あ りませ ん。 ま た飲

み た い と も思 い ませ ん。 両 親 も私 が そ

うす る こ とを望 ん で は い ませ ん。 司 令

官 に も御 理 解 い た だ け る と思 い ます 。 ，

で も私 は 乾 杯 させ て い た だ きた か っ た

の で 、 いつ も 口に す る もの で 乾杯 す れ

ば 、 司 令 官 に 御 満 足 い た だ け る と考 え

た の で す 。」

司 令 官 は 言 っ た。 「明 朝 、 司 令 部 に い

出頭 す る よ う に。」

恐 ら く この 青 年 は 眠 れ ぬ夜 を過 ご し

た に 違 い な い 。 しか し 、翌 朝 彼 が 司 令

官 の 兵 舎 に行 っ た と き 、何 が 起 こ っ た

か お わか りだ ろ うか 。 司 令 官 は彼 を 自

分 の 側 近 に 指 名 し、 次 の よ う に言 っ た

の で あ る。 「私 は 、 人 が ど う思 お う と

自分 が 正 し い と信 じて い る こ と をや り

ぬ く勇 気 を持 っ た 者 を 自分 の 側 近 に 迎

え た い と思 っ て い る。」

私 は これ まで に 一 度 も1教 会 の標 準

に従 っ た ため に 昇 進 を阻 まれ た り人 か

ら認 め ら れ な か っ た りし た こ とは な い。

知 恵 の 言 葉 を破 っ て い な が ら、 自分 は

神 権 を尊 び 、 召 しを 全 力 を尽 くし て遂

行 し て い る と考 え る 人 は だ れ も い な い

だ ろ う。

次 は 、 純 潔 で あ る。 世 界 的 に不 道 徳

の 風 潮 が 広 ま り、非 常 に残 念 な こ とに

一 部 の神 権 者 に もそ の よ うな 影 響 が 及

ん で い る。 しか し主 は は っ き り と次 の

よ うに 言 っ てお られ る。 「あ な た は 姦

淫 して は な らな い。」(出 エ ジ プ ト20：

14)

また パ ウ ロ は 、 コ リ ン ト人 に 次 の よ`

うに 言 って い る6「 そ れ と も、正 し く

な い 者 が 神 の 国 をつ ぐ こ と は な い の を 、

知 らな いの か。 ま ち が っ て は い け な い。

不 品行 な者 、偶 像 を礼 拝 す る 者 、姦 淫

す る者 、 男 娼 と な る者 、 男色 をす る者

… … は
、 い ず れ も神 の 国 をつ ぐこ とは

な い の で あ る。」(1コ リン ト6：9、

10)

ヒ ラマ ンは 次 の よ う な 言 葉 で 警 告 を

与 えて い る。 「あ な た た ち は 今 に至 っ

て もな お 人 殺 し、 み だ らな行 い 、悪 事

を重 ね て 永 遠 の 亡 び に お ち い る用 意 を

し て い る。 も し悔 い 改 め な い と、 この

よ うな亡 び はす ぐあ な た た ち にや っ て

くる。」(ヒ ラマ ン8：26)

私 た ちは いか な る所 に あ ろ う と、 異

性 と交 わ る と きは 、何 よ り も まず 次 の

て
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ことを心に留めておかなければならな

い。すなわち、自分が何者かを思い起

こし、ふさわ しい行動を取 り、また罪

を招 くような誘惑に決 して身を任せな

いということである。私たちは、神権

を有する神の霊の子である。従って神

権を尊び、各 自の召 しをよく遂行する

必要がある。純潔の律法 を破 ることは、

主を最 も悲 しませ ることであり、また

これ以上 人を傷つけ、堕落させ るもの

はない。 この律法を破 ることにより、

人は悲 しみと良心の苛責 を覚え、主が

忠実な者のために備えられた使命を完

うす ることはおろか、神殿への参入、神

権の昇進、教会での責任 ある地位の登

用といった多くの機会な らびに祝福 を

奪われることになるのである。

私 は、教会員が 自ら道徳的に身を清

く保つ望み と決意 と強さを持つことが

できるように朝な夕なにへ りくだり主

に祈 り求めている。 また今宵この場に

お集ま りの方々に心か らお願 いする。

主のみこころにかな う生活を送 り、重

大な誘惑や罪に陥ることのないよう身

を清 く保っ決意 をしていただきたい。

次に正直につ・いて少 しお話 しよう。

私たちの人格の特質の中に、正直にま

さるものはない。私はまだ幼ない頃に、

決 して嘘をついてはならないことを両

親か ら教えられた。

皆 さんの中に重大な罪または背罪 を

犯 している人がいるならば、行 ってそ

の罪を告白し、悔い改め、清い生活 を

送 るよう切にお勧めする。そうすれば、

ほかでは得 ることのできない恵みを享

受する備えができるであろう。

偽 りを述べ、ふさわしくない状態で

神殿に入 り、伝道に行 く男女がいる。

このようなことを言わなければならな

いことを非常に残念に思 う。主は、清

くないものを神殿に入れてはならない

と言ってお られる(教 義 と聖約97：15

参照)。 神殿推薦状を受ける、ため、ま

たは伝道のための面接 を受ける人は、

監督 とステーキ部長が主の代理人であ

ることを認識すべ きである。 またその
'答 えは主

に対するものであり、主 と約

束 を交わしていることを自覚すべきで

ある。主はすべてを御存知であ り、決

して欺かれることはない。

教 会 員 の 中 に は 、 ふ さ わ し くな い 状

態 で 神 殿 に行 き 、 そ の 結 果 、 そ こで の

儀 式 が 結 び 固 め られ効 力 を発 す るだ ろ

うか と思 い 悩 み な が ら 、長 年 罪 の 意 識

に さ い な ま され て い る人 々 が い る。 こ

うした 人 々 は 結 局 悲 嘆 に 暮 れ て 大 管 長

の もとに来 て赦 しを求 め 、事 が 明 らか に

され る の で あ る。 私 た ち は 、 正 直 、真

実 、 貞潔 、 慈 善 、 高 徳 を もっ て 身 を飾

ろ うで は な いか 。(信 仰 箇 条 第13条 参

照)

こ れ か ら伝 道 に 出 る 人 は 、 主 が 全 幅

の 信 頼 を置 け る者 、 あ らゆ る点 で主 を

代 表 す るに ふ さわ し く清 い 者 を望 ん で

お られ る こ と を認 識 す る必 要 が あ る。

ふ さわ し くな け れ ば 、 召 し を受 け て は

な らな い。 偽 っ て 神 の み 業 に携 わ る よ

うな こ とが あ っ て は な らな い。 む し ろ

悔 い 改 め る こ と に よ っ て 自 らを備 え な

さ い 。 ふ さ わ し くな い 状 態 で行 くよ り

も、1年 あ る い は そ れ 以 上 の期 間待 っ

て行 く方 が は るか に よ い。 勇気 と 男 ら

し さ 、 忍耐 力 、決 意 を もっ て現 実 に 真

っ 向 か ら取 り組 み 、 真 実 を述 べ 、主 の

み こ こ ろ を行 な う よ う あ らゆ る点 で 自

ら を備 え て い た だ きた い。

こ こ で 、 故 リチ ャー ド ・L・ エ バ ン

ズ長 老 の 次 の 言 葉 に 耳 を傾 け 、 こ の 深

遠 な声 明 を いつ も思 い起 こす よ うに し

よ うで は な い か。

「刑 務 所
、不 実 の 友 、悪 い仲 聞 、世

を厭 う人 々 、過 去 の 出 来事 な ど、 時 と

状 況 さ え許 せ ば 逃 避 で き る もの は数 多

くあ る。 だ が 決 し て逃 れ られ な い もの

が ひ とつ あ る。 そ れ は 自分 自身 だ。 夜

床 に 就 く と き 、好 む と好 ま ざる とに か

か わ ら ず 、 自分 の 思 い は 共 に あ る。 ま

た 朝.目覚 め る と き、 好 む と好 ま ざ る と

に か か わ らず 、 な お 思 い は そ こに あ る。

人 生 に お い て 絶 え ず つ き ま と う もの 、

そ れ は 自意 識 で あ る。(こ れ は ま さ に

死後 も存 続 す る)従 っ て 、 決 し て 離

れ る こ と な く 自分 自身 につ き ま と う こ

の 自 意 識 に 対 して安 ら ぎが 得 ら れ な い

者 ほ ど哀 れ む べ き存 在 は な い。 ど こ を

どれ ほ ど速 く、 ま た どれ ほ ど遠 く まで

走 る・こ とが で き よ う と も。」(リ チ ャ ー

ド ・L・ エ バ ン ズR記 んα冠E砂 απs

Q%0陀 一Bo硫.「 リチ ャ ー ド ・エ バ ン

ズ 引 用 集 」p.214)

主 は 、 この よ うな 状 態 か ら抜 け 出 す

方 法 を備 え られ た。 次 の よ うに語 っ て

お られ る。

「見 よ
、 お よ そ す で に そ の 罪 を悔 い

改 め た る者 は赦 さ れ 、主 な るわ れ もは

や こ れ を忘 るべ し。

人 罪 を悔 い改 め しや 否 や は 、 見 よ、

彼 は 自 ら こ れ を告 白 しそ の 罪 を捨 つ べ

け れ ば 、 そ の悔 い 改 め た る こ とは これ

に よ り一て 知 る を得 べ し。」(教 義 と聖 約

58：42、43)

私 た ち神 権 者 は 神 の 忠 実 な軍 勢 で あ

る こ とを常 に心 に 留 め て お こ うで は な

い か 。 私 た ち は み な義 勇兵 で あ る。 悪

魔 と あ ら ゆ る悪 に 抗 して戦 って い る。

これ は 、 永遠 の 生 命 を得 る ため の 、正

義 と悪 、生 と死 との戦 いで あ る。 そ し

て イエ ス ・キ リス トは 、私 た ち の指 導

者 、総 司 令 官 で あ り、 スペ ンサ ー ・W

・キ ン ボ ー ル 大 管 長 は 指 揮 官 で あ る。

私 た ち の 強 み は神 権 を持 っ て い る こ と

で あ る。 従 っ て知 恵 の 言 葉 を破 り、 不

道 徳 に 陥 り、不 正 を行 な い 、信 頼 を裏

切 る こ とに よ っ て 、 軍 勢 を 弱 め る よ う

な こ とが あ っ て は な ら な い。 私 た ちは

強 さ を保 持 し、指 揮 官 の 命 令 に 従 う必

要 が あ る。

私 た ち は勝 利 を得 る た め に は 、無 断

で そ の 持 ち場 を離 れ て は な ら な い。 ま

た ひ と りの脱 走 兵 も出 して は な ら な い。

忠 実 で 、献 身 的 な 、統 一 の とれ た前線

部 隊 が 是 非 と も必 要 で あ る。 私 た ち が

身 を清 く保 ち 、従 順 で 、真 の信 仰 を守

り通 す な らば 、決 して 打 ち 負か さ れ る

こ とは な い。

一 方
、 不 実 な者 は こ の軍 勢 を弱 め る。

この こ と を も心 に 留 め て お こ う。 また

そ の よ う な者 とな ら な い よ う祈 っ て い

た だ きた い。 私 た ちが 携 わ っ て い る こ

の業 は 、 主 の み 業 で あ る。 これ は 主 の

教 会 で あ り、地 上 に お け る主 の 王 国 で

あ る。 私 た ち は 予 言 者 で あ る スペ ンサ

ー ・W・ キ ン ボー ル大 管 長 を通 して主

の 導 き を受 け て い る。 指 導 者 に従 い 、

神 権 を尊 び 、 私 た ち に 与 え られ た 召 し

を全 力 を尽 くし て遂 行 し 、 あ らゆ る点

で ふ さ わ しい 者 で あ る こ とを証 明 で き

る よ う、 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ

り、へ り くだ っ て祈 る もの で あ る。ア ー

メ ン。
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4月3日 出 神権部会における説教

少年たち は身近に

英雄を必要としている

若人は、指導者の模範 を示 し、成長する機

会を与えてくれる父親を必要 としている。

大管長

ス ヘ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

㌦ ・

私 は長い間・この鰍 会に出席 して
来 たが 、 そ の 度 に 、 大 勢 の 若 人 が

父 親 と共 に来 て い る様 子 を見 て 、 強 く

心 を動 か さ れ て い る。 私 は 教 会 の 中 で

成 長 を遂 げ て い る あ る 人 々 を知 っ て い

る。 彼 ら は 、 息子 た ち を皆 大 会 に 連 れ

て 来 る。 それ が4人 で あ ろ う と、6人

で あ ろ う と、8人 で あ ろ うと、10人 で あ

あ ろ う と、 とにか く皆 一 緒 に この 大 会

を楽 しん で い る の で あ る。

この こ とに 関 連 して 、詩 を読 み た い

と思 う。 皆 さ ん は これ を前 に 聞 い た こ

とが あ るか も知 れ な い 。

ただの父

……だけど、一番立派な人

ただの父は疲れ切った顔付 きで

日々の仕事から家に帰る

お金 も名誉 も持って来ないけれど

どんなに働 いたか、よくわかる

家族の喜ぶ姿を見て、父の心は躍る

父の帰 りを、その声 を待 ちわびてい

て くれるから

ただの父に子供が4人

数え切れないほどいる父親の中のひ

とり

だけど毎 日の生活に汗水流し

生活の重荷 を一身に背負い

それでも不平のひ とつ も言わない

家で待つ家族のため

ただの父には富 も名声 もない

数知れない群衆のひ とりでしかない

けれど

毎 日毎 日、額に汗を流す

眼の前に立ちはだかるものがあれば

どんなにつらくとも、黙って立ち向

かう

みんな愛する家族のため

ただの父、だけ ど精魂込めて

小 さな子供たちのために道 を切 り開

く

不屈の勇気で立ち向か う

祖父もそうして くれたからだと言 う

これが父にささげる詩

ただの父だけど、一番立派な人

(作 者 不 詳 、SO脚ceBo罐 げPoe'γ ッ)

私 は 、 今 宵 こ こ に 集 っ て い る少 年 た

ち が 皆 父 親 に 対 して この よ う な思 い を

抱 き 、 また 、 父 親 に 対 す る愛 を表 現 し、

さ ら に忠 実 で 、偽 りが な く、 頼 りが い

の あ る父 親 が い る こ とに どれ程 感 謝 し

て い るか を是 非 言 葉 に 出 して伝 え て欲

しい と願 っ て い る 。

私 た ち は 、 息 子 と して 、夫 と して 、

父 と して 、祖 父 と して 、 神 権 者 で あ る

皆 さん が 、姉 妹 に 対 し、 母 親 に対 し 、

妻 に 対 し、祖 母 に対 し、 恩 慮 深 くま た

思 いや り を示 して 下 さ る こ と を望 ん で

い る 。 神 権 者 は 家 庭 を管 理 す る が 、 そ

れ に は イエ ス ・キ リス トが 教 会 を管 理

さ れ る よ うに 、 愛 と奉 仕 と慈 悲 と模 範

の 精 神 で 管 理 しな け れ ば な ら な い 。

主 は神 権 者 で あ る私 た ちす べ て に 、

その権能の幾分か を与えて下 さった。

しかし、私たちが天の力を呼び求め る

ことができるのは、私たち一人一人が

義 しい生活 をしているときだけである。

つ まり、神権の力が家庭の中で実際に

感 じられるためには、その中にいる人

々が皆義 しくなければならないのであ

る。神権者である皆さんの注意 を喚起

したい と思 う。『私たちの妻や母や姉妹

と私たちとの関係は、共にひざまず く

ことによってひとつ となるのである。

その場所が神殿の聖壇であろうと、私

たちの家庭の中であろうと同 じである。

私 たちは手を取 り合 って、共に仕える。

これこそが うるわしい協力関係を作 る

のである。

兄弟の皆 さん、私たちは、教会の若

人に、奉仕 を通 じて霊を成長 させる有

意義な機会 を絶えず提供す る必要があ

る。若人は普通、有意義なことをなす

機会が数多 く与えられたか らといって

教会から不活発になることはない。福

音が人々の生活の中で生きているこど

を自分自身の目で確かめた青少年は、

王国における自分の義務 をおろそかに

したり、果たさずにおいたりはしない。

私たちは、この点に関 して特別の責任

を持つ監督会の皆さんが、青少年の定

貝会活動は効果的か どうか、青少年委

員会は活発か どうかを、いつ もよく見

守 っていて下さるよう希望 している。

教会の青少年が定員会の運営について

学んでいるとき、彼 らは、そのアロン

神権定員会に属す る青少年に祝福 をも
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たらしているだけでな く、彼 ら自身、

将来父親 となるために、また将来メル

ケゼデク神権定員会の指導者 となるた

めに備 えをしているのである。彼らに

は、指導者 としての経験、福祉事業で

の経験、説教の経験、集会 を司会す る

経験、いかに して若い女性 との正 しい

関係を築 くか という経験が必要 である。

私 たちは今、高貴な世代 を育ててい

る。今宵私たちと共にここに集 ってい

る大勢の若人がそれである。彼らには

特別に果たさなければならない仕事が

あ る。私たちは彼 らに、聖典 を研究 し、

隣人に奉仕 し、家族のために働 きまた

愛す る特別な経験の場 を提供 しなけれ

ばならない。もちろん、これをするた

めには、計画 を立てる時間 と実行する

時間が必要である。時々一部の父親や

成人指導者に見 られるような、場当た

り的なものでは不十分である。兄弟た

ち、周囲の情勢から考えて、私たちは、

末 日聖徒の青少年が世の中から受けて

いる影響がこれまでになく大きいだけ

でなく、以前に も増 して急速になって

きていると信 じている。'それ故私たち

ぢは一層効果的かつ速やかに業を進め

なければならない。

兄弟たち、私 たちは、この一般社会

だけでな く、教会内でも離婚数が急増

していることを憂慮 している。また、
「冷戦状聾」にある家族や夫婦がいる

ことにも心を悩 ませ ている。結婚前の

交際時代から、注意深 く、思慮深い人

々は、通常、結婚生活において も注意

深 く、思慮深いものである。入念な準

備をして主の宮居に参入し、今 も永世

に も結び固め られる人々は、離婚や困

難を経験することがずっと少ない。こ

れは単に、その結び固めの儀式の影響

のためばか りでな く、通常、まず第一

に、結婚に備えてよく準備 しているか

らである。そのような人々は、出会い

の頃の強い愛情をお互いに抱き続けて

いるばか りでなく、イエス ・キ・リス ト

の福音に対する共通の愛の きずなを持

っている。ふた りは、お互 いに知 り

合 う以前か ら福音を知っていたはずで

ある。さらにそのような人々は、犠牲

と無私の精神 も持 ち合わせているもの

である。その ような精神は、様々な面

で、幸福な結婚生活の基礎 をなす もの

である。

私たちは、指導者、父親、夫、そし

て息子である皆 さんが、家庭にあって、

定員会にあって、ワー ド部にあって、

そして地域社会にあって人々と意志の

疎通を図る能力を一層高めて下 さるよ

う、心か ら願っている。神権者一人一人

が成長するよう天の御父が期待 してお

られるという厳然たる事実をそのまま

受 け入れていただきたい。私たちは成

長 しなければならないし、絶えず進歩

していなければならない。私たちがそ

の努力を重ねるならば他の人々 も、私

たちが真面目な気持でキ・リス トに従 っ

ていることを感 じ取って くれるであろ

う。また、私たちが時折見せ る弱点 を

も比較的容易に許 して くれるに違いな

い 。

アロン神権者の若者にも、メルケゼ

デ ク神権者にも、行なってみ℃ いただ

きたいことは、人知れず、しかし堅い

決意のもとに、個人的な価値 ある目標

を設定するということである。ある一

定の期間で達成できるものを幾つか選

び出し、それを目標にして、進歩する

ための努力を始めるのである。た とえ

天の御父の神権者たちが正 しい方向に

顔 を向けていたとして も、何の推進力

がなければ、その影響力は無に等しい。

皆 さんは、世の人々が頼 りとするパン

種である。その力 を、目的のないまま

さまよっている世の人々を救 うために

使わなければならない。

私 たちは、教会の青年男女が、自分

たちには1回 だけ、ある決意をす る必

要があるということを、これまで以上

によ く認識できるよう手助け したいと

思っている。私は以前この説教壇か ら、

自分がまだ若い頃に、ある決意をしたと

いう話 をしたことがある。その決意は

私 にとって極めて大 きな助け となった。

それ以来、年が ら年 中、決意をする必

要がな くなったか らである。私たちは

ひ とたび、あることを片付けてしまえ

ば、 もう二度 とそれにはかかわる必要

がな くなる。ただ一度決意 をするだけ

で、それ を生活の中に取 り入れ、さら

に私たちの特性 とすることができる。

そうすれば私 たちが何 をし、何 をしな

いか何百回も思い悩み、再三再四決定

する必要はな くなるのである。

優柔不断な態度や落胆 した態度は、

悪魔が付け入る格好の材料である。悪

魔は、そのような状況にある人々の中

か ら、数多くの犠牲者 を引き出すこと

ができるか らである。若い兄弟たち、

皆さんがまだそうした決意をしていな

ければ、今、決心するよう心に決めて

いただきたい。

私たちは、皆 さんがこれまでにも増

して、いわゆる職人 と呼ばれる会員や

求道者にも、フェローシップの手を差

し伸べる努力 をして下さるよう希望し

ている。手仕事や特殊技能で生計を立

てている人々は、どちらか と言うと、

課せ られた分の責任 を果たしていない、

などという考えを.教会では、決 して持
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ってはならない。もちろん私たちは、

専門職にある数多 くの教会員に感謝 し

ている。また、世間で言 う頭脳労働者

の皆さんにも感謝 している。しか しな

がら、私が、今以上に手 を差し伸べて

いただきたいと思っている人々がいる。

それは、年齢にかかわ りな く、肉体労

働 に従事 している人々である。 このよ

うな人々の持つ技術は、多くの人々が

認識 している以上に、私 たちの社会に

は必要不可欠なものである。確かに、

現在そうした技術の中には、不足気味

のものもある。私たちは特に、このよ

うな人々に手を差 し伸べようではない

か。そのような人々の中に、大勢の長

老見込み会員がいる。私たちが必要 と

する力 と技能 を彼らは持っているし、

また彼らが教会に来るようになれば、

当然その家族 も会員になるか らである。

会員たちに余分な経済的負担 をかけ

ないよう、注意しようではないか。こ

の点で神権指導者は特に注意 を払 う必

要がある。会員たちの多くは、現在、

経済的な苦境に立 っているからである。

犠牲は、王国の建設には常につきもの

であるが、か と言って、什分の一、断

食献金、建築資金、ワー ド部支部予算

等の基本的な遵守事項 を守っている以

上、それ以上の不要な出費を強いるこ

とは慎まなければならない。

私共 と同じ年長者に申し上げる。い

わゆるウィンター クォーターズの教会

を経験してきた人々に申し上げる。私

たちの後から来る人々が収穫できるよ

うに、今種 まきをして、あの「ウィンタ
ー クォーターズ」の習慣を失わないよ

うにしようではないか。証 という小麦

を植 えて、開拓者 となろうではないか。

(事実、私たちの民は現在で も開拓者

として生を受けている。)私たちの後か

ら来る人々が、世界のどこかで飢饒が起

こったときに、信仰のパンを食べ るこ

とができるようにしておこうではない

か。

これまで何人 もの人たちが説教 して

下さったが、私はその話の内容 を心か

ら喜んで聞いている。私が強 く心に刻

み込 まれたのは、この教会の様々なプ

ログラムが、丁度 ピアノの鍵盤のキー

のようなもめであるということである。

キ・一によって使われる頻度が異なる。

しかし、キーはそれぞれ皆、私たちの

生活に調和 と均衡 を生み出すために、

いずれは必要 となるのである。そのた

めに、私たちが様々な説教 を通 じ、ま

た集会 を通 じて申し上げる事柄は、私

たちに均衡の必要性を思い起こさせ、

折に触れて何度でも強調 しなければな

らないことを気付かせ、重要なことを

し残 してはならないことを気付かせる

のである。

それぞれの地域社会にあって、また

国家にあって、公民としての義務 を果

たしていただきたい。法律 を支持 し、

守 りなさい。法律の範囲内で、良い影

響力を及ぼせ るように活動 しなさい。

予言者ジョセブ ・ス ミスもそう勧告 し

ている。

たとえ直接言及しな くとも、教会を

政争に巻 き込むことは避けていただ き

たい。私たちがこの点を注意 しないと、

個人的な好みに任されている問題を、

教会の公式見解 と銘打って発表される

ことに もな りかねないであろう。

自分 自身の霊的な強さを増 していた

だきたい。そ うすれば、家族の中に平

安が とどまるであろ う。義 しい行ない

は個人か ら始ま り、複数の人々へ と移

行 してい く。私たちが(研 究 と探求 と

祈 りとを通 じて)改 宗す るならば、私

たちはす ぐに他の人々に援助の手 を差

し伸べた くなることであろう。真実の

意味での改宗 をすれば、私たちは、生

きている人々に対 しても、亡 くなった

人々に対 しても、それぞれの立場に応

じて、できるだけの援助 の手 を差 し伸

べたい と思 うようになるのである。 ま

た真の改宗 をしたときには、同時に、

福祉活動のもつ意味を完全に理解 し、

自ら備えをしたいと思 うようになるは

ずである。

救い主が 「あなたが立ち直ったとき

には、兄弟たちを力づけてや りなさい」

(ルカ22：32)と 言われた とき、主は、

私たちの義務について言及 しただけで

な く、私たち一人一人が改宗 しなけれ

ば兄弟たちを強めることはできないと

いう意味 も言外に含 まれていたのであ

る。

いかなる父親、息子、母親、娘であ

って も、忙 しす ぎて、聖典や近代の予

言者の言葉を研究する時間がない、な

どということがあっては ならない。私.

たちは、黙想 と祈 りの時間 を減らして

しまう程、忙 しくなってはならない。

また、隣人に対 してクリスチャンらし

い無言の奉仕ができな くなって しまう

程 、教会の責任 を果たすのに忙 しくな

ってはならない。
「子供たちには、 リンカーンやワシ

ン トンの ような英雄が大勢必要である。

しかし同時に、身近に も英雄を必要 と

している。子供たち一人一人が、気高

い強さと心底か ら高潔 さを持つ人を知

る必要がある。そのような人々に路上

で出会い、共にハ イキングやキャンプ

に行き、また毎 日毎B身 近な所で会 う

必要がある。いつでも質問ができる程、

身近に感 じ、腹蔵な く心行 くまで話 を

する必要があるd(ウ ォル ター ・マ ク

ピー ク)

私は、父親が皆、その子供 たちに対

してそのように身近に感 じさせるもの

を持 っていただきたい と、心か ら願 っ

ている 。そのためには、毎週開 く家庭

夕べが良い機会 となるであろう。

監督の皆さん、会貝たちに、ゆめゆめ

離婚を奨励することのないように。む

しろ、和解 し、彼ら自身の全般的な生

活を立て直す よう励ましていただきた

い 。

だ れ か 重 罪 を犯 して 苦 しん で い る 人 ・

を知 って は い な い だ ろ うか 。 も し そ の`

よ うな 人が い た ら 、 そ の 人 は 、 可 能 な

限 り、 償 い を し な け れ ば な ら な い 。 そ

う しな け れ ば その 問題 で永 遠 に 苦 しむ

こ とで あ ろ う。

教 会 の青 少 年 は 、教 会 の 祝 福 を受 け

る の に 、年 を取 る 必 要 もな け れ ば 、 長

い 間 の 経 験 も必 要 な い とい う こ と を認

識 す べ きで あ る 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 、

あ の 示 現 を受 け た とき 、 わ ず か14歳 で.

あ っ た 。 ま た教 会 が 組 織 さ れ た と き は

25歳 、 モ ロナ イ と会 っ た と きが18歳 、

金 版 を受 け 取 っ た と きが24歳 、 そ して

殉 教 した の が39歳 の と き で あ っ た。

トー マ ス ・B・ マ ー シ ュ は31歳 の と

き 、 デ ビ ッ ド ・W・ パ ッ テ ンは30歳 の

と き、 そ れ ぞ れ 使 徒 に な っ た 。 皆 、 い

わ ば 青 年 で あ っ た 。・
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賦'

説教 壇上 での キ ンボ ー ル.大管 長

1830年4月6日 に 教 会 が 組 織 され た

と き 、 ブ リガ ム ・ヤ ン グは28歳 、 ヒー

バ ー.・C・ キ・ン ボ ー ル も28歳 、'オル ソ

ン ・ハ イ ドは ま だ25歳 、 ウ ィ リア ム ・

E・ ム レ リン は24歳 、 パ ー レー ・P・

プ ラ ッ トは23歳 、 ル ー ク ・ジ ョン ソン

は22歳{ウ ィ リア ム ・ス ミスは19歳 、

オ ル ソ ン ・プ ラ ッ トは18歳 、 ジ ョン ・

F・ ポ イ ン トンは18歳 、 そ して ラ イ マ

ン ・E・ ジ ョ ン ソ ン は18歳 で あ.った 。

そ して 彼 らの 大 部 分 は 、 十 二 使 徒 評 議

員.会が 組 織 され た1835年 に 、使 徒 職 に

召 され た の で あ る 。 さ ら に 、 ジ ョセ ブ

が 生 命 を奪 わ れ た と き 、皆 まだ青 年 で

あ っ た。

しか し彼 ら は 、 少年 た ち に霊 感 を与

え る こ とが で きた 。.また偉 大 な 宣 教 師

と な っ た 。 あ な た 方 青 少 年 は 、 偉 大 に

な る ま で 待 つ 必 要 は な い 。 も っ と立 派

な 宣 教 師 に な る こ と も、 力 強 い青 年 に

な る こ と も 、偉 大 な 同僚 に な る こ と も、

そ し て 、 幸 福 で 信 頼 さ れ る教 会 の指 導

者 に な る こ と もで きる の で あ る 。 明 日

ま で待 つ 必 要 は な い の で あ る。

皆 さん が 年 々 成 長 す るに 応 じて 、 主

か ら祝 福 を受 け 、 ま た 主 か ら霊 感 を受

け て 、 福 音 の 輝 か しい 祝 福 を他 の 人 々

に伝 え る こ とが で き る よ う、心 か ら祈

っ て い る 。

心 か ら愛 す る 兄 弟 の 皆 さ ん 、 私 は こ

れ を イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ り、

祈 り申 し上 げ る 。 ア ー メ ン 。

☆ ☆
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4月4日 旧)午 前 の部 にお け る説 教

この地 の神 に

仕えさえすれば

主の永遠の計画におけるアメ リカの将来 。

第一副管長

N・ エ ル ドン ・タナ ー

'ぜ噛

一 の総大会はアメリカ合衆国建国二
一

百 年 の年 の 最 初 に行 な わ れ る大 会

で あ る。 そ こで 私 は 、建 国 記 念 が 福 音

や 生 命 と救：い の 計 画 に ど う関 係 して い

るの か 、 よ く よ く考 え て み た。 私 た ち

は だ れ で もこ の 国 の 建 国 に 関 連 した 出

来 事 を い ろ い ろ と読 ん だ り聞 い た り し

て お り、現 在 は 近 代 設備 を通 して世 界

中 に ニ ュー ス が 伝 え ら れ お 互 い の 国 が

相 互 に 関 係 しあ って い る。 これ は だ れ

も承知 して い る こ とで あ る。

私 た ちは す べ て の 人 に 、 祖 国 す な わ

ち あ な たが 生 まれ た 国 、 あ な た が生 活

し 、働 き 、家 族 を養 っ て い る そ の 国 に

忠 実 で あ っ て ほ しい と願 って い る 。 ウ

ォ ル ター ・ス コ ッ ト卿 の 『最：後 の 吟 遊

詩 人の 歌 』(TんeLa〃0ゾ 置加La訂

醗7観 γel)の 歌 が 思 い 出 さ れ る。

生気のなえた魂 もて かしこに休む人

己れにか く告げしことなし

これぞわが母国!

燃えたつ心を知 らぬ人

外国の浜辺のさすらいよ り

故郷にその足を向ける

この1、2週 間 、 私 は キ ンボ ー ル 大

管 長 そ の 他 の 人 々 と公 式 に 、 ニ ュー ジ

ー ラ ン ドや オー ス トラ リアや 美 しい 南

太 平 洋 の 島 々 で 開 催 さ れ た 地 域 大 会

に 参加 す る特 権 に あ ず か っ た 。 ニ ュー

ジ ー ラ ン ドは主 に 愛 され る選 りす ぐ り

の 島 と 自称 す る ほ ど で あ る し、 最 後 の

大 会 を終 え て タ ヒチ を 去 る 前 の 晩 に は 、
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ひ と りの 兄 弟 が 「い よ い よあ す は エ デ

ン の 園 か ら追 放 で す ね 」 と言 っ た りも

し た 。

私 た ち は 行 く先 々 の 土 地 の 美 し さに

目 を奪 わ れ た 。 タナ ー 姉 妹 は 、 「私 た

ち が 住 ん で い る世 界 は 本 当 に 美 しい の

で す ね 」 と言 っ た 。 確 か に どの 国 々 も

主 に大 い に 祝 福 さ れ て い る 。

どの 国 もそ こ に住 む 者 や 習慣 、 伝 統 が

違 い 、 そ の 美 しさ も一 様 で は な い。

と こ ろ で き ょ うは 、 西 半 球 、 それ も

特 に ア メ リカ合 衆 国 に 私 の話 を 限 っ て 、

主 の 永 遠 の 計 画 に お け る ア メ リカ の将

来 に つ い て 話 を した い と思 う。 ア メ リ

カ の 発 見 は 偶 然 で は な い。 そ の 出来 事

は 永 遠 の 会議 で あ らか じめ 定 め られ て

い た。 古 代 の 予 言者 は それ を示 現 に 見

た 。 ヤ コ ブ は 息 子 の ヨセ ブ を祝 福 した

と きに 、 彼 を 「泉 の ほ と りの実 を結 ぶ

若 木 。 そ の枝 は 、か きね を越 え る で あ'

ろ う。 … … 永 久 の 丘 の 賜 物 に ま さ る」

(創 世49：22、26)と 呼 ん で 、 その こ

と を予 言 した 。

モ ー セ は ヨセ ブ の支 族 に 、 彼 らの 土

地 とな る ア メ リカ は天 と地 の尊 い 賜 に

恵 まれ 、民 は 「こ れ を も っ て 国 々 の 民

を こ と ご と く突 き倒 し、 地 の は て に ま

で 及 ぶ 」(申 命33：13-17参 照)と 約

束 した 。 こ れ らは 聖 書 か ら の予 言 だ が 、

私 た ちの 持 っ て い る モ ル モ ン経 に は 最

初 に ア メ.リカへ 来 た ジ ェ レ ド人 の こ と

が 記録 され て い る。 彼 らは 、バ ベ ル の

塔 の建：築 中 に 言 語 が 乱 され た と きに 、

ア メ リカへ や って 来 た 。

ノア が そ う で あ っ た よ うに 、 ジ ェ レ

ドの 民 も海 を渡 る船 の 建 造 を教 え られ

た 。 準 備 が 完 了す る と、 彼 らは 数 隻 の

船 に 分 乗 して 「主 な る神 の御 守 りに 身

を任 せ て ・… … 海 の 上 へ 漂 って 出 た 。」

(イ テ ル6：4)

ま た 、 こ っ記 述 され て い る。 「と う

と う約 束 の 地 へ 着 い た が 、上 陸 す る と

す ぐに 地 に ひ れ 伏 し、 主 の 前 に へ り く

だ っ て 主 が 自分 た ち に 授 け た も うた 恵

み が 豊 な こ と を感 じて 喜 び の 涙 を流 し

た 。」(イ テ ル6：12)

そ して 、 キ・リス ト生 誕 よ り さか の ぼ

る こ と600年 前 、エ ル サ レ ム の 住 民 に

悔 改 め を叫 ん だ リー ハ イ とい う名 の予

言 者 が 、主 に 命 じら れ て 家 族 を引 き連

れ 荒 野 に 出 た 。 彼 は 民 の 悪 事 と 目前 に

迫 っ た エ ルサ レム の 崩 壊 を証 した ため 、

あ ざ け ら れ 軽 蔑 さ れ 、 民 に 命 を ね ら

わ れ た の で あ る。 リー ハ イ は 主 の 教 え

に 従 って 家 族 と他 の 人 々 を連 れ て 出発

し、 荒 野 を しば ら く行 って か ら、 船 を

造 り約 束 の地 へ 向 か え と教 え られ た。

記 録 に よれ ば 、 「か よ うに して 、 私 た

ち は 海 上 に何 日 も何 日 も暮 した 後 、つ

い に約 束 の 地 に 着 き 、 陸 に 上 っ て 天 幕

を張 りそ の 地 を約 束 の 地 と名 づ け た。」

(1ニ ー フ ァ イ18：23)

リー ハ イの 息子 の ニ ー フ ァ イ は 荒 野

で 、約 束 の 地 ア メ リカ の 将 来 に 関 連 し

て 起 こ る こ と を示 現 に 見 た。 彼 は こ う

言 っ て い る。 「眺 め る と 、私 の 兄 弟 た

ちの 子 孫 と大 海 をへ だ て て い る異 邦 人

の 中 に一 人 の 男 が 見 え た 。 す る と神 の
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『み た ま』 が 降 りた も うて こ の 男 に 霊

感 を与 え た も うた か ら、 この 男 は 大 海

を渡 って 約 束 の 地 に い る 私 の 兄 弟 た ち

の 子 孫 の とこ ろへ 行 っ た 。」(1ニ ー フ

ァ イ13：12)

御 存 知 の よ うに 、 こ の 男 は ク リス ト

フ ァー ・コロ ンブ ス の こ とで 、1彼は神

の み た ま に促 され て 海 を渡 り、 ア メ リ

カ を再 発 見 して 神 の 目的 に寄 与 し た 。
　

コ ロ ン ブ ス 自 身 が 、 スペ イ ンの 聖 職

者 た ち に 宛 て た手 紙 の 中 で この よ うに

書 い て い る。 「主 が 私 の 心 を開 き、 私

を海 に送 り出 し、 この 偉 業 に 対 す る情

熱 を与 え て 下 さ っ た 。 私 の 冒 険 を耳 に

し た 人 は 、 馬鹿 げ た こ とだ と言 っ て 私

を嘲 笑 し た。 しか し ぐ聖 霊 が 私 に 霊 感

を与 えて 下 さ っ た こ と を、 い っ た いだ

れ が 疑 うこ とが で き よ うか 。(マ ー ク・

E・ ピー タ「 セ ンTんeθ7ea孟Pγ 認08喫

「大 い な る序 章 」 よ り)

航 海 を始 め て 何 週 間 た っ て も陸 ら し

い もの は何 も見 えず 、船 に暴 動 が 起 き

た ξ 引 き返 す こ とを望 ん だ ピ ン タ号 と

ニ ナ 号 の船 長 に フ ロ ンブ ス は 、 あ と2

日の う ち に 陸 地 が 見 え なか った ら そ の

と きは 帰 ろ う と約 束 し た 。 彼 は そ れ か

ら船 室 に こ も り、 彼 自身 の 言 葉 に よれ

ば 、 「心 を こめ て 主 に 祈 っ た 。」 そ し

て 実 に そ の 翌 日、10月12日 に 、彼 らは

陸 を 目 に し た の で あ る。

、ニ ー フ ァ イ は示 現 に 、宗 教 的 迫 害 を

逃 れ てや っ て来 る 清 教 徒 を も 見 た 。 多

ぐの 国 々 か ら人 々 が ア メ リカ に 来 る こ

とや 、 被 ら の戦 争 や 争 い も見 た 。 ニ ー

フ ァ イ が 言 うに は 、 彼 らは 主 の 前 に へ

り くだ り、 「神 の 御 力 は 約 束 の 地 に き

た 異 邦 人 と共 に あ り、 ま た神 の 怒 りは

こ れ と戦 うた め に寄 り集 っ た 者 た ち す

べ て の 上 に下 っ た の が 見 え た 。 私 ニ ー

フ ァ イ に は 、 束 縛 の 身 か ら免 れ て きた

異邦 人 た ち が 神 の御 力 に よ っ て ほか の

す べ て の 国 民 の 手 か ら救 い 出 され るの

が 見 え た 。」(1ニ ー フ ァ イ13：18、19)

こ う.して ア メ リ カの 植 民 地 は 独 立 を

か ち え」 合 衆 国 政 府 を立 て た 。 そ れ は

ひ とえ に 、 この 地 を神 聖 な 将 来 に備 え
ρよ う

とす る神 の仲 立 ちが あ っ た か ら で

あ る。

そ の 点 で 、 こ の い わ ゆ る新 世 界 の 政

府 樹 立 に 賛 同 し、 こ の 大 き な事 業 を果

たした立派な人々に対 して、私たちは

賞賛 を贈るものである。この偉大な事

業が神の霊感によって行 なわれたこと

は、主の次の言葉か ら明らか である。

「すなわち、わが彼 らに制定 を許した

る』、また正 しく且つ神聖 なる原則に よ

りてあらゆる入々の権 利と保護 とを守

るために維持すべ き人民の律法 と憲法

とに従いて、汝 らの上に権威 を持つ者

に切に願い、か くして、人ことごとく

われより与えられたる良心に従い、未

来に関す る教義 と原理に適 う行を為 し、

か くて審判の 日に至 りて自己の罪を負

うべ きな り。故に、何人も相互に束縛

するは正 しきにあらず。われ実にこの

目的のためにわが挙げたる賢 き人々の

手によりてこの国の憲法を制定せ しめ、

流血によりて;の 国を瞭 えり。」.(教義

と聖約ro1、：77-90)

この国の憲法をおいてほかに、地上

に これほ ど長.く存続 した憲法はない。

私たちは現代の問題に対す る解答 を過

去のこの支書に求め、ほ とんどは見出

す ことができる。それは過去において

も現在においても奇跡である。ワシン

トンもマジソンもそう見ていた。合衆

国憲法は主の導 きの下で書かれた霊感

の書である。憲法の父 と呼ばれている

ジェームズ ・マジソンはその霊感 を認、

め、 「国々の行 く末を統制する力を持

ち、この前途ある共和国を著しく祝福し

て来られた全能者の守護 と導 き」 を信

頼 した。(ピ ーターセン、 「序章」よ

りP.95)

合衆国憲法は、この国に 自由が満ち

あふれ神の福音が栄えるよう、神によ

って生み出されたと私 たちは信 じてい

る。ジョセブ ・ス ミスは次のように述

べた。 「合衆国憲法は輝か しい旗印で

ある。それは神の知恵のうちに起草 さ

れた、天の軍旗である。」(ピ ーターセ

ン 「序章」p.75)

合衆国憲法はことに信教の 自由を保

障している。信教の 自由が宗教改革 を

持続、繁栄させ るか らである。かって

す ぐれた宗教改革者たちの多くが、自

分たちの運動は聖書の基本的なキ リス

ト教教義を改めて主張することだ と述

べ たが、 自分たちには教会の儀式を行

なった り、イエス ・キ・リス トのもとも

との 教 会 を再 建 す る権 威 は な い と認 め

て い た 。 ル ター は 、 「キ リス ト教 は 、

そ れ を 保 護 す べ き 人 々 の 間 に 、'もはや

存 在 し な い」 と言 っ た 。

ア メ リカ ・六 プ テ ス ト教 会 の創 始 老

ロ ジ ャ ー ・ウ イ リ ア ム ズ は 言 っ た。

「地 上 に は正 式 に た て られ た教 会 もな

け れ ば 、教 会 の 儀 式 を執 り行 な う資 格

者 もい な い 」。(リ グラ ン ド ・リチ ャー

ズ 「奇 し きみ わ ざ」p.24参 照)

私 た ち は 、 自由 も、 この 地 に 引 き続

き栄 え た宗 教 改 革 運動 も、 イ エ ス ・キ

リス トの 完 き福 音 が 天 よ り回 復 され る

た め の 準備 と して 起 き た こ と を信 じて

い る。 そ の 回復 は 、1820年 代 予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス を通 して ア メ リカ合 衆

国 に始 ま っ た 。 彼 は 主 か ら選 ば れ 、 天

使 か ら直 接 示 現 を与 え られ て 、古 代 ア

メ リカ大 陸 の住 民 や この民 に対 する神 の

計 らい を記 す 真 正 な記 録 が 載 せ られ た

書 物 を 受 け 取 っ た。 また こ の末 の 時 代

に イ エ ス ・キ・リス トの 教 会 を再 建 す る

た め の 神 権 と権 能 を受 け た 。

この 回復 の と きに 、 父 な る神 と御 子

イ エ ス ・キ リス トが 、 ち ょ う ど昔 の神

権 時 代 の指 導 者 た ち に 現 わ れ た と同 じ

よ う に 、 実 際 に ジ ョセ ブ ・ス ミス に現

わ れ た も う た。 御 二 方 は ジ ョセ ブ ・ス

ミ ス に 、 初 期 の教 会 に 存 在 し た と同 じ

原 則 、儀 式 、組 織 を もつ キ リス トの教

会 が 地 上 に 再 建 され る で あ ろ う と宣 言

され た 。 背 教 が 起 こ っ た の は こ の初 期

の 教 会 か らで あ る。 こ れ は 記 録 の上 で

も明 らか な こ とで あ り、 だ れ も言 い破

る こ とは で きな い 。 この キ リス ト教 会

の 回復 は 、救 い 主 イ エ ス ・キ リス トの

誕 生 と死 と復 活 以 来 、 人 類 史上 最 大 の

出 来事 で あ っ た。

今 述 べ た 古 代 ア メ リカ大 陸 の 住 民 は 、

主 の 来 臨 や 主 の生 涯 とそ の使 命 、 それ

に 続 く死 と復 活 に つ いて 予 言 す る 旧世

界 で の し る しや 奇 跡 と同 じ もの を見 聞

き し た 。 そ し て救 い 主 の誕 生 と死 と復

活 に つ い て 知 っ て い た。 これ は 重 要 な

こ とで あ る。

主 が この 古 代 の ア メ リ カ人 た ち につ

い て 言 わ れ た 言葉 が 、新 約 聖 書 に 記 さ

れ て い る。 「わ た し に は ま た 、 こ の 囲

い に い な い他 の 羊 が あ る。 わ た しは 彼

ら を も導 か ね ば な らな い 。 彼 ら も、 わ
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る で あ ろ う。」(ヨ ハ ネ10：16)

モ ル モ ン経 の 中 に は 、 キ リス トか 復

活 して か ら 「他 の 羊 」 を訪 ね ら れ た こ

とか 美 し く描 写 され て い る。 そ の と き

に 、他 の羊 た ち は 主 の み声 を聞 き、 主

の 手 足 に あ る釘 跡 を示 さ れ て 、 主 を認

め た。 主 か 『わ れ は こ の群 に あ らさ る

ほ か の羊 を有 つ 。 … … 』 とわ れ か 言 い

た る そ の ほ か の 羊 とは す な わ ち 汝 ら の

こ とな り」(IIIニ ー フ ァ イ15：21)と

言 わ れ た こ とか ら 、 彼 らか そ の 「他 の

羊 」 で あ る こ とか わ か る。 主 は 彼 らに
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福 音 を説 か れ た 。 また 聖 餐 の儀 式 を定

め 、 弟 子 た ち を聖 任 され た 。 さ ら に主

は 弟 子 た ち に 聖 霊 を授 け 、病 人 を癒 し、

幼 な 子 を祝 福 す る権 能 を与 え られ た 。

また 、彼 らの ため に御 父 に祈 られ た 。

こ の よ うに 記 さ れ て い る 。 「私 た ち

か 見 た り聞 い た り し た イ エ ス の 御 父 に

対 す る お祈 りは 、 人 の 目か また 見 す 、

耳 か まだ 聞 か な い ほ ど偉 大 で 驚 嘆 すべ

き もの て あ る 。 … … イ エ ス か 、私 た ち

の た め に 御 父 に祈 っ て居 りた も うの を

聞 い た と き 、私 た ち の心 に 満 ち た喜 ひ

は 人 間 の 想 像 か で き な い もの で あ る。」

(IIIニ ー一フ ァ イ17：16、17)
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さて、てはアメリカの将来はどうで

あろうか。自由 という素晴 らしい祝福、

永遠のまことの福音か回復 された他、

そしてこの大いなる出来事か起 きるま

でに万事に備 えと神の導 きのあったこ

となど、どうすれは私たちの感謝 を示

す ことかできるたろ うか。ジェレ ドの

民か初めてこの国に連れて来られた と

きの主の言葉を、私 たちは忘れてはな

らない。 「ごらん、この土地はす ぐれ

た土地てあるか らこの土地を所有する

民はこの地の神に事 えさえすれは、奴

隷 とならず 自由を奪 われす天下のどの

ような国か らもすべて支配 を受けるこ
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とが な い 。 こ の地 の 神 とは 私 た ち が す

で に 記 した 言 葉 に よ っ て 明 らか に 示 さ

れ る イ エ ス ・キ リス トで あ る 。」(イ テ

ル2：12)

今 か らか な り前 に 出 さ れ たBeacoπ

L∫g幡 げH魏o瑠 「ア メ リカ の 発 見 に

関 す る歴 史 の か が り火 」 とい う本 の 中

で こ の本 の 著 者 で あ る ジ ョン ・ロー ド

博 士 は 、 ア メ リ カの 大 い な る将 来 につ

い て 語 っ た後 、 次 の よ うに 述 べ て い る 。

「世 界 は
、 荒 廃 の 跡 も と ど め ず に 壊

滅 し去 る あ ま た の 強 国 を 見 て き た。

い っ た い 古 代 世 界 の 何 が 、今 に 残 っ て

い る だ ろ うか 。 ニ ネベ 、 バ ビ ロ ン 、 テ

ベ ソ 、 ツ ロ 、 そ し て カ ル タ ゴ 、 こ れ ら

富 と権 力 の 大 中 心 都 市 の 何 が 残 存 して

い る だ ろ うか 。 偉 大 な ロー マ も 、法 律

と文 字 と修 復 され た彫 像 以 外 に 何 が 残

っ て い る だ ろ うか 。 … … あ らゆ る 時代

の 古 今 東 西 の 歴 史 の 流 れ を端 的 に表 現

し た ら ど うな る で あ ろ うか 。 それ は 勤

勉 、 富 裕 、堕 落 、 腐 敗 、 滅 亡 とい う流

れ で あ る 。 しか し現 在 の と こ ろ 、 ア メ

リカ に は 古 代 国 家 に 見 ら れ た 滅 亡 を く

い止 め て い る強 い 力 が あ る 。 それ は 一

体 何 で あ ろ うか 。・

そ こ で も し も果 て しの な い 物 質 的 成

長 の あ との 堕 落 と滅 亡 が ア メ リカ の 将

来 だ と した ら 、 コロ ンブ ス は 単 に 物 質

文 明 の 経 験 の 場 を も うひ とつ 人類 に 提

供 した に す ぎ な い 。 ニ ュー ヨー ク を 第

2の カル タ ゴ に 、 ボ ス トン を 第2の ア

テ ネ 、 フ ィ ラデ ル フ ィ ア を第2の ア ン

テ オ ケ 、 ワ シ ン トン を 第2の ロー マ に

す れ ば 、 た だ 古 代 の 歴 史 を繰 り返 す だ

け で あ る 。

は た して ア メ リカ に は 、 過 去 の 歴 史

を繰 り返 し、 そ れ ら を しの ぎ、 豊 か に

強 大 に な る こ と以 上 の将 来 は な い の だ

ろ うか 。 ア メ リ カに は 、 それ に ま さ る

崇 高 な使 命 は な い の だ ろ うか 。 も し も

ア メ リカ に 宣 言 し、 成 就 す べ き偉 大 な

使 命 が あ る な らば 、 ア メ リカ は新 しい

力 を結 集 し そ れ を前 面 に 押 し出 し て い

か な け れ ば な らな い 。 そ の 力 は 物 質 で

は な い 。 そ して そ の 力の み が ア メ リカ

と世 界 と を救 うの だ 。 … … ア メ リカ の

真 の 栄 光 は 、 古 代 文 明 国 家 が 誇 っ た も

の とは ま っ た く違 っ た も の で な け れ ば

な らな い 。 そ れ は 古 代 国 家 に 欠 け て い

たもの、すなわち道徳 と霊性である。」

私たちは皆ア メリカの将来の担い手

である。私たちの務めは、過去に学ん

で、神の戒めを守 りなが ら正 し く前進

す ることである。これに関連して、予

言者 リーハ イが こう述べている。 「そ

れであるから、この土地は主のつれて

来たもう者が所有するために神聖にさ

れている。 もしもこの人々が、主の与

えた もう命令に従 って主に仕えるな ら

ば、この土地はかれらにとって 自由の

国 となり、従ってここに住む者は決 し

て自由 を奪 われ ることがないであろう。

もしも自由を奪われるならば、それは

かれ らの罪悪によるのであって、罪悪

がはび こる時地は悪入のためにのろわ

れるが、義 しい者たちにとってはいつ

までも祝福 をされるか らである。」(II

ニーファイ1：7)

日々、神 に導 きを祈 るとき、私たち

は皆、ジョージ ・ワシントンが祖国の

ために祈 ったと同 じ祈 りを神に捧げる

べ きである。

「この良 き地 を受継ぎとして我らに

与えたまいし全能の神 よ、我 らへ りく

だ り汝に祈 り奉 る。我 ら常に、汝が恵

みを感謝 し、汝がみむねを喜び行なう

民 とならん ことを。

誉れある産業 と健全なる学問 と純潔

なる作法 をもて、この国を祝福 したま

え。

暴力 と不和 と混乱から、また高慢 と

尊大 とあらゆる邪道から我 らを救いた

まえ。

我 らが 自由を守 り、あまたの血族、

国語の民か らなる民衆を統一の国民 と

なしたまえ。

汝が名 により政治の権限を委ねる者

たちに知恵のみたま下 り、もって家庭

に平和 と正義宿 り、汝が律法への従順

に より我 ら、汝が賛美を地の国々に知

らしめ させ たまえ。

繁栄のときに我 らが胸 を感謝で満 た

し、苦悩のときに汝への信頼が砕かれ

るをよみしたもうな。

これ ら皆 を主なるイエス ・キリス ト

により願い奉る。アーメン。」

私たちは教会員に、法 を守る善良、

忠実な市民 となるよう勧めている。
「われ らは、王、大統領、統治者、長

官 に従 うべ き を信 じ、 また 法 律 を守 り、

敬 い 、 支 うべ き を信 ず 。」(信 仰 箇 条 第

12条)'レ 、

ま た 、r善良 、正 直 、 賢 明 に して尊 敬

に 足 る政 治 の 代 表 者 を 熱心 に捜 し求 め 、

支 持 す る こ と も私 た ち の義 務 で あ る。・

今 か ら60年 近 くも前 の1917年4月 の 総

大 会 で 、 ア ン ソニ ー ・W・ ア イ ビ ン ス

長 老 が 宗 教 の 自由 と合 衆 国 憲 法 につ い

て 話 した 後 、聖 徒 た ち に 向 けて 語 つ た

言 葉 を、 こ こ に線 り返 して 参 た レ㌔ ，

「今 日 こ.の場 で 、 こ う 申 し上 げて も許

され る こ と と思 う。 す な わ ち 、.宗教 的

に 、 また 市 民 生 活 の上 で 人 に与 え られ

て い る 自由 は 、 主 に よ って 打 破 され る

べ く樹 立 さ れ た の で は な く、 自由 が 諸

々 の 川 か ら地 の 果 て まで 及 び 、神 の 王

国 が 人 の 間 に確 立 さ れ 、 み こ ころ が 天

に 行 な わ れ る よ うに地 に も行 な わ れ る

ま で 、 こ の地 に 存 続 す べ く樹 立 され た

の で あ る。 父 親 と して の 神 の 宇 宙 に満

ち る 愛 と、 人 類 の 兄 弟 愛 が 認 識 され 、

こ の世 の 王 国 が 、平 和 の 君 と して 統 治

され る キ リス トの 王 国 とな る と きまで。」

(大 会 報 告1917年4月 〔英 文 〕p，54-55)

証 申 し上 げ る。 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ

リス ト教 会 は こ の地 上 の神 の 王 国 で あ

り、 主 が 予 言 者 で あ る スペ ンサ ー ・W

・キ・・ン ボー ル 大 管 長 を通 じて 導 い て お

られ る。 私 は 皆 様 方 に 申 し上 げ た い。

い ず れ の 地 に 住 ま う と も、 す べ て の 人

々 は福 音 の律 法 と儀 式 とに 従 うこ とに

よ っ て 、義 の 実 現 に 努 力 して い た だ き

た い 。 活 発 な 教 会 員 で あ れ ば ～ そ の律

法 と儀 式 とが 何 で あ るか が わ か る で あ

ろ り。 そ っで な い 人 に は ぜ ひ お勧 め し

た い 。 完 き福 音 が 、儀 式 を執 行 す る権

威 を も っ て 回 復 され 、現 在 この 地 上 に

存 在 す る こ と を 、 自分 で調 べ 、 こ の こ

とに 関 す る知 識 と、 証 を得 て 下 さ る よ

うに 。

私 た ちが 福 音 の教 え を受 け 入 れ 、 守

る こ とに よ って の み 、 神 が ア メ リカの

た め に計 画 され た 将 来 は実 現 され 、世

界 が 平 和 と兄 弟 愛 に よ っ て統 合 され る

の で あ る 。 それ が す み や か に 実 現 す る

こ と を 、 イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ

り、 へ り くだ う て祈 る もの で あ る。

ア ー メ ン 。
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4月4日 旧)午 前の部にお ける説教

家族の交流

家族の 交流が しっ くりいかない ときは、各

々が 自ら改めるべさ点を見出 し、反省 しなけ

れ ばならない。

十二使 徒評議 員会会 員

マ ー ヒン ・J・ ア シ ュ トン

ρ譜

数 週間前のこと・途方曙 れたひと
りの 父 親 か ら こ の よ っに尋 ね られ

た。 「だ れ と で も心 が 通 じえ る と思 う

ん です が 、 ど う して 自分 の 息子 と な る

とだ め な ん で し ょ うね 。」

「息子 さん と心 が 通 じ合 え な い とい

うの は ど う い うこ とで す か 」 と聞 く と、

彼 は こ う言 っ た 。

「何 か を言 お う とす る と
、 き ま っ て

息子 は私 を避 け るん で す 。」

そ の と きに 心 を開 い て話 し合 い 、 ま

た そ の 後 も た び た び よ く話 を した こ と

で 、 私 は 結 論 め い た もの を得 た。 そ れ

は 家 族 との 関 係 が う ま くい か な くな る

主 な 原 因 の ひ とつ が 、 人 と人 との 交 流

の 基 本 を知 らな い こ とに あ る とい う こ

とで あ っ た。 家族 との 交 流 は 、時 間 と

手段 と才 能 を使 い 、 ま た伝 え 、分 か ち

合 い 、理 解 す る 忍 耐 が 必 要 な ため 、 犠

牲 で あ る と思 わ れ る こ とが あ る 。 交 流

の 時 間 を 、一 方 的 な 話 や 指 図 や 依 頼 や

お ど し に使 うこ とも 多 い 。 しか し いか

な る場 合 も、 家 族 の 交 流 を押 しつ け や

命 令 に用 い 、 相 手 を 当惑 させ て は な ら

な い 。

家 族 の交 流 を効 果 的 に 行 な うに は 、

感 情 と情 報 の 交 換 を 図 ら な け れ ば な ら

な い 。 み ん な が 時 間 を取 っ て そ こ に加

わ る こ とが 必 要 な こ と を知 っ て い た ら、

家 族 は皆 自由 に 、思 う ま ま に 話 が で き

る で あ ろ う。 家 族 の 話 合 い で は 、 意 見

の相 違 は 無 視 せ ず 、穏 や か に 比 較 考 察

し、評 価 す る こ とで あ る 。 た いて い の

場 合 、個 人 の 意 見 よ り も、 良 い関 係 が

続 くこ との 方 が も っ と大 切 で あ る。 良

い会 話 の 基 本 は 、 話 をや り と りす る と

き の 礼 儀 と相 手 を尊 重 す る気 持 で あ る 。

意 義 の 深 い交 流 が で き る よ うに な る と、

愛 と信 頼 と関心 を伝 え られ る よ うに な

る 。 家 族 が 相 手 に して くれ な い か ら と、

交 流 の 努 力 をあ き らめ て し まい が ち で

あ るが 、 そ の よ うな と き に も、 あ き ら

め ず 対 話 を す る よ うに努 め る 。 互 い に

意 見 が 合 わ な くて も不愉 快 に な ら な い

方 法 を身 に つ け る こ とは 、何 と大 切 な

こ とだ ろ うか 。 決 定 の 前 に話 合 い の 時

間 を持 つ こ とは 、何 と大 切 な こ とだ ろ

うか 。 ジ ョー ンズ ・ス チ ー ブ ン ス は こ

う語 っ て い る。 「心 が 聴 く まで は頭 は

何 も聞 か な い。 そ して 、心 が 今 日知 っ

た こ と を頭 は 明 日理 解 す る 。」

家 族 の交 流 を 円 滑 にす る た め に 、7

つ の 提 案 を した い と思 う。

1.喜 ん で犠 牲 を払 う 聴 く時 間

を喜 ん で 取 る 人 に な る こ と。 家 族 を思

い や り、 自分 の こ とに優 先 して 家 族 の

こ と を考 え る能 力 と自 己 訓 練 を積 む こ

と。 そ の と き、 つ ま り心 を開 き合 う と

き 、教 え る と きの ため に 備 え を して お

くこ とで あ る 。 上 の 空 で 相 手 に 臨 む こ

とな く、 家 族 の 心 をつ か む 術 を 学 び な

さ い 。 「マ マ は 何 で も して くれ るけ ど、

時 間 だ け は割 い て くれ な い 」 と娘 に 言

わ れ るの は 、 悲 し い こ とで あ る 。

「今 忙 しい の が わ か ら な い の
。 邪 魔

しな い で」 と、 私 た ち は す ぐに 口 ぐせ

の よ う に 言 う。 「あ っ ちへ 行 って 。 邪

魔 し な い で 」 とい う態 度 を示 す と き、

家 族 は ど こ に も行 か ず 、 黙 っ て殻 に 閉

じ込 も るだ ろ う。 いつ で も家 族 の み ん

な を そ れ ぞ れ に 受 け 入 れ 、 進 ん で 話 を

し 、心 を打 ち 明 け 、何 で も尋 ね て も ら

う よ うに しな け れ ば な ら な い 。

食事 の 支 度 を し て い る と きや デ ー ト

の あ と 、悲 しい 気 持 ち の と き、 勝 利 に

有 頂 天 の と き、 が っ か り した と き 、 あ

る い は 打 明 け 話 をす る と きな ど 、場 合

場 合 に 応 じて 犠 牲 を払 い 、 交 流 を 図 ら

な け れ ば な らな い 。私 た ち は 自分 の都

合 は あ と まわ し に して 、家 族 の 交 流 の

基 礎 を 固 め る ため に 進 ん で 時 間 を割 か

な け れ ば な ら な い 。 家 族 の 交 流 が しっ

く りいか な い と きは 、 各 々 が 自 ら改 め

る べ き 点 を見 出 し、 反 省す る こ とで あ

る 。

お 互 い に 対 す る 本 当 の 愛 と理 解 を知

る ため に は 、 交 流 が 単 に 言 葉 のや り と

りで は な い こ と を認 識 すべ き で あ る。

そ れ は情 緒 と感 情 と気 づ か い と を賢 明

に 交 わ らせ る こ と、 す な わ ち全 人格 の

表 わ れ な の で あ る。 「あ な たが た の う

ち で 、知 恵 が あ り物 わ か りの よい 人 は 、

だ れ で あ るか 。 そ の 人 は 、知 恵 に か な

う柔 和 な 行 い を して い る こ と を、 よ い

生 活 に よ って 示 す が よい 。」(ヤ コブ3

：13)

2.環 境 を整 え る 場 所 や 周 囲 の

状 態 や 境 環 は 、 快 く、 秘 密 が 保 て 、 し

か も会 話 の 通 じ る所 で な け れ ば な らな

い 。効 果 的 な 交 流 は林 の 中や 山の 上 、

海 辺 、 家 庭 の 夕 べ 、散 歩 の 途 中 、車 の

中 、休 暇 中 、病 院 へ の 見舞 い 、通 学 途
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中 、 ス ポー ツ の 観 戦 中 な ど に で き よ う。

環 境 が 整 っ た ら、 相 手 に 関 心 を集 中 し、

上 手 に 受 け 答 え をす る 。

何 ヵ 月 も何 年 も経 つ と 、試 合 の ス コ

ア は と うの 昔 に忘 れ て し ま う。 しか し、

父 親 とふ た り き りで過 ご し た 記 憶 は鮮

や か に 生 き て い る こ とで あ ろ う。10歳

の 少 女 が 、 ソ ル トレ ー クか らプ ロ ボへ

の行 き帰 りず っ と父 親 と一 緒 の 車 だ っ

た と、 上 気 しな が ら話 し て くれ た こ と

が 、 な か な か忘 れ られ な い 。私 が 「ラ

ジ オ は つ い て い た の」 と聞 くと、 そ の

子 は 「う うん 、 パ パ とず っ とお 話 した

の」 と答 え て くれ た 。 父 親 が 自分 だ け

を相 手 に して く，れ た こ とが 忘 れ られ な

い の で あ る 。 話 の 必 要 が 生 じた と きに

は 、 い つ で もそ の 場 で 環 境 を整 え よ う。

相 手 の 用 意 が あ る と きに は 、 い つ で も

す ぐに 環 境 を整 え よ う。

3.喜 ん で 聞 く 聴 く とい うこ と

は た だ 黙 っ て い る こ とで は な い 。 聴 く

の は 沈 黙以 上 の こ とで あ る 。聴 くに は ・

集 中 力 を要 す る。 だ れ か が 話 し たが っ

て い る と きが 聴 く と きで あ り、 問 題 を

持 っ て い る と きが 相 談 に の る ど きで あ

る 。 私 た ち の 耳 と心 と力 と気 持 が 求 め

ら れ 、 関 心 や 愛 を注 ぐこ とが 大切 な と

き こそ 、聴 く と きで あ る。

慰 め に な る質 問 を して 、 そ の 後 ご く

自然 な 態 度 で 熱 心 に 話 に 耳 を傾 け る能

力 を、 私 た ちは 皆 伸 ば さ な け れ ば な ら

な い 。 聴 く こ とは愛 す る こ と と堅 く結

び つ い て い る。 次 の 言 葉 は何 と力 強 い

こ とか 。 「愛 す る兄 弟 た ち よ。 こ の こ

と を知 っ て お き な さい 。 人 は す べ て 、

聞 くに 早 く、 語 る に お そ く、 怒 る に お

そ くあ るべ きで あ る 。 人 の 怒 りは 、神

の義 を全 うす る もの で は な い か ら で あ

る 。」(ヤ コブ1：19、20)

4.気 持 を率 直 に 話 す 考 え て い

る こ とや 感 じて い る こ とを 口に す る の

は何 と大 切 な こ とだ ろ うか 。 家 族 が お

互 い の 立 場 に 立 っ て 話 し合 え る こ とは

い か に 大 切 な こ とだ ろ う。 私 た ち は 自

分 が 相 手 を ど う思 っ て い る か 相 手 の 想

像 に まか せ が ち で あ る。 そ の た め に 誤
'解 も 多 い

。 相 手 が 自分 を ど う思 っ て い

る か 、 ま た何 を して ほ し い と考 え て い

る か を も し知 っ て い た ら 、 も っ と都 合

よ くい くこ とが 多 い 。

十 二使 徒 評 議 員会 会員 リグ ラ ン ド ・リチ ャー ズ長老

ジ ョン ・バ ウエ ル は 経 験 をこ うつ づ

っ て い る 。 「父 の死 ん だ 日の こ とだ っ

た 。 狭 い病 院 の 一 室 で 、私 は

父 を両 腕 に 支 え て い た 。 そ の とき父 は

頭 を垂 れ た 。 私 は 父 の 頭 を静 か に枕 の

上 に の せ る と 、 母 に 言 っ た 。

『も うだ め だ
。 母 さん 、 父 さ ん は 死

ん だ よ。』 私 は母 に び っ く り した 。 父

を亡 く して最 初 の 言 葉 が なぜ この よ う

だ っ た の か 、 ど う考 えて もわ か ら な い。

母 は こ う言 っ た 。 『あ あ 、 父 さん は あ

な た が とっ て も 自慢 だ っ た の 。 あ な た

を 本 当 に 愛 し て た の よ。』

ど う した わ け 力 私 は そ の 言 葉

か ら 自分 に と て も大切 な もの を教 わ っ
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た 。 そ れ は ま るで 電 光 の よ うで 、 それ

まで 味 わ っ た こ との な い 驚 き で あ っ た 。

しか し、 父 が 死 ん でか ら生 前 よ り も も

っ と父 を知 っ た よ う な 気持 で 、心 に は

鋭 い 痛 み を は っ き り と覚 え た 。

そ の 後 、 医 師 が 死 を確 認 す る間 、、私

は 部 屋 の 片隅 の 壁 に もた れ 曳 ひ っ そ り

と泣 いて い た 。 看 護 婦 が そば に 来 て く

や ざ し く肩 を抱.き、慰 め て くれ た1科

は 涙 で ひ と こ と も話 せ な か っ た 。 私 は

彼 女 に こ う言 い たか っ た 。

『父が 死 ん だ か ら泣 い て る ん じゃ な

い ん です 。 父 さん は ぼ くが 自慢 だ と一

度 も言 っ て く.れなか った か ら。 ぼ く を

愛 して い る って 一 度 も言 っ て くれ な か

っ たか ら。 言 わ な くて も わか って くれ

る だ ろ う って 父 さ ん は 思 っ て い た ん だ 。

ぼ くが本 当 に 大 切 だ 、 いつ もぼ くの こ

と を思 って い る っ て 、 わ か っ て い るだ

ろ う って 。 で も、 父 さん は一 度 だ っ で

ぼ くに 言 って くれ な か っ た ん だ 。』」

(TんeSecγ θ置q/S言aΨ ∫η9加 みo㌍e、「愛 に.

宿 る力 」p74年p.68)

神 が御 自身 の 気 持 を 、 「これ は わ た

しの 愛 す る子 」、 さ らに 力 強 く「こ れ は ・

わ た しの 愛 す る子 、 わ た しの 心 に か な

う者 であ る」(マ タ イ3・ ：17)と 言 わ

れ た の は 、 い か に 意 味 深 長 な こ とか。

.親子 が お互 い に 聞 き合 い 、 話 し合.う

こ とが 交 流 の=番 の 手 段 とな る こ と は

多い 。 思 いや り と愛 の こ も っ た 言 葉 を 、

感 受 性 のr強い子 供 た ち に か け るの で あ

る。 声 だ け で な く語 調 や 感 情 や ま な ざ

しや 身 振 りな ど.、全 人格 を もって 十 分

に 気 持 を.交わせ る よ う、に し な け れ ば な

ちな い。、私 々 ち鉢 娘 や 妻 とう ま、く対 話 、ゐ

で き な い と き1之、 ∫彼 女 の.ど こが 悪

い の だ ろ う」 と考 え が ち で あ るが 、 そ

ん な ど きは 「私 め何 が よ くな い の だ ろ

う」 と考 え るべ きで あ る。 ほ ほ えみ 、

肩 をぽ ん と叩 く気 安 さ、 暖 か い 握 手 も`

大 切 で あ る。 沈 黙 は 溝 を作 る 。 張 りつ

め た 沈 黙 は 不 快 感 を与 え 、心 を傷 つ け 、

多 くの場 合 悪 い結 果 を招 く。

神 は 、 交 流 を持 続 させ る こ との 価 値

を よ く知 っ てお られ 、 私 た ち に絶 え ず

祈 る よう 忠 告 さ れ た 。 神 は ま た 、私 た

ち が 効 果 的 な交 わ りを保 つ とき に 、 そ

れ に 答 え る こ と も約 束 さ れ た 。

5.裁 く「こ と は避 け る 批 判 的 に
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ならず、理解 しよデと努めるこ と。人

の意見や考えに、あきれた様子や不安、

不快な様子 を示 してはならない。冷淡

に応 じることな く、自由意志 をあくま

で尊重 した上で助言 しなさい。肯定的

かつ楽観的な.態摩で働 きかけること。

希望はあ阪 引 き返す道はある。理解

をさらに深めることができる。r.

自分で決定させるために、共通の基

盤 を広げなさい。∫わ牟レもあなたを

.罰しない。お帰つなさい。r今後は もう

罪を犯さないよケに」(ヨ ハネ8：11)

老い う言葉は、一それが語 られた昔 と同

様、今 も有効かっ寛大な言葉である。

，自分め価値観 を入に押 しつけてはな

らない.。人格を'巻きこまず、同時に偏

見や感情 を抜 きに して問題 を扱 うこと

ができれ ば、家族の交流はまず成功で

ある。家族あだれかが適当でない決定

をしたとき、幽その決定に不賛成だがく

本人に選択の権利があ.るし、彼 を愛し

ていることに何の変わりもないといっ

た態度 を取 る忍耐強さと力 とを、私 た

ちは持っているだろうか。

間運いを指摘 し、裁断を下すのは簡

単 であるdた いていの人には、真心か

らのほめ言葉や賛辞の方がずっと難 し

い6親 が子供に間違野をわびるには・

本当の大人 らしさが要求 される。誠意

のある謝罪によって、息子や娘が父母

や兄弟姉妹に対 して非常に温かい気持

を感 じることがよ くある。 「わたした

ちは皆、多くのあやまちを犯す もので

ある。もし、言葉の上であやまちのな

い人があれば、そういう人は、全身 を

も制御するこ との できる完全な入であ
.る

。」.(ヤコブ3：2)

6.秘 密 を守 る ささいな質問や
r意 見

に も、信頼 されるにふさわしい態

度 を取 りなさい。小さなことで信頼 さ

れれば、重大な質問や大切な話 を打ち

明けて もらえるものである。胸深 くた

たんでいることを信頼して打ち明けら

れたら、問題を大切に扱いなさい。信

頼 をかちえること。信頼 し、安心 して

話せ る相手のいる人は本当に幸せであ

る。家族は世間の人よりも信頼できな

い と言 う人があるだろうか。

7.忍 耐する 私たちはあること

について、自分ではで きないのに、人

にばか りして欲 しいと望む ことがある。

家族の交流にお ける忍耐 とは、人にし

て欲 しいと望むこ とを自分が行なうこ一

とである。自分に対する忍耐は、人に

対 して忍耐することによって培われる。

、「よく忍び、真面目にして慎むべ し。

忍耐、信仰、希望、慈悲などの諸徳 を

守 るべ し。」(教 義 と聖約6：19)

忍耐強 く交流に努めるには勇気がい

る。私たちは誇 りと希望 と愛を、常 日

頃真心こめて表現する必要がある。努

力するのに疲れ果てた、もうあきらめ

た、 という様子 を見せてはならない。

家族をだれかの面前で正すことは避

けなさい。穏やかな一対一の対話によ

る方が、物わか りがずっ とよいもので

ある。家族 との関係の中で、穏やかな

忍耐は貴重な徳である。

家族が互いに無視 し合 うとき、そこ

に交流はない。正 しい相互交流の基本

を理解 しないときは、話をしてもそっ

ぽを向かれ、うとまれ、反抗 される。

家族は教会の基本単位 であるので、

私 たちはみな進歩改善に努めるべきで

ある。家族を永遠の もの とし、その一

致をはかるには、常に適切な交流を図

ることが大切である。

私たちが進んで犠牲 を払い、喜んで

耳を傾け、気持 を言葉に奉わし、裁 き

を避け、信頼 を守 り、忍耐することに

より、家庭での交流が さらによく図れ

るよう天父の助けを祈 るものである。

「正 しい言葉はいかに力のあるものか噌

(ヨブ6：25)確 かに、適切な とき適

切 な人に伝える適切な言葉は、非常に

力あるものである。

恵み深 く思 いや りのある天父は、家

族の交流 をもっと効果的に図る必要の

ある私たち、またそれを願 う私たちを

助けて下 さる。私たちがそのために努

力 し、犠牲 を払 うならば、家族の交流

は一致を生む助け となるであろう。 こ

のことが達成できるよう、主イエス ・

キ リス トのみ名によりお祈 り申し上げ

る。アーメン。

☆ ☆
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4月4日(日)午 前 の部 にお け る説 教

「わた しもその 中に

いる の で あ る」

主はみ名によって集まれる者たち に主の力

と影響 力を約束された。

十二使徒評議員会補助

ジ ョ セ フ ・B・ ワ ー ス リ ン

何 世紀も畝 ・仁 スは・ガリラヤ
の 海 の 岸 辺 力ペ ナ ウ ム で 、 弟 子 た

ち に 教 え を授 け て お られ た と き 、 この

よ うに 言 わ れ た。 「ふ た り ま た は三 人

が 、 わ た しの 名 に よ っ て集 ま っ て い る

所 に は 、 わ た し もそ の 中 に い る の で あ

る 」。(マ タ イ18：20)人 類 の 救 い 主 の

み 名 に 従 い 、 み 名 に よ っ て 集 ま り、 礼

拝 し、 また 生 活 の あ ら ゆ る 面 で 自分 を

支 え る 啓発 の み た ま を享 受 す る こ と は 、

末 日聖 徒 の 大 き な特 権 で あ る。

昨 年 の10月 以 来 、 妻 と私 は 中部 ヨー

ロ ッパ 、 ス カ ン ジナ ビ ア 、 フ ィ ン ラ ン

ドを管 理 す る11名 の 伝 道 部 長 、8名 の

ス テ ー キ部 長 との仕 事 で 、 何 千 キ ロ に

も及 ぶ 旅 を して きた 。 私 た ち は そ の 旅

で 、 イ エ ス が 共 に お ら れ る とい う事 実

を 身 を もつ て 、証 し て い る1，500名 余

りの 宣 教 師 た ち に 出会 っ た 。 私 は 彼 ら

か ら 、故 郷 の 人 々 に 自分 た ち の 大 き な

愛 と感 謝 を伝 え て くれ る よ うに と頼 ま

れ た。 彼 らが 証 を述 べ るの を 聞 け ば 、

皆 さ ん も真 理 の福 音 に対 す る 熱 意 と愛

に 文 字 通 り身が 震 うこ とで あ ろ う。

ヨー ロ ッパ に 駐 留 す る軍 人教 会 員 の

こ と も忘 れ て は な らな い 。 彼 らの ほ と

ん ど に と っ て 、 イエ ス ・キ リス トの福

音 はす べ て で あ る。 彼 らは 、救 い主 の

み 名 に よ っ て 「ふ た り また は三 人 が 集

ま っ て い る所 に 」 存 在 す る み た ま を受

け て い る。 福 音 が 彼 らに 与 え る もの は

信 じが た い ほ どに 大 き く、 素 晴 ら しい 。

彼 ら青 年 た ち と そ の 家 族 は 教 会 の 誉 れ

で あ り、 感 化 す る力 で あ る 。 彼 ら は最

も熱心な教会員たちである。彼 らは何

千 ドル もの献金 をし、計 り知れない時

間 と努力をヨーロッパの教会堂の建築

に捧 げている。ほ とんどの人は教会堂

が完成 して献堂 されるまでに帰国する

か転任するので、教会堂 をその目で見

ることはないとい っのに。しか しやは

り、ヨーロッパの王国のみ業の一番の

栄光は、福音に従 い、福音を人々に伝

えるためたゆまず喜んで働 く大勢の忠

実 な教会員である。

私心な く働 く聖徒たちが自らの身に

負った責任は、40年 間バプテス ト派の

牧 師をしてきたジェームズ ・コービル

に予言者ジョセブ ・ス ミスを通 して与

えられた次の啓示に述べ られるとお り

である。 コービル兄弟は、末 日聖徒 に

なる第一歩は教義 と聖約に記 されてい

るように、この福音 を心か ら受け入れ

ることであると諭 された。主のみ言葉

はこうである。 「そもそも、これわが

福音な り。す なわち、悔改めと水のバ

プテスマ、而して後火 と聖霊によるバ

プテスマあ り。すなわちすべての事 を

示 しまた王国の平和なることを教 うる

か『の 『慰め主』のバプテスマ来らん。」

(教義 と聖約39：6)

福音を受け入れた後に携わる務めが

コービル兄弟に告げられた。これはま

た、現代の私 たちに与えられている不

変の義務でもある。主はこう言われた。
「もし汝か く為 さば、われ汝の為に一

つの更に大いなる事業を備 えたり。汝

はわが末の世 に遣 りたるわが完全なる

福音 と、イスラエルの家に属するわが

民を回復せんがために発 したる誓約 と

を宣ぶるべ し。」(教 義 と聖約39：11)

また、コービル兄弟にこのような約束

も与えられた。 「その時汝にその権能

留まらん。而 して汝は大いなる信仰を

与えられ、われは汝 と共にあ りて先立

ち行 くべ し。」(教 義 と聖約39：12)こ

の神権時代に教会が回復 されてか らわ

ずか9ヵ 月後にジェームズ ・コービル

兄弟に下 されたこの言葉は、そのまま

現在の私 たちにもあてはまる。これは

また、救い主がこの地上でみ業に携わ

っておられたときに約束されたことの

力強い繰返 しにほかならない。ふた り

か3人 が主のみ名によって集 まる所に

は主 もいるとい う約束は、私たち一人
一人に対す る限 りない愛を証 した素晴

らしい宣言であ り、教会の礼拝や個人

の生活や家族の親 しい輪の中にも主が

お られるという保証である。

イエスは家族の親 しい輪の中にもお

られるということに関連 して、あるふ

た りの姉妹のことを話したい。ふたり

は、私の友人で、遠 く離れた別々のス

テーキ部に住んでいる。ひとりの姉妹

は教会外で結婚 した。彼女は夫を改宗

させ て神殿で結び固めを受けたいと願

っていた。彼女は非常に愛らしく霊的

な人であった。 しか し夫は、みたまを

感 じることなく、福音の真理を理解せ

ず、家族の宗教生活にも全 く影響を及

ぼ していない。それに.もかかわらず、
この姉妹は家庭の中で素晴らしい模範
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を示 し、 子 供 た ち を連 れ て一 緒 に教 会

の責 任 に 励 ん で い た 。 彼女 と子 供 た ち

は教 会 を怠 け た り無 関 心 に な っ て も当

然 と思 わ れ る の に 、 か え っ て イエ ス の

次 の 教 え を身 を も って 示 して い る の で

あ る。 「そ の よ うに 、 あ な た が た の光

を人 々 の 前 に 輝 か し 、 そ して 、 人 々 が

あ な たが た の よ い お こ な い を見 て 、 天

に い ます あ な た が た の 父 をあ が め る よ

うに し な さ い 。」(マ タ イ5：16)

も うひ と りの姉 妹 は忠 実 な 末 日聖徒

と結 婚 した 。 と こ ろが 、何 年 か 経 つ う

ち に 彼 らは 、 家 族 の 活 動 に ：主 を迎 え る

よ う、 イエ スの み 名 に よ っ て 共 に礼 拝

し よ う とい う初 め の 頃 の 決 意 をつ い つ

い 忘 れ て し ま っ た 。 教 会 や 教 会 の教 え

る 原 則 を感 謝 す る気 持 は変 わ ら なか っ

た が 、 自分 た ち が今 や 「き きめ が な く

な っ た」 地 の 塩 だ と い う現 実 を忘 れ て

い たの で あ る(マ タ イ5：13参 照)。

あ る と き 、 こ の姉 妹 は 先 の 姉 妹 と子

供 の 話 を し て い て 、 彼 女 に こ う言 っ た 。

「教 会 員 で な い 人 と結 婚 して お られ る

の に 、 お.宅の お 子 さん た ち は ど う して

こ ん な に.良い 子 で 教 会 に も活 発 な ん で

し ょ う。」 最 初 の姉 妹 は こ う答 え た 。

L緒 に 日曜 学 校 や 聖 餐 会 に 連 れ て 来

ます か ら。」 す る と2番 目の 姉 妹 が 驚

い て 、 「私 も行 か せ て ます わ」 と言 っ

た 。 す る と初 め の姉 妹 は 力 を 入 れ て 言

っ た。 「い い え 、 私 は 子 供 を連 れ て 行

くん で す よ。」 こ の 姉 妹 の 場 合 が 、 イ

エ スが 言 わ れ た よ うに 、 「ふ た り また

十二使徒 評議 員会補 助 ア ルマ ・ソニ長 老(右)と 友 人
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は 三 人 が 、 わ た しの 名 に よ っ て集 ま っ

て い る所 に は 、わ た し もそ の 中 に い る」

と い う例 で あ る 。 そ れ は 家 庭 で も ど こ

で も 、私 た ちの だ れ もが 経 験 で き る こ

とな の で あ る。

ま た あ る と き、 イエ ス は 、 「わ た し

は 戸 の 外 に 立め て 、 た た い て い る」(黙

示3：20)と 言 わ れ た 。 私 た ち が 戸 を
　

あけてイエスを自分 の生活に招 き入れ

ない限 り、イエスは私たちの所に来ら

れない。それが単なる知識に とどまっ

ている場合 もあろう。 しかしそれでは

力 とならない。知識は人を動かさない。

理論 も同様である。人間の行動の源は

もともと知性ではな く感情にあり、ま

た行為が感情を呼び起こすのである。

このことが教義 と聖約の次の聖句に述

べ られている。 「誰にでも汝らを受け

入るる者には、われ もまたそこにあら

ん。そは、われ汝 らの前に先立ちて行

くべ ければな り。われは汝らの右に在

り、また左に在 らん。わが 『みたま』

は汝らの心の中に在 り、またわが天使
』らは汝 らを囲みて懐 き支えん

。」(教 義

と聖約84：88)

救 い主 を受げ入れ、そのみこころを

行なうときにだけ、 「正 しいことをし

ているという気持」が得 られる。戒め

を破れば、またそれな りの 「気持」に

なるのである。息子や娘の不従順や罪

を恥 じて、.首をうなだれ胸 を痛める両

親の姿は、それを説明 している。彼ら

は途方に暮れて言 う。 「良い子に育て

たつ もりだ。いつ も良い家族だった。

こんなことをするように教えは しなか

った!」 と。子供たちはすべてを頭で

学んでいた。しか し学んだ概念は必ず

しも良いことをしようという希望や意

志 を生 じない。無知だけが罪や悲 しむ

べ き行動 を引き起こすわけではないの

である。良 くない行ないの底にはたい

てい、希望の欠如 と、強い動機や正 し

い影響力の不在、そして概念の実践不

足が見られる。善を行ない、・「義 に飢

えかわいている」(マ タイ5：6)人

は、善 を行なおうという気持を自分の

行動によって生かすのである。福音の

第一原則 と表裏一体 をな しているのが、
「望みの原則」、すなわち神 と隣人を「心

をつ くし、精神 をつ くし、思いをつ くし

て 」(マ タ イ22：37)愛 そ う とい う望

み で あ る。 そ の 高 遙 な 目標 を達 す る た

め に は 、 神 の み こ こ ろ に か な っ た働 き

を な し、 イエ ス を生 活 に招 き入 れ る霊

的 な気 風 を育 て な け れ ば な ら な い 。 そ

し て 「神 の 栄 光 を ま こ こ ろ もて 仰 ぎみ

て 」(教 義 と聖 約4：5)生 活 す る の

で あ る 。

教 会 の 立 派 な伝 道 部 長 、 軍 人 、宣 教

師 、熱 心 な 教 会 員 の 生 活 に は 、 そ の確

信 が は っ き り と見 られ る 。 救 い主 が ふ

た りか3人 か そ れ 以 上 の 中 に お られ る

と い っ こ と につ い て 、 私 の 言 わ ん とす

る こ とが聖 書 の 中 に あ る 。 パ ウ ロが 霊

の 完 成 が ど う して得 られ る か を雄 弁 に

述 べ た くだ りを 見 て み よ う。 「なぜ な

ら、 わ た し た ち の福 音 が あ な た が た に

伝 え ら れ た と き、 そ れ は言 葉 だ け に よ

らず 、 力 と聖 霊 と強 い 確 信 とに よ っ た

か ら で あ る。 わ た した ちが 、 あ な た が

た の 間 で 、 み ん な の た め に どん な こ と

を し たか 、 あ な た が た の知 っ て い る と

お りで あ る。

そ し て あ な たが た は 、 多 くの 患 難 の

中 で 、 聖 霊 に よ る喜 び を もっ て 御 言 を

受 け いれ 、 わ た した ち と主 とに な ら う

者 とな り… … 。」(1テ サ ロ ニ ケ1：5、

6)

も う一 度 強 調 す るた め に 、 これ ら霊

感 に よ る書 物 が 私 た ち一 人一 人 に 語 っ

て い る こ と を述 べ て み た い 。 パ ウ ロ は 、

自分 が テサ ロニ ケ の 人 々 に話 した こ と

が 無 駄 に な らな い で 大 き な 関心 を もっ

て 開 か れ 、教 え た こ とが 彼 らに正 しい

生 活 を した い とい う強 い望 み を引 き起

こ した こ と を喜 ん だ 。 彼 は 聖 きみ た ま

が 、教 え られ た こ とが 真 実 で あ る とい

う確 信 を彼 らに 与 え た と、 力説 して い

る 。 そ して 、何 の た め ら い もな く、 自

分 の生 活 も教 えが 真 実 で あ る こ との 証

拠 で あ る と悟 っ た。 パ ウ ロ は 、福 音 の

メ ッセ ー ジ が 多 くの苦 難 に もか か わ ら

ず 喜 び と幸 せ を も っ て受 け 入 れ られ た

こ と を喜 ん だ 。 そ して最 後 に 、 何 に も

ま さ っ て 素 晴 ら し い と思 わ れ る の は 、

彼 らが 隣 人一 人 一 人 に 対 し て 力 強 い 模

範 ζな って い た こ と、 そ し て彼 らか ら

主 の み 言 葉 が は るか 遠 い 国 々 の 人 々 に

ま で 及 ん で い た こ とで あ る。 パ ヴ ロ は 、

人 々が 旅 の 先 々 で立 派 な 善 行 や 神 へ の

信仰 を話 して くれると言って彼らを賞

賛 した。

神の律法 と戒め を学び、守ることに

よって教会員が信仰 と義にかなった生

活 と霊感 を常に得てきたことを、しば

しば思い起こす とよいであろう。

聖徒たちが新 しい土地に入植 したと

きのことである。 どの位の期間もつ家

を建てればよいかが問題になった。そ

れまではよくあちらこちらと移 り住ん 』

だか らである。予言者ジョセブ ・ス ミ

スにそのことを尋ねると、彼は 「永遠

にいるつ もりで建てなさい」 と答えた。

教会の指導者 は今 も、一時た りとも神

聖な使命 を見失 うことはない。彼らは

私たちのために、またあとに続 く人々

のために、永遠に備えて建設 している

のである。

教会の歴史を注意深 くひもとくと、

だれもが学ぶべき大切 な教訓がある。

私たちの教会の成功は、教会員の神に

対する信仰 と、決 して手っ取 り早い道

を取 らず、イエス とイエスの神聖な教

えを積極的に私たちの中に取 り入れて

きた、熱意ある力強い指導者の霊感に

よる指導に負っているのである。

イエス ・キ リス トの福音が真理であ

ること、偉大な予言者スペンサー ・W・

キンボール大管長の人を動かす指導力、

力あ り魅力ある世 の模範 となる彼の生

活、教会幹部の兄弟たちの神聖な召し、

そして世界中の数 多い末 日聖徒の善良

な生活に見 られる力と気高さ、それら

を証することは、実に私の特権である。

私たちがふた りか3人 で集まる所は

どこにで も、私たちの義 しさゆえに救

い主がその中に訪れて下 さるよう、イ

エス ・キリス トのみ名により祈るもの

である。アー メン。

☆ ☆
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4月4日 ㈲ 午前の部における説教

4つ の事柄

聖徒への提案。

十二使 徒評 議員会補助

ロハ ー ト ・L・ シ ンフ ソ ン

する兄弟姉妹、この福音は真実で
愛

あ り、私 た ち は そ の こ と を よ く知

っ て い る 。私 た ち は こ の 大 会 で何 と う

る わ しい霊 感 を感 じた こ とか 。 ま た語

られ た メ ッセ ー ジ も非 常 に 素 晴 ら し く、

真 理 に か な っ た もの で あ っ た 。

私 は まず 最 初 に 、皆 さん に南 太 平 洋

の 人 々 か らの 愛 を お伝 え した い 。 皆 さ

ん が か の 地 か ら愛 を持 ち帰 ろ う と した

ら、旅 行 鞄 が ふ たつ 余 分 に い るで あ ろ

う。 皆 さん に そ の愛 をお 伝 え し、 南 太

平 洋 の 人 々 が 愛 と信 仰 に 満 ち あ ふ れ て

い る こ と を、 是 非 知 っ て い た だ き た い

と思 う。

私 た ちは 主 イエ ス ・キ リス トの 弟 子

と して今 こ こ に会 して い る。 私 た ち は

主 を愛 して お り、 主 の み 業 に 力 を尽 く

した い と思 っ て い る 。 ま た天 父 は そ の

子供 た ち を、 現 在 生 きて い る 者 、 ま だ

この世 に 生 ま れ て い な い者 、 す で に こ

の世 を去 っ た者 す べ て を愛 して お られ

る。 私 た ちは 自 ら決 意 す る こ とに よ っ

て その 仕 事 の 一 端 を担 え る の で あ る 。

伝 道 の 書 第5章4節 、5節 に こ う記

され て い る。

「あ な た は神 に 誓 い を な す とき
、 そ

れ を果 す こ とを延 ば して は な ら な い 。

神 は 愚 か な者 を喜 ば れ な い か ら で あ る。

あ な たの 誓 っ た こ と を必 ず 果 せ 。

あ な た が 誓 い をして 、そ れ を果 さ な い

よ りは 、 む しろ 誓 い を しな い ほ うが よ

いQ」(伝 道5：4 、5)

こ の教 会 の すべ て の会 員 は 、バ プ テ

スマ の水 を く ぐって 主 に従 う と き、神

聖な誓いをその身に負 う。そして7日

の間の1日 、安息日に、私たちは聖餐

にあずかってその聖 なる誓いと約束を

新 たにしようと、共に集 う。

私は、教会員である私たちが4つ の

大切な目標を心に深 く留めるよう提案

したいと思 う。 これ ら4つ の目標はい

ずれ も人に関連 した ものである。主の

教会は人を本位 とした教会だか らであ

る。主の究極の目的、すなわち 「人に

不死不滅 と永遠の生命 とをもたらすな

り」(モーセ1：39)と いう目的を達する

手伝いをしたいと思 うならば、私たち

は救い主がなさったように、何よりも

まず人に心を向けなければならない。

人が永遠の生命を受けるには、神権

が必要である。神権の働 きが必要であ

り、神権の原則に従 うことが要求 され

る。主の教会の会貝であると自称する

人々の生活の原則は以下の4つ である。

第1自 分 自身 と身近な自分の家族に

主のみ前に立つ用意をさせ る責任 を負

う。

第2兄 弟を守 る者 となり、教会員を

助ける責任 を負う。

第3最 も貴重な賜である福音 をまだ

知 らない人々にわかつ責任を負う。

第4す でに死んでいる自分の親族に

永遠の祝福にあずかる機会を与える責

任 を負 う。

自分自身の福利が第一番にあがって

いることに注意 していただきたい。な

ぜなら、あとの3つ の大切 な責任は、

力と確信があって初めて達成できるか

らで あ る。 世 間 に は 「盲 人 が 盲 人 を 手

引 きす る」 た ぐいが 実 に 多 い 。 私 た ち

の知 識 の源 は 光 と真 理 で あ る。 そ れ は

絶 え ざ る 啓 示 の 美 しい 器 に 盛 られ た神

の み 言 葉 で あ る 。真 理 と光 は 、 まず 実

際 に 自分 が 受 け て こそ 周 囲 に伝 え る こ

とが で き るの で あ る。 救 い 主 は 霊 的 に

恵 まれ な い 人 々 に生 け る水 を与 え られ

た 。 私 た ち も そ れ が で き る よ うに努 め

るべ き で あ る。 私 た ちの 役 割 は 、や り

と りす る だ け の 本 売 りで は な い 。 本 の

中 に あ る教 え を正 し く伝 え るた め に 、

自分 自 身 を も差 し出 す の で あ る。 真 理

は 、 そ れ を伝 え る 人 の 証 とそ の 人 自身

の ふ さ わ し さ を両 の 翼 に した と きに 、

最 も広 く行 き わ た るの で あ る。

主 は ペ テ ロに 、 「あ な た が 立 ち 直 っ

た とき に は 、兄 弟 た ち を 力 づ け てや り

な さ い」(ル カ22：32)と 言 わ れ た 。

こ の と きに 主 に答 え た ペ テ ロの 返 事 が 、

ま た重 要 で あ る 。 「主 よ 、 わ た しは獄

に で も、 ま た死 に至 る ま で も 、 あ な た

と ご一 緒 に 行 く覚 悟 で す 」。(ル カ22：

33)

神 の み 業 と栄 光 は 、 私 た ちの 備 え に

始 ま る 。 主 は 「皆 各 々 そ の義 務 を覚 れ 」

(教 義 と聖 約107：99)と 勧 告 して お ら

れ るが 、 そ れ に は 「まず 神 の 国 を求 め

な さ い」(マ タ イ6：33参 照)と あ る

よ うに 、献 身 が 要 求 さ れ る。そ して 「わ

た しに 従 っ て きな さ い 」(マ タ イ19：

21)と あ る よ うに 、 た だ ひ とつ の 道 を

歩 む こ とが 要 求 され る の で あ る。

喜 ん で 自分 の 生 活 を 改善 しよ う と い
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う心 意 気 を示 す ま こ との 改 宗 が あ っ て

こ そ 、私 た ち は この 召 しに 応 え る用 意

と 、 人 々 を力 づ け る用 意 の で き た確 固

た る地 盤 に 立 つ 者 と な れ るの で あ る。

2番 目の 責 任 は 、 兄 弟 の 守 り手 、 姉

妹 の 守 り手 とな っ て 、失 わ れ た羊 を捜

し、 互 い に 王 国 の教 義 を教 え合 う こ と

で あ る 。

ホー ム テ ィー チ ン グが 、 教 会 員 の 生

活 に 最 も密 着 した 、 神 よ り霊 感 に よ っ

て 定 め られ た方 法 で あ る こ と を皆 さん

に 証 した.い。 ま た 、 こ の 強 力 な神 権 の

活動 と肩 を並 べ る の が 、扶 助 協 会 の 家

庭 訪 問 活動 で あ る 。 パ ウ ロ は テ モ テ 人

に 書 簡 を送 っ た と きに 、 ホ ー ム テ ィー

チ ン グ と家庭 訪 問 の 精 神 を よ く把 握 し

て い た 。 「そ して 、 あ な た が 多 くの 証

人 の 前 で わ た しか ら聞 い た こ と を、 さ

らに ほ か の 者 た.ちに も教 え る こ との で

き る よ うな 忠 実 な 人 々 に 、 ゆ だ ね な さ

い 。」(IIテ モ テ2：2)

さ らに 主 か ら の 直 接 の み 言 葉 が あ る。

「ま た わ れ 汝 ら に一 つ の誠 命 を与 う
。

す な わ ち 汝 ら互 い に こ の 王 国 の 教 義 を

教 ゆ べ し。」(教 義 と聖 約88：77》

こ れ は 単 な る提 案 で は な い 。 「わ れ 汝

ら に 一 つ の 誠 命 を与 う」 と言 わ れ て い

る の で あ る 。

昔 ホー ム テ ィー チ ン グ に つ い て 良 い

話 を聞 い た こ とが あ る。 話 し手 が ス コ

ッ トラ ン ドの 格 子 じ ま の肩 掛 け を手 に

して 、 一 色 一 色 を教 会 の そ れ ぞ れ の プ

ロ グ ラ ム と仮 定 して 下 さ い と言 っ た 。

彼 は こ う質 問 した 。 「ホー ム テ ィー チ

ン グは どの 色 です かdそ の 答 え は こ う

で あ っ た 。 「ホー ム テ ィー チ ン グ は 一

色 で は あ りませ ん 。 こ の織 物 の 全 体 が

そ う な の で す。」正 し く行 な う な らば 、

ホ ー ム テ ィー チ ン グ は各 家 族 の 様 々 な

必 要 に 応 ・じて 、教 会 の あ らゆ る面 を包

み 込 む もの で あ る。 私 は この 考 え 方 が

好 き で あ る。 私 た ち は ホ ー ム テ ィー チ

ン グ を「も うひ とつ の 別 の プ ロ グ ラ ム 」

と考 え が ち だが 、 ホー ム テ ィー チ ン グ

は 教 会 の 全 活 動 と同 じだ け の 長 く広 い

範 囲 を カバ ー で き る し、 ま た そ う あ る

べ きで あ る 。

さ て 、 現 在 地 上 に住 ん で い る40億 の

人 々 は す べ て 、 天 父 に とっ て 非 常 に 大

切 で あ る。 これ ら の 人 々 に は皆 さ んや

私のもっているものが必要 なのである。

彼らが聞 く機会 を得、望むらくはそれ

を受け入れるようにす ることが、私 た

ちのひとつの重要 な責任である。私た

ちはそれによって天父のみ業 と栄光 を

成就す るのを、すなわちすべての子供

たちをこの輪の中に連れ来るのを手伝

うのである。

そこで3番 目の 目標、私 たちが自ら

に引き受けた誓いでもあるこの 目標に

40億 の人々 も関係 しているのである。

それには、今用意ができている人々を

捜 し、教 え続けることである。この教

えは整然 としてふさわしい誠実な方法

でこそ与えることができ、人を導 き真

理の福音 を無条件で受け入れさせ るこ

とが可能なのである。救い主が 「全世

界に出て行 って」(マ ルコ16：15)と

言われた通 り、約23，000の つわものが

今 出て立っているのである。真理の福

音 はおよそ55ヵ 国に伝えられているが、

予言者はこの努力もまだ十分ではない

と言 う。教会の25歳 以下の独身者は宣

教師にな り得るとみなし、残 りの人々

は彼 らを教 え、励 まし、できるだけ自

力で出られるように資金作 りを援助 す

べ きである。

キ・シボール大管長は、「最近の南太平

洋地域大会の会場のひとつ となったフ

ィージーにおいて、数十名のイン ド人

改宗者に会い感慨深げであった。大管

長 はイン ド人の開拓者である彼らに、

将来ふさわしい時にイン ド人民に福音

がもたらされる可能性を見たのである。

シ ドニーで行なわれた日曜 日午前の

大会の模様は、開会か ら一時間、国営

テレビ放送でオース トラ リア全土何千

何万の家庭に実況中継 された。話は素

晴らしく、合唱は平素の力以上のでき

ばえであった。シ ドニー ・オペラハ ウ

スを会場にできたことはまさに奇跡で

あつ 、それには劇的な裏話がある。ひ

とことで言えば、シ ドニー ・オペ ラハ

ウスは通常2、3年 前から予約があり、

現実に今までキャンセルは1件 もない

という歴史を持 っていた。 ところが大

会まで、2ヵ月足 らずの時に、どういう

理由からか、キャンセルが1件 あった。

この理由は主以外に知 るよしもない。

それがちまうど、大会の予定されてい

た 週 末 だ っ た の で あ る。 主 は不 思 議 な

方 法 で働 き 、奇 跡 を行 な わ れ る。 ま た

テ レ ビの放 映 は 、 オ ペ ラハ ウス を会 場

に 獲 得 で き た の が 大 いに 力 あ って の こ

と で あ っ た。

オー ケ ス トラ の教 会 貝 で な い 人 々 の

テ レ ビ を見 て の感 想 を聞 い て い た だ き

た い。

あ る 人 は こ う言 っ た。 「さあ 、 ど う

言 っ た らわ か っ て も ら え るか な 。 家 族

の つ なが り と、 そ れ に お 互 い の 愛 に つ

い て よ く理 解 で き まし た ね 。 ち ょ っ と

古 臭 い け ど。 で もぼ くは 霊 的 に理 解 で

き ま した よ。」

ま た あ る人 は 言 っ て い る。 「私 は モ

ル モ ン で は あ りませ ん が 、 そ れ で も教

会 の プ ロ グ ラ ム に 深 い知 恵 が あ るっ て

感 じ ま した 。」

「大 管 長 の 説 教 で
、 お 宅 の教 会 に つ

い て 、 どん な 本 を読 む よ り もた くさん

の こ とが わ か りま した 。 合 唱 は きれ い

だ っ た し、 話 も よ か った 。 た い した も

の で す 。」

「今 朝 の 話 は
、実 に 霊 的 で した 。 終

り.まで聞 け な い の が 残 念 です 。私 も教

会 に 行 か な くて は な らな い の で失 礼 し

ます 。」

ま た こ の よ うな 手 紙 を書 い て きた 人

もい る。 「何 で も結 構 で す か ら本 を送

っ て 下 さ い 。 是 非 、読 み た い と思 い ま

す 。 で も訪 問 は今 の とこ ろ控 え て 下 さ

い 。」

こう言 う人もいた。 「霊的なテレビ

放送を見て、神様 と隣人への愛で胸が

いっぱいにな りました。」

そ して最後にある人はこう言ってい

る。 「天国が想像できるものなら、こ

の素晴 らしい人たちが教えて下さった

ものがそれです。是非救われたい と、

今思っています。答えが本当にここに

あるんです。よろしくお願いします。」

全世界が助けを求めている。この意

義ある前進に加わることは素晴らしい

ことではないだろうか。天にも喜びが

あるに運いないρ私たちは宣教師にな

ることを決意 している。これを理解 し

ていない人は、耳 を傾けていない人で

ある。

天父の子供の中で私たちの援助が必

要な最：も大勢の人々は、すでに死んで
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いる私たちの親族である。バプテスマ

を受けた私たち教会員が自分の先祖か

ら顔をそむけようものなら、それこそ、

みんなが熱心に求めている終極の祝福

を必ずや逃 してしまうことだろう。予

言者ジョセブ ・ス ミスはそのことを教

義 と聖約の128章 に記録 している。彼

は1824年 、主のみたまと導きの下 で、

教会貝にこう書き送った。 「さてわが

親愛なる兄弟姉妹よ。われ断言す、こ

は死者 と生者とに関す る原理原則にし

て、われらの救いに関して決 して軽々

に見過すべからざるものなり。それ死

にたる者の救いは必要に して、死にた

る者の救わるることはわれ らの救いに

とりて必須なることな り。パ ウロわれ

らの先祖に就きて言いたる如 くわれら

な くば彼らは完 うせ らるることなし。

すなわちわれ らの死にたる者なくば、

われらもまた完 くなる能わず。

(教 義 と聖 約128：15)

私 た ち は 昇 栄 を求 め て い る。 そ れ は

完全 を意 味 して お り、 そ の た め に進 む

方 向 は 明 らか に され て い る。 私 た ち は

死 者 な くして 完 全 に は な れ な い。 彼 ら

、を捜 し出 し 、彼 ら 自 身で 行 な え な い こ

と を私 た ちが 代 わ っ て して あ げ な け れ

ば な らな い。

私 た ちの 多 くは 、 今 は コ ン ピ ュ ータ

ー や マ イ ク ロ フ ィル ム が 自分 に代 わ っ

て 全 部 して くれ る とい う誤 っ た考 え を

抱 い て い る 。 これ らの近 代 設 備 は 大切

叱 で有 益 で あるが
、人 が 自分 で しな け れ ば

な らな い こ と を怠 る な ら 、機 械 は 人 の

た め に 救 い を用 意 して は くれ な い 。 昇

栄 に 近 道 は な い の で あ る。

兄 弟 姉 妹 、 先 祖 を救 い な さ い 。 救 わ

な け れ ば な らな い。 そ れ が 私 た ちの 務

め で あ る 。福 音 をあ らゆ る 国 民 、種 族 、

国 語 の 民 に 携 え行 き な さ い 。 そ れ は義

務 で あ り、務 め で あ る。 兄 弟 の 守 り手

とな っ て 、 互 い に教 え合 い な さ い 。 そ

れ は 義 務 で あ り、私 た ち の務 め で あ る。

自分 自 身 の なす べ き こ と を よ く知 り、

小 さ な弱 点 を克 服 す る こ とに よ っ て 、

家 族 を救 い な さ い 。 そ う し なけ れ ば な

ら な い 。 そ れ は私 た ち の務 め で あ る。

そ れ は す べ て こ こ で 、私 や 皆 さん か

ら 、天 父 と交 わ した 約 束 と誓 い か ら始

ま る の で あ る 。 主 は こ う言 わ れ た 。

「あ な た は神 に 誓 い をな す と き
、 そ

れ を果 た す こ と を延 ば して は な らな い 。

神 は 愚 か な者 を喜 ば れ な いか らで あ る 。

あ な た の 誓 っ た こ と を必 ず 果 せ 。」

(伝 道5：4)

こ れ が 、私 た ちす べ て の た め の 私 の

願 い で あ り祈 りで あ る。 イ エ ス ・キ リ

ス トの み 名 に よ っ て 。 ア ー メ ン。
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4月4日 旧)午 前の部における説教

「正 直な 人 は

神 、最高 の傑作」

はび こり広 がる不正 は、政治や社会、そ し

て私たち個人の尊厳 をも脅か している。

十二使徒評議員会会員

]一 トン ・B・ ヒ ンク レー

主 に霊感をた劾 るままに・最 碑
近 な事 柄 とさ れ て い る こ とに つ い

て 話 を した い。 しか し私 は 、 そ の事 柄

こ そ が 福 音 の 本 質 に属 す る と信 じる も

の で あ る。 これ か ら話 す 人 格 の 特 質 な

しに は 、社 会 は 骨 組 み も ろ と も醜 悪 と

混 乱 の なか に 崩 壊 して し ま うこ とで あ

ろ う。 そ の 人格 の 特 質 とは 正 直 で あ る。

私 は 匿 名 の 手 紙 を何 通 とな く受 け 取

る が 、 そ の 中 に 興 味 を引 く もの が あ っ

た。 封 筒 に は20ド ル 紙 幣 と簡 単 な 手 紙

が 入 っ て い た。 それ に よ る と、 手 紙 の

主 は何 年 か 前 に 私 の 家 に 来 てベ ル を鳴

ら しか か っ た が 、返 事 が な い の で 、 ド

ア を押 して み る と鍵 が か か っ て お らず 、

そ の ま ま 中 に 入 って そ こ ら を歩 き ま わ

っ た。 そ して 戸棚 の 上 に20ド ル 紙 幣 を

見 つ け 、 失 敬 して 帰 っ た と い う。 そ れ

か ら何 年 も の 間 、彼 は 良 心 に責 め られ 、

今 そ の お 金 を返 し た とい う わけ で あ っ

た 。

封 筒 に は 私 の お 金 を使 っ て い た期 間

の 利 息 は 入 っ て い なか っ た が 、心 打 た

れ る そ の 手 紙 を読 み な が ら 、25年 の 問 、

絶 えず 良 心 に責 め さ い な まれ た そ の 高

利 を思 っ た 。 彼 に は 、償 い をす る まで

平 安 が な か っ た の で あ る。

先 日、 地 方 新 聞 に そ れ と似 た話 が 載

っ て い た。 ユ タ 州 宛 に200ド ル を 同封

し た無 記 名 の 手 紙 が 届 い た 話 で あ る。

手 紙 に は こ う書 い て あ っ た。 「同封 の

お 金 は 、私 が 州 職 員 と して働 い て い た

間 に 使 っ た 封 筒 、 紙 、切 手 な どの 代 金

で す 。」

あ ち こ ち で 少 つ ずつ 失 敬 した 人 が 、

そ の不 正 に使 っ た もの をみ ん な で 返 す

と した ら 、役 所 や 会 社 や 店 に どん な に

お 金 が 殺 到 す る こ とだ ろ うか 。

ス ー パ ー の 紙袋 や 店 で 買 っ た ネ ク タ

イや ブ ラ.ウス の値 段 に は 、 どれ も万 引

き さ れ る分 を上 乗 せ して あ る。

あ る人 々 は 立 派 な名 前 を何 と も安 く

売 り渡 し て い る。 それ で 思 い 出す の が 、

5ド ル に もな らな い 品物 を取 っ て逮 捕

さ れ 、 人 々の 話 題 に の ぼ っ た有 名 人 の

例 で あ る。 彼 が 有 罪 の 判 決 を受 け た か

ど うか は 知 らな い が 、小 さ な悪 事 で 公

衆 に糾 弾 され た こ とは確 か で あ る。 少

な く と も あ る程 度 、彼 は そ れ ま で の善

行 や 彼 に で き る善 行 の 多 くを 、 そ の 愚

か な行 な いで 台無 しに した の で あ る。

私 た ち は 飛 行 機 に 乗 る た び に 、 身体

検 査 や 所 持 品 検 査 を され 、 そ れ に要 す

る 費用 を も旅 費 と して 払 っ て い る。 そ

の 金 額 は総 計 何 百 万 ドル に もな るが 、

そ れ は 皆 、 不 法 に 恐 喝 を働 く一 握 りの

人 が 恐 ろ し い嘘 を つ くため で あ る。

創世 紀 に 注 目す べ き言 葉 が 載 っ て い

る， 「ア ブ ラハ ム は ソ ドム の 王 に言 っ

た 、 『天地 の 主 な るい と高 き神 、主 に

手 を あ げ て 、 わ た しは 誓 い ます。 わ た

しは 糸 一 本 で も、 くつ ひ も一 本 で も、

あ な た の もの は何 も受 け ませ ん 。」(創

世14：22、23)

幸 い に も、 正 直 の 原 則 を守 る人 た ち

が まだ い る。 最 近 私 は 日本 の大 阪 か ら

名 古 屋 ま で 列 車 に乗 っ た。 駅 に 友 人 た

ち が 出 迎 え て くれ て 、 妻 が うれ し さ の

あ ま り、 車 内 にハ ン ドバ ッ グ を置 き忘

れ て し ま った 。 私 た ちは 東 京 駅 に 電 話

を し て事 の 次 第 を 説 明 し た。 そ れ か ら

3時 間 ほ ど し て列 車 が 終 着 駅 に着 くと、

国 鉄 か らハ ン ドバ ッ グが あ っ た とい う

電 話 が きた。 私 た ち は 東 京 に寄 らな か

っ た の で 、1ヵ 月余 りし てか ら、 ソル

トレー ク ・シ テ ィー の 自宅 に ハ ン ドバ

ッ グが 届 い た 。 そ れ が 戻 って きた と き、

中 身 は そ っ く りそ の ま まで あ っ た。

しか し残 念 な こ とに は 、 こ の よ うな

経 験 は だ ん だ ん ま れ に な っ て きて い る。

か つ て は 人 々 の 道 徳 、 倫 理 の標 準 に

よっ て 制 御 され て い た こ と も、現 在 は

法律 で 取 締 ろ う とす る。 こ う して 法 令

は ふ え 、行 政 官 庁 の 出 費 は ます ます拡

大 し 、拘 置所 は 増 設 の 一一途 を た ど るが 、

不 正 の 奔 流 は か さ を増 し なが ら流 れ 続

け る、

無 論 、嘘 をつ く とい う行 為 は 目新 し

い もの で は な い 。 人類 の 歴 史 が 始 まっ

た 頃 か ら存 在 し た。 「：主は カ イ ンに 言

わ れ た 、 『弟 ア ベ ル は 、 ど こ に い ます

か』。 カ イ ンは 答 え た 、 『知 り ませ ん 。

わ た しが 弟 の 番 人 で し ょ うか 』。」(創

世4：9)

古 代 イ ス ラ エ ル の予 言 者 マ ラ キ は 問

うた。 「人 は 神 の 物 を盗 む こ とをす る

だ ろ うか 。 しか し あ な た が た は 、 わ た

しの 物 を盗 ん で い る。 あ な た が た は ま

た 『ど う して わ れ わ れ は 、 あ な た の物

を盗 ん で い るの か 』 と言 う。 十 分 の一一

と、 さ さ げ物 を も っ て で あ る。

あ な た が た は 、 の ろ い を も って 、の
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ろ わ れ る。 あ な たか た すへ て の 国 民 は 、

わ た しの物 を盗 ん て い るか ら て あ る。」

(マ ラ キ38、9)

ペ ン テ コス テ の 奇 跡 か あ っ た後 て さ

え 、教 会 に入 っ た 人 た ち の 間 に 詐 欺 か

あっ た。 改 宗 者 か 自分 た ち の 土 地 を売

り、 代 金 を持 っ て きて 使 徒 た ちの 足 元

に 置 いた。

「と こ ろか
、 ア ナ ニ ヤ とい う人 とそ

の 妻 サ ノピ ラ とは共 に 資 産 を売 っ た か 、

共 謀 し て 、 そ の 代 金 を こ ま か し 、一

部 た け を持 っ て き て 、使 徒 た ち の 足 も

とに 置 い た。

そ こ て 、 ペ テ ロか 言 っ た 、 『ア ナ ニ

ヤ よ 、 と う して あ な た は 、 自分 の心 を

サ タ ノ に奪 わ れ て 、聖 霊 を欺 き 、地 所

の代 金 を こ まか し たの か。

売bす に残 して お け は 、 あ な た の も

の て あ り、売 っ て しま っ て も 、 あ な た

の 自 由 に な っ た は す て は な い か 。 と っ

して 、 こ ん な こ と をす る気 に な っ た の

か 。 あ な た は 人 を欺 い た の て は な くて 、

神 を欺 い た の た 』。

ア ナ ニ ヤ は こ の 言 葉 を聞 い て い る う

ちに 、倒 れ て 自か 絶 え た。

三 時 間 は か りた っ て か ら 、 た また ま

彼 の 妻 か 、 この 出来 事 を知bす に 、 は

い っ て きた。

そ こて 、 ペ テ ロか 彼 女 に む か っ て 言

っ た 、 『あ の地 所 は 、 これ これ の値 段

て売 っ た の か。 その とお りか 』。彼 女 は

『そ うてす
、 そ の 値段 てす 』 と答 え た。

ヘ テ ロ は 言 っ た 、 『あ な た か たふ た

りか 、心 を合 わせ て 王 の御 霊 を試 み る

とは 、何事 て あ るか 。 』

す る と女 は 、 た ち ま ち彼 の 足 も とに

倒 れ て 、 自か 絶 え た。」(使 徒51-

10)

今 の 時代 に 、不 正 を見 破 られ た 人 か

ア ナ ニ ヤや サ ノピ ラ の よ う に死 ぬ こ と

は な い。 しか し そ の 人 の 内部 の何 か か

死 ぬ。 良'いの ，自 はふ さか れ 、 品1生は し

ほ み 、 自尊'いは 消 え 、 清廉 さ は死 ぬ。

!ナ イ 山 て 、 王 の 指 は石 板 に律 法 を

記 した。 「あ な た は盗 ん て は な らな い 」

(出エ ノ プ ト2015)と 。 ま た そ の 命

令 に3つ の 戒 め か 件 っ た。 そ の い す れ

の 戒 め を破 る こ と も不 正 直 て あ る。「あ

な た は姦 淫 して は なbな い。」 「あ な た

は 隣 人 につ い て偽 証 して は な ら な い。」
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「あなたは隣人の家をむさぼってはな

らない。」(出エジプ ト20：14、16、17)

不正直な くして、姦淫はあっただろう

か。俗に罪悪 は 「ごまか し」 とされて

いる。確かにごまかしであろ う。罪悪

は徳 を失わせ 、誠実 と聖なる約束 と、

また自尊心 と、真実をごまかし奪 うの

である。罪悪 は詐欺で もある。最 も悪

質な不正である。それは人間関係の最

も神聖なものを裏切 ることとな り、神.

と人 との間に交わされた誓約 と約束 を

拒否することにもなるか らである。 ま

たそれは、あさましい背信であ り、神

の律法を投げ捨てる利己主義であ り、

その他の不正同様 に、悲嘆 と痛恨 を生

み、伴侶の胸を痛め、子を裏切 る行為

である。
「あなたは偽証 してはならない。」

偽証 も不正である。先 日のテレビに、

27年 も刑務所暮らしをした婦人の話が

あった。他の人々の偽証によって有罪

とされたことが、最近それらの証人の告

白によって明らかとなったのである。こ

れは極端 な例だとは思うが、皆 さんは嘘

の証言によって評判 を落 とされた り、

心 を傷つけられた り、生涯を台無 しに

されたりした例を知 らないだろうか。

今私は、第2次 世界大戦の当事国が

どんな策略を弄 したかがこまごまとつ

づ ちれた歴史書を読んでいる。 ウィン

ス トン・チャーチルの言葉 を載せた「ボ

ディーガー ド・オブ ・ライズ」(「虚言

の護衛」)という本であるが、そこにチ

ャーチルのこういう言葉があった。「戦

時には、真実は非常に貴重で、虚言の

護衛が常時必要なほどである。」(丁舵

SecoπdWorZdWα γ 「第2次 世 界大

戦」第5巻 より)こ の本には、敵味

方の様々な計略が暴露されている。そ

れを読みながら、戦争は悪魔のひとり

舞台で、一番大 きな犠牲は真理である

との観を強 くした。

不幸なことだが、嘘やペテンは平和

協定が署名された後もずっと横行 し、

戦時中にその訓練 を受けた人が、平和

な ときにも腕前の披露に励んでいる。
一そして

、悪は毒性 を増 しつっ風土病の

ように広がっているのである。

わが国が抜 き差 しならない状態に落

ち込んで大統領が世界に真実を語 らな'

くなったとき、国の信用は地に落 ち、

いまだ回復は得られていない。2世 紀

前に、己れの生涯 と未来とこの国を建

てるという神聖 な栄誉 を誓った建国の

父たちの態度に比べ、近年私たちが目

撃す る行為は、何 と陰うつであろうか。

かの独立宣言後 、その署名者たちの多

くは貧 しい生活の うちに死んでしまっ

たが、彼 らの永遠の栄光にかけても、

だれもその神聖 な栄誉 を汚さなかった

と言いたい。
「あなたはむさぼってはならない。」

むさぼ り、すなわ ち不正、人を毒する
・この悪は、世間の不幸の大半を生み出

しているのではないだろうか。強欲な

人.々は何 という安 っぽい値で自分の人

生を売 り渡 していることか。私は最近、

大商社の役貝 を主人公にした小説 を読

んだ。社長の死に伴い、先任 の副社長

が社長の椅子 をねらう物語である。ス

トー リーは、尊敬 される有能 な人間が、

人より先になろうとする欲のために原

則を曲げ、噛ついには 自分 をすっか り駄

目に'し、会社 まで も巻 き添えにして壊

滅させ るという非常に興味をそそる話

である。 これはフィクションだが、実

業界や政界、また各種団体のこれまで

の歴史は、人を顧みず不正に昇進 しよ 「

うとして他人や結局は自分をも滅ぼし

てしまうどん欲な人々の話ぞあふれて

いるQ

才能 ある善良な人々が、自分の品性

を目の前でろうに変わる飾 り物や、た

だまとわりつ く悪夢 と交換 している。

欺まんや ごまか しや不正のない男女

は、なん と類 まれな宝玉 、なんと貴重

な宝石であろうか。 この数週間、合衆

国や 日本や ヨーロッパの新聞の一面に、

贈収賄 として悲 しむべ き不正の記事が

載った。摘発されたその事件に関連 し

て、ベ ンジャ ミン ・ブ ランクリンリ言

葉が思い出される。 「小 さな漏れが巨 ，

船 を沈める。」 まだ、アン ドリュー ・

ジャクソンの言葉には、 「自由社会は

国民の美徳な くして立ち行かない」と。

箴言の作者はこう語った。
「主の憎 まれるものが六つある、否、

その心に、、忌み きらわれるものが七っ

ある。

すなわち、高ぶる目、偽 りを言 う舌、

罪 な き人 の 血 を流 す 手。

悪 し き計 りご と をめ ぐらす 心 、 す み

や か に悪 に 走 る 足 、

偽 り をの べ る証 人 、 ま た兄 弟 の う ち

に 争 い をお こす 人 が これ で あ る。」(箴

言6：16-19)

昔 、 イ ギ リス の詩 人 が 述 べ た思 い は 、

今 も な お真 実 で あ る。 「正 直 な 人 は神

最 高 の 傑 作 」(ア レ クサ ン ダー ・ポ ー

プAπEsε αツoπM飢Ep魏ZelII、

痂e248)正 直 の あ る と こ ろ 、他 の 美

徳 が そ れ に伴 う。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の信

.仰箇 条 の最 後 に は 、 そ れ が 確 認 さ れ て

い る。 「わ れ ら は 、正 直 、 真 実 、 貞潔 、

慈 善 、高 徳 な るべ きこ と、 お よ びす べ

て の 人 が 善 を行 うべ き を信 ず 。」

私 た ち は 、』寄 せ られ た 信 頼 に応 え る

た め に は 、正 直 で な け れ ば な らず 、 誠

実 で な け れ ば な らず 、 また 徳 高 くな け

れ ば な らな い。 か つ て は 、 教 会 員 の 間

で 、 人 の 言 葉 は 証 文 の よ う に堅 か っ た。

私 た ち は先 人 よ り も信 頼 に お い て 、正

直 に お い て 、 劣 っ て は い な い だ ろ うか。

私 の 声 を聞 い て い る 人 で 、 こ の原 則

を守 っ て い る方 々 に 申 し上 げ た い。 主

は あ な た を祝 福 さ れ る で あ ろ う。 あ な

た に は 、 だ れ に も恥 じ る こ とな く、真

理 の 陽 光 の 中 を胸 を張 っ て 歩 む 尊 い権

.利が あ る。 他 方 、 も し も改 善 の 必 要 が

あ る な らば.今 私 た ち が 立 っ て い る と

こ ろか ら始 め な さ い。 神 よ りの 力 を求

め る な らば 、 神 は必 ず 助 け て下 さ る。

そ うす れ ば 、私 た ち の 心 に は平 安 が あ

るで あ ろ う。 ま た 、私 た ち と生 活 を共

に し 、交 わ る人 々 は祝 福 さ れ る で あ ろ

う。

私 た ち の め ざ して働 く大 義 が 真 実 で

あ る こ と、 そ して神 な る御 父 が 生 きて

お られ る こ と1い つ か 私 た ち は み な 神

の み 前 で 申 し開 き をす る こ と、 また そ

の 愛 す る御 子 、私 た ちの 救 い 主 、 貝費い

主 、真 理 の 主 で あ る御 方 が 実 在 して お

られ る こ とを皆 さ ん に 証 す る。イ エ ス ・

キ・リス トの み 名 に よ り、 ア ー メ ン。
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4月3日(±)午 後 の 部 に お け る説 教

1入は 自分 の まいたもの を」

神の不変の律法に従う ことによリ大いなる

祝福がもたらさ'れる。

十二使徒評議員会会員

L・ ト ム ・ベ リ ー

「主 モーセに謝 て言いたまわ く・

見よ、われこの天 とこの地に就

きて汝に啓示す。わが語 るところの言

を記すべ し。われは始めな り終 りな り、

全能の神な り。わが生みたる独子によ

りてこれらのものを創 りたり。然 り、

始めにわれ天と汝の立つ ところの地を

創 りた り。」(モ ーセ2：1)

私は聖典 を学び、地上の住居 を創造

する備えとしてなしたもうた主の驚 く

べ きみ業について考 えるとき、主が創

造の過程で用いておられ る体系 と秩序

に感動を覚え、主の創造の業に対 して

畏敬の念を抱か ざるを得ない。まず皆

さん と共に、この創造の過程 を簡単に

復習 してみたいと思 う。

初めに、主は人類が住む地上の住居

を創造するに当って どのような条件 と

取 り組まねばならないかを調べ られた。

その条件は決 して安 易ではなかった。

主が ご覧になると、地は形な く空 し

かった。そして深い渕の面には暗黒が

あった。創造の過程にあって主が最初

に取 り組まなければならなかったこと

は、光 をもたらすことであった。光は

地上の住居を造るために必要不可欠な

要素であった。主のみ業の先駆け とな

る光が もた らされたことにより、初め

て天 と地を分けることが可能 となった

のである。

さて、今や地上の住居が造られたの

で、主は人類のために供給体系 を設け

られた。主は地球を創造 されると、陸

と海に分け、陸には青草 と、種子 を生
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じる草 と、実を結ぶ果樹を置かれ、そ

れぞれに種類に従って繁殖する自己繁

殖体系 を与えられた。

これ ら植物の成長作用を継続させ る

ためには、地軸 を傾け、地球 を自転 さ

せることが必要であった。それは日照

時には成長を、夜問には休息をもたら

すためである。地球の自転はこのほか

に、日と季節 と年 を記録するための時

間の記録体系 という恵みをもたらした。

さて、主の植物体系が活動を開始す

るようになったので、主はそれらをご

覧になって善 しとされた。次に主は動

物の創造に目を向けられた。初めに主

は海の魚を創造 し、次いで空の鳥を創

造 された。また、家畜 と地の獣 とすべ

ての地 を這 うものとを創造 し、それ ら

に種類に従 って殖える能力 を与えられ

た。

こうして地球の創造は完了し、人類

の住まう場所 となった。海 も乾いた陸

も、夜 も昼 も、動物 も、すべ ては人

類 のために創造 されたのである。供給

体系はここに完成した。時の始めから

最後の最後に至 るまで人類に必要不可

欠なすべてのものは、勤勉である限 り

人に供給されるのである。

主は再び創造物をご覧になって、甚

だ善 しとされた。すべては男 と女 とを創

造するために備えられたのである。す

べての創造の業は地上の家庭 を築 くた

めに設けられたので、ふたりは今や、

生活に必要なそれ らの もので生計を立

て、維持することが可能 となった。男

と女 す な わ ち 人 類 が 必 要 とす るす べ て

の もの は供 給 され た の で 、 初 め て 人 は

現 世 で の行 な い に責 任 を持 つ こ とが で

き る よ うに な っ た の で あ る。

聖 典 に は 、 主 が 人 に 次 の よ うな責 任

を与 え られ た こ とが 記 され て い る 。「わ

れ 神 、 彼 ら を祝 福 して 彼 ら に言 い け る

は 、豊 に 生 め よ 、 殖 えま 、 地 に 充 ち よ 、

地 を従 わせ よ 、 ま た海 の 魚 と空 の 鳥 と

地 の上 に 動 くす べ て の 生 き物 を治 め よ

と 。」(モ ー セ2：28)

主 の 自然 界 の 創 造 物 が 活 動 を始 め る

こ とは 、 明 らか に 定 め られ た こ と で あ

っ た 。 主 が 定 め られ た 自然 界 の 法 則 は

永 遠 で あ り不 変 で あ る 。 人 は この 自然

の 法 則 に 対 す る理 解 を深 め る に 従 っ て 、

法 則 に 従 っ た と き の結 果 を 強 い 確 信 を

もっ て 知 る こ とが で き る の で あ る。

自然 界 の創 造 を終 え ら れ た 後 、 主 は

人 類 の 願 い に 応 え て 、 現 世 の 試 し の期

問 、 人 は 自 ら を どの よ う に 治 め るべ き

か を教 え られ た。 人 は こ の 戒 め を通 し

て 、 こ の地 上 に生 き長 ら え て い る 間 、

自 らの 行 動 を治 め る よ うに 求 め られ て

い る。 戒 め を守 る こ とに よ って もた ら

され る報 い は 、前 も っ て は っ き り と知

る こ とが で き る 。 反 対 に 、 神 の戒 め を

顧 み な い と き罰 が 下 さ れ る こ と も疑 い

も な く確 か な こ とで あ る 。 主 は 人 に 次

の よ うに 断 言 して お られ る。 「お よ そ 、

人 贈 物 を与 え ら る る に これ を受 け ず ば

何 の 益 あ らん や 。 見 よ、 彼 は贈 られ た

る もの を喜 ば ず 、 ま た 贈 り し人 を も喜

ば ざ るな り。
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わ れ また 誠 に 汝 らに 告 ぐ。 お よ そ 律

法 に よ りて 支 配 さ る る者 は ま た律 法 に

よ りて 護 られ 、 これ に よ りて 全 くせ ら

れ 聖 くせ ら る る な り。

律 法 を破 り律 法 を守 らず して 己 れ の

欲 す る と こ ろ を行 わ ん と し、 進 ん で 罪

の 中に 住 りま た 全 く罪 の 中 に 住 る者 は 、

律 法 に よ りて も また 愛 憐 、正 義 、 審 判

に よ りて も聖 くせ られ 得 ず 。 さ れ ば こ

れ らの 者 た ち は 、 な お 常 に糠 れ の 中 に

止 ま ら ざ るべ か らず 。」(教 義 と聖 約88

：33-35)

これ らの 聖 句 に つ い て は 、 「教 義 と

聖 約 注 解 」 に次 の よ うに 記 され て い る。

「神 が 下 され たす べ て の律 法 は
、私 た

ち が そ れ を守 る こ とに よ っ て 守 護 さ れ 、

全 くせ られ 、 また 聖 くさ れ る とい う本

質 を持 っ て い る 。 も し私 た ちが 知 恵 の

言 葉 を 守 れ ば 、私 た ち の 肉体 は 清 く保

た れ る で あ ろ う。 ま た 、什 分 の 一 の 律

法 を遵 守 す れ ば 、 利 己 的 で な くな り正

直 に な る だ ろ う。 ま た祈 りを捧 げ れ ば 、

聖 霊 との 交 わ り を もつ こ とが で き よ う。

す べ て の こ とにつ いて 自 らの 義 務 を果

た す よ うに 努 力す る な ら、 私 た ち は 日

一 日 と完 全 に 近 づ いて い くの で あ る
。

一 方
、律 法 に 支 配 され る こ とを拒 み 、

自 ら の 好 み に 律 法 を合 わせ る 人 は聖 め

られ な い 。 彼 ら は 律 法 に 属 せ ず 、憐 れ

み と正 義 と審 判 の 及 ぶ 範 囲 内 に は いな

い 。 そ して 、 な お常 に 汚 れ の 中 に 止 ま

らな け れ ば な ら な い の で あ る 。 私 た ち

は神 の律 法 に 従 う努 力 をす る と きの み 、

神 の 憐 れ み を要 求 す る こ とが で き る。

正 義 の 神 は 裁 き の場 に お い て 、神 の み

こ こ ろ を 行 な った め に 払 わ れ た す べ て

の正 直 な努 力 を考 慮 され るで あ ろ う。」

(ハ イ ラ ム ・M・ ス ミス 、 ジ ャ ン ・M

・シ ョダ ー ル 「教 義 と聖 約 注 解 」p.546)

この よ っに 、主 は知 恵 と私 た ちに 対

す る大 い な る愛 を も って 確 固 とし た不

変 の 、信 頼 に 足 る 土 台 を確 立 され たの
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である。従って私たちばその土台の上

に結果は私たちのふさわしさにかか っ

ているという確信 をもって、自己の生

活を築 くことができる。

アメリカ合衆国の初期の建設者たち

は、神の律法に相反 しない人間の律法

が必要なことをはっきりと理解 してい

た。そのひとり、アレクサンダー ・ハ

ミル トンは次のように述べている。「人

の定め た律法 も、それが神 の律 法に

反するならば何 ら正当性はない。また

正当な律法であっても、その権威はす

べて直接的であれ間接的であれ神の律

法に起源を有 しているのであるd

ジョン ・アダムズは公正な政治が有

する可能性について理解 していた人で

ある。彼はこう記している。 「ある国

家が聖書を国の唯一の書と見なし、全

国民が聖書に記されている戒律に従っ

で自らの行為 を律する としたらどうで

あろうか。道理上、すべての国民は節

制、倹約、勤勉を義務づけ られるであ

ろう。また、隣人に対する公正 、親切、

仁愛と、神への敬意、愛、敬慶を義務

づけられるであろう。このような国家

においては、だれ一人 として暴食や飲

酒や肉欲 で健康 を損 う者はいないであ

ろう。また賭け事や良 くない娯楽、そ

の他のつまらないことに貴重な時間を

浪費する者はだれ もいないだろう。盗

んだ り偽証 をしたりす る者 もましてや

隣人か ら詐取する者はひ とりとしてい

ないであろう。国民は平和の中に暮ら

し、すべての人に好意 を示すであろう。

そして創造主を冒濱 したりその尊厳を

はずかしめる者 もひとりとしていない

であろう。道理 をわきまえた、しか も

雄々しく誠実でなおかつ心からの敬神

と献身が全国民の心を支配するであろ

う。このような国家こそユー トピア、

パラダイスであるd

地球の創造の始めか ら、私たちは主

の計画に秩序があることを知った。何

千年にわたる歴史は、神が一貫性があ

ることを証明している。ジョン ・アダ

ムズと全 く同様、確かに私たちは節制、

倹約、勤勉がもたらす結果を知 ってい

る。 これらが人の活動の中に見出され

るとき、努力に対する報いとして富 と

繁栄が豊かに注がれるのである。正義
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と親切 と仁愛は必ず平和 と愛 と一致 を

生む。暴食や飲酒、肉欲が どんな結果

をもたらすかは、はっきりと予言でき

る。それらは必ず この肉体 を傷つける

のである。私たちはまた、弱った肉体

が精神の働 きにどのように影響を及ぼ

すか も知 っている。同様に、ひとりの

人の破滅は他の人々にも影響を与える

のである。盗みを働いた りうそをつい

た り、詐取 した りすればどのような結

果 を招 くかは明白である。そうした文

字通 り私たちの受継 ぎを奪 い取るよう

な行為は、何の実 りももたらさないこ

とを私たちは知っている。

数 日前、私 は飛行機の中で、著名な

教育者 と通路を隔てて席を共にする機

会があった。そのとき、彼は聞いたば

か りの教育体験 を話して くれた。

ある日行なわれたテス トで、数学の

教師が次のように言ったとい うのであ

る。 「きょうはふたつの試験を行ない

ます。三角関数 と正直についての試験

です。私は皆 さんに両方共合格 してほ

しいと思っていますが、もし失敗する

とすれば三角関数の試験で失敗 してほ

しい と思います。世の中には三角関数

の試験に合格できない大勢の立派な人

がいますが、正直 という試験に合格で

きない人はひ とりもいないか らですd

今 日、私たちの社会はいかに高潔さの

もたらす祝福 を必要 としていることだ

ろうか。

あらゆる健全な社会は、主の聖なる

律法に基づいた、共通不変の価値 をも

つ ものを必要 としている。この共通の

中心的な価値 をなす ものは、人類の行

動 を支配するすべての律法の基本 とな

る原則でなければならない。この基本

的な価値体系によって統治される社会

では、平和 と繁栄、喜び と美、徳 、達

成が見 られる。 しか し、これらの基本

的な原則 を離れようと企てた社会は、

文字通 り破滅しているのである。

私たちは今 、自分たちの社会がこの

基本的な価値体系を教えるための能力

に欠けていることに気づかないでいる

のではないだろうか。犯罪や個人の罪、

無責任、野蛮行為、仕事上の不正、不

道徳、個人的な修養の足 りなさ、など

の増加に 目を留めないでいるのではな

いだろうか。神の律法に基づいた共通

不変の価値 をもつ ものを積極的に保護

しようとしないために、神の存在を否

定す る少数の急進的なグループが、私

たち自身の価値体系を自由に選ぶ とい

う権利を私たちか ら盗んでいるのであ

る。
「そもそも創世の以前 より天に於い

て定め られ 々る一つ の変 らざる律法

あ りて、あらゆる祝福はこれに基 くな

り。

すなわち、われら何にて も神 より祝

福 を受 くる時は、この祝福の基 く律法

に従 うによりて然るな りd(教 義 と聖

約130：20、21)

主は、私たちが祝福 を受けるための

道 を明確に示 してお られる。主は御 自

身の聖なる律法によ り、私たちの正義 .

の度合いに応 じて必ずや祝福 をお与え

下 さるであろう。私 たち人類に重 くの

しかかった疑問は、主のなしたもう事

柄が時代の別な く全 く一貫 しているに

もかかわらず、時代が変わるごとにな

ぜ主の律法を試みなければならないの

だろうか ということである。今や私た

ちの立場 をもう一度考えてみる時では

ないだろうか。私たちが今、個人の生

活や家族、社会、そして国家の中に築

いているものは、神の律法にしっか り

と根 をおろした ものだろうか。今 こそ

パウロの警告に再び心 を留める時であ

る。

「まちが ってはいけない、神は侮 ら

れるようなかたではない。人は 自分の

まいたものを刈 り取 ることになる。

すなわち、 自分の肉にまく者は、肉

から滅びを刈 り取 り、霊にまく者は、

霊か ら永遠のいのちを刈 り取るであろ.

う。

わたしたちは、善を行 うことに、 う

み疲れてはならない。たゆまないでい

ると、時が来れば刈 り取るようになるd

(ガ ラテヤ6：7-9)

神の祝福があって私 たちがまく者 と

な り、永遠の生命 を刈 り取 ることがで

きるようにイエス ・キリス トのみ名に

よ り、へ りくだ りお祈 り申し上げる。

アーメン。
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4月4日 旧)午 後 の 部 に お け る説 教

生 ける予言者

生 ける予言者が与え られているの は、今 日

私たち に、主の望んでおられ ることを知ら廿

るためである。

七十 人最高評議員会会員

ロ ー レン ・C・ タ ン

は 好 奇 心 か ら 、ユ876年4月 の 総 大私
会 の 記 録 を取 り出 し、建 国100年 目

の 大 会 で は どの よ うな こ とが話 され た

か を調 べ て み た。 そ れ ほ ど多 くは語 ら

れ て い なか っ たが 、 百 年 祭 の行 事 と し

て は予 定 外 の 、 しか も最 もは な ば な し

か っ た と思 わ れ る あ る 出来 事 を知 っ た 。

そ れ は 、1876年4月5日 、総 大 会 の

前 日の こ とで あ る。 ア ー セ ナ ル の丘 に

あ っ た4つ の 火薬 庫 が 爆 発 した 。 そ の

丘 は神 殿 の 北 東L5キ ロ程 の 所 に あ る

た め 、 爆 発 し た40ト ン もの 火 薬 に よ っ

て 、石 や コ ン ク リー トの破 片 が 市 全 体

に 飛 び 散 り、数 十 キ ロ離 れ た 地 点 で も爆

音 が 聞 こ え た程 で あ っ た と い う。 さ な

が ら 「裁 きの 日」 が 訪 れ た よ うな 観 が

あ っ た と報 告 され て い る。 翌 日、 総 大

会 の 開 会 に 出 席 した 人 々 は 、 この こ と

を し き りに話 題 に した もの と思 わ れ る。

大 会 自体 は き わ め て 興 味 深 い も の で

あ っ た。 主 に 、什 分 の 一 の 捧 げ 物 、 神

殿 の 業 、 そ して犠 牲 に つ い て 語 られ た

よ うで あ る。 御 存 知 の よ うに 、100年

前 、教 会 は設 立 さ れ て わ ず か46年 、 ソ

ル トレー ク神 殿 もま だ 完 成 して お らず 、

セ ン ト ・ジ ョー ジ神 殿 が 間 も な く完 成

とい う状 態 で あ っ た 。 こ の よ うな 状 態

に あ っ て 聖 徒 た ち は 多大 な努 力 を求 め

られ た。

そ の 大 会 に は 、 当 時 の 大 管 長 で あ っ

た ブ リガ ム ・ヤ ン グ を は じめ 、後 に 大

管 長 とな っ た4人 の 使 徒 が 列 席 して い

た。

そ の 大 会 で の 説 教 で 、最 も私 の 目 を

捕 え た の は 、 ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ド

ラ フ 長 老 の 話 で あ っ た。 次 の よ うに 語

っ て い る。 「 『主 の 戒 め とは 何 か 」 と

尋 ね る 人 が い る か も しれ な い。 そ れ ら

は聖 書 や モ ル モ ン経 、教 義 と聖 約 の 書

の 中 に数 多 く述 べ られ て い る。 しか も

私 た ち に は は じめ か ら、 生 け る予 言 者

が 与 え られ て い た 。 主 は 、 地 上 で 教 会

の 諸 事 を取 り扱 う律 法 者 や 指 導 者 、大

管 長 な し に 、 そ の 王 国 を 放 置 され る こ

と は な い 。 そ れ は 今 が 時 満 ち た る神 権

時 代 で あ り、神 は 永 遠 の 王 国 た るべ き

ひ とつ の 王 国 を築 き 、 限 りな くそ れ を

統 治 され る か ら で あ る。」(」 傭 挽 αl

o∫D競o獄se8「 説 教 集 」18二189)

私 は こ れ を読 み 、 生 け る予 言 者 が い

か に 大 切 か を痛 感 し た。 そ して 十 二 使

徒 評 議 員 会 の オ ル ソ ン ・F・ ホ イ ッ ト

ニ ー 長 老 の 言 葉 を思 い 出 し た。 「末 日

聖 徒 は 、た また ま書 物 に 印 刷 さ れ て い

るか ら と い っ て 、事 を行 な うよ う な こ

とは し な い。 神 が ユ ダヤ 人 に そ うす る

よ うに 言 わ れ た か ら と い っ て 、 そ れ を

す る よ うな こ とは し な い。 ま た 、 キ リ

ス トが ニ ー フ ァ イ人 に与 え ら れ た 教 え

だ か ら とい っ て 、 そ れ を実 行 す る よ っ

な こ と もな い。 教 会 が行 な っ て い る こ

とは す べ て 、 こ の 時 代 に神 が 天 か ら命

じ られ た こ とで あ る。 書 物 が こ の教 会

を統 轄 し て い るの で もな け れ ば 、 書 物

が こ の 教 会 の 基 とな っ て い る わ け で も

な い。 いか な る書 物 を積 み 上 げ た と こ

ろ で 、聖 霊 の 力 に よ っ て霊 感 を受 け た

神 の 神 権 に 取 っ て代 わ る こ とは で き な

い 。」(C興 プeγ飢ceRepoγ 孟 「大 会報

告 」1916年10月)

ホ イ ッ トニ ー 長 老 は聖 典 の 持 っ 力 と

威 厳 を軽 視 す る つ も りは な か っ た。 大

局 的 に こ れ を と らえ て い る に す ぎな い。

ホ イ ッ トニ ー 長 老 は また 次 の よ うに 言

っ て い る 。「神 の 代 弁 者 が 神 に 代 わ っ て

語 り、神 の み 言 葉 を解 い て い るの に 、

そ れ に対 し て書 物 に 書 か れ て い る事 を

盾 に 論 争 す べ きで は な い 。 この よ うな

論 争 を す るの は 、 生 け る予 言 者 で は な

く、死 ん だ 文 学 に 従 っ て い る こ とで あ

り、 本 来 の 道 を それ て い る。」

主 の 予 言 者 は 、 今B私 た ちに 何 を告

げ て い るだ ろ うか。 全 体 的 に は 、 あ ら

ゆ る面 で私 た ち の 歩 み を早 め る よ うに

と言 わ れ て い る。 数 週 間 前 、私 た ち夫

婦 は 、キ ンボ ー ル 大 管 長 夫 婦 、タナ ー 夫

妻 、それに幾 人 か の 教 会 幹 部 夫 妻 と一 緒

に 、南 太 平 洋 の 地 域 大 会 に赴 い た 。そ の

大 会 で、キンボ ー ル 大 管 長 が 語 ら れ た伝

道 に 関 す る 言葉 を少 し紹 介 したいと思 う。

サ モ ア の ア ピ ア で 、 キ ン ボー ル大 管

長 は 、聖 徒 た ち が 毎 週 家 庭 の 夕べ を行

な い 、バ プ テ ス マ や 神 権 の 聖 任 、 神 殿

結 婚 を行 な う な ら、 主 は民 を祝 福 され 、

失 わ れ る 者 は ほ とん どい な い で あ ろ っ

と、約 束 され た。

ニ ュ ー ジー ラ ン ドの ハ ミル トンで は 、

全 世 界 の 人 の 子 らに福 音 を宣 べ る新 た

な努 力 を 開 始 す る よ うに と 、言 わ れ た 。

私 た ちは す べ て 隣 り人 に 福 音 を宣 べ 伝

え る よ う求 め られ て い る。 従 って 、隣

り人 に 適 切 な 警 告 を 与 え る こ と な しに
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造 り主 の み も とに 戻 る よ うな こ とか あ

って は な らな い。

トン ガ で は 、 あ らゆ る地 に 福 音 を伝

え る こ とが で き る よ う、世 界 の 国 々 の

門戸 を開 い て くた さ る よ うに主 に 祈 り

求 め て ほ しい と言 わ れ た 。 ま た 、 教 会

員 か 、 人 々 の 心 を変 え 、世 界 の 国 々 の

門戸 を開 い て くだ さ る よ う、朝 な 夕 な

に主 に願 うな らば 、 主 は と りな して 道

を開 い て くた さ り、 す べ て の 国 々 に福

音 か 伝 え られ る よ うに な る て あ ろ う と

い う メ ッセ ー ジ もあ っ た。

オ ー ス トラ リア の シ ドニ ー て は 、 咽

喉 の手 術 に つ い て 、 ま た 、 医 師 か との

よ うに して 声 帯 の一 部 を残 し 、 そ れ に

よっ て世 界 の 人 々 に福 音 を宣 べ 伝 え る

こ とか で き る よ うに な っ た か につ い て

語 っ た。 ま た キ ン ボー ル大 管 長 は 、 引

き続 き こ の業 に 適 進 した い こ とを告 げ

た。 しか し、 そ れ を ひ と りて す る こ と

は望 ん で お られ な い。 すべ て の教 会 員

か 共 に立 ち 、 主 の 命 じ られ た よ うに 福

音 を宣ぺ 伝 え る よ う望 ん で お られ る の

で あ る。

伝 道 活動 に つ い て 、 キ ン ボ ー ル 大 管

長 は 、伝 道 に 出 な い 、 ま た 出 られ な い

と思 っ て い る大 勢 の 若 者 か 、 今 や 、 よ

く計 画 し準備 す れ は伝 道 に 出 られ る こ

とを理 解 し た と語 られ た。 そ して必 す

伝 道 に 出 る よ うに と付 け 加 え られ た 。

オー ス トラ リア の ブ リスベ ー ン に お

い て 、 キ ン ボー ル 大 管 長 は 、教 会 は 日

ご とに 発 展 し、 す へ て の 人 に 福 音 か 宣

べ 伝 え られ る よ うに しな け れ は な ら な

い と語 られ た。

タ ヒチ の地 域 大 会 で は 、伝 道 活 動 を

さ らに 押 し進 め 、少 年 た ち を伝 道 に 出

す よ う に と力 説 され た。

これ らの メ ッセ ー ジ は 、 こ の 説 教 台

か ら も幾 度 とな く繰 り返 さ れ たが 、 た

だ予 言 者 に従 う こ とた け で あ る。

大 管 長 か 公 式 に オ ー ス トラ リア を 訪

問 した の は 、1955年 の デ ビ ソ ド ・0・

マ ソ ケ イ 大 管 長 の訪 問 に 次 い で2回 目

の こ とで あ る。 マ ッケ イ大 管 長 は ブ リ

スベ ー ンに 滞 在 中 、 伝 道 部 長 か ら誘 い

を受 け て 市 内見 物 に 出か け た。 一 行 は 、

ブ リスベ ー ン 川 か らチ ャ ー ム サ イ ド と

呼 は れ て い る新 興 住 宅 地 を な か め て い

た。 そ の と き、 マ ッ ケ イ 大 管 長 は こ う

尋 ね た 。 「こ の 地 域 に は 宣 教 師 か い ま

す か 。」 こ れ に 対 して伝 道 部 長 は 、「い

ませ ん 」 と答 え た。 す る とマ ソケ イ大

管 長 は こ う言 っ た。「人 々 の備 え か て き

て い る の て 、宣 教 師 を送 っ て くた さいd

直 ち に 宣 教 師 か 送 られ 、 驚 くほ どの 成

功 を収 め た の で あ っ た。 今 日チ ャ ー ム

サ イ ドは 、 オー ス トラ リア ・プ リスベ

ー ン ス テ ー キ部 の ブ リスベ ー ン 第4ワ

ー ド部 の 一 部 とな っ て い る。

こ の よ う な祝 福 は 、生 け る 予 言 者 の

声 に 耳 を傾 け た だ け で な く、 そ れ を実

行 した結 果 もた ら さ れ た の で あ る。 祝

福 は予 言 者 の 言葉 を 聞 き 、 そ れ を行 な

っ た と き に初 め て 与 え ら れ る。 今 日教

会 は 予 言 者 の 言 葉 に 従 っ て い る。 キ ン

ボー ル 大 管 長 は 、 ふ さ わ しい 若 者 すべ

て に 、伝 道 に 出 る よ う勧 め て き た。 こ

れ に よ っ て 、 現 在 この 神 権 時 代 の 歴 史

上 か つ て な く大 勢 の 宣 教 師 か い る。 し

か し 、 さ らに 多 くの 宣 教 師 か 必 要 と さ

れ て い る。

キ ン ボ ー ル 大 管 長 は教 会 の 各 家 族 に 、

教 会 員 て な い家 族 と友 交 を深 め 、宣 教

師 活 動 を援 助 す る よ うに 求 め て お られ

る。 そ の 結 果 、 改 宗 者 の 数 か 著 し く増

加 して い る。 しか し 、私 た ちの 活 動 は

ま だ始 ま っ た ば か りで あ り、 な お 一 層

の努 力 か 求 め られ て い るの で あ る。

聖 典 か 与 え られ 、 イ エ ス ・キ リス ト

の福 音 を通 して 成 長 で き 、 主 の属 性 と

み こ こ ろ を知 る こ とか て き る こ とを感

謝 して い る。 しか し何 に も ま して 、 生

け る予 言 者 、正 統 な み 業 の 執行 者 か い

て 、 今 日主 か 私 た ち に望 ん で お られ る

こ とを知 らせ て くた さ る こ と を感 謝 し

て い る。 この 生 け る予 言 者 の 指 示 の 下

に 、私 た ち は 神 の み 名 に よ って 業 を行

な う正 統 な 権 利 を 与 え られ 、 イ エ ス ・

キ リス トの福 音 を現 代 の啓 示 の 上 に 築

か れ た生 き た 力 とす る こ とか で き るの

で あ る。

神 よ 、 この 末 日に 予 言者 を与 え 、 私

た ち を導 い て くだ さ る こ とを感 謝 し奉

る。

証 申 し上 げ る。 スペ ンサ ー ・W・ キ

ン ボー ル 大 管 長 は 今 日の 予 言 者 で あ る。

父 な る神 は生 きて お られ 、 イ エ ス ・キ

リス トは そ の御 子 で あ る。 私 は こ の こ

と を知 っ て い る。 こ れ らの 証 を 、 イ エ

ス ・キ リス トの み 名 に よ っ て 申 し上 け

る。 ア ー メ ン。

384



4月4日(日)午 後 の部 にお け る説 教

イエス は

どのような御方か

イエスを知る とは、イエスの戒めを守る こ

とである。

大祝福 師

工ル ドレッ ト'・G・ ス ミス

設 ♂

基 酬 エスと呼ばれる御方はどのよ
っ な方 か。 あ な た は イエ ス を御 存

知 だ ろ うか。

イ エ ス は 十 字 架 に掛 け られ る前 、.御

父 に 祈 り、 こ う言 わ れ た 。 藷∵

「永 遠 の 命 と は
、 唯 一 の 、 ま こ との

神 で い ま す あ な た と 、 ま た 、 あ な た が

つ か わ さ れ た イエ ス ・キ リス ト とを知

る こ とで あ ります 。」(ヨ ハ ネ17：3)

天 上 の 大 会 議 に お いて 、す べ て の霊

た ち に こ の 地 上 で の 生 活 の計 画 と 目的

が 説 明 さ れ た。 そ の 際 、 「主 、宣 い け

るは 、 わ れ 誰 を遣 わ さ ん か。 一 人 、『人

の 子 』 の 如 くに 答 え て言 い け る は 、 わ

れ こ こ に 在 り、 わ れ を遣 わ し た まえ 、

と。 別 の一 人答 えて 言 い け る は 、 わ れ

こ こに 在 り、.われ を遣 わ し た ま え、 主

宣 いけ るは 、 わ れ 先 の者 を遣 わ さ んd

(ア ブ ラハ ム3：27)

選 ば れ た の は 、長 子 エ ホバ で あ っ た 。

エ ホバ は 、す べ て の誉 れ と栄 光 を御 父

に 帰 す と約 束 され た の で あ っ た。 御 父

は 言 わ れ た 。「これ わ が 業 に して わ が 栄

光 、 す な わ ち 入 に不 死 不 滅 と永 遠 の 生

命 と を もた らす な りd(モ ー セ1：39)

そ し てエ ホ バ は御 父 の 指 示 の 下 に 、

こ の 地 球 と他 の 数 多 くの世 界 を創 造 さ

れ た 。 モ ー セ は 示 現 の 中 で 、 「多 くの

土 地 を 見 た り。 そ の 一 つ 一 つ は 陸 と呼

ば れ 、そ の 陸 の 面 に は そ こ に住 む 人 々」

(モ ー セ1：29)が い る の を 目 に した。

神 は モー セ に 告 げ られ た。 「… … わ が

力 の 言 とは 、 わ が 生 み た る 独 子 の こ と

に して恩 恵 と真 理 と に満 つ る者 な り。

わ れ は 、無 数 の世 界 を創 りた り。 而

して 、 ま た これ ら は わ れ 自 らの 目的 あ

りて 造 り しな り。 而 して 、 わが 子 に よ

りて これ らの世 界 を創 りた り。 わ が 子

とは 、わ が 生 み た る独 り子 の こ とな りd

(モ ー セ1、 ：32、33)

これ らの 創 造 の 偉 大 さに つ い て 、J

・ル ー ベ ン ・ク ラー ク ・ジ ュ ニ ア 副 管

長 は 次 の よ うに 語 っ て い る。 「天 文 学

者 は 今 や か つ て気 に も留 め な か っ た こ

とに着 眼 して い る。 す な わ ち 、 私 た ち

の い る世 界 と同 じ よ う な世 界 が 数 多 く

あ っ た か も しれ な い 、 いや 恐 ら くあ っ

た で あ ろ う 、 とい う こ とで あ る。 天 文

学 者 の 中 に は 、 こ の 銀 河 系 の 中 に は 、

私 た ち の世 界 と同 じ よ うな世 界 が 、 恐

ら く時 の初 め か らお び た だ し く存 在 し

て い た だ ろ う 、 と言 う者 もい る。

神 は 独 り子 を通 して 、無 数 の世 界 を

創 造 され た の で あ る。 主 は 、初 心 者 で

も しろ う とで もな い。 幾 度 とな く この

業 を行 な わ れ た の で あ る。

私 た ちの 住 む この 銀 河 系 宇 宙 を考 え

て み て も 、 時 の 始 め よ り恐 ら く現 在 に

至 る まで 百 万 に の ぼ る世 界 が 創 造 さ れ

て い る。 そ れ に 何 百 万 と も1兆 と も知

れ ぬ 銀 河 系 宇 宙 の 数 を乗 じ、 そ の 数 を

考 え て み る な らば 、私 た ち が崇 拝 す る

御 方 が どの よ う な御 方 で あ るか が さ ら

に よ くわか るd(J・ ル ー ベ ン ・クラ

ー ク ・ジ ュ ニ ア
、Beんo粥 腕eLam6q/

God「 神 の子 羊 を見 よp.16、17)

実 に主 は 、 創 造 の技 術 に 関 し て初 心

者 で も し ろ う とで もな い。 「無 数 の世

界」 を造 られ た の で あ る。

そ して 、主 は 時 の 絶 頂 に 、 文 字 通 り

父 な る神 の 御 子 、 「独 り子 」 と して 、

処 女 マ リヤ か ら お 生 まれ に な っ た。

主 は 御 自分 が だ れ で あ るか を語 られ

た。 地 上 に お られ る問 、御 自分 が 神 の

御 子 で あ る こ とを繰 り返 し語 って い る。

12歳 の と き 、イ エ スは 「宮 の 中 」で 「教

師 た ち」 と話 を して い た。 そ の と き、

イ エ ス を捜 して い た 母 親 の 叱 責 に 、 イ

エ ス は こ う答 え た。 「わ た しが 自分 の

父 の家 に い る は ず の こ と を 、 ご存 じな

か っ た の で す か。」(ル カ2：49)

イ エ スが ヨハ ネ か らバ プ テ スマ を受

け た と き 、また 変 貌 の 山 で 、天 か ら「こ

れ は わ た しの愛 す る子 、 わ た しの心 に

か な う者 で あ る 」とい う声 が あ っ た。

(マ タ イ3：17;17：5)

イ エ スが ラ ザ ロ を蘇 生 させ よ う と し

た と き 、 「マ ル タ は 言 っ た 、 『終 りの

日の よみ が え りの 時 よみ が え るこ とは 、

存 じて い ます 。』

イエ ス は 彼 女 に 言 わ れ た 、 『わ た し

は よみ が え りで あ り、 命 で あ る。 わ た

しを信 じる者 は、た とい死 んで も生 きる。

ま た 、 生 き て い て 、 わ た し を信 じる

者 は 、 い つ ま で も死 な な い。 あ な た は

これ を信 じるか 」。

マ ル タは イエ ス に 言 っ た 、 『主 よ 、

信 じ ます。 あ な た が こ の世 に き た るべ

き キ リス ト、神 の 御 子 で あ る と信 じて

お り ます 』。」(ヨ ハ ネ11：24-27)

また あ る とき、 イエ スはヤ コブ の井 戸

の ところで 足 を止 め 、ひ と りのサ マ リヤ
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同時通 訳 に聞 き入 る人 々

の女 に 水 を求 め た 。サ マl/ヤ の 女 は 話 の

中 で イエ スに 、次 の よ うに 言 った 。 一『わ

た しは 、キ リス トと呼 ば れ る メシヤ が こ

られ るこ とを知 って い ます。 そ の か た が

こられ たな らば 、わ た した ちに 、 い っ さ

い の こ とを知 らせ て下 さ る で し ょ う。』

イエ スは 女 に 注わ れ た 、 『あ な た と

話 をLて い る この わ た しが 、 そ れ で あ

る 』。」(ヨ ハ ネ4：25、26)

ま た 、次 の よ うな こ と も あ っ た 。

1イ エ スが ピ リ ポ ・カ イザ リヤ の 地

方 に行 か れ た と き 、 弟予 た ち に 尋 ね て

r㌃わ れ た 、 「人 々 は 人 のfを だ れ と 言

一一.・て い る か 』，.

彼 ら は 言 ・っ た 、 『あ る 人 々 は パ フ テ

ス マ の ヨ ハ ネ だ と 言 っ て い ま す ， し か

し 、 ほ か の 入 た ら は 、 エ リヤ だ と 言 い 、

ま た 、 エ レ ミヤ あ る い は 預 言 者 の ひ と
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りだ 、 と言 っ て い る者 も あ り ます 』。

そ こ で イエ ス は 彼 らに 言 わ れ た 、『そ

れ で は 、 あ な た が た は わ た し をだ れ と

吾 つか 』。

シ モ ン ・ペ テ ロが 答 え て言 っ た 。『あ

な た こ そ 、生 け る神 の 子 キ リス トで す 』。

す る と、 イ エ ス は彼 に む か っ て 言 わ

れ た 、 「バ ル ヨナ ・シ モ ン 、 あ な た は

さ い わ い で あ る。 あ な た に こ の事 を あ

らわ し た の は 、 血 肉 で は な く、 天 に い

ます わ た しの 父 で あ る。」(マ タ イ16：

13-17)

折 につ け 、 イエ ス は 御 自分 が 神 の御

子 キ リス トで あ る と宣 言 して お ら れ る。

こ の 地 上 の 要 素 を支 配 す る力 を持 ち

た も う神 の御 子 、偉 大 な る 創 造 主 が 重

力 の 法 則 を越 え て水 面 を 歩 か れ た こ と

に 、 何 の不 思 議 が あ ろ うか 。

婚 礼 の 席 で水 をぶ ど う酒 に 変 え た こ

と 、 こ れ は 創 造 主 に とっ て き わめ て 容

易 な こ とで あ っ た。

ま た 、 わ ず か な パ ン と魚 で 、 男54人

と女 、子 供 を養 っ た こ と、 さ ら に海 辺

で 男44人 と 女 、子 供 を養 っ た こ とは 、

人 々 の 心 理 を あや つ る だ け の ご まか し

で は な か っ た 。(マタ イ14：16-21;.15

：32-38参 照)

イ エ ス は また 、 自然 の 力 を も支 配 す

る 力 を示 さ れ た。 イ エ ス が 「静 まれ 」

と命 じ る と、荒 れ 狂 う海 は な い だ の で

あ る。(マ ル コ4：39参 照)

イ エ ス は動 物 界 を も支 配 す る 力 が あ

る こ と を示 して お られ る。 イ エ ス の 命

じ られ た通 りに行 な う と 、 こ れ まで 何

も得 られ な か っ た海 か ら大 量 の 魚 が と

れ た こ とが2度 あ っ た。(ル カ5：4

-8;ヨ ハ ネ21：3-6参 照)

また イエ ス の 力 は 、 い ち じ くの 木 を

枯 らした 出 来 事 に見 られ るように 、植 物

界 に も及 んで い る。(マタ イ21：19参 照)

こ れ ら い ず れ.の場 合 も 、 イ エ ス が キ・

リス トで あ り、文 字 通 り神 の 御 子 で あ

る こ と を人 々 は 認 め て い る。

イ エ ス は あ らゆ る種 類 の病 人 を癒 さ

れ た。 イエ ス の 力 に よ り悪 霊 を追 い 出

して も ら っ た 人 々 も また 、 イエ ス が ど
'の よ うな 御 方 で あ るか を語

っ て い る。

イエ ス は 盲 人 の 目 を見 え る よ うに し 、

足 な え を歩 か せ た。 また 、死 後4日 を

経 た ラザ ロ を生 きか え らせ た よ うに 、

命 そ の もの さ え 、 支 配 す る こ とが で き

た の で あ る。 こ の よ うな 出 来 事 は他 に

も数 多 くあ る。

ま こ とに 、 「地 とそ れ に 満 ち て い る

物 とは 、主 の もの だ か らで あ る。」(1

コ リ ン ト10：26)主 は地 球 に 属 す るす

べ て の 王 国 、す な わ ち 、 地 の 中 、地 の

上 、天 に あ る もの す べ て を支 配 す る力

を具 え て お られ るの で あ る。

主 は す べ て を人 々 の た め に行 な わ れ

た。 主 の 一 生 は 奉 仕 の生 涯 で あ り、 御

自分 の ため に行 な わ れ た こ とは ひ とつ

と して な い。

地 上 で の み 業 が 終 りに 近 づ い た と き 、

主 は御 父 に祈 られ た。 「わ た しは 、 わ

た しに させ るた め に お授 け に な っ た わ

ざ をな し遂 げ て 、地 上 で あ な た の 栄 光

を あ ら わ し ま し た。

父 よ 、世 が 造 られ る 前 に わ た しが み

そ ば で 持 っ て い た栄 光 で 、 今 み 前 に わ、

た し を輝 か せ て 下 さ い。」(ヨ ハ ネ17：

4、5)

イ エ ス はー、悔 い改 め るす べ て の 人 々

の 罪 を その 身 に 引 き受 け 、 す べ て の 人

が 生 き る こ とが で き る よ う 、 そ の 命 を

捧 げ た も うた。 そ して万 人 の 復 活 を も

た ら し た も うた の で あ る。 こ の地 球 の

創 造や イエ ス の み 業 の す べ て 、 時 の 初

め か らの 予 言者 、 こ れ らは み な 、 皆 さ

ん が不 死 不 滅 と永 遠 の 生 命 を得 る こ と

が で き る よ うに 与 え られ た もの で あ る

こ と を御 存 知 だ ろ うか。 皆 さ ん は他 の

人 々 と同 じ よ う に そ れ を得 る こ とが で

き るの で あ る。

最 後 に 、 この 末 の 日に あ っ て 、地 上

に お け る主 の 王 国の 回復 に 備 え 、 主 は

次 の よ うに 語 られ た。 「こ の故 に 今 わ

れ 汝 に 命 ず 、悔 い改 め よ、 わが 口の し

も と と、 わ が 怒 り と、 わ が 憤 りと を受

け て 汝 の痛 苦 甚 しか ら ざ ら ん が た め に

悔 い改 め よ。 す な わ ち そ の 痛 苦 の 如 何

に 甚 し きか を汝 知 らず 、 そ の如 何 に 強 、

烈 な る か を汝 知 らず 、 ま た如 何 に 甚 え

難 きか を汝 知 ら ざ る な り。

見 よ 、 わ れ は神 な るに 、 人 も し悔 い

改 む る な らば こ の苦 しみ を受 け ざ らん

が ため に 、 す べ て の者 に 代 りて この 苦

しみ を わ が 身 に 受 け た り。

され ど、 人 も し悔 い 改 め ず ば 誠 に わ

れ と同 じ苦 しみ を受 け ざ るべ か ら ず 。

そ の 苦 しみ た るや 、 わ れ 神 、 す な わ

ち す べ て の 中最 も大 い な る者 な りと い

え ど も痛 苦 の た め に身 をふ る わせ 、 あ

らゆ る毛 の孔 よ り血 を湧 か せ 、 身 と霊

と両 つ なが ら を苦 しめ 、 す な わ ち この

苦 き さか ず き よ り呑 まず して しり ごみ

す る も可 な らん こ と を欲 した り。 、

然 は あ れ ど も 、 父 な る神 は讃 むべ き

か な。 され ば わ れ は こ の 苦 しみ をな め 、

人 の 子 ら の為 に 準 備 を為 し終 りた り。

これ を以 て 、 再 び わ れ 汝 に命 ず 、 わ

れ 全 能 の 力 を以 て 汝 を挫 か ざ ら ん た め

に 汝悔 い改 め よ。」(教 義 と聖 約19：

15-20)

皆 さ ん は聖 餐 を受 け なが ら この よ う

に 考 え 、 主 の 戒 め を守 る こ と を誓 約 す

るの で は な い だ ろ うか 。 イ エ ス を知 る

とは 、 イ エ ス の 戒 め を守 る こ とで あ る。

イ エ ス と呼 ば れ た方 が どの よ う な御 方

か お わか りだ ろ うか。

私 た ちが 礼拝 して い る御 方 で あ る。

イ エ ス は神 の 御 子 で あ り、偉 大 な る創

造 主 で あ り、、 私 た ち の 救 い主 、瞭 い主

で あ り、御 父 に 対 す る私 た ち の仲 保 者

で あ る。 全 人 類 の 復 活 を可 能 に し 、 も

た ら して くれ た御 方 で あ り、聖 な る森

に お い て 、 御 父 と共 に ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス に 姿 を現 わ され た御 方 で あ る。

ジ ョセ ブ ・・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ

ドン は 、奇 し き啓 示 を受 け た 後 、次 の

よ うに 証 して い る。 「さ て 、 この 子 羊

に就 き て為 され た る様 々 の 証 の挙 句 、

わ れ らの 為 す最 後 の証 は す な わ ち 『主

は 実 に 生 きた も う』 こ と是 な り。

わ れ ら は 、 彼 が す な わ ち神 の右 に 座

し た も う を見 た り。また 、御 父 の 生 み た

も う独 子 な り と証 した も う声 を聞 け り。

す な わ ち諸 々 の世 界 は 彼 の 手 に より、

彼 の 手 を経 て 、 ま た彼 に 因 りて先 に 作・

られ 、 ま た現 に 作 られ 、 こ れ に 住 む 者

た ち も皆 神 よ り生 れ た る息 子 と娘 な る

こ と を証 した も う。」(教 義 と聖 約76：

22-24)

証 し 申 し上 げ る。 神 は 生 き た まい 、

イ エ ス は神 の御 子 キ リス トで あ る。 キ

リス トの 指 示 の 下 に 、 イエ ス ・キ リス

トの福 音 が 終 りの 時 の た め に こ の神 権

痔代 に 回 復 さ れ た の で あ る。 こ れ らが

真 実 で あ る こ と を 、 イ エ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ り 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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4月4日 旧〉 午 後 の 部 に お け る説 教

神の家族

私たちはすべての教会員を、そ して特 に亡

くなった親族を家族の一員 として考えるべ き

である。

十二使徒評議員会補助

ウィ リアム ・グ ラ ン ト ・バ ンカ ータ ー

たちの家族の系図探求であるが、
私

1500年 代 まで さか の ぼ っ て い る家

系 が か な りあ る。 あ る 日私 は 、我 が 家

の 系 図 表 に あ る姓 を全 部 数 え て み た 。

そ して私 が 今 、わか っ て い る だ け で226

の家 系 と血 の つ なが りが あ る こ とが わ

か っ た。 ス イ スか イ ギ リス に先 祖 を お

持 ち の方 な ら 、 同 じ位 先 まで 調 べ て い

け ば 、私 の先 祖 と同 じ名 前 に幾 つ か ぶ

つ か る こ とがあ る に違 い な い。

こ れ は 、 私 た ちが 血 統 に基 づ く真 の

親族 関係 に あ る こ と を示 唆 す る もの で

あ る。 私 は 系 図 表 の 中 か ら、 私 の 直 系

先祖 と して650人 の 名 前 を拾 い 出 した 。

しか し なが ら計 算 して み る と 、1500年

まで さか の ぼ る 系 図表 を全 部 埋 め る こ

とが で きれ ば 、15，000人 か ら20，000人

の 直 系 先 祖 を 見 出せ る は ず で あ る。 さ

らに 子 供 の 数 まで 含 め れ ば 、 私 と血 統

の 上 で ご く近 い 人 々 の 数 は 、 総 じ て

50，000人 か ら60，000人 を数 え る こ とに

な る の で あ ろ う。

母 親 な らび に 家 族 の ひ たむ きな努 力

のか い あ っ て 、私 の 身近 な親 族 で す で

に こ の世 を去 っ た 人 々 の 名 前 が数 千 名

集 め られ て い る。 こ れ らの 名 前 は 教 会

の教 え に 従 って 神 殿 に 送 られ 、儀 式 が

施 され た。 従 っ て私 た ちが 死 後 彼 ら と

会 う と きに は 、 た だ単 に 家 族 の 一 貝 と

して だ け で な く、福 音 の 下 で の 兄 弟 姉

妹 と して 会 うこ とが で き る の で あ る。

また 私 は 、系 図探 求 が か な り広 範 囲

に わ た って 行 な わ れ て い る家 系 で さ え

も 、 ま だ そ の家 系 に お け る 全 人 数 の半

分 に も達 して い な い こ と を知 っ た。

この 世 の 中 に は血 統 に よ る 親 族 ほ ど

近 くは な い が 、 さ らに 別 の 人 と人 との

関 係 が あ る。

私 は こ れ まで 、教 会 に 入 っ た 人 々 の

証 を数 多 く耳 に して き た。 彼 らが 異 口

同 音 に語 るの は=こ の 教 会 を見 出す ま

で に い ろ い ろ な教 え に惑 わ され て き た

こ と、 そ し て こ の教 会 に 入 っ て か ら真

の 家 族 の つ なが り を得 た と い っこ とで

あ る。 霊 的 な意 味 で 、 自分 の 家 に 戻 っ

た の で あ る。

私 に は 非 常 に 親 し く して い る仕 事 仲

間 が い た。 私 た ちは 時 々 宗 教：に つ い て

い ろ い ろ話 し合 っ た。 彼 は 私 た ちの 教

会 に 入 る こ とに 関 心 を示 し た こ とは な

か っ た 。 しか しメ ソ ジ ス ト教 会 や 霊 魂

再 来 説 、 降神 術 、ペ ン テ コス テ ・グ ル

ー プ
、 ク リスチ ャ ン ・フ ェ ロー シ ッ プ

協 会 な ど、 多 くの宗 教 思 想 に 首 をつ っ

こ ん で きた 。

あ る 日の こ と、私 は 彼 に 、 き っ と い

つ か 彼 も教 会 に 入 るだ ろ う と言 っ た。

す る と、 彼 は私 に 、 ど う して そ れ が わ

か る の か ね と、 ほ ほ え み な が ら尋 ね て

き た。 そ こ で私 は こ う答 え た 。 「君 の

よ うに 熱 心 に調 べ て い る 人 は 、完 全 な

答 え が 得 ら れ る ま で 満 足 で き な い だ ろ

うね。 で も私 の教 会 に 入 れ ば 探 求 の 旅

は そ こで 終 わ る よ。 きっ と 自分 の 家 に

戻 った ような気 持 に なる だ ろうか らね 。」

教 会 貝 は こ れ と 同 じ気持 を抱 いて い

る。 イエ ス ・キ リス トの 時 代 以 来 、 主

の 教 会 の会 員 は お 互 い を兄 弟 姉 妹 と呼

ん で き た。 こ れ は 偶 然 に そ うな っ た の

で は な い。 目的 が あ っ て の こ とで あ る。

救 い主 は 私 た ち に 、 天 に お ら れ る御

父 に 祈 る よ う に教 え ら れ た 。 そ して 御

自身 を天 父 の 御 子 とお 呼 び に な り 、教

会 貝 に対 して も神 の 子 とい う言 葉 を再

三使 っ て お られ る。 も し も こ れ が 家 族

関 係 を意 味 す る もの で な い と した ら 、

私 に は こ れ ら の 言 葉 の 意 味 が理 解 で き

な くな っ て し ま う。

若 い 宣 教 師 と して 南 ア メ リカ に 渡 っ

た ばか りの 頃 、私 に は 現 地 の 人 が 自分

とは 全 く異 質 の 人 間 の よ うに思 え て な

ら な か っ た。 奇 妙 な言 語 を話 し、 皮 膚

の 色 は 茶 色 、髪 の 毛 も 目 も黒 い 。 彼 ら

の 中 に 入 っ て 自分 が 見 失 っ て し ま うの

で は な い だ ろ うか 。 私 は そ う感 じた。

そ の 土 地 で は 自分 自身 が 外 人 で あ る こ

とに 気 づ い た の は 、 そ れ か らか な りた

っ て か ら の こ とで あ る。 しか し、 彼 ら

の 間 で 長 年 生 活 を 共 に した 私 は 、 彼 ら

の も とに行 っ て も、 も う北 ア メ リ カや

ヨー ロ ッパ の 人 々 と区 別 して 考 え る こ

とは な い。 彼 ら と全 く打 ち解 け た 今 と

な っ て は髪 の 毛 や 皮 膚 や 目の 色 は も は

や 問 題 外 な の だ。 私 は 彼 らが 話 す 言 葉

さ え も意 に 介 さ な い。

彼 らは 私 の 兄 弟 で あ り姉 妹 で あ る。

私 は 彼 らに 心 か らの 愛 を示 す 。 彼 ら も

私 に 同 じ よ うに し て くれ る。 そ れ は ま

さ に私 が 、私 自身 の家 族 の 中 で 今 まで

味 わ っ て きた つ なが り と同 じ位 密 接 な

もの で あ る。

聖 典 を読 む と 、救 い 主 の み こ こ ろが
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さ らに よ くわ か る。 イ エ スが あ る家 で

人々 に話 して お られ る と 、使 い の 者 が

入 っ て きて 、 イ エ ス の母 親 と弟 た ち が

外 で待 っ て い る と告 げ た。 す る とイ エ

ス は そ の 使 い の 男 の 方 を 向 い て 、御 自

身 の 家 族 関 係 を な い が しろ に す る こ と

な く、 あ る特 別 な教 訓 を お与 え に な る。

「わ た しの 母 とは
、 だ れ の こ とか 。 わ

た しの 兄 弟 とは 、 だ れ の こ とか」。そ し

て 、 弟 子 た ちの 方 に 手 を さ し伸 べ て こ

う言 わ れ た。 「ご らん な さ い。 こ こ に

わ た しの 母 、 わ た しの 兄 弟 が い る。 天

に い ます わ た し の 父 の み こ こ ろ を行 う

者 は だ れ で も 、 わ た しの 兄 弟 、 ま た姉

妹 、 ま た母 な の で あ る 」。(マ タ イ12：

48-50)'

私 が 南 ア メ リカ で 経 験 した こ とは 、

パ ウ ロが エ ペ ソ の聖 徒 た ち に 宛 て た 手

紙 の 中 に よ く表 わ され て い る。 「そ こ`

で あ な た が た は 、 もは や 異 国 人 で も宿

り人 で も な く、 聖 徒 た ち と 同 じ国 籍 の

者 で あ り、神 の 家 族 な の で あ る。」(エ

ペ ソ2：19)

この 「神 の 家 族 」 とい う言 葉 は 、 ま

さ に 家 族 関 係 そ の もの を表 わす 言 葉 で

は な い だ ろ うか 。

私 は こ れ らの 例 か ら、神 は 、経 験 を得

させ る た め に 地 の 四 方 に子 供 た ち を散

らした もうたが 、子 供 た ちが 家 に 戻 る こ

.とを願 っ て お られ るの で は な い か と思

う。 ペ テ ロ が 語 っ た よ うに ㌔「尊 く、大

い な る約 束 が … …与 え られ て い る」 私

た ち は 、 そ う し た祝 福 に あ ず か っ て い

な い兄 弟 姉 妹 た ち の た め に 、 生 涯 奉 仕

の 業 に携 わ る と約 束 し たの で あ る。

福 音 の祝 福 を得 る こ とな く霊 界 に旅

立 っ た親 族 が 、永 遠 に 無 視 され る こ と

は 決 して な い。 今 まで 熱 心 に この 業 に

携 わ っ て き たの は 少数 の 教 会 員 だ け で

あ っ た。 しか し 、 今や 新 しい 時 代 の 幕

ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン 長 老(左)と デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト長 老

は切って落 とされた。全教会員が家族

を見出し、また迷 い出た家族 を再.ぴ家

に連れ戻すにあたって援助が受け られ

るよう、教会の大祭司がそのプログラ

ムを閣始することとなり、その指示が

間 もな く出されようとしている。今年

私たちは、全貝自分自身の個人の歴史

を作成 し、現在地上にいる家族を組織

するよう求め られている。神殿や図書

館が近 くにな くとも、これはだれにで

もで きる。来年はまた別のチャレンジ

と課題が与えられるであろう。こうし

て教会員はどこにあっても、福音 を知

らずに死んだ家族の記録を作成す る上

で、次第次第に卓越 した存在 となって

い くに違いない。

もしもこの業が真実であるならば、

私たちは 日ならず して、生きている人

々のために現在行 なわれている業 と同

じ位広範囲にわたって、死者のために

も業が行 なわれるのを目のあたりにす

るであろう。 これは、現在伝道のため

に費や している多額のお金、また何年

間も献身的に働いている多くの人々、

これらと同等の ものを死者のための業

につぎ込 まなければならないというこ

とを意味する。

主の家族 を永遠 という単位のもとで

ひ とつにすること、これこそ福音が回

復 された目的である。 これによって国

々が、ひいては世 界が救いを得 ること

であろう。私たちは家庭の一致 をはか

り、神殿において祝福 を受けることに

よりこれ を行 なう。私たちは福音を知

らずに死んだ多くの親族に、霊界まで

手 を差 し伸べ ることによりこれを行な

う。家庭 を破壊する者は永遠の罪を犯

すことになる。モロナイは、もしも私

たちが家族の一致 を心がけなければ、

キ リス トの再臨の際に全地がことごと

く荒れすたれると語った。(教 義 と聖

約2：3)神 の祝福があって、私 たち

が主の家族の中で破壊者ではな く救い

手 となることができるように、イエス
・キ リス トのみ名により祈るものであ

る。アー メン。
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4月4日(日)午 前 の 部 に お け る説 教

選択の権利

神 は私 たち に自由意志を与えてお られる。

私たち はそれを どのよ うに行使 しているだ ろ

うか。

十二使徒評議員会補助

ヘ ン リ ー ・D・ テ イ ラ ー

事 を選択する権利は、私たちに与物
えられている重要 な責任であり同

時に特権でもある。末 日聖徒は自由意

志の原則を固 く信 じている。

私たちは素晴 らしい肉体 を持ってこ

の世にいることを許 されている。これ

は、前世においてきわめて重大な事柄

が話し合われ、その決断を迫られた と

き、私たちが賢明な選択 をしたことに

よるものである。

地球が創造 される以前、私たちは霊

として存在 していた。そして地球が組

織されることを知らされたとき、確か

にその発表 を喜んだのである。このこ

とは、主が ヨブに問われた言葉から明

らかである。これはきわめて興味ある

意味の深い言葉である。
「わたしが地の基 をすえた時、どこ

にいたか。もしあなたが知っているな
あ ニ へ

b葺 え，。

あ な た が も し知 っ て い る な ら 、 だ れ

が そ の 度 量 を定 め た か 。 だ れ が 測 りな

わ を地 の上 に 張 っ た か 。

そ の 土 台 は 何 の上 に 置 か れ た か 。 そ

の 隅 の石 は だ れ が す え た か 。

か の 時 に は 明 け の 星 は相 共 に 歌 い 、

神 の子 た ち はみ な喜 び 呼 ば わ っ た。」

(ヨ ブ38：4-7)

私 た ちの 代 表 者 と し て地 球 に 来 て 全

人類 の 罪 を贈 う御 方 を選 ぶ た め に大 会

議 が 開 か れ た こ と を私 た ち は 信 じて い

る 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は そ の こ と を明

らか に して い る 。 「天 上 に お け る最 初

の集 ま りに 私 た ちは 皆 出 席 して い た 。

そ して 、救 い主 が 選 ば れ 任 じ られ る の

を見 、救 い の 計 画 が 定 め られ るの を見

た 。 そ して 私 た ち は そ れ に 賛 成 した 。」

(Tθ αC伽98・ μ んθPγ ・Pんe孟」・8θPん

S疵 漉p.181「 予 言 者 ジ ョセ ブ.ス ミ

スの 教 え」

主 は モ ー セ に 、 大 会 議 の模 様 を詳 し

く語 られ た 。 「サ タ ン は … … わ が 前 に

来 りて 言 い け るは 、見 た ま え 、 わ れ 此

所 に在 り。 わ れ を遣 わ した ま え 。 わ れ

汝 の子 と成 らん 。 われ こ と ご と く人類

を贈 い て 一 人 だ に 失 う こ となか ら しめ

ん 。 わ れ 正 に か くの如 くす べ し。 こ れ

を以 て われ に 汝 の 誉 を与 え よ と。」さ ら

に 主 は こ う続 け て お られ る。 「され ど

見 よ、 わが 愛 しむ 子 、 太 初 よ り選 び た

る 者 な る わ が 愛 子 、 わ れ に 言 い け る は 、

父 よ、 御 旨 の 成 ら ん こ とを 、栄 光 とこ

し えに 父 に あ れ 、 と。」(モ ー セ4：1、2)

また ア ブ ラハ ム は 主 の 言 葉 を引 用 し

て こ う語 っ て い る 。 「われ 誰 を遣 わ さ

ん か 。 一 人 、 『人 の子 』 の如 くに答 え

て 言 い け る は 、 わ れ こ こ に 在 り、 わ れ

を 遣 わ し た ま え 、 と。 別 の一 人 答 え て

言 い け る は 、 わ れ こ こ に在 り、 わ れ を

遣 わ し た ま え。 主 宣 い け る は 、 わ れ 先

の 者 を遣 わ さ ん 。

而 して 、第 二 の 者 怒 りて 、その 第一 の

位 を保 たず。而 してそ の 日多 くめ 者 た ち

彼 の 後 に 従 え りd(ア ブ ラハ ム3：27、28)

さ らに ヨハ ネ は 黙示 録 の 中 で 、 サ タ

ンが 怒 っ た こ とに よ っ て 起 きた 結 果 に

つ い て 説 明 して い る 。 「さ て 、 天 で は

戦 い が 起 っ た 。 ミカ エ ル とそ の 御 使 た

ち とが 、 龍 と戦 っ た の で あ る。 龍 も そ

の 使 た ち も応 戦 した が 、勝 て な々め 牟 。

そ して 、 も はや 天 に は 彼 ら の お る所

が な くな っ た 。 この 巨 大 な 龍 、す な わ

ち 、悪 魔 とか 、 サ タ ン とか 呼 ば れ 、全

世 界 を惑 わす 年 を経 たへ び は 、 地 に投

げ 落 され 、 そ の使 た ち も 、 もろ と もに

投 げ落 され た 。」(黙 示 ユ2：7-9)

私 た ち はサ タ ンが 大 き な影 響 力 を持

っ て 天 軍 の3分 の1を 従 わせ た こ と を

理 解 して い る 。

こ こに お い て 私 た ち は 、 そ の 行 動 の

動 機 に お い て も個 性 に お い て も両 者 が

全 く異 な っ て い る こ とに 気 づ く。 サ タ

ン は 自分 自 身 の 名 誉 と栄 光 の み を求

め て 、 人 か ら 自 由 意 志 を奪 い 、 強 制

的 に 全 人 類 を贈 う こ と を 申 し 出 た 。

そ れ に対 して イエ ズ は 、 人 間 一 人一 人

が善 悪 を判 断 し選 択 す る の を認 め る と

共 に 、 そ の す べ て の 名 誉 、栄 光 は 天 父

に 帰 す べ きで あ る と主 張 した 。

あ る 人 が 次 の よ うに 語 って い る 。 ま

さに 至 言 と言 え よ う。 「名 誉 を得 よ う

とす る者 に か か わ り を持 た な い 限 り、

善 な る 人 々 の 行 く手 に 終 りは な い 。」

こ の世 で 生 活 す る間 、私 た ち は 個 人

と し て 、 広 範 囲 に わ た る数 々 の重 要 な

問 題 の決 定 に 迫 られ る。 特 に 若 人 は 、

自分 の友 人 を は じめ 、交 際 す る 人 を選

ば な け れ ば な らな い で あ ろ う。 ま た 、

何 を して 生 計 を営 め ば よ い か も考 え な

け れ ば な ら な い 。 若 い 男 女 は 希 望 に あ

ふ れ た恋 を し 、 自分 の 結 婚 相 手 を選 ぶ

特 権 を得 る こ とで あ ろ う。 ま た 、 結 婚
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を神殿の中で行なうかどうかについて

も決定をしなければならない。神殿は

ふた りが今の世 にあって も永遠にわた

っても結び固め られることを可能にす

る唯一の場所である。

これだけでな く、人はもっと様々な

決定 を迫 られる。しか し、こうした重

要な決定をするにあたって、私たちは

孤独 ではない。教会に入 るにあたって

バプテスマを受けた人は、次いで、頭

の上 に手 を按かれ、聖なる神権iを持つ

者により教会員であることを確認され、

さらに、聖霊の賜 を付与 される。私た

ちが義にかなった生活をするならば、

聖 き 「み た ま」 は私 た ちの 伴 侶 とな り、

こ れ ら の重 要 な決 定 を下 す 際 の 導 き手

とな る こ とで あ ろ う。

私 た ち は 祈 りを通 して 問 題 へ の 答 え

を受 け 、 どの よ うな 決 定 を下 す べ きか

を知 る こ とが で き る。 祈 り を通 して 、

自分 の 考 え て い る こ とが 間違 って い る

と強 く感 じ られ る こ と も しば しば あ る。

さ ら に 、私 た ち の 答 えが 正 し く、主 の

み こ こ ろ に か .なっ た も の で あ る こ と を

は っ き り と感 じる こ と もあ る。 ま た そ

れ とは逆 に 、祈 りの 答 えが 何 で あ る か

を明 確 に つ か め な い こ と もあ る。 こ の

よ うな場 合 、主 は 従 うべ き方 法 を定 め

大会訪問者

ておられる。その問題 を心の中でよく

考えた上で決定をし、その決定が正 し

いかどうか を主に尋ねるのである。も

しも正 しければ、心の中が燃えるのを

覚え、その決定が正 しいことを確信す

るが、逆にもしもそれが正 しくなけれ

ば、心の中が次第に鈍 くなり、 「悪の

悪たるを」忘れるのである。(教 義と

聖約9：8、9参 照)

次にあげる讃美歌の言葉は、私たち

にとって非常 に意義深いものである。

ここで、その歌詞 を読んでみたいと思

う。

汝知 らずや、人みな自由なるを

人生を選び、己が行 く末を選ぶ

永遠なる真理与えられたれば、

神、人を天に強いたまわ じ

知 恵 と愛 と光 もて

説 き、 勧 め 、正 し.く導 き、 恵 み た も

うは か り知 れ ざ る善 とや さ し さ

しか れ ど も人 に 弓重い た ま わ じ

自由 と理 性 あ りて 、 は じめ て 人 とな

るこ れ ら な け れ ば 、 人 は 何 者 た りや

野 に あ る獣 と何 ら変 わ らず

獣 の ご と く、天 地 を思 うや

ウ ィ リア ム ・C・ グレ ッ グ

(英 文 讃 美 歌90番)

私 た ち は確 か に物 事 を決 定 す る特 権

を有 して い る。 そ れ を天 父 に喜 ば れ.る

よ う な もの に し て い るだ ろ うか 。 自己

中心 的 な もの に して し ま っ て は い な い

だ う つか 。

古 代 の予 言 者 ヨ シ ュア は 、正 義 に 従

って 生 き る決 心 を し、 は っ き りと こ う

宣 言 した 。 「あ な た が たの 仕 え る者 を 、

き ょ う、 選 び な さい 。 た だ し、 わ た し

とわ た しの 家 とは 共 に 主 に仕 え ます 。」

(ヨ シ ュ ア24：15)

私 た ちが 霊 感 を受 け て 、主 の 承 認 を

得 られ る賢 明 な選 択 をす る こ とが で き

る よ うに 。 そ して 、 そ の選 択 が 私 た ち

の 隣 人 に 対 して も益 を もた ら し、 祝 福

とな る よ う に 。私 た ち の主 で あ り、救

い主 で あ る イ エ ス ・キ リス トの み 名 に

よ っ て祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン。
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エ ス ・キ リス トの再 臨 に先 立 っ て 、

イ
あ る し る し と驚 異 が 現 わ れ る で あ

ろ う と約 束 され て い る。 こ れ に よ っ て

主 の聖 徒 た ち は 、主 の 再 臨 の お お よ そ

の 時 を知 る こ とが で き る。 イ エ スは 言

わ れ た 。「そ の枝 が 柔 らか に な り、葉 が

出 る よ うに な る と、 夏 の 近 い こ とが わ

か る。

その よ う に 、す べ て これ らの こ と を

見 たな らば 、 人 の 子 が 戸 口 まで 近 づ い

て い る と知 りな さ い 。」(マ タ イ24：32、

33)

キ ン ボー ル大 管長 は 次 の よ う な勧 告

を与 えた 。 「い ち じ くの葉 は 出 始 め て

い る。」 これ は予 言 的 な 言 葉 で あ る 。

「イエ ス ・キ リス トの再 臨 に 先 立 っ

て 、末 の 日に どの よ うな し る し と驚 異

が 現 わ れ る で あ ろ うか 。」

主 は次 の よ うに 言 わ れ た 。 「にせ キ

リス トた ちや 、 にせ 預 言 者 た ちが 起 っ

て 、大 い な る し る し と奇 跡 とを行 い 、

で きれ ば 、選 民 を も惑 わ そ う とす る で

あ ろ う。」(マ タ イ24：24)

「多 くの 者 が わ た しの 名 を名 の っ て

現 れ 、 自分 が キ リス トだ と言 っ て 、 多

くの 人 を惑 わ す で あ ろ う。」(マ タ イ24

：5)

主 は 言 わ れ た 。 「而 して 地 よ り平 和

の取 り去 られ 、 悪 魔 自 らの 領 土 を支 配

す る時 は な お い ま だ し とい え ど も今 や

近 きに あ り。」(教 義 と聖 約1：35)

末 の 日の し る しや 世 の状 態 、戦 争 、

危 険 、社 会 不安 に つ い て 述 べ て い る聖

句 は数 多い 。 これ らは 末 の 日に疫 病 、
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「いち しくの 葉 は

出始 め て い る 」

主の再臨の しる しを知 リ、人々に備えさ'せ

る ことは、私たちの特権 である。

十二使徒評議員会補助

バ ー ナ ー ド ・P・ プ ロ ッ ク バ ン ク

苦 悩 、 災 難 、苦 難 、大 規 模 な 災害 、 争

い 、 戦 い の うわ さ と戦 い が あ り、 また

「民 は 民 に
、 国 は 国 に敵 対 して 立 ち上

が る 」(マ タ イ24：7)こ と を告 げ て

い る 。 そ して 流 血 、殺 薮 、 荒 廃 が絶 え

な い 。 さ らに 、 か つ て な か っ た程 激：し

い洪 水 、 嵐 、 火事 、旋 風 、 地 震 に 見 舞

わ れ 、 人 々 の 聞 に は想 像 を絶 す る 罪 悪

や 不 正 、 邪 悪 、 混 乱 、殺 人 、犯 罪 、 動

揺 が 生 じる 。

主 は 言 わ れ た 。 「そ の 日に は 、 神 が

万 物 を造 られ た 創 造 の 初 め か ら現 在 に

至 る まで 、か つ て な く今 後 も な い よ う

な 患 難 が 起 るか ら で あ る。」(マ ル コ13

：19)

「而 し て あ らゆ る もの 皆 立 騒 ぎ
、す

べ て の 人 々 恐 怖 に 襲 わ る る故 に ま こ と

に 心 気 を失 わ ん 。」(教義 と聖 約88：91)

「そ して
、 ノア の 時 に あ っ た よ うに 、

人 の 子 の 時 に も同 様 な こ とが 起 る で あ

ろ う。

ノア が 箱 舟 に は い る 日 ま で 、 人 々 は

食 い 、飲 み 、 め と り、 とつ ぎ な ど して

い た が 、 そ こへ 洪 水 が 襲 っ て きて 、彼

ら を こ と ご と く滅 した 。

ロ トの 時 に も同 じ よ う な こ とが 起 っ

た 。 人 々 は 食 い 、 飲 み 、買 い 、 売 り、

植 え 、建 て な ど して い た が 、 ロ トが ソ

ドム か ら出 て 行 っ た 日に 、 天 か ら 火 と

硫 黄 とが 降 っ て き て 、 彼 ら を こ と ご と

く滅 した 。

人 の 子 が現 れ る 日 も、 ち ょ う ど それ

と同 様 で あ ろ う。」(ル カ17：26-30)

使 徒 パ ウ ロ は 、 末 の 時 代 の 人 々 と世

の 状 態 に つ い て霊 感 を受 け 、 次 の よ う

に 述 べ た 。

「しか し
、 こ の こ とは知 っ て お か ね

ば な らな い。 終 りの 時 に は 、苦 難 の 時

代 が 来 る。

そ の 時 、 人 々 は 自分 を愛 す る者 、金

を愛 す る者 、大 言 壮 語 す る者 、 高 慢 な

者 、神 を そ しる 者 、親 に 逆 ら う者 、恩

を知 らぬ 者 、神 聖 を 汚す 者 、無 情 な者

融 和 し な い者 、 そ し る者 、無 節 制 な者 、

粗 暴 な 者 、善 を好 ま な い 者 、裏 切 り者 、

乱 暴 者 、高 言 をす る者 、 神 よ り も快 楽

を愛 す る者 、信 心 深 い様 子 を しな が ら

そ の 実 を捨 て る 者 とな る で あ ろ う。」

そ して パ ウ ロ は 、 「こ う した 人 々 を避

け な さい 」(IIテ モ テ3二1-5)と

警 告 して い る 。

これ ら の 危 険 な 時 代 に つ い て 、 イ エ

ス は こ う言 わ れ た 。 「而 して聖 徒 ら も

ま た ほ とん ど逃 る る こ と能 わ ざ ら ん 。
くみ

さ りな が ら主 わ れ は聖 徒 ら に 与 し 、… 」

(教 義 と聖 約63：34)

しか しな が ら、 末 の 日 に聖 徒 た ち は

き わ め て 大 切 な約 束 を 主 よ り受 け て い

る 。 主 は 言 わ れ た 。 「され ど主 も ま た

そ の 聖徒 ら を 支 配 し 、 そ の 真 中 に あ り

て こ れ を統 治 せ ん 。 而 し て … … この 世

に 下 る 審 判 の た め に 天 よ り降 り来 ら

ん 。」(教 義 と聖 約1：36)

主 は 言 わ れ た 。 「また 、 汝 らに は 時

代 の 徴 と、 人 の 子 の 来 るべ き徴 と を知

らさ るべ し。」(教 義 と聖 約68：11)

「主 な る わ れ
、始 め に 於 て 地 を咀 い

し如 く、正 に今 末 の 世 に 於 て は聖 徒 ら
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が 地 の豊 な る 物 を受 け ん た め に 、 そ の

時 期 に 於 て 聖 徒 らの 用 に 地 を祝 福 せ

り。」(教 義 と聖 約61：17)

イ エ ス ・キ・リ ス トの教 会 は 、 決 し て

再 び こ の 地 上 か ら取 り去 られ る こ とは

な い 。 これ は 末 の 日の 顕 著 な し る し の

ひ とつ で あ る 。 す な わ ち 、 イ エ ス ・キ

リス トの 教 会 は 発 展 し、 栄 え 、 全 地 に

広 が るの で あ る。

聖 霊 と神 の神 権 は この 地 に 引 き続 き

残 る 。 末 の 日に 生 け る予 言 者 と生 け る

使 徒 が キ リス トよ り選 ば れ 、 召 され る

で あ ろ う。 「され どわ が 弟 子 た ちは 、

聖 地 に 立 ち て動 くことな か るべ し。」(教

義 と聖 約45：32)

また 、次 の こ と も現 代 の最 も重 要 な

し る し と言 え る。 「そ し て こ の 御 国 の

福 音 は 、す べ て の 民 に 対 して あ か し を

す るた め に 、 全 世 界 に 宣 べ 伝 え られ る

で あ ろ う。 そ し て そ れ か ら最 後 が 来 る

の で あ る 。」(マ タ イ24：14)

悪 魔 は あ らゆ る手 を尽 く して 、福 音

の メ ッセ ー ジが 全 世 界 に 伝 え られ る の

を 阻 も うと して い る 。

イ エ ス は 弟 子 た ち に 次 の よ う に命 じ

られ た 。 「そ れ ゆ え に 、 あ な た が た は

行 っ て 、す べ て の 国 民 を 弟子 と して 、

父 と子 と聖 霊 との 名 に よ っ て 、 彼 らに

バ プ テ スマ を施 し、 あ な た が た に命 じ

て お い た い っ さ い の こ と を守 る よ うに

教 え よ。 見 よ 、 わ た し は世 の 終 り まで 、

い つ も あ な た が た と共 に い る の で あ

る。」(マ タ イ28：19、20)

主 は 末 の 日の ユ ダ とエ ル サ レ ム に つ

い て 次 の よ う な約 束 を与 え た も うた 。

「また そ の 時 御 父 は 再 び か れ ら を集 め

受 け 嗣 ぎの 地 と して エ ル サ ル ム をか れ

らに 与 え た も う。

そ の 時 来 らば か れ ら は喜 び を押 う る

能 わ ず 。 エ ル サ レ ム の 荒 れ す た れ た る

と こ ろ よ 。・御 父 が そ の 民 を な ぐさ め 、

エ ル サ レ ム を贈 い て これ を 回 復 した ま

い し故 に共 に 歌 を唱 え。

御 父 は そ の 聖 き力 を万 国 の 民 の 目に

現 わ し た まい し故 に 、世 界 の 隅 々 の 人

々 まで こ と ご と く御 父 の 与 え た も う救

い を見 る 。 」(IIIニ ー フ ァ イ20：33-

35)で

「而 して イ ス ラ エ ル の 家 の 人 々 に わ
，

が 福 音 を完 全 な る ま ま宣 べ 伝 う る時 将

来 に あ り。

そ の 時 か れ らは わ れ を信 じ、 わ れ が

神 の子 、 イ エ ス ・キ リス トな る こ とを

認 め 、 … … 」(IIIニ ー フ ァ イ20：30、

31)

「され ど主 の 大 い な る 日来 る 前 に
、

ヤ コブ は荒 野 に 栄 え レー マ ン人 は 薔 薇

の 如 く華 さ くべ し。

シオ ン は諸 々 の 丘 の 上 に 栄 え て 諸 々

の 山 の 上 に 悦 び 、彼 らは わ が 指 し示 し

た る所 に寄 り集 ら ん 。」(教 義 と聖 約49

：24、25)

.「ま た 、 貧 し き者 柔 和 な る者 た ち は

わ が福 音 を説 き聞 かせ られ 、 わ が 来 る

時 を待 ち望 み て あ らん 。 わ が 来 る時 は

近 け れ ば な り。

而 し て もは や す で に 夏 近 け れ ば 、 彼

らは い ち じ くの 木 の 比 喩 を悟 るべ し。」

(教 義 と聖 約35：15、16)

今 こ そす べ て の 末 日聖 徒 は 、イ エ ス ・

キ リス トとひ とつ に な り、 人 々 の 救 い

手 と な る こ と を強 く求 め られ て い る 。

イ エ ス は 末 日聖 徒 に この よ うな 勧 告 を

与 え ら れ た 。 「彼 らは 世 の光 と し て 、

また 人 々 を救 う者 と し て置 か れ た 。」

(教 義 と聖 約103：9)繰 り返 し 申 し

上 げ る 。 「彼 らは世 の 光 と して 、 また

人 々 を救 う者 と して 置 か れ た 」 の で あ

る 。 さ らに 主 は こ う警 告 さ れ た 。 「彼

ら人 々 を救 う者 な らず ば 味 を失 い た る

塩 の 如 く、 か く して 全 く益 な き も の と

な り外 に棄 て られ て 人 の脚 下 に 踏 み つ

け らるべ き な り。」(教 義 と聖 約103：9、

10)

主 は 言 っ て お られ る。 す べ て の末 日

聖 徒 が 世 の 光 とな り、 人 々 の 救 い手 ど

な るべ きで あ る 。 この 聖 な る業 を怠 る

者 は 、 人 々 の 脚 下 に 踏 み つ け られ る 、

と。

主 は再 び 聖 徒 た ちに 勧 告 して お られ

る.「 わ れ 、 再 び 汝 ら に告 げ て 一 つ の

誠 め を与 う。

汝 ら長 老 、 祭 司 、教 師 ま た 会 員 に至 る

まで 、 あ らゆ る 人 々 精 力 を 尽 し そ の 手

の 働 き を 尽 して 為 すべ きこ と を為 し、

わ が 命 じた る こ と を準 備 し且 つ これ を

為 し遂 ぐべ し。

ま た 汝 らは す べ て 温 和 に して へ り く

だ り、皆 こ と ご と くの 人 そ の 隣 人 に と

りて 警 め の 声 とな る教 え を 説 くべ し。

1

また 、 汝 ら悪 し き 人 々 の 仲 間 よ り離

れ よ 。 己れ 自 ら を救 え 。 汝 ら.主 の器.

を もて る もの は 潔 くあ れ 。」(教 義 と聖

糸勺38：40-42)欄

キ ン ボー ル 大 管 長 は 先 程 、 末 の 日の

人 々 の 状 態 に つ い て述 べ て い る古 代 の

予 言 者 の 言 葉 を聖 書 か ら話 さ れ た 。 そ

こ で ヨエ ル は 次 の よ うに 語 って い る。

「か ま を 入 れ よ
、作 物 は熟 した 。 来 て

踏 め 、 酒 ぶ ね は 満 ち 、石 が め は あ ふ れ

て い る 。L彼 らの 悪 が 大 き いか らだ 。 』

、、群 衆 また 群 衆 は 、 さば きの 谷 に お る。

主 の 日が さ ば きの 谷 に近 いか らで あ ゑ 」

(ヨ エ ノレ3：13、14)

今 日1ほ と ん ど の 地 域 に お い て 、

人 々 は か つ て な く栄 え て い る 。 彼 らの

酒 ぶ ね は満 ち 、石 が め は あふ れ 、 悪 は

大 き い、。 一 方 、 人生 の 尊 い 目的 と道 を

求 め て い る善 良 な 人 も数 多 くい る。 私

た ち が 時 折 耳 に す る こ と とは 異 な り英

国 で もこ の こ とが 言 え る。 今 日ほ ど人

々 の 状 態 が 好 ま しい 時 代 は な い 。

神 の 聖 徒 が 道 を示 す な らば 、現 在 地

上 に い る 主 の 子 供 た ちの1パ ー セ ン ト

が 主 の 道 を見 出 し、教 会 に 入 る と思 わ

れ る。 ま た そ れ は可 能 で あ る 。

1パ ー セ ン トは お よそ3，600万 に 当

た り、 こ れ だ け の 「群 衆 」 が 神 の 聖 徒

に な り得 るの で あ る 。 実 に 、 「群 衆 ま

た群 衆 」 が さば きの 谷 で 、神 へ と導 い

て くれ る 気 高 い光 を待 っ て い るの で あ

る。 聖 きみ た ま と共 に 歩 む 宣 教 師 が 是

非 と も必 要 で あ る 。 私 た ち の 周 囲 に は

この よ うな 宣 教 師 に 召 され るべ き人 が

大 勢 い る 。 恵 ま れ て この 末 の 日に 生 を

受 け た私 た ちが 雄 々 し く 自 らの光 を輝

か す こ とが で き る よ うに 、 また 、 イエ

ス ・キ リス ト とひ とつ に な り、 す べ て

の 人 に救 い を も た らす 助 け が で き る よ

うに 、 イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り

祈 る もの で あ る。 ア ー メ ン。

☆ ☆
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復活祭に思う

永遠の生命を得るため に、聖霊の証 を通 し

て、イエス ・キ リス トを知るように努めな さ.

い。

十二使 徒評議 員会会員

デ ルバ ー ト ・L・ ス テ イ プ レー

活 祭 の季 節 が 近 づ く と、 キ リス ト復
教 徒 の 心 と感 情 は 、主 イエ ス ・キ

リス トの 犠 牲 と復 活 を思 い 起 こ し て 、

和 ん で くる。

キ リス トは 裏 切 られ る 直 前 に 、 天 を

仰 い で 、 弟 子 た ち の た め に と りな しの

祈 りを捧 げ ら れ た 。 キ リス トは 次 の よ

っな 深遠 な 言 葉 を発せ ら れ た 。 「.永遠

の 命 とは 、唯 一 の 、 ま.ことの 神 で い ま

す あ な た と、 また 、 あ な た が つ か わ さ

れ た イエ ス ・キ リヌ、トと を知 る こ とで

あ ります 。」(ヨ ハ ネ17：3)

父 な る神 と贈 い 主 で あ り救 い主 で あ

る御 子 イエ ス ・キ リス トを知 る こ とが 、

永 遠 の 生 命 な の で あ る 。 人 々は 真 に こ

の 御 二 方 、す な わ ち御 二 方の 属 性 と特

性 と力 を知 っ て い るだ ろ うか 、 そ し て

こ れ は確 か に 知 る こ との で き る もの で

あ る。 も し そ うで な け れ ば 、 救 い主 は

こ の よ うに 言 わ れ な か っ た で あ ろ う 、

ピ リポが キ リス トに 、 「主 よ 、 わ た

した ちに 父 を示 し て下 さ い 。 そ う して

下 され ば 、 わ た し た ち は 満 足 し ます 」

と言 っ た と き、 イエ スは こ う 答 え られ

た 。 「ピ リボ よ、 こ ん な に 長 くあ な た

が た と一 緒 に い るの に 、 わ た しが わ か

って い な いの か 。わ た し を見 た者 は 、父

を見 たの で あ る。 ど う して 、 わ た し た

ちに 父 を示 して ほ し い と、 言 うの か 。」

(ヨ ハ ネ14：8、9)

パ ウ ロは コ リ ン トの 聖 徒 た ち に 、 キ.

リス トは 「神 の か た ち」(IIコ リ ン ト

4：4)を して お られ る と述 べ て い る 。

また 、ヘ ブ ル 人 に は 、 キ リス トは 「神

の 本質 の 真 の 姿 」(ヘ ブ ル1：3)で

あ る と言 っ てい る。 永 遠 の 神 の 独 り.r

が 「神 の 本 質 の 真 の 姿 」 で あ る こ とに 、

何 ら矛 盾 は な い 。 こ の 父 に し て こ の子

あ り と 言わ れ る よ う.に、地 上 の ど の 碧、

子 も そ の 父 親 の か た ち を受 け 継 い で い

る。 地 上 の もの は 天 ヒの もの の典・型 で

あ る。 そ して 、 父 親 と瓜 二 つ とい われ

るほ ど よ く似 て い る 息 ゴ・もこ の 世 に 多

い 。

近 代 の 啓 示 で 知 ら され て い る よ うに 、

ア ダ ム の 息 子 セ ツ は 「完 き 入に して 、

また そ の容 姿 は 父 の 容 姿 と生11メしな る

た め に 、 あ ら ゆ る点 に 於 て 父 とそ の 面
かげ

影 相 肖 た り、 た だ 齢 の 異 な るに よ りて

彼 と父 と別 つ こ とを 得 た る の み 」 〔教

義iと 聖 約107：431キ リス トが ピ リポ

に 、 「わ た し を 見 た 者は 、 父 を見 た の

で あ る」(ヨ ハ ネ14：9)と 言 わ れ た

と き に 意 味 した の は この こ と で は な か

っ た だ ろ うか 。 この 言 葉 は ま た 、 「御

父 は 、 人閻 の 有 す る 肉体 と同 じ く触知

し得 る骨 肉 の 体 を有 した も う.1(教 義

と搾旦系勺130：22)と い うi丘で覧σ!)}、咋力丸と も

一 致 す る
.

ま た 、 キ リス トは 言 わ れ た 。 「子 は

父の な さ る こ と を見 て す る 以 外 に 、 自

分 か らは 何 事 もす る こ とが で き な い 。」

(ヨ ハ ネ5：19)さ らに 言 わ れ た。 「わ

た し は … … た だ 父 が 教 え て下 さ っ た ま

ま を話 して い た」(ヨ ハ ネ8：28)こ

こで キ リス トは 、御 自分 が 御 父 の 模 範

と教 え に従 い 、 ま た御 父 が す で に 経 験

され た業 を行 な っ て い る こ と、 そ の こ

とに 女っ て御 父 と御 予 は そ れ ぞれ 固 有

の 特 性 と属 性 と力 と を 所 有 して い る こ

と を明 らか に し て お られ る..

トマ スが..1三に 、 「ど う して そ の道 が

わ か る で し ょ う」 と尋 ね た とき 、 イエ

スは こ う答 え られ た.「 わ た し は道 で

あ り、 真理 で あ り、 命 で あ る 、 だ れ で

もわ た しに よ ら な い て慧 、 父 の み も と

に 打 く.こと は で きな い 。、(ヨ ハ ネ14：

5、6♪ また 、 「わ た した ち を救：い う

る 名は 、 これ を別 に して は 、 天 下 の だ

れ に も与 え られ て い な い か ら で あ る」

(使 徒4：12)と 使 徒 ペ テ ロ は ユ ダヤ の

役 入 、 長 老 、律 法 学 者 た ち に 宣 言 し た。

イエ ス が ソ ロ モ ン の 廊 を 歩 い て お られ

た と き 、ユ ダヤ 人 た ちが 来 て 、決 着 を

つ け よ う と、 こ の よ うに 詰 闘 した 、，「あ

な た が キ リ.ス1・で あ る な ら 、 そ う とは

'、き り ∫言っ て い た だ き た い 弓 イエ ス は

彼 らに 答 え て1ζわ れ た 。「わ た しの 父 の

名 に よ ・.ンて し て い るす べ て の わ ざが 、

わ た しの こ と を あ か し して い る。」 〔ヨ

ノ＼ネ10：23-25)

キ リス トの み 業 、 奇 跡 、 教 え 、 また

天 のみ 使 い の 現 わ れ や 確 認 の 言 葉 、 こ

れ らが キ リス トは 肉 に お け る神 の独 り

子 で あ り、 私 た ち の 階 い主 、救 い主 、

主 で あ る こ と を十 分 に 証 明 して い る。

ま た 、 父 な る神 御 自身 も、 証 人 の 前 で

こ の こ とを 宣 言 して お られ る。

キ リス トは 、地 上 で の み 業 を終 え て

十字 架 に掛 け られ 、 栄 え あ る復 活 を さ

れ た 後 、 弟 子 た ち に み 姿 を 現 わ し 、

キ リス トに つ い て の聖 句 に対 す る 弟 子
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た ちの 理 解 を開 か れ た 。 す な わ ち 、 キ

リス トの 生 涯 、死 、復 活 に 関 す る す べ

て の 聖 句 が ど の よ うに 成就 さ れ た か を

示 さ れ た の で あ る 。 そ して 弟 子 た ちに 、

「あ な た が た は
、 これ らの 事 の証 入 で

あ る」(ル カ24：48)と 言 わ れ た 。 使

徒 ペ テ ロは 、 コル ネ リオ と そ の親 族 に 、

キ リス トの メ ッセ ー ジ 、 死 、 復 活 な ど 、

す べ て の こ と を教 えた 。 また 、神 が 復

活 さ れ た 主 を 明 らか に示 され た と宣 言

し た 。ペ テ ロ は 次 の よ うに 言 っ て い る 。

「全 部 の 人 々 に で は な か っ たが
、 わ た

し た ち証 人 と して あ らか じめ 選 ば れ た

者 た ち に 現 れ る よ う に して 下 さ い ま し

た 。 … … 予 言 者 た ち の み な … … あ か し

して い ます 。」(使 徒10：38-43)

キ リス トが 降 臨 され る 以 前 か ら、 予

言 者 た ちは キ リス トの 来 臨 を証 し 、 キ

リス トの 生 涯 と使 命 、 み 業 、奇 跡 に つ

いて 絶 対 的 な確 信 を もっ て 予 言 して い

た。 さ らに 、 入 類 の 罪 を贈 う使 命 と務

め を結 び 固め る行 為 と して の 十 字 架L

での 死 と栄 え あ る復 活 に つ い て も予 言

し て い る。

キ リス トの ため に 道 を備 え た バ プ テ

スマ の ヨハ ネには 、神 の 御 子 を見 分 け

る し る しが 与 え られ て い た 。 彼 は イエ

スが 向 か って 来 られ る の を見 て 、 弟 子

た ちに 「見 よ 、世 の 罪 を取 り除 く神 の

小 羊 」(ヨ ハ ネ1：29)と 言 っ た 。 父

な る神 も、 キ リス トの バ プ テ ス マ に集

っ て い た す べ て の 人々 に 、 御 子 を証 し

て 天 か ら こ う言 わ れ た 。 「こ れ は わ た

しの 愛 す る子 、 わ た しの 心 に か な う者

で あ る司(マ タ イ3：17)ま た 主 はペ

テ ロ に 、 「そ れ で は 、 あ な たが た は わ

た し を だ れ だ と言 うか 」 と尋 ね られ た 。

そ れ に 対 し て ペ テ ロ は 、 「あ な た こ

そ 、 生 け る神 の子 キ リス トで す 」(マ

タ イ16：15、16)と 力 強 く宣 言 し た 。

霊 界 に お い，て キ リス トを知 っ て い た不

浄 な 悪 霊 た ち で さ え 、 肉 体 に あ る キ・リ

ろ トを認 め て イ エ ス を 「い と高 き神 の

子 イエ ス よ」(ル カ8：28)・ と呼 んで

い る。

キ リス トの み 業 と奇 跡 、 また 誠 実 で

忠 実 な証 人が 見 聞 き し た事 柄 に つ い て

の証 、 証 拠 、 これ らは 、 イ エ スが 単 に

主 義 の 高 潔 な 方 、偉 大 な教 師 で は な く、

ま さ し く神 の 御 子 で あ り、世 の 贈 い主 、

救 い 主 、模 範 で あ る こ と、 また イ土 ス

を知 り、 愛 し、 従 うこ とが 永 遠 の 生 命

で あ る こ とを証 明 し て い る。 こ の こ と

は 神 御 自身 も天 か ら証 して お ら れ る。

さ らに1復 活 した 主 に まみ え た真 の

証 人 た ち も 、 イ エ スが 今 日 も生 きた も

う こ と を証 言 して い る 。 天 使 ガ ブ リエ

ル は 、 イ 弄 ス の 母 マ リヤ に 、 「か れ
』(イエ スうは とこ し え にヤ コブ の家 を支

配 し、 そ の 支 配 は 限 りな く続 くで し ょ

う」(ル カ1：33)と 言 って い る 。 主

は 復 活 後 、弟 子 た ち に幾 度 とな くみ 姿

を現 わ され た。 まず 、マ グ ダ ラ の マ リ

ヤ に(ヨ ハ ネ20：16-18N次 い で エ

マ オ に 向 か うふ た りの弟 子 に(ル カ24

：13-35)、 次 に 集 ま っ て い る使 徒 た

ち に 現 わ れ た も うた 。 イエ ス は使 徒 た

ちに こ う言 わ れ た 。 「わ た し の手 や 足

を見 な さ い。 … … さ わ っ て 見 な さ い 。

霊 に は 肉 や 骨 は な いが 、 あ な たが た が

見 る とお り、 わ た し に は あ る の だ 。」

(ル カ24：3β 一40)

次 い で ル カが 記 して い る よ う、に 、 キ

リス トは 受 難 後 、 「自分 の 生 き て い る

こ とを数 々 の 確 か な 証 拠 に よ っ て示 し 、

四 十 日に わ た っ て た び た び 彼 らに 現 れ

て 、神 の 国 の こ と を語 られ た 。」(使 徒

1：3)5番 目の訪 れ につ い て 、使 徒

パ ウ ロ は こ う証 して い る 。「ケ パ に現 れ 、

次 に 、 十 二 人 に 現 れ … ∵・そ の の ち、五

百 人以 上 の 兄 弟 た ち に 、 同 時 に 現 れ た 。

そ の の ち 、 ヤ コ ブ に 現 れ 、 次 に 、す べ

て の 使 徒 た ち!こ現 れ ・(1コ リン ト15：

・5-8)
、 最.後に パ ウ ロ 自身 に 現 わ れ

た も うた 。

6番 目、 新 約 聖 書 に お い て 、証 人 に

つ い て の この 最 後 の 記 事 は 、 私 た ち が

熟 考 す べ き き わ め て 大切 な もの で あ る。

この こ とが 今 後 、神 の す べ て の 子 供 に .

希 望 と信 仰 を与 え る こ とに な るか らで

あ る。 こ れ は 、 キ リス トが 復 活 後 、 弟

子 た ち と共 に40日 間 を過 ご し 、主 の 王

国 の 事 柄 に 関 す る教 え と指 示 を 与 え ら

.れた 後 の 重 要 な 出 来 事 に 関連 し た もの

で あ.る。「.こう言 い終 る と、 … … 雲 に 迎

え られ て 、 その 姿 が 見 え な くな っ だ 。

ノ エ ス の 上 っ て行 か れ る と き 、 彼 ら

.が 天 を見 つ め て い る と、 見 よ、 白 い 衣

を着 た ふ た りの 人 が 」 彼 らの そば に 立

つ て い て 言 っ た 、 『ガ リラ ヤ の 人 た ち

よ 、 なぜ 天 を仰 い で立 っ て い る の か 。

あ な た が た を離 れ て 天 に上 げ られ た こ

の イ エ スは 、天 に 上 っ て行 か れ る の を

あな たが たが 見 た の と同 じ有 様 で 、ま た

お い で に な る で あ ろ う。』」(使 徒1：.

9-11)キ リス トは 復 活体 を持 っ て天

に 昇 られ た 。 この 聖 句 に 言 わ れ る よ、う

に 、再 臨 の と きに これ と同 じ有 様 で お

い で に な る とす れ ば 、 同 じ復 活 体 で み

姿 を現 わ され る こ とに な る 。 こ の主 の

再 臨 の と き 、 イ ス ラエ ル の 家 の 一 族 が 、

主 に 次 の よ うに尋 ね る こ とが 予 言 さ れ

て い る 。「汝 の 手 と足 に あ る傷 は 何 ぞや 。

そ の 時 、彼 らは わ れ の主 な る こ と を

知 らん 。 そ は わ れ 彼 ら に 向 いて 『こ の

傷 は 、 わ が 友 の 家 に あ りて 得 た る傷 な

り。 わ れ は 挙 げ られ た る者 な り。 十 字

架 につ け られ た る イエ ス な り。 われ は 、

す な わ ち神 の子 な り』 と言 えば な り。」

(教 義 と聖 約45：51、52。 ゼ カ リヤ13

：6参 照)

末 日聖 徒 イエ ス ・キ・リス ト教 会 の 四

大 標 準 聖 典 の ひ とつ で あ る モ ル モ ン経

に は 、墓 か ら よ み が え られ た キ リス ト

が 、 ア メ リカ大 陸 を訪 れ られ た こ とが

美 し く記 され て い る。 イエ ス が み 姿 を

現 わ さ れ る に先 立 って 、天 か ら父 な る

神 の み 声 が 聞 こ え た 。.「わ が 喜 ぶ 愛 子

を 見 よ 。 わ れ は こ れ に 由 りて す でに わ

が 名の 栄 光 を示 しぬ 。 わが 愛 子 に聞 け」

(IIIニー・フ ァ イ11：7)

その と き 、 イ エ ス御 自身 も語 られ た 。

「見 よ
、 わ れ は イ エ ス ・キ リス トな り。

予 言 者 らが こ の世 に 来 る と証 を した る

そ の 者 な り。」(IIIニ ー フ ァ イ11：10)

歴 史 の 記 す とこ ろ に'よる と 主 が 訪 れ ら

れ た際 、 恵 まれ て 大 勢 の 者 が イエ ス の

身 も とに寄 り集 ま った 。 「汝 らが わが

肋 に そ の 手 を さ し入 れ 、 わ が 手 足 に あ

る釘 あ とに 触 れ て 、 わ れ が イス ラエ ル

の 神 に して 全 世 界 の 神 な る こ と 、 ま た

わ れ が 世 の 人 の 罪 を負 うて一 度 殺 され

た る を知 る た め に 起 ち てわ れ に近 づ

け 」(IIIニ ー フ ァ イ11：14)

「人 は 各 々 み な近 よ っ て 親 し くこれ

を見 、親 し くこ れ に 触 れ た か らみ な一

せ い に よば わ っ て 、 『ホザ ナ よ。 い と

高 き神 の御 名 を 讃 美 す 』 と言 い 、 イエ

ス の 足 下 に ひ れ 伏 し て イ エ スを拝 し

た 。」(IIIニ ー フ ァ イ11：16、17)
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イエ スは この よ うに親 し く交 わ る こ と

に よって、イエ スが 確 か に予 言 通 り復 活

され た と い う確 信 を、 群 衆 に 与 え た も

うた の で あ る。 証 人 の こ れ らの 証 や 証

拠 は すべ て 、真 理 と光 と、 神 と独 り子

に 関す る知 識 を求 め る 人 を信 服 させ る

に 足 る もの で あ る。 人類 は 唯 一 の真 の

神 と イエ ス ・キ リス トに対 す る信 仰 を

得 るた め に 、 暗 闇 の 中 で もが く必 要 は

な い 。 ま た生 命 と救 い の計 画 を信 じ る

に あ た って も同様 で あ る 。 キ リス トが

約 束 され た助 け 主 す な わ ち 、 聖 霊 は 、

真理 の み た ま で あ り、 キ リス トに 従 う

者 をす べ て の真 理 へ と導 い て 下 さ る。

聖 霊 は 御 父 と御 子 を証 す る御 方 で あ り、

教 師 で あ り、 啓示 を与 え る御 方 で あ る 。

証 人 ペ テ ロ は 、 「予 言 は … … 神 の 聖 者

が 聖 霊 に感 じて 語 っ た もの だ か らで あ

る。」(欽 定 訳IIペ テ ロ1：21)と 述べ 、

パ ウ ロ は 「聖 霊 に よ らな け れ ば 、 だ れ

も 『イエ ス は 主 で あ る 』 と言 うこ とが

で き な い 。」(1コ リン ト12：3)と 言

明 し て い る。 ま た 愛 す る使 徒 ヨハ ネ は 、

「そ の あ か しを す る もの は
、 御 霊 で あ

る。 御 霊 は 真 理 だ か ら で あ る。」(1ヨ

ハ ネ5：6)と 教 え て い る。

こ れ らの 聖 句 に よれ ば 、聖 霊 の証 は

ふ さ わ しい 人す べ て に与 え られ る 。 そ

して 、祈 り を も って これ を求 め る人 に 、

知 識 、理 解 、信 仰 、 真 理 に対 す る証 を

授 け る 力 を持 っ て い る 。 モ ル モ ン経 の

歴 史 と教 義 を記 した 予 言 者 は 、次 の よ

う な 賢 明 か つ 理 解 しや す い 勧 告 、 警 告

を与 え て い る 。 「ま た この 記 録 を受 け

る時 、 そ れ が 真 実 な もの か ど うか を キ

リス トの 御 名 に よ っ て 永 遠 の 父 な る神

に問 え 。 も し誠 心 誠 意 で そ の 上 キ リス

ト を信 じなが ら問 うな らば 、神 は 聖 霊

の 力 に よ っ て この 記 録 が 確 か な もの で

あ る こ と を あ な た た ち に 示 し た も う に

ちが い な い。

そ して 聖 霊 の 力 に よ っ て 一 切 の 事 の

大会 の開 会 が近 付 くにつ れ 、人 の列 は伸 びて行 く

真 実 で あ るか ど うか が あ な た た ちに 解

る。」(モ ロ ナ イ10：4、5)

だ れ で も心 か ら謙 遜 に 、 聖 きみ た ま

を通 して 神 よ り下 され る光 と知 識 と英

知 を求 め る な らば 、 こ の 約 束 が 確 か な

こ とを 実 感 と して 味 わ う こ とが で き る 。

私 は 、 この 力 を通 して 、 唯 一 の 真 の神

と、真 に 私 た ちの 主 で あ り、貝費い主 で

あ り、 救 い主 で あ る イ エ ス ・キ リス ト

と を知 る こ とが 永 遠 の 生 命 で あ る こ と

を証 申 し上 げ る 。

最 後 に 、 こ の 末 日の神 権 時代 に お け

る最 初 の 予 言者 の 言 葉 を拝 借 し た い 。

「さ て
、 こ の子 羊 に 就 きて 為 され た る

様 々 の証 の 挙 句 、 わ れ らの 為 す 最 後 の

証 はす な わ ち 『主 は実 に 生 きた も う』

こ と是 な り。」(教 義 と聖 約76：22) ，こ

れ らの こ とが 真 実 で あ る こ と を 、主 イ

エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り謹 ん で 申

し上 げ る。 ア ー メー ン 。
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4月6日 ㈹ 午前の部における説教

A叩 の 道

私たち がどこから来たか、またなぜ ここに

いるのかを知る ことは、 日々の生活の導さと

なる。

第二副管長

マ リ オ ン ・G・ 日 ム ニ ー

賦 」

す る兄弟姉妹の皆さん、教会員、愛
非教 会 員 の 皆 さ ん。 私 た ち の 主 、

救 い 主 イエ ス ・キ リス トの1976回 目 の

誕 生 日に あ た る今 日、 ま た時 満 ち た る

神 権 時 代 に お け る キ・リス トの教 会 の設

立146回 目の 記 念 日に あ た る今 日、私

は 皆 さ ん を、 愛 と友 情 の 気 持 を も っ て

お 迎 えす る。

今 日の 話 を始 め るに あ た り、私 は心

の 中 に3つ の 質 問 を思 い 浮 か べ て い る。

私 た ち は ど こか ら来 た の か 、 なぜ こ こ

に い る の か 、 そ して 、 こ の 試 しの 時 期

を経 た後 に どこへ 行 くの か 、 とい う質

問 で あ る。 人 は 皆 、 こ の 質 問 に 対 す る

神 か らの 答 え を知 ら な け れ ば な ら な い

し 、 そ の 答 え に よ っ て 導 き を受 け な け

れ ば な ら な い 。

数 ヵ 月前 の こ と、 私 は 飛 行 機 の 中 で 、

極 東 か ら きた ひ と りの 紳 士 と同 席 した

こ とが あ っ た 。 二 言 三 言 、 冗 談 を 言 い

合 っ た あ と、 そ の 紳 士 は私 の 質 問 に 応

え 、 彼 の仕 事 に つ い て話 し始 め た 。 そ

れ か ら、 私 の仕 事 に つ い て 質 問 して き

た 。 そ の 結 果 、 当 然 の こ と なが ら 、福

音 の話 合 い に な っ た 。 彼 の 母 親 は ク リ

ス チ ャ ン で あ っ たが 、 彼 自 身 は 無 宗 教

だ っ た 。 彼 は神 とい う概 念 を持 っ て い

なか っ た し、 自分 が 前世 に 存 在 して い

た か ど うか 、 死 後 も生 き続 け る のか ど

うか に つ い て 、 何 も考 え て い な か っ た。

人 生 に は何 の 目的 もな く、 た だ 一 生 懸

命 働 い て 「適 当 な 生 活 水 準 」 に達 す れ

ば よ い とい う こ とで あ っ た 。 基 本 的 な

福 音 の真 理 につ い て 少 し話 し合 っ た 後 、

彼 は こ う答 え た 。 「そ う した 考 え方 を

し て い れ ば 、確 か に 人生 に は 目的 が あ

ります ねd

数 週 間 後 、私 は彼 に 手 紙 を書 き、 パ

ン フ レ ッ トを少 し送 っ た 。

彼 の 返 事 に は 、次 の よ うに書 か れ て

い た 。

「ま だ あ な た の こ と を覚 え て い ま す
。

あ な た と機 上 で交 わ し た会 話 は 、本 当

に 楽 しい もの で した 。 … …

私 の 方 は 依 然 と して 『目的 』 もな し

に … … 一 生 懸命 働 い て い ます 。 … … あ

な た は 、 毎 日働 く真 の 目的 は何 か 、 ま

た 人生 その もの の 目的 は 何 か に つ い て 、

私 の 目 を開 かせ て 下 さい ま した 。 … …

話 は 変 わ ります が 、 私 は ま だ 飲 酒 と

喫 煙 を 止 め る こ とが で き ませ ん 酬 私 た

ち が 話 を して い る 間 中 、彼 は 酒 ビ ン を

持 っ て い た 。 そ の た め 、私 が知 恵 の 言

葉 の パ ン フ レ ッ トを読 む よ うに 勧 め た

の で あ る。 そ の 答 えが こ れ で あ る 。「私

は こ れ ま での と こ ろ酒 を止 め る こ とが

で き ませ ん 。 しか し、私 は 、 自分 が ど

こか ら来 たか 、 な ぜ こ こに い る の か 、

そ して こ の試 しの 世 を去 っ た と き ど こ

へ 行 くの か に つ い て は 、決 して 忘 れ な

い で し ょ うd

私 た ち が何 者 で あ る のか とい うこ と

に つ い て は 、 既 に 説 明 して お い た 。 パ

ウ ロが ア レ オパ ゴス の 評 議 所 で 、 ア テ

ネ の 人 々 に 言 っ た よ うに 、 私 た ち は 「神

の 子 孫 」(使 徒17：28、29)な の で あ

る。 私 が そ う言 っ た た め に 、 少 し説 明

が 必 要 に な っ た 。 と言 うの も、 彼 が 指

摘 す る よ うに 、私 た ち の 肉体 は 、私 た

ちの 両 親 か ら受 け 継 い だ もの だ か ら で

あ る。 こ の 点 に 関 し 、私 は 彼 に 主 が 啓

示 の 中 で 述 べ られ た もの を読 む よ う勧

め た 。「人 間 は霊 と体 と よ り成 るd(教

義 と聖 約88：15)そ して 私 は彼 に 、神

の 子 孫 な の は 人 の 霊 の 方 で あ る と強 調

し'た。 こ の 説 明 で 、 次 の 説 明が しや す

くな っ た。 つ ま り、神 御 自身 も人 間 と

同 じ よ うに 触 知 し得 る骨 肉の 体 と、霊

体 とか ら成 る御 方 で あ る とい う こ と、

神 は 復 活 し、 栄 光 に 満 ち 、昇 栄 した 、

全 知 全 能 の 御 方 で あ り、 また 霊 と力 と

影 響 力 と を持 っ た 、 遍 在 す る御 方 で あ

り、 天 地 とそ の 中 に あ る万 物 を治 め て

お られ る御 方 で あ る とい うこ と、 そ し

て す べ て の 人 の 霊 は 文 字 通 り 「神 よ り

生 れ た る 息 子 と娘 」(教 義 と聖 約76：

24)で あ る とい う こ とな どで あ る。

こ う した概 念 こ そ 、 彼 が 手 紙 の 中 で

「私 は 自分 が ど こ か ら来 た の か 、 決 し

て 忘 れ な い で し ょ う」 と書 い た と き、

心 の 中 に 感 じて い た 概 念 な の で あ る。

なぜ この 地 上 に い る の か 、・とい う点

に 関 して 、私 は 彼 に 全 く明 か な事 実 を

を交 えて 説 明 し た。 つ ま り、私 た ちは

地 上 の 両 親 か ら 、成 熟 し た ら身体 的 に

は両 親 と同 じ状 態 に な れ る能 力 を受 け

継 い で い る が 、 こ れ と全 く同 様 に 、 私

た ち は 、神 の 子 供 と して 、 完 全 の 域 に

到 達 した ら天 の 両 親 と同 じ状 態 に なれ

る とい う能 力 も受 け 継 い で い るの で あ

る。 ま た 、 神 が 骨 肉 の体 を持 っ て い る

以 上 、 私 た ち神 の 霊 の子 供 も神 の よ う
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な者になるためには、同じような体 を

持つことが必要であ σ、それは全 く当

然なことである。また、地上に来たのは、

私たちがこうした体を得 るための唯一

の方法だか らである。私はさらに彼に、

この現世の試 しの時期は、信仰によっ

て歩みながら、私たちの天の両親のよ

うに完全 と昇栄に達す るにふ さわ しい

ことを証明する機会であることを説明

した。

天上の大会議については、アブラハ

ムの記した示現について説明 した。こ

の会議で福音の計画が提示 され、この

地球 を創造す る計画が立案 されたので

ある。私たちは、アブラハムの言葉に

ついて考えてみた。

「さて、主はわれアブラハムに、こ

の世に先だちて組織 されたる英智たち

を見せたまいたりき。……

これらの者(霊 の状態であった)の

中に、神の如 き者(す なわち、イエス・

キ リス ト)一 人立ちて共に在 りし者た

ちに言いけるは、われら降 り行かん。

か しこに空間あればなり。而してこれ ら

の材料 をとりて、これらの者の住 まう

べ き地 を造らん。

而して、これによりて彼らを試し、

何にてもあれ、主なる彼 らの神の命 じ

たまわんすべてのことを彼らが為すや

否や を見ん。

而して、最初の位 を保つ者は更に附

け加えられ、最初の位 を保たざる者は、

最初の位を保つ者 と同じ王国にて栄 を

得ることなからん。而して、第二の位

を保つ者は、 とこしえに栄光 をその頭

に附け加 えられんd(ア ブラハム3：

22-26)

もちろん、私たちは皆、ここで発表

された計画が実行に移されたことを知

っている。最初の位、つ まり霊の位を

保った霊たちは、約束された通 り、こ

の地上に人 として誕生し、肉体 を受け

ることにより 「付け加 えられ」ている。

また約束によれば、この第二(つ ま

り、現世)の 位 を保 った暁には、 「と

こしえに栄光その頭に附け加 えられん」

といつ。

こうした真理が私たちにはすでに明

らかなように、彼にも段々 と明らかに

なってきた。すなわち、私たちが地上
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へ 来 た の に は 、 ふ た つ の 目的 が あ る。

ひ とつ は 、 私 た ち の 天 父 に か た ど って

骨 肉 の体 を得 るた め で あ り、 も うひ と

つ は 、私 た ち が 主 な る神 の 命 じ られ る

「す べ て の こ と を為 す や 否 や を 見 」 ら

れ る た め で あ っ た。

こ の よ うな 話 を した 結 果 、私 の 友 入

は 「私 は … … 自分 が なぜ こ こ に い るの

か … … に つ い て は決 して 忘 れ な い で し

ょ う」 と書 い て よ こ した の で あ っ た 。

この 地 上 に お け る 試 しの 時 期 は 、無

論 死 に よ って 終 止 符 が 打 た れ る。 死 と

は 、 肉体 と霊 が分 離 す る こ とで あ る。

キ リス トが 墓 に 打 ち勝 っ た 結 果 、私

た ち は皆 復 活 す る こ とに な っ た。 これ

が 、 人 の腰 い で あ る。

復 活 の 際 に私 た ちが どん な 体 を受 け

るか 、 ま た そ れ か ら ど こへ 行 くの か は 、

私 た ち次 第 で 決 ま る 。 パ ウ ロ は 、 復 活

に 関 して 、 次 の よ うな 手 紙 を コ り ン ト

人 宛 に書 い た。

「天 に属 す るか らだ もあ れ ば 、地 に

属 す るか ら だ も あ る 。天 に 属 す る も の

の 栄 光 は 、地 に 属 す る もの の 栄 光 と違

っ て い る 。

日の 栄 光 が あ り、 月 の 栄 光 が あ り、

西 ベ ル リンか らの訪 間 者 、

ゼ ーハ ーゲ ン姉 妹

星 の栄 光 が あ る 。 ま た 、 この 星 とあ の

星 との 間 に 、栄 光 の 差 が あ る。

死 人 の 復 活 も また 同様 で あ るu(1

コ リン ト15：40-42)

も し私 た ちが この 地 上 で神 の戒 め を

守 る な らば 、 私 た ち は 神 の み も とへ

帰 り、神 と共 に 、 永 遠 の 生 命 と栄 光 の

う ち に 過 ごす こ とが で き る 。 しか し 、

戒 め を守 らな け れ ば 、 は るか に 低 い地

位 に 定 め られ る だ け で あ る 。 そ れ も皆 、

私 た ち次 第 で あ る 。

神 か ら与 え ら れ た 「良 心 に 従 い」 私

た ちは 自分 の 選 択 に 応 じて 行 動 す る 自

由 が あ る 。 だ が 人 は 皆 「審 判 の 日に 至

りて 自 己 の 罪 を 負 う，」(教 義 と聖 約101

：78)

古 代 ア メ リカ の 予 言老 は 、 この 真 理

を 、 次 の よ うな 美 しい 言 葉 で表 現 した。

「・… ・・人 は み な… … 自由 で あ り、 お

よ そ… … 人 間 の ため に な る もの は何 で

も与 え られ る 。 そ して … … 自由 と永 遠

の 生 命 とを選 ぶ か 、 また は 悪 魔 は 万 人

が 自分 の よ うに み じめ に な る こ とを求

め て い るか ら、 そ の束 縛 と力 とに 由 っ

て 定 ま る 束 縛 と死 と を選 ぶ か 、 こ れ は

全 く人 間 の 自 由 で あ るd(IIニ ー フ ァ

イ2：27)

古 代 ア メ リカ の も うひ と りの 予 言 者

も、 次 の よ うな 言 葉 で 、死 と復 活 の 間

の 状 態 を説 明 して い る 。

「さ て死 ん で か ら よみ が え る時 まで

の 霊 の 有 様 は ど うで あ る か と言 うに 、

ご ら ん 、 あ ら ゆ る 人 の 霊 は それ が 善 で

あ っ て も悪 で あ ら て も、 この 死 な な く

て は な らぬ 肉体 を離 れ る とそ の霊 に 生

命 を与 え た も うた 神 の と こ ろへ 帰 るの

で あ る 。 これ は 天 使 が 私 に お示 しに な

っ た 。(こ こ で 話 して い る の は ア ル マ

で あ る。 彼 は推 測 しな が ら言 って い る

の で は な い 。 天 使 か ら教 え られ た の で

あ る。)

それか ら義 しい 人の 霊 はパ ラダ イス と

とな え る幸 福 な有 様 、す な わ ち安 息 と

平 和 な有 様 に 入 り一 切 の わ ず らい と憂

い と悲 しみ とを離 れ て 息 む 。

次 に 、 悪 人 の霊 は少 し も主 の 『み た

ま』 とか か わ りが な く善 い こ と よ り も

悪 い こ と を好 ん だ の で 悪 魔 が 入 っ て そ

れ らの 者 を支 配 して い た。 そ れ で あ る

か ら 、 こ れ らの 者 の 霊 は そ との 暗 や み
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の有様に追い出され、泣き悲 しんで歯

がみをするのである。これはかれらが

自分で罪悪 を犯 し、悪魔の意志に負け

てその奴隷になった結果である。

これがすなわち悪人の霊の有様で、

かれらは暗やみの中で大そ う恐れおあ

の きながら自分たちに下 る火の ような

神 の怒 りを待っている。かれらは復活

の時 までこのような境涯に止まらな く

てはならない。 しかしこれと同時に義

人はパ ラダイスに在 るd(ア ルマ40：

11-14)

エデンあ園において、神はアダムと

ひいてはそのすべての子孫に自由意志

を授けた。これは霊界で享受 していた

もの と同じものであつた。

神はさらに次のように言われた。「わ

れ主なる神 は悔改めとわが生みたる独

子の名 を信ずる信仰による贈 い』とを宣

ぶるために天使 らを遣わすまで、アダ

ム とそのす えをして肉体 の死のため

に死ぬることなからしめた りd(教 義

と聖約29：42)

アダムに始 まり、その後福音の神権

時代の度ごとに、主はイエス ・キ リス

トの福音を啓示 された。それはまた、

この世において平安 と幸福 を得、来た

るべ き世において永遠の生命 と昇栄 と

を得 るための唯一無二の道を成す原則

と儀式である。

最：後の神権時代は、1820年 の春にそ

の幕が切 って落 とされた。この とき、

永遠の父なる神が、復活した御子、救

い主イエス ・キりス トを伴って、御 自

ら親 しくジョセブ ・ス ミス(二 代 目)

の前に御姿 を現わされたのである。ニ

ューヨー ク州パルマ イラの近 くにある

聖なる森での出来事であった。

それに続 く数年間の うちに、人の救

い と昇栄のために必要なイエス ・キ リ

ス トの福音の原則と儀式はことごとく、

それを教 え執 り行な う権能 と権威 と共

に啓示 された。

そして1830年4月6日 、今か ら146

年前の今 日、キ リス トのみ名を冠する

キリス トの真の教会、すなわち初期 の

教会 と区別す 奄把めに 「末 日聖徒」 と

い う名 を冠 した 「イエ ス ・キ リス ト教

会 」 が 、6名 め 会 員 に よ っ て こ の 地 上

に 再 び 設 立 さ れ た の で あ る。 今 日 、 そ

の会員数は300万 人以上である。また

現在、約23，000名の宣教師が、回復の

メッセージを携えて世界各国に赴いて

いる。

兄弟姉妹の皆 さん、そして友人の皆

さん。私は、 自分がこれまで詳細に申

し上げてきたことが真実であることを

知 ってお り、また皆さんに証する。私

たちは神 より生 まれた霊 と、それを包

む死すべ き骨肉の体 とか ら成る人間で

ある。

もちろん、皆さん と同じように私 も、

私たちがいずれは死ぬこと、私 たちの

肉体は もとの大地に帰ること、そして

私たちの霊は霊界に帰ること、またキ

リス トが墓に打ち勝たれたために、私

たちが皆復活 し、不死不滅の体 を受け

て大いなるエホバの法廷に立つこと、

そして、そこで私たちが現世で従った

律法に応じた栄光の段階に定められる

ことを知っている。

私たちが何者なのか、なぜ ここにい

るのか、そしてこの試 しの世の後にど

こへ行 くのか を常に心に留め、その知

識の光の中で生活するならば、私たち

は必ずや この世において平安 を得、来

たるべ き世において永遠の生命を得 る

であろう。

この神聖な教 えが、真実なものか、

偽 りに満ちたものかを決めるためには、

イエスの述べた方法で試してみるとよ

い。ヨハネ伝に記録されているその部

分を読んでみよう。
「祭 りも半ばになってから、イエス

は宮に上って教 え始められた。

すると、ユ ダヤ人たちは驚いて言っ

た、 『この人は学問をしたこともない

のに、 どうして律法の知識をもってい

るのだろっ』。

そこでイエスは彼らに答えて言われ

た、.『わたしの教はわたし自身の教で

はなく、わた しをつかわされたかたのr

教 である。

神のみこころを行お うと思 う者であ

れば、だれ でも、わた しの語 っている

この教が神か らのものか、それ とも、

わたし自身か ら出たものか、わか るで

あろう』。」(ヨ ハネ7：14-17)

だれひ とりとして、主が啓示 された

教えや戒め を拒んでおきなが ら、真実

で あ る こ と を知 らな か っ た とい う 口実

を作 っ て 、それ を正 当化 す る こ とは で

きな い。 主 が 行 な い 、 言 われ る こ とに

は す べ て 、 そ の 中 に 、 そ れ が 真 実 で あ

る こ との 証 拠 が あ る か ら で あ り、 また

人 は 皆 、 そ の 証 拠 を 発 見 す る方 法 を神

か ら授 か っ て お り、 自分 自身 で そ れ が

真 実 で あ る と知 る こ とが で き るか らで

あ る。1

啓 示 に は次 の よ うに 書 か れ て い る。

イ エ ス ・キ リス トの 「『み た ま』 は世

に来 るあ らゆ る人 々 に光 を与 え 、 また

『み た ま』 は そ の 声 を聴 く全 世 界 の あ

ら ゆ る人 々 を 照 す な り。

こ の 『み た ま』 の声 を聴 くす べ て の

人 は神 に 来 るd(教 義 と聖 約84：46-

47)

予 言 者 リー ハ イ は 、 息 子 の ヤ コブ に

同 じ よ うな証 を述 べ て い る。 「人 は皆

善 悪 をわ き ま え る こ と を充 分 に(『み た

ま』 に 聞 き従 う こ とに よ り)教 え られ

て い るd(IIニ ー フ ァ イ2：5)ま た

モ ル モ ン も、 兄 弟 た ちに 教 え るに あ た

っ て 同 様 の証 を して い る。 「すべ て の

人 々 はみ な善 悪 の 区別 を弁 え るた め に

キ リス トの 『み た ま』 を授 か るd(モ

ロ ナ イ7：16)

聖 きみ た ま の証 に よ り、私 た ちが ど

こか ら来 た の か 、 なぜ こ こ に い る のか 、

この 世 を去 る と きに は どこへ 行 くのか

を私 た ち が 皆 知 る こ とが で き る よ う、

ま た義 し く生 活 す る こ とに よ り 「とこ

し え に栄 光 そ の頭 に 附 け加 え られ 」 る

よ う、へ り くだ って 、 イ エ ス ・キ リス

トの み 名 に よ り祈 る もの で あ る。 アー

メン 。

☆ ☆
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4月6日 休)午 前 の部 にお ける説教

聖典の価値

聖典を研究する者には、天父が御 自身の愛

について知ら廿ようとしてお られることがわ

かる。

十二使徒評議 員会会員

リグ ラ ン ド ・リチ ャ ーズ

弟姉妹の皆様、私は皆様方 と共に兄
この 素 晴 ら しい 大 会 に 出 席 し、 僕

を通 じて ：主の 教 え を聞 く特 権iを与 え ら

れ て 非常 に うれ し く思 っ て い る。 ま た

私 が 各地 の ス テ ー キ 部 を訪 問 す る と き、

皆 様 が示 して 下 さ る友 情 と親 切 を心 か

ら主 に 感謝 して い る。

今 朝 こ こで 皆 様 方 の 興 味 を そ そ り、

しか も霊 感 を与 え るに は 何 を話 せ ば よ

い だ ろ うか と考 え た と き、 私 は聖 典 の

持 つ 価 値 に つ い て 少 しお 話 した ら よ い

の で は な い か と思 った 。

聖 典 が な か っ た と した ら 、私 た ちは

天 父 につ い て 、 ま た そ の 独 り子 を私 た

ち に賜 わ る ほ ど の大 い な る愛 につ い て

何 を知 り得 た だ ろ うか 。 ま た 、御 子 と

そ の偉 大 な贈 い の 犠 牲や 、 御 子 が 私 た

ち に与 え て下 さ っ た福 音 、 従 うべ き生

活 の 模 範 につ い て 、 また 先 程 ロ ム ニ ー

兄 弟 が 話 さ れ た 「私 た ち は ど こか ら来

たの か 、 なぜ この 地 上 に い る のか 、 死

後 ど こへ 行 くの か 」 とい う原 則 に つ い

て 、何 を知 り得 ただ ろ う。 これ らに つ

いて 知 ら な け れ ば 、 私 た ち は 大 海 で舵

も帆 も 、 目標 物 も何 もな く漂 う船 の よ

うな もの で あ る 。 波 間 に漂 っ て い る だ

け で決 して 目的 港 へ 着 か ない ので ある。

私 は 救 い主 の この 言 葉 が 好 き で あ る。

「聖 典 を調 べ な さい
。 あ な た が た は 、

聖典 の 中 に 永 遠 の 生 命 が あ る と思 っ て

調べ て い るが 、 この 聖 典 は 、 わ た しに

つ い て あ か しを す る もの で あ る。」(欽

定 訳 ヨハ ネ5：39)「 調 べ る 」 の に 、

永遠 の 生 命 よ り も望 ま しい もの が あ る

だ ろ うか 。 永遠 の 生 命 とは 、私 た ちが

死 後 も愛 す る者 と共 に生 活 し、 高 め ら

れ て 、 天 父 や 聖 め られ 贈 わ れ た 天 父 の

子 供 た ち と共 に い る愛 す る者 た ち と一

緒 に暮 らせ る とい うこ とで あ る 。

私 は また キ ケ ロの 言 葉 が 好 き で あ る。

キ ケ ロ は 、 「私 は つ か の 間 の 現 世 よ り

も長 い 来世 に は るか に 興 味 が あ る」 と

言 っ て い る。 私 もそ の 考 え を好 ま し く

思 う。 私 た ちが 皆 、 長 い 来世 に こ れ ま

で 以 上 の 関 心 を持 つ な ら、世 界 は変 わ

る で あ ろ う。

私 は エ リザ ベ ス ・パ レ ッ ト ・ブ ラ ウ

ニ ン グ の詩 が 好 きだ 。

地 は天 の もの に満 ち

しば は神 の 火 に 燃 え て い る

しか し靴 を脱 ぐの は ひ と り

人 は 皆 、 黒 い ち ご を摘 ん で い る

e㌧4駕γoγα 五θ`gん"7：820)

現 在 、世 の 多 くの 人 々 は 黒 い ち ご を

摘 む こ とに 満 足 して い るが 、 周 囲 を 見

回 し、 主 が 創 造 され た こ の 驚 くべ き森

羅 万 象 に 目 を 向 け る と き、 私 た ち は 地

球 が 人 力 を越 え た 天 の もの で満 ちあ ふ

れ て い る こ と を実 感 せ ざ る を得 な い。

だ か ら と言 っ て 、 死 後 の 世 界 に つ い

て すべ て が 語 られ て い るわ け で は な い。

そ れ は 聖 典 の研 究 を通 じて 理 解 す る こ

とで あ る。

私 は 古 代 の使 徒 ペ テ ロ の 言 葉 が 好 き

で あ る。 ペ テ ロ は 次 の よ う に言 っ て い

る 。 「こ う して 、預 言 の 言 葉 は 、 わ た

し た ち に い っ そ う確 実 な もの に な っ た。

あ な た が た も 、夜 が 明 け 、 明 星 が の ぼ

って 、 あ な た が た の 心 の 中 を照 らす ま

で 、 こ の預 言 の 言葉 を暗 や み に 輝 く と

も し び と して 、 そ れ に 目 を とめ て い る

が よ い 。

聖 書 の預 言 はす べ て 、 自分 勝 手 に解

釈 す べ きで な い こ と を 、 まず 第 一 に知

るべ きで あ る。

な ぜ な ら、預 言 は昔 、決 して 人 間 の

意 志 か ら出 た もの で は な く、神 の 聖 者

が 聖 霊 に感 じて 語 っ た も の だ か ら で あ

る。」(欽 定 訳IIペ テ ロ1：19-21)

聖典 は聖 霊 を通 じて 与 え られ る もの

で あ り、 人 間 の 理 性 に よ っ て解 釈 す べ

き もの で は な い 。 ま た 、 決 して 自分 勝

手 に 解 釈 す べ きで は な い。 私 た ちが 聖

典 を そ の 言 葉 通 りに 信 じ る こ とが で き

る なち ば 、 私 た ち は 、世 に ひ と り とし

て 理 解 し得 る者 の い な い 多 くの真 理 を

世 の 人 々 に 提 示 す る こ とが で き る。

私 は モ ル モ ン経 も好 きで あ る が 、 そ

の 中 の3箇 所 で 、 私 た ちは イザ ヤ の 予

言 を研 究 す る よ うに 言 わ れ て い る。 イ

ザ ヤ の 予 言 は ひ とつ 残 らず 成 就 され る

は ず で あ り、予 言 が 事 実 とな っ て 現 わ

れ る と きに 、 人 々 は そ の 意 味 を知 る で

あ ろ う。

こ こ で 、 イザ ヤ の 予 言 に つ い て 取 り

上 げ た い と思 う。 これ は私 の 考 え で あ

るが 、 イ ザ ヤ は 自分 が 生 き て い た 時 代

以 上 に 私 た ち の 時 代 の こ と を よ く知 っ

て い た の で は な い だ ろ うか 。 イ ザ ヤ は

こ の神 権 時 代 に起 こ る非 常 に 多 くの 事

400



/

ザ`

柄 を先 見 し た 。例 えば 、 私 が いつ も興

味 を ひ か れ る 次 の 予 言 が それ で あ る。

バ ビ ロ ンが 世 界最 大 の都 市 で あ っ た 当

時 、 イザ ヤ は 、 バ ビ ロ ンは 滅 ぼ され て

野 の獣 と地 を は う生 き物 が 住 む 所 とな

り、 ア ラ ビ ア 人 も天 幕 を張 る こ と は な

い と予 言 した 。 そ して 再 建 され る こ と

が な い と言 っ て い る。(イ ザ ヤ 第13章

参 照)と こ ろが 今 日、 こ の イ ザ ヤ の

よ う に 、 大都 市 の ひ とつ が 滅 ぼ され 、

再 建 さ れ る こ とは な い と断 言 して い る

人 が だ れ か い る だ ろ うか 。 と も あ れ 、

バ ビ ロ ンは 今 日に 至 る ま で 再 建 さ れ て

い な い の で あ る 。

き ょ うは 皆 様 方 と共 に イザ ヤ 書 第29

章 につ い て 少 し考 之 て み た い と思 う。

私 が この 章 を理 解 し て い る よ うに 、 イ

ザ ヤ の 予 言 を理 解 し得 た 者 は こ の 教 会

が 組 織 され 、 モ ル モ ン 経 が 現 わ され る

時 まで こ の地 上 に は だ れ ひ と り と して

い な か っ た 。 私 た ち は モ ル モ ン経 を通

じて 、 世 の 人 の 理 解 し得 な い イ ザ ヤ の

予 言 を理 解 す る こ とが で き る 。

29章 の 最 初 の 部 分 を少 し読 ん で み た

い 。

「あ あ
、 ア リエ ル よ、 ア リエ ル よ 、

ダ ビデ が 営 をか ま え た 町 よ(現 在 の エ

ル サ レム 。 別 名)、 年 に年 を加 え 、祭

をめ ぐ り こ させ よ 。(言 い 換 えれ ば 、

来 るべ き時 代)

その 時 わ た しは ア リエ ル を悩 ま す 。

そ こ に は 悲 し み と嘆 き とが あ っ て 」(イ

ザ ヤ29：1、2)こ れ は エ ル サ レム

の 滅 亡 そ の もの を指 す 。 皆 様 方 は イエ

スが 十 二 使 徒 た ちに 話 され た 言 葉 を覚

え て お い でだ ろ う。 イ エ スは 使 徒 た ち

に 、神 殿 は破 壊 され 、 そ の石 一 つ で も

くず され ず に他 の 石 の上 に残 る こ と は

な い で あ ろ う、 そ して 畑 の よ うに す き

返 さ れ る で あ ろ う と言 わ れ た 。(ル カ

21：5、6.参 照)

イ ザ ヤ は そ の こ とか ら他 の一 大 中心

地 の 滅 亡 に 目 を転 じ、 「ア リエ ル の よ

うな もの とな る」(イ ザ ヤ29：2)と

言 っ て い る 。 す な わ ち 、 イザ ヤ は エ ル
1

サ レムの崩壊のほかに一大中心地の滅

亡 を見たのである。・世界の中でその中

心地が どこであったかを言い得た者は、

モルモン経が世に現 わされるまでだれ

もいなかった。次にイザヤは、この別

の 民 を敬 意 を も っ て 見 て い る 。 「わ た

しは あ な た の ま わ りに 営 を構 え 、や ぐ

ら を もっ て あ な た を囲 み 、塁 を築 い て

あ な た を攻 め る 。

そ の 時 あ な た は 深 い地 の 中 か ら物 言

い 、(この こ とを理 解 して い た だ きた い 。

深 い地 の 中か ら物 言 い とは 、 生 きた 状

態 で の こ とで は な く、 あ な た の話 が 記

録 さ れ て そ れ が 後 に な っ て 出 て くる と

い う こ とで あ る。)低 い ち りの 中 か ら

言葉 を 出す 。 あ な た の声 は 亡 霊 の 声 の

よ うに 地 か ら出 、 あ な た の 言 葉 は ち り

の 中 か ら、 さ えず る よ う で あ る。」(イ

ザ ヤ29：3、4)

この 世 界 で 、 モ ル モ ン経 の 出 現 の よ

うな こ とが ほ か に あ った だ ろ うか 。 金

版 か ら翻 釈 され た モ ル モ ン経 に は 、 ア

メ リカ大 陸 の 古 代 住 民 の 記 録 が1千 年

以 上 に わ た って 記 され て い る の で あ る。

次 に イザ ヤ は 第6節 で次 の よ う に 言 っ

て い る 。 「す な わ ち万 軍 の 主 は 雷 、地

震 、大 い な る叫 び 、 つ む じ風 、暴 風 お

よび 焼 きつ くす 火 の 炎 を も っ て臨 まれ

る 。」

こ こで 、 そ の予 言 が い か に 文 字 通 り

成就 され たか を見 る ため ニ ー ブ ァ イ 第

三 書 を読 む こ とに し よ う。

「第 三 十 四年 一 月 四 日、 い ま だか つ

て 全 地 に あ っ た こ と もな い す さ ま じ い

嵐 が 起 っ た 。 恐 ろ し い大 風 と恐 ろ し い

雷 とが あ っ た た め に 全 地 は ま さ に裂 け

る ば か りに 震 動 した 。

ま た全 地 に か つ て な か っ た ほ どの 激

し い 、 空 も裂 け る ほ どの 電 光 が あ っ た 。

ゼ ラヘ ム ラ市 は光 を発 し 、 モ ロ ナ イ

市 は海 の 深 み に沈 ん で そ の住 民 は溺 れ 、

土 が 上 げ ら れ て モ ロナ イハ 市 の 上 に

落 ち た の で 、 こ の都 市 の あ っ た 所 に 大

き な 山 が で きた 。

南 方 の 地 に は 恐 ろ し い大 破 壊 が あ っ

た」(IIIニ ー フ ァ イ8：5-11)

こ の 後 の 節 で は 崩 壊 の様 子 が 詳 し く

述 べ られ て い る。 モ ル モ ン経 の 民 が 住

ん で い た 中南 米 の 土 地 を地 中 深 く掘 り

起 こ し て 、都 市 の 廃 虚 や セ メ ン ト造 り

の 街 道 を発 見 し た と して も何 ら不 思 議

十 二使 徒評 議 員 会会 員 デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト長老
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で は な い 。

イザ ヤ は 同 じ く第29章 で 次 の よ うに

述 べ て い る 。 「それ ゆ え 、 こ のす べ て

の幻 は 、 あ な た が た に は 封 じた書 物 の

言 葉 の よ うに な り、 人 々 は これ を読 む

こ との で き る者 に わ た して 、 『こ れ を

読 ん で くだ さい 』 と言 え ば 、 『これ は

封 じて あ る か ら読 む こ とが で き な い』

と彼 は 言 う。」(イ ザ ヤ29：11)

こ の予 言 は 、 マ ー テ ン ・ハ リスが 金

版 か ら書 き写 し たエ ジ プ ト文 字 を持 っ

て 、ニ ュー ヨー クの ア ン トン教 授 の も

とに行 っ た と き成 就 さ れ た の で あ る 。

ア ン トン教 授 は 、翻 釈 は正 確 で あ る と

い う証 明 を与 え る と、マ ー テ ン ・ハ リ

ス に そ の金 版 を 持 って 来 て 自分 に翻 訳

させ る よ っに要 求 した 。 そ こで マ ー テ

ン ・ハ リス が 「金 版 は 封 じ られ て い る」

と告 げ る と.ア ン トン教 授 は か つ て イ

ザ ヤ が 語 っ た そ の 言 葉 で 、 「私 は 封 じ

て あ る書 物 を読 む こ とが で きな い」 と

答 え た の で あ る。 私 が 申 し上 げ た い の

は 、ペ テ ロ が指 摘 し た よ うに 予 言 は 自

分 勝 手 に解 釈 す べ き もの で な い とす れ

ば 、 イザ ヤ 第29章 の イザ ヤ の 予 言 を解

釈 で き る者 は世 の 中 に だ れ ひ と りい な

い とい っこ とで あ る 。

イザ ヤ は 同 じ章 の 中 で 、 自分 の 見 た

示 現 は す べ て亡 霊 の 声 の よ うに ち りの

中か ら さ さや くと述 べ て い る。 イザ ヤ

は この 民 とそ の 滅 亡 につ い て 、 ま た民

の 記 録 が ち りの 中 か ら言 葉 を出 す よ う

に 出現 す る こ とに つ い て示 現 を見 た の

で あ る。 マ サ チ ュ ー セ ッツ州 の ニ ュー

ベ ッ ドフ ォー ドで伝 道 の 業 に 携 わ っ て ・

い た とき 、私 は長 老 教 会 の財 政 を担 当

して い る 人 に1冊 の モ ル モ ン 経 を差 し

上 げ た こ とが あ る。 私 は そ の 人 が 読 み

終 え た と思 う頃 、 感 想 を尋 ね て み た 。

「その 本 を お読 み に な っ て
、 そ れ が 人

人 を惑 わす ため に 書 か れ た もの で あ る

とお 思 い に な り ます か?」

「とん で もな い で す
、 リチ ャ ー ズ さ

ん 。 私 は こ の書 物 を読 ん で 、新 約 聖 書

を読 ん だ と き と同 じ よ うに 、霊 的 に 高

め られ る もの を 感 じ ま した 。」そ う彼 は

答 えた 。.

イザ ヤ は ま た 次 の よ うに語 っ て い る。

「その 日
、 耳 しい は 書 物 の言 葉 を聞 き、

目 しいの 目 は そ の 暗 や み か ら、 見 る こ
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とが で き る司(イ ザ ヤ29：18)

盲 人 が 点 字 に よ って 書 物 を読 む こ と

が で きる よ う に な る とは 、 当 時 の イ ザ

ヤ の 博 学 を し て もわ か らな か っ た の で

あ る。

イザ ヤ は ま た こ の よ うに も述 べ て い

る。 「こ の 民 は 口 を も っ て わ た し に近

づ き 、 くち び る を も っ て わ た し を敬 う

け れ ど も、 そ の 心 は わ た しか ら遠 く離

れ 、 彼 ら の わ た し をか しこ み 恐 れ る の

は 、 そ ら で覚 え た 人 の 戒 め に よ る の で

あ る。

そ れ ゆ え 、 見 よ 、 わ た しは この 民 に 、

再 び 驚 くべ きわ ざ を行 う。 そ れ は 不 思

議 な 驚 くべ きわ ざ で あ る。 彼 らの うち

の 賢 い 人 の 知 恵 は 滅 び 、 さ と い 人 の知

識 は 隠 さ れ るd(イ ザ ヤ29：13、14)

私 は 主 イ.エス ・キ リス トの使 い と し'

て 皆 様 方 に 、 私 た ち は そ の 不 思 議 な驚

くべ き わ ざ を行 な っ て い る こ と を証 申

し上 げ る 。 き ょ う私 が 引 用 した 予 言 は 、

私 た ちが 心 の 中 に し ま っ て お く限 り、

世 の 人 は だ れ も理 解 で き な い で あ ろ う。

こ の 神 権 時 代 に 福 音 の 回復 を通 じて

与 え られ た驚 くべ き真 理 と、聖 典 に対

す る知 識 を 人 々 に 伝 え る よ うに願 う も

の で あ る。 皆 様 方 の 上 に祝 福 が あ る よ

うに 、 イ エ ス ・キーリス トの み 名 に よ り

お 祈 り申 し上 げ る。 ア ー メ ン。

大 祝 福 師 エ ル ド レ ッ ド ・G・ ス ミス 長 老

，"胴



4月6日(火)午 前 の 部 に お け る説 教

モルモ ン経

この古代 の記録 は、イエス ・キ リス トとそ

の救 いの計画 を証 している。すべての人々に、

この記録 を読むよう勧 めるものである。

十二使徒評議員会補助

シ エ ー ム ス ・A・ カ リ モ ア

【査，

す る兄 弟 姉 妹 、 今 日私 は皆 さ ん に 、愛
モ ル モ ン経 に つ い て お 話 し した い。

しば しば 私 は 、 果 た して この 偉 大 な

記 録 を私 た ち は心 か ら真 剣 に 受 け 入 れ

て い る だ ろ うか 疑 問 に思 う こ とが あ る。

教 会 初 期 の 頃 、会 員 た ち は モ ル モ ン 経

を非 常 に 軽 率 に扱 っ て い た よ うで あ る。

そ の こ とで 主 は 、 次 の よ うな 警 告 と叱

責 を下 され た。 これ は 当 時 と同 様 現 代

に も適 用 され る と思 われ る。

「而 して 汝 らの心 は 過 ぎに し時 に 暗

か りき。 そ は汝 らの 不 信 仰 な る ため 、

ま た汝 らが 受 け た る もの を 軽 ん じた る

た め な り き。

す な わ ち 、 そ の虚 栄 と不 信 仰 と.は全

教 会 を して 咀 い を受 け しめ た り。

而 し て 、 この 咀 い は シ オ ンの 子 らす

な わ ちす べ て の 子 らの 上 に 留 りた り。

され ば 人 々悔 い改 め て 、新 な る誓 約

す な わ ち モ ル モ ン経 と先 に わ が 与 え た

る 以 前 の 誓 約 とを思 い起 して 、 た だ に

こ れ を 口 に す る の み な ら ず 、 ま た わ が

誌 した る所 に 従 い て これ を実 行 す る ま

で依 然 こ の 咀 い の下 に あ るべ し。

す な わ ち 、 こ れ御 父 の 王 国 に 適 う実

を結 ば ん た め に して 、 然 ら ざれ ば シ オ

ン の 子 らの 上 に は な お 下 るべ き一 つ の

懲 しめ と審 き残 るべ し。」(教 義 と聖 約

84：54-58)

モ ル モ ン経 は た だ単 な る本 で は な い。

それ は 神 の 天 使 よ りジ ョセ ブ ・ス ミス

に手 渡 され た 金 版 か ら、 神 の 賜 と権 能

とに よ って 翻 訳 され た もの な の で あ る。

筆 記 者 オ リバ ー ・カ ウ ド リは 次 の よ う

に 述 べ て い る。

「私 は 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス が ウ

リム と ト ミム に よ って 翻 訳 し 口述 す る

ま ま に 、(若 干 のペ ー ジ を除 い て)モ

ル モ ン経 をす べ て 自 ら筆 記 し た。」

(M♂ 〃εηηぬ'S雄 γ 「ミレ ニ ア ル ・

ス ター 」21：544)

モ ル モ ン経 は 、 この ア メ リカ大 陸 の

民 の も と を キ リス トが 訪 れ た も うた こ

と を述 べ て い る。 また こ の書 物 は聖 書

を確 証 し補 足 して お り、聖 書 の 真 実 性

を証 明 して い る。 モ ル モ ン経 の 主 た る

目的 は 、 イ エ ス ・キ・リス ト御 自身 とそ

の 使 命 に つ い て述 べ る こ とで あ る。 そ

れ は ユ ダ ヤ 人 と異 邦 人 に対 し、 イエ ス

が キ リス トで あ る こ と を確 信 させ る た

め の もの で あ る。

モ ル モ ン経 は予 言 の 書 で あ り、 そ の

出 現 は聖 書 中 の 多 くの 予 言 を成 就 す る

もの で あ る。

さ ら に この モ ル モ ン経 は 、 そ れ を読

み 、次 い で 真 実 な もの か ど うか を神 に

間 う こ とに よ っ て 、 そ の 真 実 性 を確 か

め る よ うに と い う忠 告 と共 に世 に 与 え

られ て い るの で あ る。 ニ ー フ ァ イ人 の

記 録 を結 ぶ 前 に 、 そ の 民 の 最 後 の 予 言

者 で あ っ た モ ロナ イ は 、末 日に この 記

録 を読 む 人 々 に 対 して 、 次 の よ うに 記

して い る。

「ま た こ の 記 録 を受 け る時
、 そ れ が

真 実 な も の か ど うか を キ リス トの 御 名

に よっ て 永 遠 の 父 な る神 に 問 え。 も し

誠 心 誠 意 で そ の 上 キ リ ス トを信 じな が

ら 問 う な ら ば 、 神 は 聖 霊 の 力 に よっ て

この 記 録 が確 な も の で あ る こ と をあな

た た ち に 示 した も うに ち が い な い。」

(モ ロナ イ10：4)

な ん と力 強 いチ ャ レ ン ジで あ ろ う。

ウ ィ リァ ム ・E・ ベ レ ッ ト兄弟 か ら 、

1938年 に ニ ュ ー ヨー クで 開 催 され た 次

の よ うな興 味 深 い会 合 に つ い て話 を聞

い た の で こ こに 引 用 した い。 そ の 会合

とは ニ ュー ヨー ク市 読 書 ク ラ ブ の こ と

で あ り、話 し手 は 当時 農 務 長 官 のヘ ン

リー ・A・ ウ ォ レ ス議 員 で あ っ た。 そ

して 話 の テー マ は 「19世 紀 の 良 書 」 で

あ り、彼 の所 見 は 次 の 通 りで あ っ た。

「19世紀 に 出 版 さ れ た 著 作 物 の うち
、

宗 教 関係 で最 も偉 大 な書 物 は モル モ ン

経 で あ る。 こ の 本 は ア メ リカ全 人 口 の

わ ず か1パ ー セ ン トに しか 読 まれ な か

っ た が 、 そ の わ ず か1パ ー セ ン トの 人

々 に 国 の 歴 史 を変 え る程 の影 響 を与 え

た。」

ベ レ ッ ト兄 弟 は さ らに 次 の よ うに述

べ て い る。

「モ ル モ ン経 は 迫 害 の 嵐 を巻 き起 こ

し たが 、 それ は ま さに 予 言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミスの 言 葉 通 りで あ っ た
。モ ル モ ン

経 は世 の 人 々 を、 それ を受 け 入 れ る者

と敵 対 す る者 とに 二 分 して し ま っ た。

ア メ リカ 国 内 で は 他 の い か な る もの よ

り も、 この モ ル モ ン経 に敵 対 す る本 が

一・番 多 く出 版 さ れ て い る よ うで あ る…

… 教 会 本部 ビ ル の 図 書 館 に は1
，500冊

以 上 の 反 モ ル モ ン 蔵 書 が あ り、 どの 本

に もモ ル モ ン経 に敵 対 す る文 章 が 記 載

さ れ て い る 。1，500人 の著 者 か ら な る
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1，500冊 の 本 が で あ る。 しか し 、そ れ ら

1，500冊 の う ち 再 版 さ れ た の は わず か

2冊 で あ っ た と思 う。」(ウ ィ リア ム ・

E・ ベ レ ッ ト、Wん 碗 お 置他Bo疏

oプMb7魏oπ?「 モ ル モ ン経 とは 」)'

今 日、 教 会 に対 す る批 評 家 た ちが 、

モ ル モ ン経 は偽 りの 書 で あ る と主 張 す

る こ とは ほ とん ど な い。 モ ル モ ン経 自

体 が その 真 実 性 を証 明 して き て い るの 「

で あ る。

Booκ8Tん 就Cん αηged、4?πθ幅cα 「ア

メ リカ を変 え た本 」 とい う書 物 の 著 者

で あ る ロバ ー ト ・B・ ダ ウ ン ズ は 、 自

選25書 の 中 に モ ル モ ン 経 を含 め て い る。

そ の解 説 の 中 で 彼 は こ う述 べ て い る。

「モ ル モ ニ ズム の 歴 史 を通 じて
、この

教 会 の最 も強 力 で か つ 効 果 的 な武 器 は

モ ル モ ン経 で あ る酬(ロ バ ー ト・B・ダ

ウ ン ズ 「ア メ リカ を変 え た 本 」)

モ ル モ ン経 は 力 強 い 本 な の で あ る。

た くさん の 人 々 が モ ル モ ン経 を読 ん

で い る。 モ ル モ ン経 を読 む 人 々 は 、 そ

れ まで 活 発 に集 っ て い た教 会 を離 れ 、

また 時 と して両 親 や 家 族 の も とを さ え

去 っ た。 こ の書 を信 じる信 仰 、 こ の 書

が 教 え る.真理 は ま こ とに 力 強 く、 人 々

は この教 会 に 入 る な ら勘 当す る とさ え

言 わ れ て も 、 な お これ を信 じ続 け たの

で あ る。 そ して 彼 ら は仕 事 をや め 、故

郷 を あ とに した 。 多 くの 人 々 が 、船 に

乗 る ため に持 ち物 す べ て を金 に換 え 、

ソ ル トレー ク盆：地 に 向 か っ て徒 歩 で 大

平 原 を渡 り、最 も苛 酷 な 状 況 の 下 で生

き抜 い た の で あ る。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 日記 に こ

っ記 して い る。

「私 は 兄 弟 た ち に こ う語 っ た。 モ ル

モ ン経 は 地 上 で最 も正 確 な書 物 で あ り、

私 た ちの 宗 教 の か な め 石 で あ っ て 、 人

が その 教 え に従 っ て最 も神 に 近 づ く こ

との で きる書 物 で あ る。」(H競oγ ッ

oプTん θCん%7cんofJε8ゼ8Cん7`8言oブ

Lα 漉7一 面 ッSα 瞬8「 末 日聖 徒 イ エ ス

・キ リス ト教 会 歴 史.」4：461)

私 た ち は聖 書 が 神 の み 言 葉 で あ る と

信 じて 蛤 る。 しか し私 は も しモ ル モ ン

経 と現 代 の 啓 示 が な け れ ば ど うな るか 、

しば しば宣 教 師 に尋 ね る。 聖 書 だ け で

どの よ うに 求 道 者 に ア プ ロー チ で き る

だ ろ うか。 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は
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こ う答 え る。

「モ ル モ ン経 と数 々 の 啓 示 を取 り去

る な らば 、 私 た ち の 宗 教 は ど うな る だ

ろ うか 。 全 く無 意 味 に な る。」(「 教 会

歴 史」2：52)

も しモ ル モ ン経 が 真 実 で な い とす る

な らば 、 ジ ョセ ブ ・ス ミス は神 の 予 言

者 で は なか っ た こ とに な る。 皆 さん に

証 した い。 モ ル モ ン経 は 真 実 で あ り、

教 義 と聖 約 な らび に高 価 な る真 珠 、 そ

の他 に 訳 さ れ て い る啓 示 は 真 実 で あ り

主 の 啓 示 で あ る。世 に 与 え る私 た ち の

メ ッセ ー ジ は 、ま さ に 神 が 生 きた まい 、

イ エ スが キ リス トで あ り、 神 が こ の神

権 時 代 に姿 を お現 わ しに な り、 そ して

鍵 と権 能 と共 に福 音 を 回復 な さ っ た と

い うこ とに ほ か な ら な い 。 何 に も ま し

て 会 貝 の 信仰 と証 を強 め 、真 理 を求 め

て 止 まな い誠 実 な 人 々 の 心 に さ さや き

か け るの は 、 この 偉 大 な モ ル モ ン経 な

の で あ る。

モ ル モ ン経 に は特 別 な 力 が あ る。 人

が そ れ を読 む ど き、 その 真 実 性 に対 し

て静 か で は あ るが 強 い確 証 を与 え るの
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で あ る。

パ ー レー ・P・ プ ラ ッ トは 次 の よ う

に言 明 して い る。

「モ ル モ ン経 を読 ん で い た と き
、 主

の み た ま が 私 の 上 に と ど ま っ た 。 そ

して 私 は 心 に 光 明 を 得 、 判 断 力 が 増

し、 真 理 を強 く認 識 した 。 そ の結 果 、

闇 と光 とを識 別 す る よ う に 、ζ の 本 が

確 か に 真 実 で あ る こ と を知 っ た の で あ

る。」(Jo解 ηαZof1)∫8COπ78θ8「 説

教 集 」5：194)

ブ リガ ム ・ヤ ン グ は 、 モル モ ン経 を

読 ん だ と きに こ う語 っ た 。

「こ の 目で 見
、この 指 で 触 れ る こ とが

紛 れ もな い事 実 で あるように 、それが 真

実 で あ る こ と を知 っ だd(同 上3：91)

非 教 会 員 の 手 に あ っ て 、 こ の 本 は 人

の 気 づ か ぬ 間 に も力 を及 ぼ す の で あ る。

この こ とに 関 して経 験 を ふ た つ 紹 介 し

た い。

最 初 は ジ ェー ム ズ ・モ ン ロ ー ・ハ ス

テ ィ ン グ ズ とそ の妻 エ デ ィー に つ い て

で あ る。 ハ ス テ ィ ン グ ズ氏 は 不 況 下 の

1930年 代 初 頭 、 ニ ュ ー メ キ シ コで バ プ

テ ス ト教 会 の 牧 師 を し て レ{た。 あ る 信

仰 復 興 伝 道 集 会 の後 、彼 は あ る 人 か ら

モ ル モ ン経 を渡 され 、家 に持 ち帰 っ て

本 棚 の上 に 置 い て お い た。 そ し て5年

程 経 っ て か らそ れ を手 に し、 読 み 始 め

た の で あ る。 彼 は 読 み 終 え る とす ぐ家

族 に 、 そ れ が 真 実 で あ る と証 した。 そ

し て次 の 週 末 、 す ぐさ まア リゾ ナ 州 ス

プ リン グ ビ ル に 向 か っ た。 も っ と多 く

の こ と を教 え て くれ る教 会 員 を 見 つ け

る ため に で あ る。 こ う して わず か 数 週

間 後 に 、彼 と家 族 はバ プ テ スマ を受 け

た の で あ る。

こ の ハ ス テ ィ ン グ ズ 兄 弟 姉 妹 とそ の

家 族 は 、1939年 の 中 頃 、 オ クラ ホマ の

小 さな 支 部 にや っ て 来 た 。 そ こに 住 ん

で い た 彼 の 兄 弟 や 家 族 を改 宗 す る た め

に 引 っ 越 して 来 た の で あ る。 そ して そ

れ が 実 現 す る と 、他 の 家 族 に教 え る た

め 、 ま た別 の 地 に 引 っ 越 して行 っ た。

も う ひ とつ の 経 験 は 私 の 良 き友 人 に

関 す る もの で あ る。 彼 は 職 場 の ひ と り

の 同僚 に モ ル モ ン経 を渡 した。 しか し

間 もな くそ の 同 僚 は 会 社 を辞 め た た め 、

そ の 後 数 年 間 、音 信 不 通 で あ っ た。 そ

して再 び会 っ た と き、 その 同僚 は こ う

言 っ た。

「多分
、 君 は僕 に くれ た モ ル モ ン 経

が そ の 後 ど うな っ た か 知 りた い だ ろ う

ね 。 僕 は ま だ読 ん で い な い ん だ 。 で も

家 族 の何 人 か が 読 ん で ね 、 今 じゃ19人

が 君 の教 会 の会 貝 だ よ。

あ の 日 、君 に も ら っ た モ ル モ ン経 を

家 に持 ち帰 っ て 本 棚 に のせ て お い た 。

とこ ろ が あ る夜 、 子 守 りに 来 た母 が 見

つ け て 読 み 始 め て ね 、私 た ちが 帰 宅 す

る な りこ う言 っ た ん だ よ。 『こ の 本 は

真 実 で す よ』 っ て 。 こ れ が 発 端 とな っ

て改 宗 者 が 出 た っ て わ け な ん だ。」

主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に こ う語 ち れ

た。

「され ど今 の 代 の 人 々 に は
、 汝 に よ

りて わ が 言 を与 うべ し。」(教 義 と聖 約

5：10)

モ ル モ ン経 と末 日の 啓 示 は ジ ョセ フ

ス ミス を通 して もた らさ れ た の で あ る。

モ ル モ ン経 は キ リス トを証 して い る。

キ リス トの新 しい証 人 なの で あ る。 ニ

ー フ ァ イ の 言 葉 に耳 を傾 け て み よ う。

「私 が 弱 い 身 で書 い た言 葉 は
、私 の

民 の た め に 大 い に 力 強 い もの に な るで

あ ろ う。 この 言 葉 は善 を行 え とか れ ら

に 説 き勧 め 、 … … イエ ス の こ とを教 え 、

ま た イ エ ス を信 じて 終 り まで 堪 え 忍 べ

と説 き勧 め て い る。

私 の書 い た言 葉 は 真 理 をは っ き りと

語 っ て 罪 悪 を きび し く智 め るか ら、 悪

魔 の よ う な精 神 の 者 で な い か ぎ りは 、

誰 も私 の 書 い た 言 葉 を怒 ら な い で あ ろ

う。

… … この 言 葉 は キ リス トの 言 葉 で あ

っ て キ・リス トが これ を私 に 伝 え た も う

た の で あ るか ら、 も し もキ リス トを信

ず れ ば 必 ず こ の 言 葉 も信 ず る よ うに な

る。 この 言 葉 は 善 を行 え とあ らゆ る人

に教 え勧 め て い る。」(IIニ ー フ ァ イ33

：4、5 、10)

ニ ー フ ァ イ 人 は 復 活 さ れ た 主 と直.

接 に まみ え て い る。 彼 ら を訪 れ た も う

た 主 は 、彼 ら を御 自分 の 方 へ 呼 び 寄 せ

て 言 われ た。 「汝 らわ が 肋 に そ の 手 を

さ し入 れ.わ が 手 足 に あ る 釘 あ とに 触

れ て 、 わ が イ ス ラ エ ル の神 に して 全 世

界 の 神 な る こ と、 ま た われ が世 の 人 の

罪 を負 うて 一 度 殺 され た る を知 る た め

に 起 ち て わ れ に近 づ け。

群 集 は こ れ を見 て そ の 証 を した が 、

一 同 一 人 の こ らず 実 際 に 見 ま た 聞 い た

の で あ る … … 。」(IIIニ ー フ ァ イ11：14、

17：25)

モ ル モ ジ経 は ジ ョセ ブ ・ス ミス を証

して い る。 予 言 者 リー ハ イ は 、末 の 息

子 ヨセ ブ に語 っ た 言葉 の 中 で 、神 が エ

ジプ トへ 売 られ た偉 大 な先 祖 、 ヨセ ブ

と交 わ さ れ た誓 約 を引 用 しい て る。 こ

の 類 まれ な る聖 見者 、エ ジ プ トの ヨセ

ブ は 、 そ の 子 孫 か ら義 しい 枝 が 起 こ さ

れ 、 また 末 日に ヨセ ブ の子 孫 に メ シヤ

が 現 わ れ た も う と い う約 束 を主 か ら受

け た。 主 は ヨ セ ブ の 残 りの 子 孫 の た め

に 、 モ ー セ の よ う な立 派 な 聖 見 者 を起

こす と約 束 さ れ た の で あ る。

「ヨセ ブ は ま こ と に証 明 し て言 っ た

『主 な る わが 神 は
、 一 人 の聖 見 者 を起

した も う。 こ れ は 私 の 子 孫 を教 え導 く

優 れ た聖 見 者 で あ る』 と。

彼 は わ が 命 ず る仕 事 を為 す が 故 に 、

わ が 目の 前 に 於 て 彼 を大 い な る者 とな

さん 。

この 聖 見者 は モー セ の ご と く偉 大 な

者 と な るべ し。

しか して か の 聖 見者 に は私 と同 じ名

が つ け られ 、 ま た そ の 名 は彼 の 父 の 名

を と っ て つ け ら れ る。 ま た主 が この 聖

見 者 の 手 に よ っ て 起 し た も う こ とは 、

主 の 能 力 に よ っ て わ が 民 を救 うもの で

あ るか ら 、 こ の聖 見 者 は私 に 似 た者 で

あ ろ う。」(IIニ ー フ ァ イ3：6、8、

9、15)

末 日の 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は こ

の 予 言 を成就 した 。

モ ル モ ン経 は ま さ し くイエ ス ・キ リ

ス トと、 人 類 の救 い の計 画 を証 す る も

の で あ る。 また 、 イ エ ス ・キ リス トが

ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して 、 この 時代

に再 び 主 の み 業 を打 ち建 て られ た こ と

を も証 して い る。 私 た ち はす べ て の 人

々 に 対 し、 モ ル モ ン経 を読 み 、 そ の 力

強 い メ ッ セー ジを 学 ぶ よ う勧 め る もの

で あ る。

最 後 に 、 この 福 音 とモ ル モ ン経 が 真

実 で あ る こ とを証 し た い。 イ エ ス ・キ

リ ス トの み 名 に よ っ て 。 ア ー メ ン。
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4月6日(火)午 後 の 部 にお け る説 教

個 入 の 証

真理 に対する私たちの証 は、福音の教えを

宣べる上'で大きな 力とな る。

十二使徒評議員会補助

ジ ョセ フ ・ア ンダ ー ソ ン

日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の会末
貝 の ひ とつ の特 性 は 、個 人 の 証 で

あ る 。 忠 実 な教 会 員 が 、 い つ で も ど こ

で も機 会 あ る ご とに 、 み業 が 真 実 で あ

る とい う信 仰 と知 識 を証 す る こ とは き

わ め て 当 然 の こ と で あ る 。 教 会 に加 入

す る人 は 説 か れ て い る教 義 が 真 理 で あ

る と い う確 信 を得 、私 た ちの 宣 言 す る

福 音 が 回復 さ れ た 生 命 と救 い の計 画 で

あ る こ とを理 解 し て い た だ き た い 。 ま

た この 教 えが 何 ら 目新 し い もの で は な

い こ とを理 解 して 欲 しい 。 こ の福 音 は 、

主 と使 徒 た ち が 地 上 に お られ た 「時 の

絶 頂 の神 権 時 代 」 に そ の鍵 と権 威 を持

っ て い た 人 が 、天 使 とし て地 上 の 人 間

に 回復 した 永 遠 の福 音 で あ り、 鍵 で あ

り、 原 則 、 教 え で あ る こ と を確 信 して

い た だ きた い。

論 理 に の み 頼 りが ちな 人 は 、五 感 で

立 証 され な い こ とは な か なか 信 用 しな

い。 パ ウ ロは 次 の よ うに 語 っ た と き、

そ の こ と を考 え て い た の で な い だ ろ う

か 。 「い っ た い 、 人 間 の 思 い は 、 そ の

内 に あ る 人 間 の霊 以 外 に 、 だ れ が 知 っ

て い よ うか 。 そ れ と同 じ よ うに神 の 思

い も 、神 の御 霊 以 外 に は 、 知 る もの は

な いd(1コ リン ト2：11)

イ ギ リス の 詩 人 、 ジ ョ ン ・ ドラ イデ

ンは こ う駄 っ た 。

理性の心に対する覚束ない役割は

独 り疲れてさ迷 う旅人に対する

月や星の借 りものの光に似ている。

高いところでは空を灰かに照らし出

すそれらの天体が

低 い地上の我々を照らさないように、

理性の薄暗い光が与えられたのは

我々の疑問を明かにするためではな

くて、
一段 と明るい光へ我らを導 くためな

のだ。

輝か しい 日の神が大空へのぼるとき、

夜の薄暗い光体がたちまち消え去 る

ように、

理性 も宗教の前では色青 ざめ

超 自然の光 を浴びて融けて消え去る。

(ジ ョ ン ・ ドラ イ デ ンR読9∫o

L砺cε 「理 性 と啓 示 」 上 田 勤 訳)

レーマン人に別れ を告げるモロナイ

の証が、モルモン経に記録されている6.
「またこの記録を受ける時、それが

真実な ものかどうか をキリス トの御名

によって永遠の父なる神 に問え。 もし

誠心誠意でその上キ リス トを信 じなが

ら問 うならば、神は聖霊の力によって

この記録が確かなものであることをあ

なたたちに示 したもうにちがいない。

そして聖霊の力によって一切 の事の

真実であるか どうかがあなたたちに解

る。

あなたたちも聖霊の力によってキ リ

ス トのまします ことが知れるか ら、私

はあなたたちが神の御力を拒まないこ

とをすすめ る。神は今 日も明 日もいつ

までも世の人の信仰の強い弱いに応 じ

て御力をもって働 きた もう。」(モ ロナ

イ10：4、5、7)

数 年 前 に あ る話 を読 ん だ こ と を思 い

出す 。 ソ ル トレー ク ・シ テ ィー の あ る

宗 派 の 高 名 な 聖 職 者 が 、今 は故 人 とな

っ た が 生 前 に 、 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ

ス ト教 会 の教 会 貝 とそ の 生 活 の 標 準 に

は 尊 敬 と賞 賛 の 気 持 を感 じ るが 、証 の

仕 方 は 好 きで な い ど語 っ た とい う。

主 の 弟 子 た ち は 主 が 多 くの 偉 大 な 奇

跡 を行 な わ れ る の を見 た と い うの に 、

主 で あ る御 方 に つ い て 、 本 当 に予 言 者

た ち の告 げ た キ リス トか ど りか 、 心 に

何 か し らの 疑 い を抱 い た こ とが 時 々 あ

っ た 。 し か し あ る とき 、 次 の よ うな 出

来 事 が あ っ た。 「イエ ス が ピ リ ポ ・カ

イザ リヤ の 地 方 に 行 か れ た と き、 弟 子

た ち に 尋 ね て 言 わ れ た 、 『人 々 は 人の

子 をだ れ と言 っ て い る か 』。

彼 らは 言 っ た 、 『あ る 人 々 は バ プ テ

ス マ の ヨハ ネ だ と言 っ て い ます 。 しか

し、 ほ か の 人 た ち は 、 エ リヤ だ と言 い 、

ま た 、 エ レ ミヤ あ る い は預 言 者 の ひ と

りだ 、 と言 っ て い る 者 もあ ります 』。

そ こ で イ エ ス は 彼 ら に 言 わ れ た 。『そ

れ で は 、 あ な たが た は わ た し をだ れ と

言 つか 』。

シ モ ン ・ペ テ ロ が 答 え て 言 っ た 、『あ

な た こ そ 、 生 け る 神 の 子 キ リ ス トで

す 』。

す る と、 イ エ ス は彼 に む か っ て 言 わ

れ た 、 『バ ル ヨナ ・シ モ ン 、 あ な たは

さ い わ い で あ る。 あ な た に こ の事 を あ

ら わ した の は 、 血 肉 で は な く、 天 に い

ま す わ た しの 父 で あ る』。(マ タ イ16：
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13-17)

御父からペテロに啓示 として下 され

たこの証は、年 を経て私たちに伝わ り、

いかにすればイエスが キリス トである

ことを知ることができるかを示す指標

となっている。私たちは同じようにし

て、回復 された福音が真理であ り、そ

の同 じイエスが今 も生きておられるこ

と、またイエスが私たちの贈い主、救

い主であることを知 り、証することが

できるのである。このことは神に より、

聖霊の力 と賜 を通 じて人に啓示される。

なぜなら、この方法によってこそ、私

たちは知ってしかるべ きすべての事柄

を知 ることができるか らである。この

証の源は、キ リス トの教会の土台 とな

る啓示の岩であり、地獄の門もそれに

打 ち勝つ ことはできないのである。救

い主が指摘されたように、人々にその

ことを表わすのは血肉ではなく、天の

御父か らの啓示のみである。

このみ業が真理であるという私たち

の証は特異であり、それは世に福音の

メッセージを宣べ る上で、恐らく一番

の力の源 となるものであろう。この証

は固 く、真実でなければならな.い。啓

示の岩の上に立っていなければならな

い。教会にあびせ られることもあろう

批判の風や迫害の嵐に耐えられるだけ

のものでなければならない。それは義

にかなった生活によって堅 くされなけ

ればならない。私たちが主イエス ・キ

リス トの福音について理解 を深めてゆ

くとき、人生の 目的についての理解は

増 し、神の代表者たちに対する信仰は

胸にふ くらんでい く。'

回復のメッセージを携 えて世に出で

行 く教会の宣教師は、この末 日のみ業

が真実であるこ とを証す る。この証は

単なる言葉だけであってはならない。

真実の確信でなければならない。そし

てそれが心 と魂の奥底から出るとき、

証には力があり、聞き手はおろそかに

はできない という思 いを持つ6な ぜな

ら、その証 は聖霊 を伴 うものだか らで

ある。r

エマ ソンは、 「我々の神学の欠陥は、

聖書が閉ざきれた書であ り、霊感の時

代はもはや過去の ものであるという主

張にある」 と述べた。

この教会の力は、過去の神権時代の

予言者や使徒 たちだけに頼 りもしなけ

れば、現在の教会幹部の証のみにかか

っているのでもない。この教会の力は、

教会貝の証 と信仰にある。研究と真心か

らの祈りによって求めるならば、そして

主が与えて下 さった戒めを守るならば、

教会貝はだれで もその証が得 られるの

である。そうして得 られた証は、この

み業が真実であるという知識になる。

またそれは義にかなった生活 と無私の

奉仕 にまって 日に日に強 く成長 し、怠

慢や罪によらない限 り、弱 くなったり

壊れた りすることの決 してない知識 と

なる。

デビッ ド・O・ マ ッケイ大管長はそ

のことについてこう語っている。 「イ

エス ・キリス トの福音に対する証は、

世 の道に従ってではな く、福音の原則

に忠実であってこそ得 られる。私たち

の人生で最 も尊 くかつ最 も貴重な賜で

ある。

つかの間の楽 しみは得られよう。 し

か し喜びを見出す ことはできない。幸

福 を見出す ことはできない。幸福は、

狭 くはあって も、細 くはあって も、永

遠の生命に導 くあの常道に通 ってこそ

見出せ るのである。

それがあなたへの私の証である。時

には障害がある。迫害がある。 自分 を

滅す ることもある。絶えず誘惑に、そ

れ らの世間的な観念にさらされて、そ

れ を乗 り越えなければならないために

涙 を流すこともある。そして、しば し

ば犠牲 と見えることもある。しかし、

それはただ一時のものである。主は求

めて来る者をお見捨てにはならない。

あなたの考 えているようにではないか

もしれないが、確かに来る。主は確か

に、あなたへの約束を果たされるd

マ ッケイ大管長は証 と自分の証につ

いて、さらに述べている。 「しかし、

この業が神のみ業であるという証は、

大 きな栄光に満ちた示 しによって来た

のではな く(彼 は 自分に与えられた特

別 な示 しについて語っている)、神のみ

こころに従順であることによって来た

のである。これは次のようなキ リス ト

の約束にかなっている。 『神のみここ

ろを行おうと思 う者であれば、だれで

も、 わ た し の語 って い る この 教 が 神 か

ら の もの か 、 そ れ と も、 わ た し 自身か

ら 出 た もの か 、 わ か る で あ ろ う。田

(デ ビ ッ ド ・0・マ1ソケ イTγeα ε班e5

0fL∫ ∫e「 人 生 の 宝」p.229-231)

イ エ ス は キ リス トで あ り、環 に 生 き

て お ら れ 、御 父 の 肉 に お い て 生 み た も

う た独 り子 、 霊 に お け る長 子 で あ り、

私 た ち の蹟 い主 、救 い主 で あ り、 生 命

と救 い の 永 遠 の 計 画 の 創 始 者 で あ る こ

と 、 ま た ジ ョセ ブ ・ス ミス の 謙 遜 な祈

りに応 えて(ジ ョセ ブが14歳 の 少 年 で

あ っ た とき)、 天 父 と御 子 イエ ス ・キ

リス トが 骨 肉 の体 を もち 、1820年 ニ ュ

ー ヨー ク州 パ ル マ イ ラ近 郊 の 森 で ジ ョ

セ ブ に 現 わ れ た も うた こ と、 な らび に

ジ ョセ ブ の 語 るそ の 経 験 が 真 実 で あ る

こ と、 こ れ らの 証 が 、1830年 に教 会 が

組 織 され て 以 来 、何 百 万 とい う末 日聖

徒 の 胸 に聖 霊 の 賜 と力 に よ っ て もた ら

され て きた 。 こ れ らの 人々 は 、 ジ ョセ

ブ ・ス ミス が 、地 の 基 の据 え られ る以

前 か ら主 の み 手 に使 わ れ 、 この 時 満 ち

た る神 権 時 代 に イ エ ス ・キ リス トの 福

音 の 回 復 の 道 を備 え るべ く選 ば れ た生

け る神 の 予 言者 で あ る こ と を 、聖 霊 に

よ っ て 告 げ ら れ た と証 して きた 。 また

さ らに 、地 上 の 神 の王 国 に つ け る種 々

の鍵 、特 に権 威 と責 任 を人 に授 け る鍵

を、 現 在 の 予 言 者 で あ るス ペ ン サ ー ・

W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 も含 め て 、予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス・ミス に 続 く主 の 教 会 の

予 言 者 た ちが 保 持 して きた こ と を証 し

て き た 。 これ は 、 言 い逃 れ る者 が な い

よ うに 回 復 さ れ た福 音 の メ ッセ ー ジ を

全 人類 に 伝 え るた め の もの で あ る。

私 は こ の地 上 の 教 会 の指 導 者 た ち 、

す な わ ち こ の神 権 時 代 の 予 言 者 、聖 見

者 、 啓 示 を受 け る者 た ち と50年 余 り交

際 し 、 そ の 間 、主 が僕 た ち に霊 感 と啓

示 を授 け て お られ る こ とを証 して きた 。

また さ らに 、 主 の み た まが そ れ らの こ

とは 真 実 で あ る と私 の 心 に証 した こ と

を私 自身 証 して きた 。 証 申 し上 げ た い。

私 た ち が 自分 の 永 遠 の 霊 を神 の 聖 きみ

たまg霧 しに一致させ るならば、神の

み手朔 えるようにな り・耳には神の

み 声 の 至 聖 の さ さや きが 聞 こ え る こ と

で あ ろ う。 イ エ ス ・キ リス トのみ 名 に

よ っ て 、 アー メ ン σ
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4月6日 ㈹ 午前の部における説教

人 の 価 値

組織の価値 は、それを構 成する個人の価値

によって決まる。

七十人第一定員会会員

チ ャ ール ズ ・A・ デ ィデ ィエ

兄 弟姉妹の皆 さん・この場を借 りて・
ヨーロッパ西部地域の発展 と、ま

たベルギー、フランス、イタリア、オ

ランダ、スペイン、スイスに住む会員

の愛 と証をお伝 えしたい と思 う。

前回の引越しで不要な ものを処分 し

ていた折に、学生時代に使った国際法

のノー ト牽見つけた。その表紙には、

ノーベル平和賞の受賞者であ り、国際

連盟の提唱者のひとりであったア リス

ティー ド・ブ リーアンドの言葉が大文

字で書いてあった。 「組織の価値 は、

それ を構成する個人の価値によって決

まる」 私は会社や政府などいろいろ

な組織で、さらに教会 でも、この真理

について幾度 となく思いを巡らしてき

た。これと全 く同じことが国家に対 し

ても言える。国家の価値は国民の価値に

に左右 され、また国家の繁栄 と衰退は

国民の望みにかかっている。

単一の国民、国家で、世にこれほど

大 きな貢献をしてきた例は歴史上類 を

見ない。それは、民の義にかなった望

みがあったればこそである。今 日ここ

で神の霊感を受けて制定された憲法 を

持つ国、アメリカの建 国200年 を心か

ら祝 したい。またその国民の過去、現

在、未来について皆さんと共に主 を賛

えたいと思 う。

子供の頃、祖父のひざの上で、アメ

リカ人がいかに度量の大 きい国民であ

るか聞いたことがある。祖父はや さし

い声で、私たちが第一次世界大戦後の

飢餓状態か らどのようにして救われた

か を話 して くれ た 。 戦 争 終 結 の 日、私

は 初 め て 装 甲車 に 乗 っ た ア メ リカ兵 を

見 た 。 ア メ リカ兵 は 私 に何 か 食 べ 物 を

くれ た 。(そ れ が コー ン ビー フ で あ る

こ と を知 っ た の は 、 ず っ と後 に な っ て

か らで あ る。)こ う して 、初 め て 彼 ら

の 愛 を教 え られ た の で あ った 。

十 代 の と き に 、 私 は ア メ リカ の犠 牲

に つ い て 考 え させ られ た 。 私 は 自転 車

に 乗 っ て 家 か らそ れ 程 遠 くな い墓 地 に

行 き、 整 然 と並 ん だ 何 千 もの 十 字 架 を

見 た 。 そ れ は 、私 た ちが 自由 の 内 に 生

活 で き る よ うに とそ の命 を投 げ 出 した

人 々 の墓 標 で あ った 。 また 学 生 時代 に

は 、 マ ー シ ャ ル ・プ ラ ン の お 陰 で 、 ヨ

ー ロ ッパ 諸 国 が い か に して 経 済 的 自由

を維 持 し 、独 立 をか ち得 た か を学 ん だ 。

ま た 自然 災 害 を被 っ た世 界 の 多 くの 国

々 が 、 どれ ほ ど大 き な援 助 を受 け て き

たか も学 ん だ 。

また 私 は 、 若 い頃 に ふ た りの若 者 の

訪 問 を受 け た こ とを思 い 出 す 。(不 思

議 な こ とに 、 ふ た りは互 いに 、「長 老 」

とい う同 じ名 で 呼 び 合 っ て い た。)ふ

た りは 家 族 に モ ル モ ン経 を見 せ 、 これ

は主 が 子 供 た ち を愛 し、 助 け て お られ

る こ との 証 拠 で あ る と雷 っ た 。 次 い で 、

福 音 の 回復 の メ ッセー ジす なわ ち、 キ リ

ス トが 神 の御 子 で あ る こ と、ジ ョセブ ・

ス ミスの 神 聖 な 使 命 、この 教 会 が神 の教

会 で あ る こ とな どに つ い て述 べ た 。 私

た ちの 生 活 を変 え た の は 、 こ の ふ た り

の伝 え る メ ッセ ー ジ で あ り、 また 予 言

者 の 召 しに 喜 ん で従 う彼 らの 気 持 で あ

っ た 。

さらに父親 として、神権者 として、

伝道部長 として、皆 さんが示して下 さ

った愛 と犠牲、献身 と仕事の模範にど

れほど感謝 していることであろうか。

私が学んだひとつの教訓は、あらゆる

祝福の源は神であ り、それは神の戒め

を守ることによって写 えられるとい う

こ とである6

ヨーロッパ各地の伝道部、ステーキ

部 を巡 ると、宣教師が播いた種が実を

結んでいる様子 を目にす ることができ

る。次に、その幾つか を皆さんに紹介

したい。

私たちは福音 を分かち合い、すべて

の若者を宣教師 として召すよう努力し

てきた。その成果 を見たのは、若いス

ペイン人の宣教師がイタリア語で証 を

述べているときだった。最近パ リステ
ーキ・部から召されたばか りの長老は、

3週 間前には話すこともで きなかった

言語で週に5回 レッスンを教えること

ができた と涙ながらに伝道部長に語っ

ていた。

また、歩み を早めなさいという主の

予言者のメッセージの成果 も見てきた。

ベルギーのブ リュッセルのある支部の

伝道主任は、すでに15家 族が新 しい家

族を見つけ、家族に招待 して宣教師の

教えを受ける用意をしているこ とを知

ってどんなにうれ しかったか を語って

いた。

犠牲について も挙げることができる。

多 くの地方部長 はよりよい活動 と出席
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をめ ざ して 日夜 努 力 を重 ね 、 そ の 結 果 、

ス テ ー キ部 に な る に ふ さ わ しい ほ どの

成 長 を遂 げ て い る 。

ま た奉 仕 と献 身 の 実 もあ る。 私 は 幾

百 人 もの会 貝 が 神 殿 に 参 入 し 、地 域 大

会 に 備 え 、 隣 人へ の 奉 仕 の 精 神 を新 た

に し て王 国 の 建 設 に励 ん で い る姿 を見

て き た 。 この ほ か 、 そ の 成 果 につ い て

挙 げ れ ば き りが な い。 しか し 、皆 さん

が 良 い 地 に播 い た種 は 、 さ ら に一 層 よ

い 実 を結 びつ つ あ る こ と を知 っ て い た

だ きた い 。

私 は こ れ まで 皆 さ ん が模 範 と真 理 の

光 を求 め て い る大 勢 の 人 々 に行 な っ て

き た こ と、 また 現 に行 な って い る こ と

を思 い起 こ して い る 。・多 くの 人 々 に と

っ て 、今 日は す で に過 去 で あ り、 明 日

は 恐 れ の 日 とな っ て い る。 今 日の 働 き

い か ん で 明 日を変 え る こ とは 可 能 だ と

言 う の に 、 私 た ち は どの よ う な社 会 を

築 こ う と して い る の だ ろ うか 。 私 た ち

が ひ とつ の 民 と して 、 悪 の攻 撃 か ら 自

ら を守 る こ とな くして 、 どの よ うな 国

を持 つ こ とが で きる だ ろ うか 。 民 を束

縛 の 身か ら守 る た め に 、 自分 の 衣 の一

片 を取 っ て そ の上 に 、 「わ れ らの神 と

宗 教 と 自由 と平 和 と妻 子 の た め に 」(ア

ル マ46：12)と 記 し た の は モ ロ ナ イで

は な か っ た か 。

初 め に 述べ た よ うに 、 国家 の 価 値 は

国 民 の 価 値 の 上 に 成 り立 つ もの で あ る 。

神 の 民 、 平 和 を希 求 す る 人 々 、.婦女 子

の た め に 、 道 は ひ とつ 、教 会 は ひ とつ

で あ り、 主 も御 ひ と りで あ る。

そ の 道 とは 、悔 い 改 め 、 主 の 戒 め を

守 り、 生 け る予 言 者 の 声 に 聞 き従 う こ

と に よ っ て 他 の 人 々 に模 範 を示 す こ と

で あ る 。 ま た そ の 教 会 とは 、予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスに よ っ て 回 復 さ れ た 末

日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 で あ る。

さ らに そ の 主 とは 、 イ エ ス ・キ リス ト

の こ とで あ る。 「わ た し た ち を救 い う

る名 は 、 こ れ を別 に して は 、 天下 の だ

れ に も与 え られ て は な い か らで あ る」

(使 徒4：12)

これ こ そ 永 遠 の 真 理 で あ り、 「お よ

そ これ よ り も過 ぎた る も の 、 及 ば ざ る
はじめ

もの は 太 初 よ り偽 り者 な り しか の 悪 魔

の霊 気 」(教 義 と聖 約93：25)で あ る。

今 日、私 た ち は学 校 、職 場 、 その ほ

か ど こ に あ って も、 様 々 な 形 で 真 理 と

悪 の 選 択 に 迫 られ て い る 。 そ れ が 新 聞 、

ポ ス ター 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ に よ る こ と

も あ る し、 人 々 の 間 の 会 話 に よ る こ と

も あ る 。受 け 入 れ るか 拒 む か 、 先 導 す

るか 従 うか 、 あ るい は奨 励 す る か い さ

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル 大 管 長

め るか を頭 の 中 では っ き り選 ば な け れ

ば な ら な い 。

で は 、 ど の よ う な感 情 が こ の 日々 の

選 択 を決 定 す るの だ ろ うか 。 愛 、情 熱 、

恐 怖 、 勇気 、 誇 り、 怠慢 、 意 志 、 そ の

い ず れ だ ろ うか 。 天 父 は 次 の よ うな鍵

を 与 え て お られ る 。

「彼 の誠 命 を守 る 人 は 真 理 と光 と を

受 け 、つ い に 真 理 に よ りて 栄 光 を得 て 、

す べ て の事 物 を知 る 。」(教 義 と聖 約93

：28)

私 た ち が 決 定 を下 し 、永 遠 の 生 命 へ

の 道 を選 ぶ 上 で 欠 くこ との で き な い唯

一 の条 件 は
、戒 め を守 る こ とで あ る。

ア ル マ は この 点 を非 常 に 明確 に して い

い る。

「私 は 多過 ぎ る希 望 を も って 正 義 の

神 の堅 い取 り極 め を不 満 に 思 っ て は な

ら な い 。 なぜ な らば 、 人 が 死 を願 うの

に も生 を願 うの に も神 は これ に応 じた

ま い 、 人の 心 が 救 い を求 め る の も亡 び

を求 め る の も神 は こ れ を許 した も う と

言 う こ とを知 って い る か ら で あ る。

善 も悪 も一 切 の 人 々 の 前 に あ る。善

と悪 とを 区 別 す る こ との で きな い 者 は

こ れ を責 め る こ とが で き な い 。 しか し、

善 悪 の 区別 を知 る者 は 善 を 好 む も悪 を

好 む も生 を好 む も死 を好 む も、 また 喜

び を好 む も良 心 の とが め を 好 む も、 各

々 そ の 好 む とこ ろ に 従 って 与 えられ る。」

(ア ル マ29：4、5)

私 た ち は 次 の こ とを銘 記 し なけ れ ば

な ら な い 。

「全 地 よ
、主 に む か っ て 喜 ば し き声

を あ げ よ。 喜 び を も って 主 に仕 え よ 。

歌 いつ つ 、 そ の み 前 に きた れ 。

主 こ そ神 で あ る こ と を知 れ 。 わ れ ら

を 造 られ た もの は 主 で あ っ て 、 わ れ ら

は 主 の もの で あ る 。 わ れ ら は そ の 民 、

そ の 牧 の羊 で あ る 。」(詩篇100：1-3)

世 界 の将 来 は 人類 の 手 の 中 に あ る。

私 た ちが い か に今 日生 け る予 言 者 に 従

うか に よ って 、私 た ち の救 い は 決 定 さ

れ る。 こ の 素 晴 ら し い大 会 に 心 か ら感

謝 して い る。 また 私 たち が 決 意 を新 た

に し、 主 へ の 奉 仕 を願 う民 で あ る こ と

を永 世 に わ た っ て 忘 れ な い よ うに祈 る

も の で あ る 。 す べ て を イ エ ス ・キ リス

トの み 名 に よ って 申 し上 げ る。 アー メ

ン 。
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・4月6日 ㈹ 午 後 の 部 に お け る説 教

偉大な回復の予言者

シ ョセ フ ・ス ミス

「地のいや果にある者すら汝の名を訊ね、
……汝の手の下より……祝福 とを常に求め

んd(教 義と聖約122：1、2)

十二使徒評議員会会員

フ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

私 たちは至る所で織 ず注 なる貝費
い主 につ い て 、 ま た 主 に の み 救 い

が あ る こ とに つ い て 思 い 、 祈 り、 そ し

て 語 る。

私 た ち は 、救 い が キ リス トに あ り、

キ リス トは主 で あ り、神 で あ り、 王 で

あ る こ とを教 え 、 証 す る。 そ して あ ら

ゆ る時 代 の聖 な る予 言 者 や 聖 徒 た ちの

よ う に 、主 の み 名 に よ り御 父 を礼 拝 す

る。

私 た ち は 主 に 、 ま た 主 の 瞭 い の 犠 牲

に 心 を躍 らせ る。 そ の み 名 は どの 名 に

も ま さ り、 あ ら ゆ る ひ ざ は主 の も とに

か が み 、 あ らゆ る舌 は イエ ス が よ ろ ず

の 者 の主 で あ る こ と を告 白す る。 ま た 、

主 な く して は 不 死 不 滅 も永 遠 の 生 命 も

な い 。

しか し、 私 は 今 日、 別 の 人 に つ い て

お 話 し した い。 そ の 人 は 、 キ リス トと

救 い の知 識 を今 日の世 界 に も た ら した 。

ま た 、 あ らゆ る者 が 天 父 の み も とに帰

り、 忠 実 な 者 に 備 え られ た 永 遠 の 生 命

を享 受 す る こ とが で き る よ う 、主 の律

法 と真理 を明 らか に し た 人 で あ る 。

そ の 人 とは 、 この 神 権 時代 に あ っ て

最 初 に 天 か らの 声 を聞 い た 、 偉 大 な 回

復 の 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス で あ る 。

彼 を通 して 、神 の 王 国が 再 び 人々 の 間

に 打 ち建 て られ た 。 そ して 、 偉 大 な る

エ ホバ は 古 代 の 誓 約 を 成 就 し、 民 が

1，000年 間 、こ の世 で 正 義 の 内 に主 と共

に住 む 備 え を さ れ た の で あ る。

主 の 声 を地 上 の あ らゆ る民 に告 げ る

こ の 予 言 者 の声 に 耳 を傾 け る と き、私

たちには心を啓発する聖 きみたまの力

が必要である。 この心 を啓発す る聖 き

みたまの力が、今私たちの上に豊かに

注がれ るように。

ジョセブ ・ス ミスについてこり言い

たい。

彼は生まれる前から選ばれ、この世

の基が置かれる前に永遠の評議会にお

いて高貴で偉大な霊のひとりとして数

え られた人である。

アダム、エ ノク、ノア、アブラハム

と同じように、彼は神々と共に評議会

に座 し、御父の子供たちが住む地球創

造の計画に携わった。

そして、聖なる御方 と、最初の人 と

なった ミカエルの指示のもとに、御父

の創造の業に加 わった。

このように、彼は前世にあって光 と

知識と英知 を増し、比類 なき霊の成長

を遂げて、最 も偉大な福音の神権時代

を管理するよう予任されたのである。

彼は古代の予言者 と同 じように神に

召 された人である。

前世 において得た霊的な力と才能 を

持ってこの世に生 を受けた彼は、定め

られた ときに、予任通 りにみ業 を行な

えるように備 えをしていた。

1820年 の春、宇宙の至高の統治者は、

長年の間地球 を覆っていた暗黒の幕 を

取 り去 られた。こうして御父とイエス

は、時 と場所 と人とを選び、日の光栄

の住まいか らニュー ヨー ク州パルマイ

ラに近い森に下ってこられたのである。

御二方は少年 ジョセブの名 を呼び、こ

の 地 上 に は 清 く完 全 な 宗 教 は もは や 存

在 し な い こ と、 そ の た め に 彼 が 永 遠 の

完 全 な る福 音 を回 復 す る た め の 主 の み

手 の器 と な る こ とを告 げ られ た 。

そ の 後 、主 に バ プ テ スマ を施 し た ヨ

ハ ネ 、 次 い で 管 理 使 徒 の ペ ロ テ 、 ヤ コ

ブ 、 ヨハ ネが 、 天 よ りの 使 い と し て 、

新 た に 召 さ れ た 予 言 者 の も と を訪 れ 、

彼 らが 地 上 ・で 業 に 携 わ っ て い た と きに

持 っ て い た神 権 を彼 に 授 け た 。 こ れ ら

の 神 権iは 、 人 に 救 い を も た らす た め の

よ ろ ず の 業 を行 な う、 地 上 の 人 間 に委

譲 さ れ た 神 の権 威 、権 能 で あ る。

そ の ほ か に も、 ミカ エ ル 、 ガ ブ リエ

ル 、 ラ フ ァエ ル 、 モー セ 、 エ ラ イ ジ ャ 、

エ ラ イヤ スが 次 々 に ジ ョセ ブ の も と を

訪 れ 、 そ れ ぞ れ 彼 らが 昔 持 っ て い た鍵

と権 威 と権 能 と を授 け た 。 こ う し て ジ

ョセ ブ ・ス ミス は 、 主 の 代 理 人 、 代 弁

者 、福 音 を説 く者 、儀 式 を執 行 す る者

と して 、 い と高 き者 か ら召 さ れ 任 じ ら

れ た み 業 の正 統 な 執 行 者 とな っ た の で

あ る 。 彼 の 召 しは 、 漠 然 と した 、 た だ

単 に善 を行 な い 真 理 を教 え るだ け の も

の で は な く、 イエ ス が 「あ な た が たが

わ た し を選 ん だ の で は な い 。 わ た しが

あ な た が た を選 ん だ の で あ る」(ヨ ハ

ネ15：16)と 言 わ れ た そ の 召 し で あ っ

た 。

彼 は 神 に まみ え 、 天 使 の 訪 れ を受 け

た 人 で あ る。

ジ ョセ ブ は 、 ウ ジヤ 王 の 時 代 の イ ザ

ヤ や 、 荒 野 で の モ ー セ とイ ス ラエ ル の

70人 の 長 老 と同 じ よ うに 、 イ ス ラ エ ル
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の神にまみえた。1836年4月3日 、偉

大なるエホバが、太陽の輝 きに も勝 る

栄光に包まれて、カー トラン ド神殿に

姿 を現わされた。主は怒 とうのような

声で、 自らを次のように証 されたので

ある。
「われは始めな り終 りな り。われは

生ける者な り殺されたる者な り。父と

汝 らの間の仲保者な り。」(教 義 と聖約

110：4)

「その天の使の顔はいなずまの如 く

輝 き、衣は如何なる白さに も勝 りて純

く白か りき」(教 義 と聖約20：6)と

記されたモロナイは、天使の中でも、

アメ リカ大陸の先住民についての聖 な

る書物の出現に関することで何度もジ

ョセブの もとを訪れた天使 である。

彼は天か ら多くの事柄 を学び、示現

を見、聖霊の力によって王国の深 く隠

された奥義 を理解 した人である。

丁度五旬節の とき、カー トラン ドで

天から恵みが注がれ、ジョセブは、「日

の栄の王国とその栄光 を見た。そこに

は王国を受けつ ぐ者が くぐるたとえよ

うもなく美 しい門があ りこそれはあた

か も炎の輪のよテであった。また、ジ

ョセブは御父 と御子が神の輝ける王座

に座 しておられるのを見た。」(「予言者

ジョセブ ・ス ミスの教 え」p.107)

ジョセブ ・スミスが見たこの光栄の

階級の示現は、それまで予言者が記し

てきた来世に関す る事柄の中で、最 も

完全かつ驚 くべ きものである。主のみ

名によって彼に与 えられた数多くの啓

示は、古代の使徒や予言者のそれと同

じように、平易なしか も説得力ある言

葉 で、永遠の驚異 と福音のもたらす栄

光 とを伝 えているのである。

彼はかつてこの世 に住んだいかなる

予言者に もまさって凝縮 された聖文 を

今 の世に もたらした人である。実にジ

ョセブは、最 もた くさんの予言を記 し

た予言者10名 を選 び出し、それを合わ

せ ても及ばないほ ど、多くの主のみ旨

とみこころとみ声 を私 たちのために記

録 している。

彼は神の賜 と力 とによりモルモン経

を翻訳した。聖書に比肩するこの書物

は、神 とアメリカ大陸の先住民 との交

わりを記 した記録であ り、これには完

全なる永遠の福音が記されている。

ジョセブは、多くの示現 と啓示 を受

け、世の人々のためにそれを出版 した。

近代の人々に対する神の計らいが記さ

れているこの書物は 「教義 と聖約」 と

呼ばれる。また 「教会歴史」の中に も

その他の啓示が収め られている。

さらに彼は、霊感 のみた まによっ

て欽定訳聖 書 を改訂 し、かつ てだれ

もなし得なか った程その聖なる書き物

を完全なものとした。その多 くが現在、
「高価なる真珠」に収め られている。

彼の言行や動静、また 日常生活のさ

さいな点に至 るまで、現在非常に.よく

知 られている。フェイヤ ットでの教会

設立か らカーセージでの殉教 までのこ

とを網羅 している彼の 日記は、現在6

巻、3，295ペ ージ(英 文)に わたる書

L・ トム ・ペ リー 長 老 と友 人

物 と して教 会 か ら出 版 さ れ て い る。

彼 は主 と同 じ よ う に 、悪 霊 を追 い払

い 、病 人 を癒 した 人 で あ る 。

教 会 が 組 織 さ れ た 月 に 、ニ ュ ー エ ル ・

ナ イ トが 悪 魔 に と りつ か れ た 。 そ の状

態 は全 くひ どい もの で あ っ た。 「顔 は

ゆ が み 、 手 足 は ね じれ て 全 く醜 い状 態

で あ っ た。」 ま た 「彼 は 宙 に上 げ られ 、

部 屋 中 跳 ね まわ っ たdそ こ で ジ ョセ

ブ は 、 「イ エ ス ・キ リス トのみ 名 に よ

っ て 悪 霊 を 叱責 し 、出 て行 け と命 じた。」

す る とナ イ ト兄 弟 は 、 「悪 霊 が 自分 の

体 か ら離 れ 、 消 え失 せ るの を見 た 。」

す る と、一 同 に 平 安 が 戻 っ た 。(E∬ 一

eπ廃aZs加C勧7cん 伍s加 γ紗 「教 会 歴 史

粋 」p.95、96)，

イエ ス の 最 初 の奇 跡 は 、 ガ リラヤ の

カ ナ の 婚 礼 で水 を ぶ ど う酒 に 変 え られ
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た こ とで あ る 。 そ してジ ョセ ブ の 最 初

の 奇 跡 は 、神 の 権 能 に よ っ て ナ イ ト兄

弟 の 体 か ら出 て 行 く よ う、地 獄 の 悪 霊

に 命 じた ニ ュ ー ヨー ク州 コー ル ズ ヒル

で の 出 来事 で あ る 。.

1839年7月22日 、予 言 者 は イ リ ノイ

州 コヤ ー ス(現 在 の ノー ブ ー)と ア イ

オ ワ州 モ ン トロー ズで 、病 み 苦 しむ 聖r

徒 た ち を軒 並 に癒 して ま わ っ た 。癒 さ

れ た 者 の 中に は 、 ブ リガ ム ・ヤ ン グや

数 人 の 使徒 た ち が い た 。 ま た神 の 予 言

者 は 、死 の 瀬 戸 際 に い る ひ と りの 兄 弟

に 向 か って こ う言 っ た 。 「フ ォ ー ダム

兄 弟 、 イエ ス ・キ・リス トの み 名 に よ っ

て 命 じる。 床 よ り起 き上 が り健 康 な者

とな りな さ いdそ の場 に い た ウ イル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ は 「彼 の 声 は 人

間 の 声 で は な く、神 の 声 の よ うで あ っ

た6家 全 体 が ぐ ら ぐ ら揺 れ る よ う な感

じを覚 え た 。 フ ォー ダ ム 兄 弟 は ベ ッ ド

か ら起 き上 が るや 、直 ち に健 康 な 体 に

戻 っ た」(「教 会 歴 史粋 」p.270)と 、言

っ て い る。、

彼 は イエ ス につ い て 証 を し た た め に 、

迫 害 され 、投 獄 され 、追 わ れ 、 遂 に 命

まで も奪 われ て し 凄 っ た 人 で あ る 。

彼 は ター ル を塗 られ 、羽 毛 をつ け ら

れ 、 打 たれ 、 追 わ れ 、憎 まれ 、義 の た

め に 迫 害 さ れ た 。(マ タ イ5：10参 照)

彼 は偽 りの告 発 を た び た び 受 け 、 数 ヵ

月間 牢 獄 の 中 で 過 ご した 。 ま た数 人の

仲 間 と共 に無 法 な州 軍 の 捕 わ れ 人 とな

っ た ご と もあ る。1838年11月1日 、判

事 を装 っ た 軍 人 は 、 ピ ラ トの 面 前 に お

け る イエ ス の 尋 問 に も匹 敵 す る醜 悪 さ

と不 法 さ で 、 彼 らに 死 刑 を宣 告 し た の

で あ る 。指 令 書 に は こ う書 か れ て い た 。

「准 将 ドニ フ ァ ン 殿 ：

貴殿 に ジ ョセ ブ ・ス ミス と他 の 囚 人

をフ ァー ウエ ス トの 公 共 広 場 へ 連 行 し 、

明 日午 前9時 に射 殺 す る許 可 を与 え る。

(署 名)サ ム エ ル ・D・ ル ー カス

陸 軍 少 将 」

ところが ドニファン准将はこの命令

を拒否した。彼の正義感が勇気 を呼び

起こしたのである。彼はこう返答した。
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「それほ残忍な殺人行為 です。小官

は閣下の命令には従いません。わが隊

は明朝8時 、 リバティーに向かいます。

もし閣下がこれらの人々に刑 を執行 さ

れるなら、神 に誓って法廷の前に閣下

の責任を問う覚悟であ ります。

(署 名)准 将A・W・ ドニ フ ァ ン」

(「教 会 歴 史粋 」p三241)

しか し、 遂 に予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス と祝 福 師 ハ イ ラ ム ・ス ミス は 、 神 の

計 画 に従 い 、殉 教 し たの で あ っ た 。 こ

の こ とは 、予 言者 ジ ョセ ブ を証 人 と し

た 主 の み こ こ ろ で あ り、 また 主 の知 恵

に よ る もの で あ った 。 こ の 出 来 事 に先

立 ち 、 主 は ジ ョセ ブ に 、 「汝 の 命 数 わ

れ こ れ を知 る 。 され ば 、 汝 の 生 命 は 一

日た り とも こ れ を短 くす る能 わ ず 」(教

義 と聖 約122：9)と 言 っ て お られ る。

聖 見 者 は最 後 に 、 「お お 、主 な る わ

が 神 よ」(「教 会 歴 史 粋 」p.383)と 言 っ

て 殉 教 し た 。 この 結 果 、 彼 の霊 は も は

や 極 悪 な迫 害 の 手 の 及 ば な い義 の 世 界 、

主 の 血 に よ って 「全 う され た義 人 」(ヘ

ブ ル12：23)と 親 し く交 わ る こ との で

き る世 界 に 入 っ た の で あ っ た 。 そ こ に

い る霊 た ち は 、 完 き喜 び と平 安 を 見 出

して い る の で あ る 。

多 くの予 言 者 た ち は 主 の た め に 自 ら

の 生 命 を捧 げ た が 、 彼 もそ の よ うな 主

の 証 人 とな っ た偉 大 な 人 で あ る。

「さ て
、 こ の子 羊 に就 きて 為 さ れ た

る様 々 の 証 の 挙 句 、 わ れ らの 為 す 最 後

の 証 は す な わ ち 『主 は実 に 生 き た も う』

こ と是 な り。

わ れ らは 、 彼 が す な わ ち神 の右 に 座

し た も う を見 た り。また 、御 父 の 生 み た

も う独 子 な りと証 し た もう声 を聞 け り司

(教 義 と聖 約76：22、23)

彼 は 文 字 通 り完 全 な 予 言 者 で あ っ た 。

み た まの 声 に 耳 を傾 け るす べ て の 者 に

は この こ とが わ か る で あ ろ う。

ジ ョセ ブ の 殉 教 後 、 次 の よ う な尊 い

宣 言 が 下 さ れ た。 「主 の 予 言 者 に して

聖 見 者 な る ジ ョセ ブ ・ス ミス は 、 た だ

イエ ス ・キ リス トを除 くの ほか 、 こ の世

に 生 を受 け た る何 人 よ り も この 世 に於

け る 人類 の 救 い に尽 し た りd(教 義 と

聖 約135：3)

次 に ジ ョセ ブ ・ス ミス に 下 さ れ た 神

の 言 葉 を紹 介 し よ う。 す べ て の 人 は こ

れにより自分 自身の霊的な進歩を判断

することができる。
「地のいや果にある者す ら汝の名を

試ね、愚なる者 ども汝を礪算 し、地獄

は 汝 に 向 い て 怒 りを 起 さ ん 。

然 る に心 の 潔 き者 、 賢 き者 、 貴 き者 、

徳 あ る者 た ち は 汝 の 手 の 下 よ りい さ め

と権 威 と祝 福 と を常 に 求 め ん 。」(教 義

と聖 約122：1、2)

あ ら ゆ る 人 は 、 ジ ョセ ブ と そ の使 命

に 関 し て 自分 が ど う い う状 態 に あ るか 、

自 ら問 うて み る と よい で あ ろ う。 私 た

ち は 、主 の み 名 を呼 び 、 末 日の 予 言 者

に 明 らか に され た キ リス トの 福 音 に の

み あ る救 い を求 め て い るだ ろ うか 。 そ

れ と も主 の 生 け る予 言者 を愚 ろ う し 、

神 は も う 人 に何 もお 語 りに は な らな い

と言 っ て は い な い だ ろ うか 。現 代 の す

べ て の 人が 解 答 を迫 られ て お り、 私 た

ち の救 いが か か っ て い る重 大 な 問 い は 、

「ジ ョセ ブ は神 に 召 され た の か 」 とい

う こ と で あ る。

私 と家 族 は 、 彼 と、 彼 が 持 っ て い た

権 能 を現 在 所 有 しで い る 人 々 か らの 、

勧 告 と権 能 と 祝 福 を常 に求 め た い と考

え て い る 。

さて こ こで は っ き り理 解 して い た だ

きた い 。私 た ち は キ リス トの 証 人 で あ

る 。 キ リス トは救 い 主 で あ り、 門 で あ

る。 主 は 、 「こ こ に は 僕 をお 使 い に な

ら な い 。 そ して こ の ほ か に は一 つ も通

る所 が な い か らこ の 門 か ら 入 る ほ か は

な い。 しか し 、 門 を守 る者 が 主 な る神

で あ るか ら 、 人 に これ を欺 くこ とが で

き な い 。」(IIニ ー フ ァ イ9：41)

しか し、 同 時 に 私 た ち は ジ ョセ ブ ・

ス ミス の 証 人 で も あ る 。 私 た ち は 彼 に

よ っ て キ・リス トを知 っ た。 彼 は 地 上 で

つ な ぎ 、天 で 結 び 固 め る権i能 を与 え ら

れ た正 統 な福 音 の 管 理 者 で あ る。

私 た ち は証 の 中 に イエ ス ・キ リス ト

と ジ ョセ ブ ・ス ミス の 名 を連 ね る 。 そ

して私 た ち は こ こ で 、 神 が 私 た ち に 証

す る ま ま に 、 ジ ョセ ブ ・ス ミスが 神 の

矛 言 者 で あ る こ と を証 す る。 私 た ちな

らび に す べ て の 予 言 者 が よ ろず の もの

の 主 で あ る と証 す る。 イエ ス ・キ リス ト

の 聖 な る み 名 に よ り申 し上 げ る 。 ア ー

メ ン 。

ρ♂愉
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4月6日(火)午 後 の部 にお け る説 教

キ リス トの模範 に

従 っているだろ うか

「汝 らが 見 た るわ が 行 い を 汝 らもせ よd

(III二 一 フ ァイ27：21)

七十人第一定員会会員

ウ ィ リ ア ム ・R・ フ ラ ッ ト フ ォ ー ト

私 はこの絵 において儲 の真理の
光 を輝 か し て来 られ た 、 こ こ に い

る 立 派 な 兄 弟 た ち に 賛 辞 を呈 し た い と

思 う。 こ の 大 会 で 明 らか に され た真 理

を生 活 に取 り入 れ る な ら ば 、 必 ず や 心

に 喜 び と平 安 を得 、 サ タ ン の 教 え に よ

っ て 暗 くな って い る この 世 に お い て 完

全 な守 り とな る光 を得 る で あ ろ う。

主 イエ ス ・キ リス トは す べ て の 事 柄

に模 範 を示 され た 。 主 は す べ て の 人 々

が 主 の 模 範 に 従 う よ う次 の よ うに 言 わ

れ た。

「わ れ ま こ とに
、ま こ とに 汝 らに 告 ぐ、

以 上 は わ が 福 音 な り。 わ が 教 会 に於 て

な す べ き こ とは 、 汝 らす で に よ く知 れ

り。 す な わ ち 、 汝 らが 見 た る わ が 行 い

を汝 ら もせ よ 。 これ らの こ とは 汝 ら も

行 っべ き こ とな れ ば な り。

汝 らは い か な る 人物 に て あ る べ'きか 。

ま こ とに 汝 らは わ れ と同 じ人 物 な ら ざ

るべ か らず 。」(mニ ー フ ァ イ27：21、

27)

さ て 、 皆 さ ん の 生 活 は 主 の こ の模 範

に 従 っ て い る だ ろ うか 。 主 の 模 範 に つ

い て幾 つ か 挙 げ るの で 、 そ れ ら を各 自

の 生 活 と比 較 して み て い た だ き た い 。

皆 さ ん は 、何 と い う名 で 呼 ば れ て い

る だ ろ うか 。

「そ も そ も
、 イ エ ス ・キ リス トとは 、

御 父 よ り賜 わ りた る御 名 に して 、 この

名 の ほ か に は よ りて 以 て 人 類 の 救 わ れ

得 る 名 一 つ も な し引(教 義 と聖 約18：

23)

皆 さ ん が 考 え 、 行 な って い る事 柄 は 、

イ エ ス ・キ リス トの み 名 を 身 に 受 け る

に ふ さ わ しい もの で あ ろ うか 。 自分 自

身 を高 め 啓 発 し、 さ らに 世 の す べ て の

人 々 に 、主 を知 り、 主 の 聖 な るみ 名 を.

そ の 身 に受 け させ る こ とを望 み とす る

ほ どに 、皆 さん は そ の 聖 な るみ 名 を 愛

して い る だ ろ うか 。神 の 御 子 の み 名 が

み だ りに ロに され るの を聞 くと き 、心

が 刺 し貫 か れ る よ うな 痛 み を感 じて い

る だ ろ うか 。 キ リス トな ら決 し て な さ

ら な い よ うな こ と を行 な っ た り、 あ る

い は 決 して 足 を踏 み 入 れ な い よ うな場

所 へ 行 っ た り しな い で あ ろ うか 。 あ な

た の 行 な い に よ り、 主 の み 名 が 汚 され

る こ との な い よ う、 主 の み 名 を聖 く保

っ て い る だ ろ うか 。 主 の み 名 に よ っ て

王 国 を築 いて い るだ ろ うか 。 だ れ もふ

た りの 主 人 に兼 ね 仕 え る こ と は で きな

い の で あ る。 人 は キ・リス トの 僕 とな っ

て 主 の み 名 を 引 き受 け 、 主 の 業 を な す

か 、 そ れ と も、 サ タ ン の わ な に か か っ

て 、サ タ ン に加 担 す る か の いず れ か で

あ る 。

御 父 に 対 す る皆 さ ん の 愛 は ど うで あ

ろ うか 。 キ リス トは御 父 を愛 して お ら

れ た 。 御 父 に祈 り、 讃 美 を捧 げ られ た 。

キ リス トの行 な い はす べ て 、御 父 を代

表 す る も の で あ り、 み 業 の た め に 喜 ん

で働 き神 に仕 え た も うた 。 ま た 御 父 の

指 示 に 完 全 に 従 わ れ た 。 も し私 た ち も

キ リス トの よ うに な りたけ れ ば 、 これ

らの こ と を行 な わ な くて は な らな い の

で あ る 。 キ リス トは こ う言 わ れ た 。

「す な わ ち汝 らが 見 た る わ が 行 な い

を 汝 ら もせ よ 。 こ れ らの事 は 汝 ら も行

な っべ き こ とな れ ば な り。」(IIIニ ー フ

ァ イ27：21)

あ な た の仲 間 に 対 して は ど うで あ ろ

うか 。 主 は この こ とに 対 して も模 範 を

示 して お られ る。

「この 故 に 汝 ら わ が 声 を聞 きて わ れ

に従 え。 … … こ とご と くの 者 、 兄 弟 を

己 が 身 の 如 くに 思 い 、 わ が 前 に徳 と聖

き をふ み 行 な うべ し。

わ れ 重 ね て 汝 ら に告 ぐ。 汝 ら皆 、 己

が 身 の如 くに 兄 弟 を思 うべ し。 … …

汝 らひ とつ と なれ 。 も し汝 らひ とつ

とな ら ざれ ば 我 も の に あ らずd(教 義

と聖 約38：22、24、25、'27)

皆 さ ん は 自分 の 周 囲 に い る 人 々 を本

当 に 愛 して い る だ ろ うか 。 愛 だ け が 人

の 心 を な ご ませ る の で あ る 。 キ リス ト

は 、 私 た ち を愛 す る が 故 に 、 自 ら進 ん

で 苦 しみ を受 け 、御 自分 を犠 牲 と して

捧 げ られ た の で あ る。 主 が ゲ ッセ マ ネ

の 園 に お い て 苦 しみ 、 全 人類 の た め 行

な わ れ た事 柄 の大 き さ を深 く思 う とき 、

最：も誇 り高 い 人 で さ え謙 虚 とな ら ざ る

を得 な い の で あ る。 主 は そ の 出 来 事 を

啓 示 し、 この よ うに 述 べ て お られ る。

「そ の 苦 しみ た るや
、 わ れ神 、す な わ

ち す べ て の 中最 も大 い な る者 な り とい

え ど も痛 苦 の た め に 身 をふ る わせ 、 あ

らゆ る毛 の 孔 よ り血 を 湧 かせ 、 身 と霊

と、 両 つ な が ら を苦 しめ 、 す な わ ち こ

の苦 きさ か ず き よ り呑 まず して し りご

み す る も可 な らん こ と を欲 した り。

然 は あ れ ど も、 父 な る神 は 讃 む べ き
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か な。 さ れ ば わ れ は この 苦 しみ をな め 、

人 の 子 ら の為 に 準 備 を為 し終 りた りd

(教 義 と聖 約19：18、19) .

・皆 さん の 仲 間 の た め に
、 どれ ほ ど 自

分 自身 を犠 牲 に して い る だ ろ うか 。

∫バ プ テ スマ につ い て 主 が 示 され た模

範 に つ いて は ど うで あ ろ うか 。 主 は す

べ て の 入 が バ プ テ ス マ を受 け な くて は

な らな い と教 え られ た 。

「わ れ を信 じて ベ プ テ ス マ を受 く
..る

者 は 誰 にて も救 わ るべ し。 か か る 者 は ，

神 の 王 国 に住 む こ とを得 る者 な り。.

わ れ を信 ぜ ず 、 バ プ テ ス や を受 け ざ

る者 は 救 わ れ ず む(IIIニ ー フ ァ イ11：

3334)

世 の 多 くの 人 々 が 、 この 大 切 な儀 式

を あ ざけ り軽 ん じて い る。 そ して こ れ

は 人 々 の都 合 に 合 わせ て 変 え られ 、 ま

た全 く無 意 味 な もの と して 廃 され て し

ま っ た こ と も あ る 。神 は 死 に 、 教 会 は

もはや な いの です べ て の 儀 式 は 無 意 味

で あ る と説 く、邪 悪 で 偽 りに 満 ち た サ

タ ンの 教 えが 世 に は び こ っ て い る。 そ

れ 故 、 キ リス トの み 名 を 自 らの 身 に受

け 、 バ プ テ ス マ の水 を く ぐって 王 国 に

入 る 人 は比 較 的 少 な い 。

こ の 教 会 の メ ッセー ジは 全 人 類 に 対

す る もの で あ り、世 の 初 め か ら キ リス

トに よ っ て 説 き続 け られ て い る教 え な

の で あ る 。

悔 い改 め て 、バ プ テ ス マ を受 け な さ

い 。 キ・リス ト もそ うな さ っ た か ら で あ

る。「汝 らは い か な る人 物 に て あ るべ き

か 。 ま こ とに 汝 らは わ れ と同 じ人物 な

ら ざ るべ か らず 。」(mニ ー フ ァ イ27：

27)

イエ ス ・キ・リス トの よ うに な る ため

に は 、変 わ らな くて は な らな い。

私 は心 か ら真 剣 に 、 皆 さ ん が 主 の 模

範 に従 っ て 自 ら を変 え る よ うお 勧 め す

る。

父 親 で あ る あ な た は 、 キ リス トが な

さ る よ うに 、 家 族 の 諸 事 を改 め 、 指 導

し て い た だ き た い 。

母 親 で あ る あ な た は 、夫 を愛 し敬 い 、

キ・リス トの よ うに 振 る舞 っ て い た だ き

た い 。不 信 仰 を家 庭 か ら追放 し、 家庭

を子 供 た ちが 言葉 と行 ない に よ っ て神

に つ い て 学 ぶ 聖 な る場 所 とし て整 えて

い た だ き た い 。

子 供 た ち よ。 キ リス トに 従 う こ とを

習 慣 と しな さい 。 ポ ル ノ グ ラ フ ィー や

十二使 徒評 議員 会補 助 ジ ョセ ブ ・ア ンダー ソ ン長 老
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麻 薬 、 ア ル コ「 ル を し りぞ け な さ い。

キ リス トを伴 侶 とし な さ い。 そ うす れ

ば 、 キ リス トは あ な た に 近 づ き、 あ な・

た め最 も新 しい 友 とな っ て 下 さ る で あ

ろ う。

若 人 の 皆 さ ん 、 あ な た 方 は最 も素 晴

ら しい 時 代 に 生 を受 け て い る 。 純 潔 を

守 りな さ い 。 す べ て の 人 を主 の も とへ

導 ぐ高 い 標 準 を守 りな さ い。 聖 典 に あ

る永 遠 の 真 理 を学 び 、 心 を満 た し な さ

い。 両 親 に従 い 、 神 に 従 順 で あ りな さ

い 。 天 の 聖 歌 隊 に 耳 を傾 け な さ い 。俗

悪 で 下 品 なサ タ ン の 音 楽 を避 け な さ い 。

サ タ ンは 肉感 的 な リ ズム で あ な た を捕

え 、 つ い に は 地 獄 へ ひ き ず り落 とそ う

と して い る 。 イエ ス ・キ・リス ト との 絆

を 強 め 、誘 感 に 打 ち 勝 ち な さ い。 こ の

絆 ほ ど あ な た に 大 い な る喜 び と幸 せ を

も た らす もの は な い で あ ろ う。

今 、私 の 声 を 耳 に して い る方 々 の 中

で 、 主 の模 範 に従 っ て い な いす べ て の

人 々 は 、 変 わ らな け れ ば な ら な い 。 心

を開 い て 主 の 愛 を受 け 入 れ て い た だ き

た い 。 主 の 僕 を受 け ス れ な さ い 。 キ リ

ス トの よ うに な るた め に 主 の 僕 を家 庭

に 招 き、 そ の教 え を聞 い て 欲 しい 。 主

の み 業 を行 な うた め に 、 ま た救 い を も

た らす 主 の 模 範 を教 え る ため に 遣 わ さ

れ て い る主 の僕 を拒 む 者 は 、騒 然 と し

た この世 の 暗黒 と絶 望 の 中 に取 り残 さ

れ る こ とで あ ろ う。

イ エ ス ・キ・リス トは 、 地 上 に お け る

義 の 源 で あ る 。 ま た ス ペ ンサ ー ・W・

キ ンボ ー ル 大 管 長 は 生 け る神 の 予 言 者

で あ り、 主 の指 示 に従 っ て予 言 者 に 従 .

うす べ て の 人 々 を救 い に 導 く方 で あ る'

こ と を 、私 は 心 か ら証 す る 。 す べ て の

人 々 が 、予 言 者 に従 う よ うイ ェ ス ・キ

リス トのみ 名 に よ り祈 る もの で あ る。

ア ー メ ン。



4月6日(火)午 後 の 部 にお け る説 教

神殿建設のもたらす祝福

神殿 は私たちに儀式を執 リ行な う場を与え

るだけでな く、福音を 宣べ伝える機会をも与

えてくれる。

十二使徒評議員会補助

ア ド ニ ー ・Y・ 小 松

シ

す る兄弟姉妹の皆さん、この素晴愛
らしい大会に出席 し、教会幹部の

語 る霊感に満 ちた言葉 を通 して主のみ

たまを感 じることができ、心から感謝

しているd彼 らの語 る言葉に私は心を

動かされ、証を強められた。この教会

は生ける神の予言者スペンサー ・W・

キンボール大管長によって導かれてい

る主の教会であることを心から証 した

い'o

キンボール大管長は、世の人々に福

音のメヅセー ジを伝えるために、もっ

と多 くの宣教師が必要であることを繰

り返 し告げている。ふさわ しい若者は

すべて伝道に行 くように言われだ。今

日、多くの献身的な若い男女が宣教師

として主に仕 える召しを受けるにつれ

て、バプテスマを受けて改宗する人 も

津すます増えでいる・教会は世界各地
で急速な発展を遂げている。私たちに

指導 と指示を与える生ける予言者がい

るためであるヨ 憂

キン余一ル大管長はまた、もっと多

くの神殿が必要であることを霊感 と啓

示によって発表 した。昨年、：世界の3

地域が、主 の宮居につける天いなる祝.

福にあずかることのできる堆 として選 一

ばれた。その場所は、ブラジルのサ ン㌦ 、

パ如 旧 本の東京・7㌣ トンのシ

ア トル で あ る 。 、 働'
こ の 末 の 日に イエ ス∵ キ リス トの 福

音 が 回復 ざ れ 、 そ れ と共 に 神 殿 建 設 と

神 殿 の儀 式 も また 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス を通 じて 回 復 さ れ た 。1830年4月

6日 に教会が組織されてから間もな く、

主は聖徒 たちに神殿 を建てるよう命 じ

られた。当時の教会員は2，000人 に満

たなかったにもかかわらず、予言者ジ

ョセブ ・ス ミスと聖徒たちはオハイオ

州 カー トラン ドで神殿の建設を開始 し

た。

当時の聖徒 たちには、財産 と呼ばれ

るようなものはなかった。それでも多

大の犠牲 を払い、主の宮居 を建てるた

めにすべての持ち物をさし出 したので

あった。確かに犠牲は大 きかった。し

か し、その後に与えられた大 きな祝福

に比べれば、彼らが主に捧げた捧げ物

はごく少ないものであった。

神殿の完成後、1836年4月3日 の安

息 日の集会で、静かに厳粛な祈 りを捧

げた後、予言者ジョセブ ・ス ミス とオ

リバー ・カウ ドリは偉大な現 われ を受

けた。ふた りに示現が開かれ、主イエ1

ス ・キ リス トが親 しく現われて、.神殿

を嘉納 されたのである。次いで、鍵 ど

権能 を持 っ偉：大な う予言者が訪れ、

ジョセア ・ス ミスζオ リ』バ「 ・カウ ド

リに執 ぞ抑 持?権 能と召しとを託

しだdこ うして.、完き福 音の回復が始

ま?た ≡りでわ.る。

現在でも神殿が建 てられう予牢9地

域の会員たちは、、その義務 と責任 を果 ，

たすた画に犠牲を払い、信仰ある隼渚 .

を送って いる。 日本 をは じめ.東 洋の

各地の教会員は、ステ時 部 や タニ.

や礼拝堂の建設 と並行 して、"神殿建設

の決意を固めている。

最近、ひ とりの若い父親が、神殿基

金のための献金に関連 して次のような

証 を述べて くれた。彼は神殿基金のた

めの献金のチャレンジを監督から受け

た。その額は、彼が 自分の家 を建てる

ために何年間も貯めてきたお金とほぼ

同額であった。そこで彼は妻や子供た

ち と話 し合い、新 しく家を建てるとい

う夢をあきらめて、貯金をすべて東京

神殿建設のために主に捧げることに決

めた。

監督にこの献金をしてからしばらく

経ったある日、彼は会社の上司に呼ば

れ、突然の昇進 を聞かされた。給料 も

大幅に上がった うえ、新 しい家 を建て

るための手当まで追加 されためである。

確かに、この地上に神の王国を築 「く

ために自らの生活を捧げる教会員の間

に・信仰を促す数多くの出来事炉㌍『1

るのである。

会貝の献身と忠実な生活を目にす る

ことは喜ば しいことである。この地上

に神の王国 を築 くために時間と才能 と

資力を尽 くして犠牲 を払い、責任を果

たそうとしている人々を確かに神は祝

、福 し、彼らに誉れを与えられる。主は
L末日の啓示で

、.ド忠実な人々に次のよう
11な約束 を与えておられる

。
竹主か くの如 く言 う。主なるわれは

お そ め ぐみ

∵われを畏るる者に恩恵と憐み とを与え、

1終 りまで義 しく且つ真実にわれに仕 う

る者に誉を与 うるを喜ぶ者なり。

彼らの得 る報いは大きく、その栄は

永遠なるべ しd(教 義 と聖約76：5、6)
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カー トラ ン ド神 殿 で 予 言 者 ジ ョセ ブ

・ス ミス とオ リバ ー ・カ ウ ド リに 現 わ

れ た3人 の偉 大 な予 言 者 の ひ と りは 、

死 を味 わ わ な い で天 に取 り上 げ られ た

予 言 者 エ ラ イ ジ ャ(エ リヤ)で あ る。

彼 は この 神 権 時 代 の 鍵 をふ た りの 手 に

託 して こ う言 っ た。 「見 よ 、 こ こに 於

て正 に そ の 時 は 全 く至 れ る な り。 そ は

嘗 て マ ラ キ・の 口に よ りて 言 わ れ し こ と

に して 、す な わ ち主 の大 い な る お そ る

べ き 日の 来 らん 前 に 、彼(エ ラ イ ジ ャ)

遣 わ さ るべ し。

す な わ ちエ ラ イ ジ ャ は 来 りて先 祖 の

心 に 子 ら を思 わせ 、 子 らの 心 に先 祖 を

思 わ せ ん 。 然 らず ば 、全 地 は 咀 い を も

て 打 た るべ しd(教 義 と聖 約110：14、

15)

こ こで 、 日本 の あ る若 い 男 女 が 経 験

した 事 柄 につ い て お 話 した い と思 う。

ふ た りは 結 婚 し よ う と思 い 、 臼本 の 慣

習 に 従 って 、両 親 に 結 婚 の 許 可 を 求 め

た 。 ふ た りの両 親 は 共 に教 会 員 で は な

か った 。 その 兄 弟 の 両 親 か ら は結 婚 の

許 可 が 得 られ ず 、 ふ た りは 落 胆 した 。

しか し どの よ うに し た ら満 ち足 りた教

会 生 活 が 送 れ る か を よ く祈 って 考 え 、

また い つ か 結 婚 の 許 可 を得 られ る もの

と信 じて い た 。 、

当 時教 会 員 た ち は ハ ワ イ神 殿 訪 問 を

計画 していた。そして系図探求の重要性

が特に強調されていた。そこでふたりは

他の教会貝 と同 じように先祖を調べ 、

先祖のために神殿の儀式を行なおうと

計画 した。姉妹は役所や墓地やお寺 に

行って熱心に調べた。その結果、77名

の名前 を提出す ることができた。とこ

ろが家族の中で尊敬され、影響力も大

きかった兄弟の伯父は、このことを聞

いて深い感銘 を覚 え、彼女の行なって

いることに関心 を持つ ようになった。

そ して彼は 自分の先祖 を尊ぶ姉妹の大

きな献身を見て、そのような女性なら

ば、きっと自分の甥のよい嫁になるに

違 いないと言って くれたのである。こ

うして若いふたりに結婚の許可が与 え

られ、ふた りは結婚 し、後にハワイ神

殿で結び固め られたのであった。

1月 と8月 には、親族が集まるのが

日本の慣習である。この若い夫婦 もこ

の集 りに加わった。そして、ふたりは

自分たちの覚 えの書を見せた。すると

そこに集 まった人々は、系図活動 とそ

の理由に大 きな関心 を示 したのである。

そこでふた りは先祖のことと、系図探

求 を完成す ることの大切 さについて話

した。なぜ キリス ト教の教会が 「先祖

崇拝」の原則を教えているのか、教会

員でない親族には理解 し難いことであ

った。なぜなら、それは仏教の教えで

あ り、伝統であったか らである。

今では多数の若い男女が家族の記録

を完成し、同 じような方法でこのイエ

ス ・キ リス トの福音を両親や親戚に教

えている。会員が系図を探求 し、先祖

のために神殿の儀式を行な うことによ

って、特に東京に神殿が建設されよう

としている現在、福音はさらに多 くの

東洋の人々の間にゆきわたるに違いな

い。この大いなるみ業は今始まったば

か りである。

私はイエス ・キ リス トの福音が生者

にも死者にも救いをもたらす道である

ことを証す る。神は私たちの祈 りを聞

き、祈 りに答えて下 さる。また神は私

たちが先祖の記録 を集めるとき、導 き

と助けを与えた もう。そして私たちが、

この世の事柄で私たちに幾 多の幸せ を

与 えて くれた先祖に喜び と救いをもた

らすことができるように道 を開いて下

さるのである。証申し上げる。ジョセ

ブ、ス ミスは主のみ手の器 として、こ

の末 日に福音を回復 じた。そして今、

この末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会を

導 く生ける予言者スペ ンサー ・W・ キ

ンボール大管長がいる。これらのこと

をすべ てイエス ・キ リス トのみ名によ

り申し上げる。アー メン。

タバ ナ ク ルの外 で祈 りに加 わ るア ロン神 権者
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4月6日 ㈹ 午後の部における説教

♪

あなたは

宣教師だろうか

自らが福音を全世界に宣べ伝える器である

ことを、今や全教会員が認識すべき時である。

七十人最 高評議員会会員

ジ ー ン ・R・ ク ック

}

ぜ`

す る兄弟姉妹の皆さん、この大会愛
を進めるにあたって、主は大いな

る祝福 を注いでこられた。あなた方は

これまで、幹部の兄弟たちが聖霊の力

を通 して語 る言葉に耳を傾けて きたが、

みたまによって聞いた人は、その話に

より心 を開き、また一段 と力を得て、

戒めを守ろうと決意したことと思 う。

私たちは伝道プログラムについて多

くのことを聞いた。 さて、ここでひと

つの質問をしたい。伝道活動を行なう

責任は、実際のところだれにあるのだ

ろうか。 キンボール大管長は、全教会

貝が宣教師 とならなければならないこ

とを指摘 した。 また宣教師 となるため

の準備 を、生涯を通 じて一 日も欠かさ

ず行なうように との提案 もあった。こ

れはフルタイムの伝道に出る備 えだけ

でな く、真理 を知 らないすべての人に

神のみ言葉 を教えるための備えをする

ということでもある。

主は教義 と聖約第38章40、41節 でこ

う述べ ておられる。
「われ

、再び汝 らに告げて一つの誠

命を与 う。汝ら長老、祭司、教師また

会貝に至 るまで、あらゆる人々精力を

尽 しその手の働 きを尽 して為すべ きこ

とを為 し、わが命 じたることを準備 し

且っこれを為 し遂 ぐべ し。

また汝らはすべて温和にしてへ りく

だ り、皆 ことごとくの人その隣人にと

りて警めの声 となる教えを説 くべ し。」

私 には、主がすべての人に対 して、こ

とごとく温和にしてへ りくだり、声 を.

あげてイエス ・キリス トの福音を説 く

よう求めておられ ることがはっきりわ

かる。また教会員がこの伝道の責任を

果たすのを助ける責任が、全世界の神

権指導者にあることも明らかである。

多くの会員はこう言う。 「クック長

老、口で言うのは簡単です よ。で もど

のようにすればいいんですか。隣人を

警めて伝道の責任を果たしたいのです

が、何か特別に私にできることがある

で しょうか。」 そこで私は、だれにで

も応用できるふたつの提案 をしたい。

まず第一に、あなた方はいつ どこに

あっても、真理 を擁護する側に立つこ

とができる。人は時々、クラブや仲間

の間で、また時には教会貝の間でさえ

も、真理 を擁護する立場に立った発言

をす るに当たって気遅れを覚えるもの

である。主が言われたように、大胆に

真理 を語るべ きである。七 かし横柄.で

あってはならない。この時代の重大な

問題について、主を代行 して、また予.

言者 を代行 して語ろうではないか。

ひ とつ例 をあげよう6ド私嫉ある立派

なタ1生を知っている。征タ信あるとき

大 きな試練に立たされた。大勢の教会

貝とごく少数の非教会貝 とが参加 して

行なわれた昼食会でのことである。参

加 した教会員の中にはあ まり熱心に教

会に出席 していない人もいた。話が堕

胎 と産児制限に発展し左 とき、ひ とり

の非教会員が5分 ほど熱弁 をふるった。

堕胎は決 して悪いものではな く、産児

制限 も男女双方の側で自由に行 なうよ

うにすべ きだと言うのである。こうし

てかの姉妹は窮地に立たされた。天気

のことや何かあた りさわ りのないこと

を言ってその場 を繕ったらいいのだろ

うか。それ とも堂々 と真理 を語るべ き

なのだろうか。彼女ほ後者を選んだ。

そして問題になっているふたつの事柄

につ いて主が何 と言っておられるかを

説明し、その後で自分 自身の気持 を証

として述べたのである。御想像通 り、

昼食会はその場でお開きになってしま

った。 しかし、後でひとりの不活発な

姉妹が彼女のところに来て、堕胎や産

児制限についての主のみこころが初め

てわかったこと、また彼女の主張 した

ことが真理だ と感 じられたことを切々

と訴えたのであった。

兄弟姉妹の皆さん、あなた方が真理

であると理解 している原則について、

証を述べ るようにみたまの促 しを受け
.たなら

、ぜひそうしていただきたい。

真摯な思いが、証 という媒体 を経て心

か ら心に伝わるとぎ、人は愚かで くだ

らない、議論が ましい主張の一切 ない

真理へ と心の向きを変えるのである。

いつもチラシやモルモン経、その他

教会の出版物 を持ち歩 き、職場や乗 り

物、商店などで会 う友人やその他の人

々にあげようではないか。 こうすれば、

その人たちがやがて宣教師の訪れを受

け、福音を教わるときに心の準備がで

きていることになる。教会員の中で、

チラシやモルモン経などの道具 を持た

ないで伝道 したいと思う人は何人いる
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だ ろ うか 。

主 が モル モ ンの 泉 で予 言 者 ア ル マ に

授 け た も うた チ ャ レ ン ジ は 、特 に 教 会

貝 に 対 して 与 え られ た もの と思 わ れ る。

これ は 全 教 会 員 が そ の 身 に 引 き受 け な

け れ ば な ら な い バ プ テ ス マ の 際 の 誓 約

で 、 モ ー サ ヤ18：9に は こ う記 され て

い る。 「悲 しむ 者 を思 い や っ て 共 に 悲

しむ こ と、慰 め が 要 る者 を慰 め る こ と

… … い つ いか な る時 で も
、 どの よ う な

所 に 居 て も、 どん な こ とに つ い て も 、

死 に 至 る ま で も神 の 証 し人 に な りた い

と心 か ら思 っ て い る。り

あ な た方 に求 め た い の は 、恐 れ を退

け 、 主 に よ り力 を受 け 、世 の 人 々 に 福

音 が 真 実 で あ る と証 す る こ とで あ る。

さて 、 第二 番 目の 提 案 で あ る。 キ ン

ボ ー ル 大 管 長 は 、親 し く接 触 す る家 族

を祈 りの気 持 を も っ て選 ぶ よ うに 私 た

ち一 人 一 人 に求 め て い る。 「父 親 で あ

る皆 さ ん 、 あ な たが 先 頭 を切 っ て 歩 む

の です 。 そ して 家 族 が一 体 とな っ て 努

力 す る こ とに よ り、私 た ち は大 い な る

業 を成 し遂 げ る こ とが で き る の で す 。

家 族 全 員 で祈 りを捧 げ 、 交 際 した い と.

思 う家 族 を2、3選 ん で 下 さ い。 親 戚

や 友 人 の だ れ に 教 会 を 紹 介 す る か を決

め て下 さ い。 月 曜 日以 外 の 夕べ に 彼 ら

を招 い て 家 庭 の 夕 べ を 開 い て も よい で

し ょ う。 一 緒 に で き る 活 動 は た く さ ん

あ り ます 。 そ して その 家族 が 関 心 を示

し た ら、 ワー ド部 も し くは支 部 の 伝 道

主 任 を通 じて 、 宣 教 師 が あ な た の 家 で

そ の家 族 に 回復 の メ ッセ ー ジ を伝 え る

よ う、 手 配 して 下 さ い。 この 極 め て 単

純 な手 順 に 従 う こ とに よっ て 、 多 くの

素 晴 ら し い家 族 を教 会 に導 くこ とが で

き る の で す 。」(フ ィル ム ス ト リップ 『神

権 伝 道 活 動 に よ り福 音 を分 か ち合 う』

よ り)

こ の よ うに 、 キ ン ボー ル 大 管 長 は 、

祈 りの 気 持 を持 っ て 家 族 を選 ぶ よ う に

と語 っ たの で あ る。

私 は 主 が 息 子 ア ル マ を通 して 語 りた

も うた こ とを思 い 起 こ して い る。 ア ル

マ6：6で あ る。 「しか し神 の 子 ら は 、

ま だ神 を知 ら な い 者 の 身 も霊 もの た め

に た び た び 集 合 し 、一 し ょに 断 食 し て

一 心 に 祈 る よ うに 命 ぜ られ た。」

あ な た 方 は 、 ア ル マ が 言 っ た 「ま だ

神 を知 ら な い者 」 の た め に 祈 っ て い る

だ ろ うか 。

十 二使 徒評 議 員会補 助 ジ ョン ・H・ バ ンヂ ンバ ーグ長 老
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主 の み 業 を行 な う と き.私 た ち は 主

の 方 法 に 従 っ て行 な わ な け れ ば な ら な

い。 あ な た方 が祈 りの 気持 を持 っ て こ.

の 業 を進 め 、 人 々 を教 会 に 導 くに あ た

り主 の み 手 の 器 と な る に は ど うす れ ば

よ いか を天 父 に尋 ね る な らば 、 天 父 は

そ の 方 法 をお 与 え 下 さ るで あ ろ う。

こ こ で 、 こ の大 会 の 話 をお 聞 きに な

っ て い る、 ま だ教 会 貝 で な い方 々 に お

願 い した い。 こ の 教 会 の 教 義 を祈 りの

気 持 を持 って 研 究 し 、祈 って い た だ き

た い。 そ うす れ ば 私 と同 じよ うに 、 こ

の 教 会 が この 地 上 に お け る唯 一 真 の 教

会 で あ る こ と をお わ か りい た だ け るで

あ ろ う。 教 会 貝 と語 り、 今 日こ の 地 上

に 確 立 され て い る神 の 王 国 が どの よ う

な も のか 学 ん で欲 し い。

主 が 偉 大 な る予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス に語 られ た こ と を 、 こ こで 再 び 心 に

留 め て い た だ きた い。 「私 た ち の 宣 教

師 は様 々 な国 々へ 出 で 立 ち… …今 や 真

理 の 旗 が 掲 げ られ て い る。 いか な る汚

れ た者 の 手 も、 この み 業 の 発 展 を止 め

る こ とは で きな い 。 迫 害 は 威 を振 い 、

暴 徒 は連 合 し、 軍 隊 は 集 合 し、 中 傷 の

風 が 吹 き荒 れ るか も しれ な い。 しか し

神 の 真 理 は 大 胆 か つ 気 高 く、悠 然 と出

で 立 ち 、 あ らゆ る大 陸 を貫 き 、 あ ら ゆ

る地 方 に 至 り、 あ ら ゆ る国 に広 ま り、

あ らゆ る者 の 耳 に 達 し、 神 の 目的 は 成

し遂 げ られ る で あ ろ う。 か く して 、大

い な るエ ホバ は 、 み 業 は 成 っ た と告 げ

ら れ る こ とだ ろ うd(H魏oγ ッ げTんe

C勧7cんqプJes爵Cん γ魏qノ 五a言言eγ一

dayS∂ 厩3「 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会 歴 史」、4：540)

私 は福 音 が あ ら ゆ る 人 々 の 耳 に 達 す

る こ と を証 した い 。 こ の 教 会 は 全 地 の

面 に あ る唯 一 真 の 教 会 で あ る。 今 日こ

の 地 上 に は生 け る予 言 者 が 存 在 す る こ

とを証 す る。 そ し て私 た ち教 会 員 に と

っ て 、 この 地 球 に 住 む 人 々 に 警告 の 声

を挙 げ る こ とが 正 に急 務 で あ る こ とを

証 す る。 私 が こ う証 す るの は 、 主 が そ

の よ うに 宣 言 され たか らで あ る。 私 た

ちが 目的 を深 く心 に抱 い て 主 に 従 う と

き に 、 主 に よ りそ の 目的 を達 成 す る 力

を賜 わ らん こ と を 、 イ エ ス ・キ リス ト

の み 名 に よ り祈 る。 ア ー メ ン。/

ρ ザh
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4月6日 ㈹ 午後の部における説教

彼 らもひ とつ にな るため

国にいかなる一致 と調和があろうと、教会

にはそれよ りもさ らに大さな一致 と調和が必

要である。

十二使徒評議員会会員

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー

モ ー セ の死 後 ・ 西 部 パ レス チ ナ 征 服
の と き 、 古代 イ ス ラ エ ル の十 支 族

は ヨ シュ ア の下 に 団 結 した 。 諸 々 の 準

備 が 整 え られ 、 陣 営 に ヨル ダ ン 川 を渡

っ て エ リコ を 攻 略 す る よ う命 令 が 下 さ

れ た 。 ヨ シ ュ ア は 民 に 、 主 が 奇 跡 を起

こ さ れ 、 契 約 の 箱 をか つ い で 先 頭 を行

く祭 司 た ちの 足 が 水 に触 れ る と川 の 水

は 干 上 が る と告 げ た 。 そ して そ の 予 言

の 通 り、 奇 跡 的 に ヨル ダ ンの 水 はせ き

とめ られ 、 民 は 乾 い た 川 を渡 っ た 。

イ ス ラエ ル の 民 が 川床 を渡 り き る と、

主 は ヨ シ ュア に 命 じて 各 支 族 か ら1名

ず つ 計12名 を選 ば せ 、 ヨル ダ ン 川 か ら

12の 石 を運 ばせ 、 そ の夜 の 露 営 地 に置

か せ た 。 そ して 言 わ れ た 。 「これ は あ

な た が たの うち に 、 しる し とな る で あ

ろ う。 後 の 日に な っ て 、 あ な た が た の

子 ど もた ちが 『これ らの石 は 、 ど う し

た わ け で す か 』 と問 うな らば 、 そ の 時

あ な たが た は 彼 らに 、む か し ヨル ダ ン

の 水 が 、 主 の 契 約 の 箱 の 前 で 、せ き と

め られ た こ と 、す な わ ち そ の 箱 が ヨル

ダ ン を渡 った 時 、 ヨル ダ ンの 水 が 、せ

き とめ られ た こ と を告 げ な け れ ば な ら

な い 。 こ う し て 、 そ れ ら の石 は 永 久 に

イ ス ラエ ル の 人 々 の 記 念 とな る で あ ろ

うd(ヨ シュ ア4：6、7)

時 の 初 め 以 来 、父 は 子 の た め に 記 念

物 を残 し 、子 は 父 の た め に記 念 碑 を建

て て き た 。 この テ ン プ ル ス ク ェア に も、

そ の よ うな 記 念 物 が あ る。 古 め か しい

ノー ブ ー の鐘 、 カ モ メの 記 念 碑 、福 音

回 復 の 像 、 ソ ル バ ル セ ン の ク リス タ

ル 像 、こ れ ら は ほ ん の数 例 で あ る。こ れ

らは 世 代 と世 代 をつ な ぐの に 貢 献 し、

私 た ち の 共 有 の 遺産 で あ る 重 要 な 出 来

事 を連 綿 と した鎖 の 中 に保 って きた 。

時 の 流 れ と組 織 の 発 展 は 、 えて して 私

た ち の相 亙 の 間 を疎 遠 に し、 そ れ ば か

り で な く共 通 の 目的 か ら引 き離 そ う と

す る。 しか し私 た ち は歴 史 を通 じて 、

記 念 物 を残 す よ うに 、 あ る い は過 越 の

祭 を行 な う よ うに 、 ま た 変 わ ら ぬ 永 遠

の 目標 をめ ざ して 一 致 した 信 仰 の 力 を

保 ち 、神 の 戒 め を忘 れ な い ため に総 大

会 を 開 くよ うに 命 じ られ・て き た 。

しか し、 私 た ちに とっ て は 、 記 念 物

や 祭 以 上 に 、 自分 の 力 を強 め 、私 た ち

の 一 致 を守 る こ との 方 が も っ と必要 で

あ る 。 ア ブ ラハ ム ・リ ン カー ン 大 統 領

は 、救 い主 御 自身 の 言葉 を 引 い て 次 の

よ うに 警 告 した 。 「も し国 が 内部 で 分

れ 争 うな ら 、 そ の 国 は 立 ち行 か な い 。

ま た 、 も し家 が 内 わ で分 れ 争 うな ら 、

そ の家 は 立 ち行 か な い で あ ろ う。」(マ

ノレコ3：24、25)

国 民 の 一 致 は 必 要 で あ る。 しか し そ

れ に も ま して 、 全 世 界 の 末 日聖 徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会 の一 致 と相 互 依 存 が

必 要 で あ る 。 本 大 会 の 閉 幕 が 近 づ くに

あ た って 、私 は 近 代 の 予 言 者 が 「こ の

世 に お け る最 も大 い な る祈 り」 と呼 ん

だ 祈 りを読 ん で み た い 。 ヨハ ネ は 主 と

使 徒 た ちが 最 後 の晩 餐 を共 に した 後 、

タ ベ の 終 りに 、 神 の御 子 の 唇 か ら直 接

に 聞 い た 印 象 深 い祈 りを詳 細 に 記 録 し

て い る。

「父 よ
、 時 が き ま し た。 あ な たの 子

が あ な た の 栄 光 をあ ら わす よ うに 、子

の 栄 光 を あ ら わ して 下 さ い 。 … …

わ た しは 、 あ な た が 世 か ら.選ん で わ

た し に賜 わ っ た 人 々 に 、 み 名 を あ ら わ

し ま した 。 彼 らは あ な た の もの で あ り

ま し た が 、 わ た しに 下 さ い ま し た。 そ

して 、彼 らは あ な た の 言 葉 を守 りました。

わ た しは 彼 らの た め に お 願 い し ます 。

わ た しが お 願 いす るの は 、 この 世 の た

め に で は な く、 あ な た が わ た しに賜 わ

っ た者 た ちの た め です 。 彼 らは あ な た

の もの な の で す 。 … …

聖 な る父 よ 、 わ た しに 賜 わ っ た御 名

に よ っ て 彼 ら を守 っ て下 さ い。 それ は

わ た した ちが 一 つ で あ る よ うに 、彼 ら

も一 つ に な る た め で あ り ます 。 … …

あ な た が わ た し を世 に つ か わ さ れ た

よ うに 、 わ た し も彼 ら を世 につ か わ し

ま した 。 … …

わ た し は彼 らの ため ば か りで な く、

彼 らの 言 葉 を 聞 い て わ た し を信 じて い

る 人 々 の ため に も 、 お願 い い た し ます 。

父 よ、 そ れ は 、 あ な た が わ た しの う

ち に お られ 、 わ た しが あ な た の うち に

い る よ う に 、 み ん な の 者 が 一 つ とな る

た め で あ り ます 。 す な わ ち 、彼 ら を も

わ た した ち の う ち に お らせ る た め で あ

り、 そ れ に よ って 、 あ な た が わ た し を

お つ か わ しに な っ た こ と を 、世 が信 じ

る よ うに な る た め で あ ります1

わ た し は 、 あ な たか ら い た だ い た 栄

光 を彼 ら に も与 え ま した 。 そ れ は 、 わ
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た した ち が 一 つ で あ る よ うに 、 彼 ら も

一 つ に な るた め で あ ります
。」(ヨ ハ ネ

17：1、6、9、11、18、20-22)

こ の教 会 に は 一 致 が 常 に な け れ ば な

ら な い 。 なぜ な らば 、 私 た ち は ひ とつ

とな らな け れ ば 、主 の もの で な い か ら

で あ る 。(教 義 と聖 約38：27参 照)

私 たち は 本 当 に お互 い 依 存 し合 っ て

お り、「目は 手 に む か っ て 、 『お ま え は

い らな い』 とは 言 え ず 、 ま た頭 は 足 に

む か っ て 『お ま え は い ら な い』 と も言

え な い 。」(1コ リン ト12：21)北 米

人 が ア ジ ア 人 に 向 か っ て 、 あ るい は ヨ

ー ロ ッパ 人 が 海 の 島 々 の 住 人 に 向 か つ

て 、 「お まえ は い らな い 」 とは 言 え な

い。 こ の教 会 に は あ らゆ る教 会 員 が 必

要 で あ り、私 た ち は パ ウ ロが コ リン ト

の 教 会 に書 き送 っ た よ う に祈 る もの で

あ る 。 「そ れ は 、か らだ の 中 に分 裂 が

な く、 そ れ ぞ れ の 肢 体 が 互 に い た わ り

合 うため な の で あ る 。

も し一 つ の 肢 体 が 悩 め ば 、 ほ か の 肢

体 もみ な 共 に 悩 み 、一 つ の 肢 体 が 尊 ば

れ る と、 ほ か の 肢 体 もみ な共 に喜 ぶd

(1コ リン ト12：25、26)

パ ウ ロ の この 言 葉 は 、 コ リン トの 聖

徒 だ け で な く、 現 在 の 私 た ち に も あ て

は ま る。

こ の教 会 の 非 常 な発 展 と、 言語 と文

化 の 多様 さ と、 前 途 に 待 ち受 け る不 朽

の 大 事 業 につ いて 考 え る とき 、主 に よ

る一 致 の み た まが 受 け られ る生 活 をす

る こ とこ そ 、 一 番 大 切 な 私 た ち の 目標

では な いか と思 う。 イ エ ス の 祈 られ た

通 り、私 た ち を罪 か ら贈 う ため に 父 な

る神 が イ エ ス を遣 わ さ れ た こ と を世 が

信 じる に は 、私 た ちが ひ とつ とな ら な

け れ ば な らな い の で あ る 。

私 た ちが こ れ ま で に何 万 とい う宣 教

師 を伝 道 事 業 の た め に 送 り出 し、 全世

界 に 証 を宣 べ 伝 え る こ とが で き た の は 、

一 致 の ゆ え で あ る
。 こ れ か ら.さらに 多

くの こ とが 行 な わ れ る に違 い な い 。 こ

れ ま でに 教 会 、 ワ ー ド部 、 ス テー キ・部 、

支 部 、地 方 部 、 そ して 個 々 の 教 会 貝 が

神 殿 や 教 会 堂 を建 て 、福 祉 計 画 を実施

し、 死 者 を捜 し求 め 、教 会 を見 守 り、

信 仰 を強 く して こ られ た の は 、一 致 の

お 陰 であ る。 こ れ か ら 、 さ ら に 多 くの

こ とが 行 な わ れ るに 違 い な い 。 こ れ ら
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フ ラ ン ク リン ・D・ リ チ ャ ー ズ 長 老 ㈲ と ウ ィ リア ム ・

G・ バ ン ガ ー タ ー 長 老

の主の偉大な目的は、不和や嫉妬や利

己心ではな し遂げられなかった。私た

ちの考えは必ず しも管理者と完全に一

致 しないか もしれない。 しかしこの教

会は主の教会であ り、私たちがプライ

ドを捨て、力を祈 り求め、全体の利益

のために働 くとき、主は私たち一人一

人を祝福 して下 さる。

また思 うに、この教会の男女いずれ

に とっても、敵対する者の最大の武器

は分裂 とあら捜 しと対立である。教会

の歴史上困難な時代に、予言者ジョセ

ブ`ス ミスは、私たちが支持 と援助の

精神をな くす ときに教会の業 を妨げる

対立が起 こることを次の ように語った。
「私たちを覆っていた霊は、私たち

の頭に授けられた祝福に よって吹 き飛

ばされた。サタンは、ある兄弟たちの

心にねたみを起こして私'や教会を滅ぼ

そうとしたが、その試みは敗れた。私

は天父に、今教会の中に広 く見受けら

れる一致 と調和を感謝する。」(H競orッ

oゾTんθCん駕7cんqプ」65ωsCん7's置げ

五a伽 ト ぬySa配s「 末 日聖徒イエス・

キ リス ト教会歴史」2：355)

教会を一致へ と導 く鍵が穏やかで落

着 いた心、すなわちそれ自体平安 で、内

部の葛藤や緊張のない心にあることは

当然である。世 間には、様々な罪や誘惑

によってその平安 を乱そ うとするもの

が実に多くある。私たちは聖徒たちの生

活がナザ レのイエスによって示された

理 想 と一 致 す る こ とを祈 る もの で あ る。

ま た 、 サ タ ン の 試 み が く じか れ て 、

人 々 の生 活 が 平 安 、 平 穏 と な り、家 族

が 互 い に 親 し く関心 を抱 き合 い 、 ワ ー

ド部 や ス テ ー キ部 、 支 部 や 地 方 部 が キ

リス トの偉 大 な肢 体 とな っ て す べ て の

必 要 に 応 え 、す べ て の 苦 痛 を いや し、

す べ て の傷 を治 して 、 や が て 全 地 が ニ

ー フ ァ イ が 懇 願 した よ うに 「キ リス ト

を確 く信 じて 疑 わ ず 、 完 全 な希 望 の 光

を 抱 き 、神 とす べ て の 人 と を愛 して強

く進 む 」 よ うに な る こ と を、 私 た ち は

祈 って い る。

ニ ー フ ァ イ は さ らに 続 け て 言 っ た 。

「さて ご らん 私 の兄 弟 た ち よ
、 こ れ が

す な わ ち道 で あ る 。 こ の ほ か に は 、 人

を神 の 王 国 に救 う道 も名 も天 下 に ないd

(IIニ ー フ ァ イ31：20、21>

全世 界 の 教 会 の た め に 、 東 西 南 北 に

及 ぶ 聖 徒 た ちの 大 きな 肢 体 の ため に 、

私 た ちが ひ とつ とな る こ と を祈 る もの

で あ る。

本 大 会 は 栄 え あ る大 会 で あ っ た。 良

きみ た まが あ り、私 た ち が 神 の 予 言 者

を支 持 して そ の 指 示 の 下 に ひ とつ とな

っ た こ とで 、 主 は私 た ち を祝福 した も

うた 。 私 は 証 す る 。 神 は生 きて お られ

る 。 私 た ち が ひ とつ に な っ て 戒 め に 従

うな ら ば私 た ち を祝 福 さ れ る。 私 た ち

に そ れ が で き る よ うに 、へ り くだ り祈

る もの で あ る』 救 い 主 イ エ ス ・キ リス

トの み 名 に よ っ て 、 ア ー メ ン。

，ぜ』

・■

ノ



4月6日(火)午 後 の 部 に お け る説 教

3

永遠の富を求めて

「私たちは、未来への明確なビジョンと健

全な判断 力とをもって前進する。そ して私た

ちの家庭を、また家族を、高い道徳標 準に合

わせ、霊的に価値あるもののためにさ'さげる

のである。」

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

愛する兄弟姉妹の皆さん、4日 間に

わた り数々の集会が開かれた今 回

の総大会 もやがて閉 じようとしている。

この大会は、歓喜あふれる大会であ

った。世界中の多くの国々か ら、愛す

る兄弟姉妹たちが大挙して出席 して下

さった姿を見ているか らである。 これ

らの人々に再三お会いし、また彼 らの

中にも成長 と発展を見受けることがで

き、心から喜んでいる。

私たちの望みとするところは、大会

を契機に、人々が一層霊的に高 まろう

とす る熱意を持 って下 さることである。

主の言われたことを思い起こしてみよ

う。 「た とい人が全世界をもうけて も、

自分の命を損 したら、なんの得になろ

うか。また、人はどんな代価 を払って、

その命を買いもどすことができようかd

(マ タイ16：26)

主は導 きと教：えの業 を始め られて間

もない頃、 「何 を求めているのか」 と

尋ねられた。主がここで問われたのは、

富や この世的な名誉や賞賛や財産に心

を傾けているのか、それ とも人の身 と霊

を永遠に豊かにするものを目指すのか、

ということである。それはその入にと

ってなんの得になるだろうか。このよ

うにして主は、この世の名誉 と人の身

と霊 とに もたらされる名誉 との間に一

線 を画 したもうたのである。主はこの世

の事柄 と、天の望みやみ業にかかわる

事柄 を比較対象 して明らかに示された。

私たちは次のような主の勧告 を再三 ，

再四繰 り返 し述べ ている。主は聴衆に

向かい次のように警告された。 「まず

神の国と神の義 とを求めなさい。そう

すれば、これ らのものは、すべて添え

て与えられるであろうd(マ タイ6：

33)

主によるこの壮大な呼びかけは、世

界中の数多 くの人々に、物質的なもの

を取 るか、霊的なものを取 るかを選択

す ることの大切さを教えている。

この総大会の説教 で強調 されていた

ことは、指導的な政治家や著名な教育

者や一般大衆が、現代は明らかに霊的

貧困状態であり、道徳的倫理的標準 も

衰退 しているということである。

私たちは、そうした傾向がないよう

望 んではいるが、私たちの高い標準や

家族生活、社会生活を崩壊 しようとす

る風潮があれば、それに対して断固と

して反対する。

数年前のことであるが、イギリスの

ジェット機が、ほんの数時間で大西洋

を往復 したことがあった。その直後、
「ニューヨー ク ・タイムス」紙にひと

つの漫画が登場 した。空には素晴 らし

い速度で飛んでいる飛行機が描かれ、

その機体には 「人類の科学の進歩」 と

書かれていた。一方地表には巨大なか

めがいて、ゆっ くりと重々しく進んで

いる。甲らには 「人類の道徳の進歩」

と記 されてあった。

この漫画に論評が加えられていた。

「この漫画は、現代の悲劇が一体何

であるか ということを赤裸々に表現 し

ている。私たちの家庭で、また学校 で、

もっと道徳的、霊的に価値のあるもの

に注意を払わなければならないという、

差 し迫った状態を如実に示 しているd

このために、私たちは、毎週各家庭

で家庭の夕べ を開 くよ.う、強 く教 えて

いるのである。これは、霊的な成長や

宗教的な霊感 といった ものにもっと心

が向 くよう、導 き、教え、訓練し、指

導を与 えるためである。

次のように書いた人がいる。 「我々

は闇から光に至 る長い長い道の りを、

どれ位 まで進んで来たのだろうか。光、

すなわち全人類が 自由と平和を享受す

る時代に近づいているであろうか。新

たな夜の影が、我々に襲いかかろうと

してはないであろうかd

私たち教会員は、自分の家族は自ら

管理で きること、また神が定めた永遠

の道徳律によって治めることにより、

子供たちが真理 を愛 し、人 としての尊

厳 を決 して犯 されることな く幸福にな

れるよう、育てる自由 を有し、それに

対 して確信 と信仰を有 していることを

ここに改めて宣言する。

数多くの国々において、専門的かつ

熟練を要する職業に従事 している教会

員の数が飛躍的に増大 している。 しか

しなが ら同時に、石炭採掘、溶鉱炉の

火入れ、帳簿管理、旋盤、綿摘み、果

樹栽培、医療、とうもろこし栽培 とい

った職業についている、立派な指導者

や会員 も数 多 ぐいる。皆、誇 りをもち、

良 く働 く人々である。

信仰に敵対す る者たちは、神を知 ら
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ず力に頼る。力の使用以外に人を動か

す方法を知 らないのである。そして人

に反逆することを教え、他人の飢えに

つけ込む。敵対するものは何であれ、

痛めつけ ようとする。真理に対 しては

特にそうである。このため私たちは、

なおのこと未来への明確なビジョンと

健全な判断力 とをもって地の果てまで

も行 くのである。そして私たちの家庭

を、また家族を、高い道徳標準に合わ

せ 、霊的に価値のあるもののためにさ

さげるのである。

それゆえ私 たちは、子供 たちが正 し

く教えられ、訓練を受け、指導 を受け

ているか どうか、常に見守っている。そ

れは家族が国家の基であ り、子供 たち

は私たちの持つ最 も貴重な宝だからで

ある。そして私たちは子供たちに正 し

く歩むことを教え、神の王国にふさわ

しい民となるよう教えているのである。

私たちは、宗教や道徳について教え

るのは親の仕事であることを深 く認識

している。父親 と母親の責任なのであ

る。

私たちは、皆さんが10月 の総大会に

もう一度 ここに集って下さるようお招

きする。次の大会でも、この大会にお

いてわか りやす く平明に教えられた基

本的なテーマを、再度強調す ることに

なろう。

私たちは今後共、私たちの家族や家

庭を整えていこうではないか。そして

また、世界の国々に福音 を広める業を

続けていくのである。

もし白ア リがあなたの住居や家庭の

土台をむしばんでいることに気付いた

ら、時を移 さずにその建物を調べ 、白

ア リを絶滅させて、建物の崩壊 を食い

止め ようとすることであろう。

それよりもはるかに重大なことがあ

る。あなたの家庭や家族に入 り込んで、

破壊 してしまお うとするものがあると

いうことである。

ペスタロッチの次のような考え方を、

私たちは支持する。
「家庭の喜びは、地上で最 も喜ば し

いものである。両親が子供冷ちに抱 く

喜びは、人間的に最 も神聖な喜びであ

る。その喜びは、心 を汚れな く、輝か

しいものにし、天父のみ もとまで引き
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上げるのである

あなたも私 も、この偉大な、何 もの

にも優iる喜びが、それぞれの両親 とい

う囲いの中に存在す ることをよく理解

す ることができる。そのためには、両

親が夫婦 としてまた家族 としての責任

を果たしていなければならないし、結

婚 と家族生活のもつ高い理想が家庭の

中で実現していなければならないので

ある。

中傷、陰口、悪 口、あら探 し、これ

らは皆、家庭 を崩壊 させ る恐ろしい白

ア リである。けんかやののしりが、時

折家庭の中で見受け られるが、これも

悪である。

ジョージ ・ワシン トンは、この点に

関 して立派な模範 を示 した。士官の中

に汚 らわしい言行の者がいることを知

ったワシン トンは、1776年7月1日 付

で彼 らに書簡を送った。その中か ら引

用 してみよう。
「私は、汚 らわしいのろいやののし

りといった、愚かで不道徳な行ないが
一般化 しつつあると聞 き、心を痛めて

いる。従来わがアメリカ軍には、そう

した不道徳な行為はほとんど見 られな

かった。私は、将校 たちが、影響力 と

模範 とによって、そ うした言動をいさ

め、もし我々の軍に天の恵みを望むな

ら、そうした不正や愚行によって天の

恵みにつばを吐 きかけることがないよ

う、部下共々努めて くれ ることを希望

する。さらに付け加 えて、何 も誘惑さ

れないのに、ひ とか どの理性を持つ人

間が、そのような愚行に加担す るのは、

極めて卑しく、低俗 な行為 であると申

し上げるd

両親の中には、ある作家の次のよう

な言葉に賛成す る方々も多いことだろ

う。
「人生は、どの年代 をとってみて も

素晴 らしい。何の責任 もない幼年期、

感激的な思春期に求愛時代、生産的で

あ り、闘志に満 ちなが らも重荷 を背負

う親としての時代、皆それぞれに素晴

らしい。だが人生で最 も素晴らしい時

は、父親と母親が一人前に成長 した息、

子や娘 と親友になるときであ り、また、

子供たちの子供 を楽 しみに待ちもうけ

るときである。

少年期には、数々の抑圧、制約、予

定、仲間で縛 られている。思春期は、

神秘 とあこがれ と挫折で満 ちている。'

父親にな りたての頃は、苦闘 と簡題の

解決で時を過ごしでしまう。老年が過

度に進むと、永遠の神秘の影に包まれ

てしまう。だが、中年の時代 と老年で ，避

も健壮な時代は、もしそれまでの人生

が正 しくまた満ち足 りたものであれば、

単に社会的な成功 とい う意味か らだけ

でな く、子供たちや孫たちに囲まれて

暮 らすことができるという意味で、感

激に満ちた時期 となるd

家族 は私たちの喜び と幸福の基 とな

るものであるが、その家族の話を進め

るにあたり、R・J・ スプレー グの言

葉 をもう少し引用 してみ よう。
「通常の人間は皆

、人生の周期 を完

全に全 うしてはじめて喜び と満足とを

得 る。その周期は、自然の秩序に従 い、

幻児期、思春期、青年期、そして親と

なる年代 、中年の年代、そして孫のい

る年代 と順にやって来 る。 それぞれの

年代では、体験することによってのみ

知 ることので きる、その年代特有の満

足感 を味わ うことができる。だが、人

間の幸福の全容 を知 るためには、人は

何度 も何度 も生 まれ変わらなければな

らない。最初の赤ん坊が生 まれるとき、

母 も生 まれ、父 も生まれ、祖父母 も生

まれる。生まれることによってのみ、

.こうしたことが現実化するのである。

自然な一生の周期に従っては じめて、

人類は、偉大なまた進歩的な喜びに到

達することができるのである。

いかなる社会制度 といえども、個人

が 人生の普通の周期に従って生 きるの

を妨げた り、若 くして結婚 し、50歳 前

後 までに子供たちを育て上げ、その後

中年、老年特有の深い喜びを得るとい

う過程 を妨げたりするような制度であ

っては、宇宙の神聖な秩序 を害す るだ

けでなく、あらゆる種類の社会問題の

基 を作 ることになるのである。

知的、肉体的に問題のない青年男女

が、20代 の初期に結婚 し、生計 を立て

る準備 をし、家庭 を維持 していく備 え

ができるとしたら、人生の周期 として

は最 も妥当な道 を歩み出したことにな

る。そのような人々は、同年代の未婚 ・



者に比べ、犯罪、不道徳、離婚 そして

貧困とい う面で、社会問題を起 こす比

率が極めて少ない。まだ丈夫なうちに

子供 をもうけて育て、さらに成熟 して

社会的に成功 を修め る頃にぽ、子供た

ちと共に楽 しみ、年老いたときには子

供たちに頼 り、そして、作 り出 したの

は人か神か は知 らぬが 、養老保険か

ら必要 なだけの物質 を買え るよう年

金 を支払 って もらうの である。 しか

しなが ら、最：大の報いは、愛 と友情の

豊かな喜びの中に存在す る。……人の

経験の中でも最大の喜びは、中年の頃 ・

に始 まり、それ以降、子供 たちや孫た

ちに囲まれ、愛と名誉 を受けて過 ごす

ことにある，」

私たちの望みは、すべての教会貝が

自分たちの生活を秩序正 しいものにし、

またこうした人生の周期を楽 しんで過

ごすことができるよう常に注意を払っ

ていただきたいということである。

そして今、この偉大な総大会 を終え

るにあた り、教会貝の皆さんに もう一

度注意 を喚起 したい・と思 う。肩の力も

て車 を押そ うではないか。またすべて

の指導者がキリス トの福音に従い、ま

た人々に福音について教 え、それによ

って福音が広 く世界中に伝 えられるよ

う、見守っていただ きたい。兄弟姉妹

たち、私たちは、ふさわしい生活をし

て前進するのである。私 たちは什分の
一や断食献金 を納め、神殿に参入し、

死者のために系図記録 を探求す る。必

ず毎週、効果的な家庭の夕べ を開 く。

子供たちに、義 しく生活することを教

え、息子たちを伝道に出るにふさわし

い状態にして送 り出す。 また、隣人に

福音を教 え、警告 を発するという私た

ち自身の責任 をも果たすのである。

主は、この神権i時代の初めに次のよ

うな啓示 を与えられた。

「聴け、汝 らわが教会の人々よ。い

と高 きところに住みて、すべての人を

見 まもる者の声は告 ぐ。曰く、誠にわ

れ告 ぐ、汝 ら民よ、遙かなる所 より耳

を傾けよ。海の島々にある者 よ、共に

聴け。

誠に主の声はすべての人々に及ぶ も

のなれば、一人ものがるる者なし、目

として見ざるはな く、耳 として聞か ざ

るはな く、心 として刺 し貫かれざるは

なし。

また、およそ教 えにそむ く者たちは

大いなる悲 しみに刺 し貫かれん。そは、

彼 らの罪悪は公に告げ知 らされて、そ

のか くれたる行為の発か るべ きを以て

なり。

而 して、この王の世 にわが選びたる

弟子たちの口よ り、すべての人々に警

めの声は及ばん。……

されば汝 ら備 えをなせ、まさに来る

べ き事のために備 えをなせ、そは主の

来るは近ければな り。

而して主の怒 りは燃え、主の剣は天

にてうるおいたれば、今やこの世に住

む人々の頭に下されん。

その時主の腕現われて、主の声もま

た主の僕 らの声 も聞かん とせず、予言

者にして使徒 なる者たちの言にも耳傾

けん とせ ざる者のその民の中より絶た

るべ き日来るな り、(こ こで申し上げ

たいことは、私たちはこの総大会の数

日間を通 じて、予言者たち、使徒たち、

そ して主の僕たちの証 を数 多く耳にし

ているというこ とである。)……

彼 らは主の義 を打建てんために主を

求めずして、あらゆる者おのが心のま

まに振舞いおのれ らの神の姿 を求むれ

ども、その姿は人の世の像にしてその

本質は一個の偶像な り。そは古びてつ

いにバビロンにて、すなわちついに亡

ぶべき大バ ビロンにて朽ちん。……

すなわち世の弱き者たち出で来たり、

人その同胞を議 りまた肉の権i力に依 り

タナ ー副管 長 の話 に聞 き入 る タバ ナ ク ルの会衆
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頼 ま ざ らん様 力 あ りて 強 き者 た ち を打

ち破 らん 。

さ れ ど こは 、 あ らゆ る 人 々 主 な る神

… … の 名 に よ りて語 らん ため
、 … …d

(教 義 と聖 約1：1-4、12-14、16、

19、20)

私 は最 後 に 、 ヨブ に つ い て 思 うこ と

を 申 し上 げ て 、話 を しめ く く りた い と

思 う。 ヨブ の 妻 は 、 ヨブ の も とへ 来 て 、

挑 発 的 な提 案 を した 。

「時 に そ の 妻 は 彼 に 言 っ た
、 『あ な

た は な お も堅 く保 っ て 、 自分 を全 うす

る の です か 。神 を の ろ って 死 に な さい』。

しか し ヨブ は彼 女 に 言 っ た 、 『あ な

た の語 る こ とは 愚 か な 女 の語 るの と同

じだ 。 わ れ わ れ は神 か ら幸 を うけ る の

だか ら、 災 を も 、 うけ るべ きで は な い

か 』。

『わ た しの 息 が わ た し の う ちに あ り
、

私 の 息 が わ た し の 鼻 に あ る 間 、

わ た しの くち び る は 不 義 を言 わ な い 、

わ た しの 舌 は 偽 り を語 ら な い 。

わ た しは 断 じて 、 あ な た が た を正 し

い とは 認 め な い 、 わ た し は死 ぬ ま で 、

潔 白 を主 張 し てや め な い。

わ た しは 堅 くわ が義 を保 っ て 捨 て な

い 。 わ た しは 今 ま で 一 日 も心 に責 め ら

れ た こ とが な い 。 … …

神 が 彼 を 断 ち 、 そ の魂 を抜 き とら れ

る と き 、神 を信 じな い 者 に な ん の 望 み

が あ ろ う。』」(ヨ ブ2：9、10、27：3

-6 、8)

この 大 会 を通 じ数 多 くの説 教 を聞 い

て き たが 、 その 中 で も、 マ タ イ伝 の 第

16章 が 度 々 引 用 さ れ た 。 私 は こ こ で も

う一 度 引 用 した い と思 う。 繰 り返 す こ

と に よ り、心 に 強 く残 る か ら で あ る 。

「イ エ ス が ピ リポ ・カ イザ リヤ の 地

方 に行 か れ た と き 、弟 子 た ちに 尋 ね て

言 わ れ た 、 『人 々 は 人 の 子 を だ れ と言

っ て い るか 』。

彼 らは 言 っ た 、 『あ る人 々 はバ プ テ

ス マ の ヨハ ネ だ と言 っ て い ます 。 しか

し 、 ほ か の 人 た ち は 、 エ リヤ だ と言 い

ま た 、 エ レ ミヤ あ る い は 予 言 者 の ひ と

りだ 、 と言 っ て い る者 も あ りま す 』。

そ こ で イ エ ス は彼 らに 言 わ れ た 、『そ

れ で は 、 あ な た が た は わ た し をだ れ と

言 つか 』。

シモ ン ・ペ テ ロが 答 え て言 っ た 、『あ

な た こ そ 、生 け る神 の子 キ リス トです。』」

(マ タ イ16：13-16)

今 日こ の会 場 に は 、50人 程 の 特 別 な

証 人 が い る 。 私 の声 に 耳 を傾 け て い る

エ ズ デ ・タ ブ ト ・ベ ン ソ ン長 老 ㈲ と マ ー ク ・E・.ビ デ タ ー セ ン 長 老
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人 々 も何 千 、何 万 とい る』 そ の 人 々 も

皆 、声 をひ とつ に して 、 そ の 質 問 に 答

え る の で あ る 。「あ な た こそ 、生 け る神'

の 子 キ リス トで すd

す る と主 は 、数 千 数 万 と い う私 た ち

一 人一 人 に 次 の よ うに 言 っ て 下 さ る こ

と で あ ろ う。 「わ が 子 よ、 あ な た は さ
ρ"軸

い わ い で あ る 。 あ な た に この 事 をあ ら

わ し た の は 、血 肉 で は な く、 天 に い ま

す わ た しの 父 で あ る。

そ こ で 、 わ た し も あ な た に 言 う。 あ

な た は ペ テ ロ 、 ヤ コブ 、 ヨハ ネ 、 あ る

い は ビ ル 、 サ ム で あ る。 そ して 、 わ た

しは こ の 啓 示 の 岩 の 上 に(ペ テ ロ の 岩

で は な い 。教 会 は 、 人 の生 命 の 上 に 建

て られ る もの で は な く、 啓 示 の 岩 の 上

に 建 て られ る の で あ る)、イエ ス が キ リ

ス トで あ る こ と を あ らわ し た の で あ る。 ・

わ た し は 、.あ な た に 天 国 のか ぎ を授

け よ う。 そ して 、 あ な た が 地 上 で つ な

ぐこ とは 、天 で もつ な が れ 、 あ な た が

地 上 で 解 くこ とは 天 で も解 か れ るで あ

ろ うd(マ タ イ16：17-19参 照)

これ は ま た 、 私 が 皆 さん に 申 し上 げ

る証 で も あ る 。 兄 弟 姉 妹 の 皆 さ ん 、 私

た ち は 、 こ う して 喜 び を共 に して き た

こ の素 晴 ら しい 大 会 を 閉 じ よ う と し て

い る 。 私 の 申 し上 げ る証 は 、主 の 僕 た

ち に 与 え.られ て い る権 能 と権 威 に よ っ

て 地 上 でつ なが れ る こ とは 、天 で もつ

な が れ る とい う こ とで あ る。 ・そ の 権 能

は 、昔 、 十 二 使 徒 た ち に 与 え られ た。

そ して 今 日再 び 、 十 二 使 徒 た ち に 与 え

ら れ て い る の で あ るが 地 上 でつ な ぐこ

とは 、 天 で もつ な が れ るの で あ る。 王

国 の鍵 は 現 在 、地 上 に あ る。 私 た ちは

知 っ て い る 。 主 の望 み は 、私 た ちが そ

の 鍵 を使 っ て 、 救 い主 の み 業 を推 進 す .、

る た め の とび ら を開 け る こ とで あ る。

私 た ち は そ の た め に特 別 な努 力 を して

い る 。 私 は 以 上 の 証 を 申 し上 げ 、 ま た 、

主 の祝 福 が 皆 さん の上 に あ る よ う祈 る 。

無 事 に 帰 宅 で き る よ うに 、 ま た安 全 に

'守 られ る よ うに
、 そ して 、 こ の 大 会 の

話 が 、 皆 さ ん の 心 の 奥 深 く しみ 通 り、

そ れ が 永 遠 に留 ま る よ うに 、 イ エ ス ・

キ リス トの み名 に よ り祈 る もの で あ る 。

ア ー メ ン。

♂



4月3日(±)福 祉事業集会 における説教

福祉活動における

教会と家庭

教会の備えは家庭の備えをその基 としてい

る。

管理監督

ヒ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン

愛渉魯野鷺劉滋議摯諺
ラ ム の基 本 原 則 につ い て 話 す 機 会 が あ

る こ と を感 謝 して い る。

私 た ち は 常 に 、 次 の こ と を 自分 自身

に 問 うて み る必 要 が あ る の で は な い か

と思 う。 「隣 人 の 必 要 を満 た す 上 で 、

個 人 、家 族 、 教 会 は 、 どの よ う な責 任

を 負 っ て い るだ ろ うか。」長 年 勧 告 が 与

え られ て きた に もか か わ ら ず 、 ま だ そ

れ を理 解 して い な い 人 、 あ るい は そ れ

ほ ど真 剣 に取 り組 ん で い な い 人 々 が い

る 。 そ れ は 明 らか に 、 自分 で どれ だ け

の こ とを した か とい う こ とに 全 く関 係

な く、 教 会 が援 助 の 手 を差 し伸 べ て く

れ るだ ろ う とい う考 え を持 つ こ とに よ

る もの で あ る。

教 会 の 福 祉 活 動 プ ロ グ ラ ム は 、個 人

と家 族 が 備 え を な し、 自 ら の こ とは 自

ら の 手 で行 な う とい う原 則 の上 に 基 を

置 くもの で あ る とい う こ と を認 識 す る

必 要 が あ る 。 これ らの 教 え は 主 が 私 た

ち を愛 して お られ る が 故 に 、 ま た そ の

限 りな い知 恵 に よ り特 に 困 難 な 状 態 に

あ る と き に祝 福 が 得 られ る よ うに 授 け

ら れ た もの で あ る。 私 は 、 人 々 が こ の

こ と を理 解 で きれ ば と思 っ て い る。 そ

して しば しば 引 用 さ れ る よ うに 、 主 は

「必 ず わが 道 に 適 い て 行 わ れ ざ るべ か

ら ず 」 と言 っ て お られ るの で あ る。

(教 義 と聖 約104：16)

ス テ ー キ部 長 、監 督 な ら び に 扶 助 協

会 会 長 の 皆 さん は 、 自立 の 基 本 原 則 に

つ い て 教 え て下 さ る よ うお 願 い し た い 。

教 会 貝 を こ の 原 則 に 立 ち返 らせ る こ と

は 非 常 に重 要 で あ る。 も し教 会 貝 が 一

丸 と な っ て この 教 え を実 行 す るな らば 、

い つ の 日か 必 ず や 起 こ る 困難 な 事 態 に

対 して 、 そ れ が い か な る もの で あ ろ う

と、 何 の 恐 れ も抱 く必 要 が な い で あ ろ

う。

主 は 言 わ れ た 。 「汝 ら も し、 日の 栄

の 世 界 に 一 つ の 所 を得 ん こ と をわ れ に

願 わ ば 、 わ が 命 じて 汝 らに 求 む る とこ

ろ を行 い て そ の 備 え を為 さ ざ るべ か ら

ず 。

見 よ、 こ は わ れ 汝 ら を備 う る準 備 と、

わ が 与 うる礎 と範 例 とに して これ に よ

りて 汝 ら に与 え ら る る誠 命 を成 就 す べ

し 。

こ れ 、 汝 らに 如 何 な る 銀難 下 る とい

え ど も、 わ が 摂 理 に よ りて 日の 栄 の 世

界 に 在 る他 の 一切 の生 くる者 の 上 に わ

が 教 会 員 の 自立 せ ん が た め に して … 」

(教 義 と聖 約78：7、13、14)

主 は さ らに 、 「も し汝 ら に備 え あ ら

ば 怖 る る こ とな か らん 」(教 義 と聖 約

38：30)と も言 っ て お られ る 。

さ て 、 こ こ で 福 祉 活動 に お け る教 会

の 役 割 に つ い て 述 べ させ て い た だ き た

い 。 この 神 権 時 代 の初 め 、教 会 が 設 立

さ れ て ま だ数 ヵ 月 の 頃 、 主 は予 言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス に 啓 示 をお 与 え に な り、

私 た ちは ひ とつ の 民 と して 、 「貧 し き

人 々 乏 し き人 々 に 心 を留 め て 、 そ の 苦

し ま ざ る よ う救 助 を施 す べ し」(教 義

と聖 約38：35)と 言 わ れ た。

そ れ か ら数 ヵ 月後 、 主 は さ らに 次 の

よ うに 警 告 さ れ た 。 「ま た汝 ら貧 し き

者 、 乏 し き者 お よび 病 め る者 、悩 め る

者 た ち を万 事 に 憶 え て憐 れ む べ し。 こ

れ らの事 を為 さ ざ る者 は わ が 弟 子 に あ

ら ざれ ば な り。」(教 義 と聖 約52：40)

福 祉 活 動 プ ロ グ ラ ム が 組 織 さ れ た の

は 、教 会 全 体 と して こ の 責 任 を果 たせ

る よ うに す る た め で あ る。 助 け を必要

と して い る 人 々 を援 助 す る方 法 に お い

て 、教 会 と政 府 とで は 、 根 本 的 な違 い

が い くつ か あ る 。 そ の最 も重 要 な 点 に

つ い てJ・ ル ーベ ン ・ク ラー ク ・ジュ

ニ ア 副 管 長 は 次 の よ うに 語 っ て い る。

「教 会 は 施 し を し な い
。 貧 困者 へ の世

話 を地 方 の 問 題 と し、.引 き続 き地 方 に

そ の責 任 を課 さね ば な らな い理 由 は そ

こ に あ る。 教 会 は 施 しが で き な い 。教

会 は大 貯 蔵 庫 を備 え て 、 合 衆 国 の財 務

省 に代 わ り、 貧 し い 人 々 に 必 要 な すべ

・て の もの を監 督 か ら支 給 す る よ うな こ

とは しな い。 また そ うす るは ず もな い

の で あ る。」(「大 会 報 告 」1944年10月)

主 は さ ら に こ う言 っ て お られ る 。「汝

怠 惰 な る こ とな か れ 。 お よ そ怠 惰 な る

者 は働 く者 の パ ン を 食す る こ と もな く、

また その衣 服 も着 るべか らざ れば な りd

(教 義 と聖 約42：42)施 し、 す な わ ち

た だ で 物 を与 え る こ とは 、 人間 を 怠惰

に し、依 頼 心 を 起 こ させ 、 ひ い て は 自

尊 心 を損 な うこ とに な る 。

教 会 で は 、 主 の 方 法 が 取 られ て い る。

それ は 、 私 た ち 各 人 が 自 らの 必 要 を満

た せ る よ う に備 え、 ま た 援 助 を必 要 と

し て い る 人が 独 立 心 と勤 勉 さ と 自尊 心
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を維持 し、あるいはそれ を取 り戻すよ

うに助ける方法である。 「真にへ りく

だ りたる心 を持たず深 く罪 を悔 いる精

神 なく、腹に満足 を抱かず、他 人の物

を取ることを止めず、その眼は食 りに

満ち、己れの手を以って働かん とせ ざ

る」怠惰な者たちは主のみ こころにか

なわない。(教 義 と聖約56：17)

しか し、「清き心、真にへ りくだりた

る心、悔いる精神 を持てる」(教 義 と

聖約56：18)貧 しい人々を捜 し出し、

助けを与えるのは、喜ば しいことであ

る。

教会では、個人的に も、組織された

プログラムにおいても力を結集 して、

これらの善良で恵まれない聖徒 たちが

自活できるよう、援助の手 を差 し伸べ

ている。これが 「教会の備 え」 と呼ば

れるものである。教会員は、ワー ド部

ごとに自分の持つ時間、労力、財力の

限りを尽 くして生産事業を進め、かん

詰工場、倉庫、雇用事務所、その他の

福祉活動機関を経営 している。また、

自分自身のように隣人を愛するという

第二の大切な戒めに従い、自分以外の

教会員に、社会的、情緒的、経済的援

助を与える。
「
さらに毎月断食献金を納めることに

よって教会が貧 しい人々の必要を満た

せ るよう援助する。しか しながらこう

した援助は、未亡人、孤児、一時的に

働けない人、情緒障害のある人や病人

その他くどうしても自活できない少数

の限られた人々にのみ与えられるもの

である。しか しこれ とても、本人なら

びに家族がなし得 ることをすべてなし

た後に与えられるのである。

昨年のこの福祉事業集会で、マ リオ

ン ・G・ ロムニー副管長は、このよう

に語った。 「私は災いを予見したいと

は思わない。 また将来何が起こるか詳

しいことは私にはわか らない。 しかし

予言者たちが予言して きたことは必ず

起こることを私は知 っている。教会員

の需要に供すべ く組織された福祉プロ

グラ4は 、当初の目的 をまだ果たして

はいないから、私 たちはいつの 日か、

その目的である自給 自足の生活を送る

ことができるようになるであろう。」

(「福祉事業集会」1975年4月5日p.25)
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また 、 スペ ンサ ー ・W・ キ ン ボー ル

大 管 長 も次 の よ うに語 っ て い る。

「これ まで 様 々 な 災 害 が 起 きて い る
。

毎 日、 あ るい は 一 日お き に 、地 震 、洪

水 、 トル ネ ー ド、 そ の 他 数 々 の 天 変 地

異 に よ り、 多 くの 人 々 が 悩 ま され て い

る 。 私 は 、教 会 員 と指 導 者 が 、 自立 の

ビ ジ ョン を抱 き始 め て い る こ と を感 謝

して い る … … 。

もっ と多 くの 災 難 に 見 舞 わ れ る 日が 来

る で あ ろ う。 終 りに近 づ くに つ れ て 、

トル ネー ドや 洪 水 は さ ら に頻 繁 に 起 こ

る に 違 い な い 。 従 っ て 、 備 え を し な け

れ ば な らな い 。」(「大 会 報 告 」1974年4

月p.183-184)

私 た ち は こ う した勧 告 の 言葉 に 幾 度

とな く思 い を はせ 、 多種 多様 な 杜 会 的 、

経 済 的 状 態 の 下 で将 来 ど の よ う な こ と

が 起 き る か 心 に そ の様 を描 こ う。 こ こ

で 、 将 来 、個 人 と教 会 全 体 に 起 こ り得

る事 柄 につ い て お話 し た い と思 う。 次

の よ うな3つ の 状 態 を仮 想 して み た 。

仮墾 と言っても実際に起こる可能性 を・.

十分に含んでいるものである。

状態1.経 済が比較的安定 していて、

失業者 もそれほど多 くはな く、災害 も

め ったに起きない。ちょうど現在、合

衆国ならびに他の多 くの国々に見受け

られる状態である。医療、情緒、経済

面で一時的な援助 を監督に申し出るの

は、少数の教会員 または家族だけであ

る。 自らの必要をまかなえないそれら

の家族や個人のために、生産事業、倉

庫、雇用の促進、断食献金などを利用

して必要 を満たす ようにする。教会の

医療奉仕 と社会奉仕には、神権組織 を

支援 し、これらの特別な必要 を満たす

力がある。状態1に おいては、現在の
・教会の備 えで必要 を満たす ことができ

る。

状態2、 健康、社会、経済の緊張は

もっと深刻である。不景気による深刻

な失業状態あるいは局地的な自然災害

がある。社会は動揺する。教会が 自給

できない人々の必要 を満たす ためには、

現在行なわれている生産、配布の種類

を減 らして量を最大にするようにし、

人々に広範囲にわたる労働の機会 を提

供する必要がある。また定員会による

特別な救済活動 も設けられる。さらに

は医療、奉仕 と社会奉仕が至る所で必

要 となる。 この必要 を満たすために、

教会の物資供給機関に大 きな負担がが

け られることは明らかである。特に、

状態2が 長びいた り、地域的に広範囲

に及んだりするようなことがあればな

お さらである。

状態3、 状況は非常に深刻である。

非常な不景気で、経済破綻 も来たしか

ねない。失業者はさらに増 え、社会の

分裂が広まる。このような状態は農作

物の不作や広範囲に及ぶ 自然災害によ

る経済恐慌、もしくは国際紛争の結果

として生 じる。このような状況の下で

は、現状の手段 だけでは状態2に おけ

る以上の援助 を与えることは不可能で

ある。従って、福祉の必要 を完全には

満たせない。

私はここで、教会で言っている備 え

が単に物質的なものだけに止まらない

とい うことを皆さんに強調 したい。特

に、状態2や 状態3に おいては、社会

の分裂、不安 、恐れ、不景気な ど、社

会、経済状態か らくるあらゆる緊張感

に取 りまかれることだろう。このよう

な事態 を切 り抜けるためには、家族 な

らびに個人の情緒的、肉体的な備えが

必要である。また教会員は、強め合 い、

助け合 うために、今 まで以上の相互依

頼が必要 となるに違 いない。

これ らの例は、仮空のものである。

私たちのこの世 の救 いが、指導者の勧

告に従い、家族、個 人、ワー ド部、ス

テーキ部 として、各々備えをなす こと

によってのみ得 られることを物語って

い る。彼 らの勧告に従 うならば、主

が言われた ように、私た ちは、 シオ

ンを避け所 とし、あらゆる義のはたじ

るしにす ることができるのである。「誠

にわれ汝 らすべてに告 ぐ、汝ら起ちて

己が光 を輝かせ 。これ汝 らの光よろず

の国民のはた じるしとならんため、シ

オンの土地 とまたシオンのステーキ・部

とに集合す ること、一つは防禦のため

とな り、また暴風雨の避所 とならんた

めな りd(教 義 と聖約115：5、6)

では、ここで根本的な原則、すなわ

ち家族 と個人の役割 について述べてみ

たいと思 う。個人は、自分自身 と家族

を扶養す る責任 を負っている。使徒パ



レ

ウロは言っている。 「もしある人が、

その親族を、ことに 自分の家族 をかえ

りみない場合には、その信仰を捨てた

ことになるのであって、不信者以上に

わるいd(1テ モテ5：8)個 人は 自

分 自身に、また両親は子供に、子供が

成人した場合は、年老いた両親や祖父

母に対する狭養の義務 を負っている。

以前の福祉事業集会で語られた家族

の備えに関す る5つ の基本要素につい

て、もうり度考 えてみた い。

雇用条件の改善 よく備 えのできた家

族では、父親が自分の職業に十分な備

えをしてお り、子供 もまた、自分に と

って満足のい く適切 な職業に就 くため

に備 えをしている。

財政管理 よく備えのできた家族では、

両親が予算の立て方 を知 ってお り、財

政管理がよ く行 き届いている。子供は、

実際の経験によりこの技術 を学ぶ。

家庭生産と貯蔵 よ く備えのできた家

族では、最低1年 分の必要を満たせる

だけの食糧や 日用品を貯蔵 している。

できる所では、栽培、かん詰作 り、裁

縫、生産等に積極的に携 わ『っている。

健康 よく備 えので きた家族では、栄

養、衛生、事故防止、歯の手入れ、応

急手当て等、予防の原則をよ く生活に

取 り入れてお り、医療施設の利用の し

かたも心得ている。 また特に主が教義

と聖約89章 で聖徒たちに約束された事

柄に、細心の注意 を払っている。

社会的 ・情緒的強 さ よく備えのでき

た家族では、正 しい生活、福音の勉強、

愛ある家族関係 によって、社会的 ・情

緒的な強さを伸ば している。また悲 し

み と喜び、窮乏 と富裕 、失敗 と成功な

ど、人生にっきものの相反する事柄に

も、主イエス ・キ リス トへの信仰 と永

遠の生命の望みをもって敢然 と立ち向

か うことができるのである。(「エンサ

イン」1975年11月 号p.115)

家族の備 えは、家族の必要 を満たす

鍵であ り、教会の備 えの基である。

家族の備 えを実行 していると語る人

は、次のような簡単で しかも基本的な

事柄について言明しているのである。

父親は息子に自分の仕事について語 り、

息子が幼い頃か ら父親の重要な役割に

ついてよ く理解できるようにしている。

家庭の予算を組む ときには子供たちと

共に行ない、母親は娘に裁縫や料理 な

ど家事に関する技術を教える。 また、

た とえ苦難にあるときにも、家族全員

があわてずに平安 な心で生活す るには

どうすればよいかを親子で話 し合 って

いる。そうす ることにより情緒的に健

全 な状態 とはどういうものかを心に深

く感 じるようになるのである6

救い主は、永遠の家族生活の法則に

ついての鍵を説いておられ る。 「よく

よくあなたがたに言っておく。 子は父の

な さることを見てする以外に、自分か

らは何事 もす ることができない。父の

な さることであればすべて、子 もその

とお りにするのである。

なぜ なら、父は子 を愛して、みずか

らなさることは、すべて子にお示 しに

な るからである。そして、それよりも

なお大きなわざを、お示しになるであ

ろう。あなたがたが、それによって不

思議に思 うためである。」(ヨ ハ ネ5：

19、20)

両親が子供 たちに、主の望 まれる人

生に向けていかにして備えをなしまた

いかにしてそ うした生活を実践するか

を真に教えるのは模範によってである。

福祉活動の中で言われている家族の

備えという言葉は、単 なるスローガン

やプログラム以上のものである。それ

は、家族にこの世の救いを得 させ る鍵

である。そして、父親や母親が聖典に

述べられている 「父は子を愛して、み

ずからなさることを、すべて子にお示

しになるからである」・という教 えを身

を持って子供たちに教 える機会 を与え

ているのである。

父親にとって家族の備えは、家長 と

しての真の役割の多 くを果たす手段 を

与 えて くれるものである。父親が家族

の備えの5つ の分野において子供たち

を備えさせ るならば、子供は自信 を持

ってこの世に立.ち向か うことが できる

であろう。こうして、子供たちの教師

や助言者 として、現実の仕事や将来の

計画、考 えを共にするならば、父親は

家長 と'しての責任 を一層 よく果たす こ

とができるのである。

教会の備 えど家族の備えの重要性、

ならびにその両者の関係に焦点を当て

てきた。私たちが責任を果たし、指導

者か ら与 えられているチャレンジに十

分に応えるためには、家族の備えと教

会の備えの両方が必要である。教会の

備 えを充実させるためには、各ワー ド

部が生産事業雇用プログラムを実施 し、

監督の倉庫を充実 させる必要がある。

家族の備 えを十分に行なうためには、

計画を立て、それを実行に移さなけれ

ばならない。このよう'にしてこそ私た

ちは、十分自立できるようになるので

ある。

今朝 ここにお集まりの指導者の皆さ

んにお願 いしたい。皆さんの光を人々

の前に輝か し、人々があなた方の模範

に従えるようにしていただきたい。会

貝の皆 さんに自立を教え、他人に頼 ら

ないように忠告 していただきたい。

また、各ワー ド部やステーキ部の実

状に合 った福祉活動プログラムを実施

して、聖徒たちの生活に祝福をもたら

し、全世界のすべ てのステーキ部 を避

け所 とするように、皆 さんにチャレン

ジしたい と思 う。

これまで家族 と個人の備えについて

語ってきたが この責任はすべて主から

・与えられたものであることを決 して忘

れないでいただきたい。主は私たちの

父である。主は私たちを愛 しておられ

るが故に、このような教えを与えられ

たのである。これまで話 してきたこと

はすべて主の教 えにかなった精神で推

し進めなければならない。主は、教会、

家族および個人に霊感 を与える源であ

り、備 えがあるならば恐れる必要はな

いと約束 しておられる。私たちが指導

者 として、あるいは教会貝 としで祝福

を受け、主の勧告に従 って備えができ

るように、イエス ・キ リス トのみ名に 噛

よってへ りくだ り祈 るものである。

アー メン。

☆ ☆
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4月3日(±)福 祉事業集会における説教

教会雇用制度

神権定員会 、扶助協会 、ワー ド部福祉活動

委員会 、およびワー ド部 、ステーキ部雇用関

係者 による教会雇用制度 の運用。

管理監督会第一 副監督

H・ バ ー ク ・ビータ ー ソ ン

兄 弟姉妹・私たちは・姓 で腿 す
る数 々 の チ ャ レ ン ジに 備 え る こ と

の大 切 さに つ い て 、再 び 思 い起 こす 機

会 を得 た。 ブ ラ ウ ン監 督 は 、家 族 の 備

え と教 会 の備 え につ い て 重 要 な 点 を い

くつ か 述 べ られ た の で 、私 は 今 日 、教

会雇 用制 度 に つ い て お 話 した い と思 う。

こ れ は教 会 の 備 え に 含 まれ る もの で あ

る。;こ で 皆 さん よ く御 存 知 の事 柄 に

つ い て も う一 度 考 え直 して み る こ とに

しよ う。 これ は 今 に始 ま っ た もの で は

な いが 、再 度 強 調 す る必要 が あ る と思

わ れ る もの で あ る。'

「あ な た は 顔 に 汗 して パ ン を 食べ
、

っ い に土 に 帰 る」(創 世3：19)と い

う 自給 自足 の 原 則 は 、 ア ダ ム とイ ブ が

エ デ ンの 園 を追 わ れ る 際 に 与 え られ た

もの で 、現 在 に ま で至 っ て い る。

私 た ち は 親 と して 、 また 指 導 者 と し

て 、 こ の偉 大 な 永 遠 の 原 則 を子 供 た ち

に教 え る機 会 を神 か ら与 え られ て い る。

誇 りを もっ て正 直 に働 く と い う原 則 と

共 に 、 自立 の 原 則 が あ る。 自立 とは 、

強 情 か つ ご う慢 な 気 持 で独 り立 ち す る

の で は な く、 謙 遜 な しか も強 い 自尊 心

と自 己 に対 す る責 任 感 を も っ て行 動 す

る こ とで あ る。

これ ら の正 しい 原 則 を教 え る責 任 の

多 くは 、神 権 定 員 会 に 課せ られ て い る。

しか し、私 た ちの 生 活 を支 え る 第一 の

責 任 は 、 自分 自身 と家 族 に あ る。 私 た

ち福 祉 活 動 に携 わ る者 は 、 私 た ち の 第

一 の 目的 で あ り
、 か つ 神 権 者 ど して な

す べ き こ とは 、 人 々が 自立 す る よ う援

助することであることを忘れてはなら

ない。

ワー ド部の会員が失業 した り、不適

当な職に就 いている場合、新 しい仕事

を捜す責任は本人にある。この場合神

権指導者は、どうすべ きかを教え、奨

励する必要がある。 また、職 を見つけ、

雇用条件の改善を図る方法を知 らない

多くの人々に対 して、定員会指導者は

援助 を与えな くてはならない。 こうし

た人々は、新聞の求人欄 に目を通 し、

職業安定所 を訪れ、履歴書を会社に送

り、親戚友人にあた り、その他可能な

方法をとることによって、賢明にまた

根気よく仕事 を捜す必要がある。

就職先 を捜す場合、まず家族にあた

ってみることが大切である。ここで言

う家族 とは、兄弟、姉妹 、お じ、おば、

両親などが含まれる。家族は一致団結

してその…員を援助す るときに、その

絆は強まるのである。 これは何 と素晴

らしい機会ではなかろうか。落胆 して

いるときこそ、家族が互いに心のこも

った積極的な関心を示すことによ り、

その人をしっか りと支えることができ

るのである。

個人や家族では、どうして も就職先

を見つけることができない場合がある。

この場合、教会雇用制度の助けを借 り

て、問題解決 を図る必要がある。 これ

を簡単に言うと、雇用制度の 目的は、

ふさわ しい人が適切な仕事 をできるだ

け速やかに見つけることがで きるよう

援助することである。さらに砕いて言

う な らば 、 適 切 な 人 を適 切 な時 に適 切

な 職 に 、就 か せ る こ とで あ る。 早 け れ

ば 早 い ほ ど よ い ケー スが 多い 。

雇 用制 度 は3つ の 部 分 か ら成 る。 今

日、私 は この こ とに つ い て お 話 した い

と思 う。 第1の 最 も大 切 な もの は 、 神

権 定 員 会 で あ る。 第2は 、 ワ ー ド部 福

祉 活 動委 員 会 と援 助 提 供 者 、 第3は ス

テー キ部 の 雇 用 に関 す る援 助 提 供 者 で

あ る 。 こ こ で 再 び 強 調 し た い の は 、

これ らの 手段 は 、個 人 と家族 が 神 権 指

導 者 とホ ー ム テ ィー チ ャ ー の 適切 な助

け を得 て そ の 問 題 解 決 に努 力 し た 後 に

初 め て適 用 され る、 とい う こ と で あ る。

雇 用 プ ロ グ ラ ム の 成 功 の鍵 は 神 権 定

員 会 に あ る。 す な わ ち 、単 な る登 録 上

だ け の定 員 会 で は な く、 ひ と りの 兄 弟

の ため に積 極 的 に働 く定 員 会 で な くて

は な らな い。 「福 祉 活 動 の手 引 き」 に

は 次 の よ うに 記 さ れ て い る。 「定 貝会

指 導 者 とホ ー ム テ ィー チ ャ ー は 、支 出

過 多 、営 業 不 振 、現 在 お よび 将 来 の 職

業 か ら判 断 した 教 育 の 不 適 性 、そ の 他

財 政 圧 迫 の 予 想 さ れ る点 な ど、 財 政 問

題 を 引 き起 こす 徴 候 に 注 意 を払 わ な け

れ ば な らな い 。」(「福 祉 活 動 の 手 引 き」

p.14)従 って 、定 員 会 指 導 者 と ホー

ム テ ィー チ ャー は 、 担 当家 族 に 絶 え ず

注 意 を払 い 、 こ う し た事 態 が 生 じた と

きに 、彼 ら を援 助 す る こ とが で き る よ

うに す る必 要 が あ る。

ホ ー ム テ ィー チ ャ ー は 、雇 用 に 関す

る必 要 に 気 づ い た ら 、直 ち に ま た 内密

に 定 員 会 会 長 ま た は グル ー プ リー ダ ー
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に報告する。定員会集会で、指導者が

効果的にしか も簡単に情報を集め る方

法がある。それは、1枚 の用紙に、「あ

なたは求職者 を御存知ですか」 「あな

たは求人先 を御存知ですか」 というふ

たつの欄 を設け、それを定員会会貝に

回覧する方法である。知 っているとい

う返事があれば、定貝会書記は、定員

会指導者にその 日の うちにそのことを

伝える。そして定貝会指導者は、報告

のあった人から直ちに詳 しい情報 を入

手する。就職の機会 と必要は、時を争 う

もので、一両 日中にめ どをつける必要

がある。

定員会の働 きについて、手引きには

さらに次のように記 きれている。定員

会は 丁高度な職業を望む人の養成や再

訓練にあたって援助 を与えるべ きであ

る。 その方法 としては、職業専門学校、

見習い訓練、場合によっては現在の仕

事の質の向上 を目指す訓練の方法等に

提案することがある。…… 経済上の

問題を解決するためには、幅広い知識、

技能、定員会の協力が大 きな助け とな

るものである。援助の必要が生 じたら、

定員会はそれをワー ド部福祉活動委員

会にはかることもできる。」(「 福祉活

動の手引 き」p.14)幸

定員会だけで就職の問題 を解決でき

ない場合、定員会指導者 と会貝は雇用

制度の次の段階 をとる。これがワー ド

部福祉活動委員会である。できれば定

員会指導者は、解決法を前 もって準備

した上でワー ド部福祉活動委員会に諮

るようにすべ きである。

福祉活動委貝会の義務は、就職先 を

早 く捜すことである。多 くの場合委貝

会は、求職者にワー ド部の就職問題に

ついて援助を提供で きる人 と相談 させ

るよう神権指導者に促す ことが望まし

い。なお各ワー ド部に少な くとも1名 、

就職問題について援助 を提供できる人

を置 く必要がある。できれば、就職問

題に関する基礎技術 をすでに身につけ、

福祉活動委貝会か ら割 り当て られた と

，きに直接働 きかけのできる人が望 まし

い。技術をまだ習得 していない場合は、

ワー ド部かステーキ部のいずれかで訓

練 を受ける必要がある。

私たちのもとには、こうした人々を

活用 しているワー ド部から多 くの成功

例が寄せ られている。 こうした援助提

供者は、神権指導者およびホームテ ィ
ーチャー を通 じて、十代か ら年配者に

至る人々を対象に、自らを備える方法

を教え、実用的な技術 を身につけさせ

ることができる。 また扶助協会の訪問

教師は、訪問先の家族の就職問題に心

を配 り、緊急を要す る場合には直ちに

扶助協会の会長に報告 し、会長は福祉

活動委員会か監督に報告す る。

ワー ド部神権指導者は、さらに援助

が必要であると感 じた場合、雇用制度

の第3段 階、すなわちステーキ部の援

助提供者の助けを借 りる。 この援助提

供者は、ステーキ部長会によって召 さ

れ、ワー ド部の援助提供者の働 きを補

い、単一ワー ド部では解決できない就

職問題や機会を処理する。勿論 ステー

キ部における援助の課程は、ワー ド部

のそれと同様である。

すべてのワー ド部 、ステーキ・部が今

申し上げた雇用制度の3つ の面を実施

するよう私たちは望 んでいる。第1は 、

神権定員会 と扶助協会がその会貝の援

助に全力を尽 くすこと、第2に 、ワー

ド部福祉活動委員会が援助提供者の協

力を得て必要な援助を与えること。第

3は 、ステーキ・部の援助提供者が要請

に応 じて援助することである。

ここで皆 さんにお願いしたい。それ

ぞれのステーキ部、ワー ド部に戻った

ら、このプログラムを実施していただ

きたい。 これを実施 するならば、あら

ゆる年代の聖徒 に恵みをもたらす こと

ができる。それには以下の事柄 を今す

ぐ始めていただきたい。

1.神 権指導者、ホームテ ィーチャー

訪 問 教 師 を通 じて 、個 人 と家 族 に 、 自

給 自足 し、 自分 の 問 題 は で きるだ け 自

分 で解 決 す る よ うに 教 え る。 』

2.皆 さん を代 表 す る ホー ム テ ィー チ

ャー と訪 問 教 師 に 、 雇 用 問 題 に 絶 え ず

注 意 を払 い 、報 告 して もら う よ うに す

る。

3.各 ス テ ー キ・部 、 ワ ー ド部 は 、就 職

に 関 して援 助 を提 供 で き る 人 を明 らか

に して お く。

最：後 に 、 次 の こ と を よ く心 に 留 め て

い た だ きた い。 す な わ ち 、雇 用 に 関 す

る努 力 を成 功 に導 くた め に は 、他 の 人

々 を援 助 す る際 、 永 遠 の 原 則 に 従 っ て

行 動 す る と い うこ とで あ る。

何 年 も以 前 、 教 会 は あ る 特 別 な 雇

用 制 度 を確 立 した。 そ れ は現 在 も続 い

い て い る 。私 は 少 年 の 頃 、ア リゾナ 州 フ

ェニ ッ クス か ら ソル トレー ク ・シテ ィ

ー に住 む祖 父母 に 会 い に来 た 時 の こ と

を覚 え て い る。 当 時8Q代 の 元 気 な祖 父

は 、私 を仕 事 場 に連 れ て行 くの を楽 し

み に して い た。 そ の 仕 事 場 とい うの は 、

シ ュガ ー ハ ウ ス に あ る 旧 デ ゼ レ ト産 業

で あ る。 私 は祖 父 の も と を訪 れ 、 ピー

タ ー ソ ン家 の族 長が な お も立 派 に働 き 、

ま た 幸 福 そ うな の を見 て 、 感 動 を覚 え

た もの で あ る。 そ れ は教 会 の 雇 用 プ ロ

グ ラム の お 陰 で あ っ た。 父 は こ の祖 父

か ら勤 労 の 尊 さ を学 ん だ。 そ して そ れ

は さ ら に そ の 子 供 た ちへ の 最 大 の 贈 り

物 の ひ とつ とな っ て い る。

神 の 子 供 た ちは 、尊 い 雇 用 の 経 験 を

決 して 恥 じ る必 要 は な い。

主 の 祝 福 が あ っ て 、私 た ちが 人 々 に

これ ら の 原 則 を伝 え る こ とが で きる よ

う、 イ エ ス ・キ・リス トの み 名 に よ り申

し上 げ る。 ア ー メ ン。
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4月3日(±)福 祉事業集会における説教

食 糧 貯 蔵

目標 ：食糧の1年 分貯蔵 を1977年4月 まで

に達成する。

管理 監督会第二副監督

ボ ー ン ・J・ フエ ザ ース トー ン

権者の兄弟ならびに扶助協会の姉神
妹 の 皆 さ ん 、ヘ ン リー ・D・ モ イ

ル 副 管 長 は か つ て 、 人 の 話 を聞 く と き

は そ の 話 か ら3つ の事 柄 を学 ぶ べ き で

あ る と言 わ れ た。 まず 第 一 に 、 これ は

3っ の 中 で3番 目に 大切 な こ とで あ る

が(し か し非 常 に大 切 な こ とで あ る)、

話 し手 の 話 の 内容 をつ か む こ と。 第 二

は 、霊 的 な 経 験 を味 わ うこ と。 そ し て

最 後 に 、最 も大 切 な こ とは 自分 で 固 く

決 意 した こ とを守 る と い うこ とで あ る。

私 た ち もモ イル 副 管 長 の 勧 め に 従 っ て

自分 の 決 意 した事 柄 を書 き留 め 、 実 行

し よ うで は な いか 。 守 る意 志 の な い の

に決 意 しな い こ と。 仮 に 決 意 した と し

て も結 局 は 守 る こ とが で き ず 、 自分 で

自分 の 人格 を弱 め る こ とに な る。

私 は15歳 の 時 か ら26年 間 、 食料 品 関

係 の仕 事 に 従事 し、 そ の 間 、 人 間 の 本

性 につ い て 多 くの こ と を学 ん だ。 ス ト

ラ イ キや 地 震 、戦 争 の うわ さが 、非 常 に

活 発 な 多 くの 末 日聖 徒 に どの よ うな 影

響 を与 え た か 今 で も覚 え て い る。 彼 ら

は5人 の思 慮 の 浅 い処 女 た ち の よ うに 、

食物 を買 い に どっ と店 に 駆 け 込 ん だ の

で あ る。 彼 らは予 言 者 か ら指 示 が 与 え

られて い たの に従 わ な か っ た こ と と、

そ して 、 ど う しよ う もな くな る まで 引

き延 ばせ ば 恐 ろ しい結 果 に な りか ね な

い こ と を知 って 、 あ わ て ふ ため い た の

だ っ た。

末 日聖 徒 の 地 域 社 会 の 中 に さ え 、 人

々が 何 の差 恥 心 もな く堂 々 と品物 を買

い あ さ っ て い る よ うな様 子 が 見 受 け ら

れるの は、興味あることであった。そ

れも、かなりの数の末 日聖徒がそうし

ていたのである。 こうして急激な需要

の増加 を生む原因となった。実際、こ

の ような事態は教会外の人による、い

わゆる予言が大々的に公表 されたとき

に起こったのである。

私たちは時にいかに愚かな者になる

ことであろう。私たちには生ける予言

者がお り、神の生ける代弁者、大管長

会 と十二使徒評議員会がある。これら

の兄弟たちに常に従おうではないか。

準備ができていれば何 も恐れる必要は

ないのである。

兄弟姉妹の皆さん、私 たちはすべて

末 日聖徒が1年 分の食料貯蔵をしてい

るかを確認するために、自分のステーキ

部やワー ド部で何をしただろうか。原

則を教えることにのみ終始 していない

で、どのようにすればよいのか、その

方法 も教えるようにしようではないか。

今朝、私は食糧貯蔵についてお話 し

たいと思 う。 まず最：初に、私たちに実

行できる提案を少 しさせていただきた

い。初めに在庫 を調べて、貯蔵品全体

の量を算出する。これは準備ができて

いれば、家庭の夕べの一大計画 となる

であろう。 もし準備ができていなけれ

ば、家族を前にしてひどくきまり悪い

思いをするかも知れない。生ける予言

者について述べ るあなたの証が どんな

に力強 く子供たちの胸に響 くか想像 し

ていただきたい。子供たちは、家族の

長であるあなたが手元に1年 分の食糧

貯蔵 をするよう長年にわたって勧告さ

れてきたことを知っているのである。

私たちは今、自分がどれだけ準備でき

ているかを知る必要がある。すべての

家族は現在あるだけの貯蔵量を残 らず

算出すべ きである。

そうして現在の貯蔵量が把握できた

ら、次は、1年 分めレベルにまで もっ

てい くには何が必要であるか を調べる。

そして リス トを作成 し、貯蔵の計画を

立てるのである。 まず基本 となる食糧、

すなわち麦(ま たはあなたの地方で収

穫 できる穀物)、砂糖 または蜂密、粉 ミ

ルク、塩、水のことを考慮すること。

ほとん どの人はこのような基本食糧 を

買うだけの余裕がある。毎月の食費に

当てた予算の中か らそれらを購入しな

さい。教会は借金をしてまで食糧貯蔵

をするようには勧めていない。

さて、現在の貯蔵量 と必要な物がわ

かった ところで、3番 目に行 なうこと

は、目標に到達するまでの予定表を作

成することである。私は、きょうか ら

1年 、活発な教会員の家庭ではすべて、

また多くの不活発な会員の家庭で も1

年分の食糧貯蔵 をするべ きであると勧

め るものである。食糧貯蔵が国の法律

に違反する国では、法律に従いなさい。

しか しそういう場合で も、家庭菜園を

設けて野菜や果樹 を栽培 した り、にわ

とりや うさぎを飼 うことはできる。法

律の範囲内でできることは何で も実行

しなさい。そうすれば、主は必要なと

きに祝福 して下 さるであろう。 これか
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ら具体的な方法を幾つか述べてみたい。

1.予 言者に従 う。私たちは、野菜

や果樹 を植 えるようにという勧告を受

けた。今年は もう考 えてばか りいない

で実行することにしよう。 自分の手で

栽培できる食料はすべて栽培 しなさい。

また、不足 した場合、次の年 も栽培で

きるように野菜の種 も1年 分買って貯

えてお くことを忘れないように。ここ

で私は皆さんに、どのようにすれば私

がお勧めす る事柄 を全部実行するため

の資金が得られるかについてお話 した

いと思 う。

2。 穀物 を大量に一一括販売 して くれ

る業者 を捜 し、 トン単位で購入す る契

約を結ぶ。

3.蜂 密 を大 きな容器で販売 して く

れる業者 を見つけ、定期的に購入する

契約を結ぶ。 または店に行 くたびに少

しずつ砂糖 を買い足していく。

4.粉 ミル ク を定 期 的 に販 売 店 や 酪

農 場 か ら購 入 す る。

5。 次 に 買 い物 に 出か け る と き は 、

塩 を 余分 に 買 っ て くる。

6.家 族 の 一一・人 一一一人 が 最 低2週 間 は

生 き長 ら え る だ け の 水 を貯 蔵 す る。

私 が 取 り上 げ た 食 糧 が 手 に 入 らな か

っ た り基 本 とな って い な い 所 で は 、 そ

れ らに 代 わ る適 当 な 食糧 を貯 え る よ う

に しな さ い。

こ こ で皆 さん は 次 の よ うに 言 わ れ る

だ ろ う。 「そ れ を買 う資 金 が どこ に あ

る の で す か 。 必 要 な こ とは よ くわ か っ

て い ます が 、 今 だ っ て 家 計 は 火 の 車 な

ん で すd

次 に 資金 を得 る方 法 を あげ て み よ う。

あ な た の 国 に 当 て は ま る もの もあ れ ば 、

そ うで な い もの もあ る と思 う。

1.今 年 の ク リス マ ス予 算 の25パ ー

セ ン トか ら50パ ー セ ン トを1年 分 の 食

糧 貯 蔵 に 回 す よ う家 族 で決 め る。

2.新 し い洋 服 を買 い た くて も我 慢

す る。 手 持 ち の もの を縫 っ た り リフ ォ

ー ム した り して2
、3ヵ 月 間 は 間 に 合

わせ 、 そ の 分 を食 糧 購 入 の 費 用 とす る。

で きれ ば 家 具 や 衣 類 な どの よ う な食 糧

以 外 の 生 活 必 需 品 も作 る よ うに しな さ

い 。

3.レ ク リエ ー シ ョ ンに か け る費 用

を半 分 に 減 らす。 お 金 の か か ら な い レ

ク リエ ー シ ョ ン を楽 しみ な さ い。 た だ 、

子 供 た ち に は い つ ま で も心 に 残 る よ う

な 活 動 を させ て や る よ う配 慮 す る。

4.1年 分 の 食糧 貯 蔵 が 達 成 で きな

け れ ば 、翌 年 の 休 暇 は 全 くな い もの と

す る。 多 くの 教 会 貝 は 休 暇 を取 らな け

れ ば 、 そ の 節 約 した分 で 衣 食住 の1年

分 貯 蔵 に必 要 な もの をす べ て整 え る こ

とが で き るで あ ろ う。 ま た休 暇 を取 っ

た と きは 家 庭 菜 園 で働 き な さ い。 家 族

左 よ りH・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン第 一 副 監 督 、 ビ ク タ

ー ・L・ ブ ラ ウ ン管 理 監 督 、 ボ ー ン ・J・ フ ェザ ー ス

トー ン 第 二 副 監 督
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全員で働けばきっと楽 しいに違いない。

5.食 料品店の廉価販売広告に気を

つけ、格安の ものは余分に購入する。

6.食 事の材料 を変える。蛋白質は

肉より安価なものか ら摂 る。食費は切

り詰め られるものである。買い物 に行

くたびに人目を引 く広告宣伝につい誘

われて、クッキーやキ・ヤンデー、アイ

スクリーム、その他食料品以外の品物

や雑誌に手 を出 した くなるが、絶対に

買わないようにする。 よく考えて、必

要なものだけ買 うこと。 そして節約 し

たお金 を貯蔵計画に回す。

もし末 日聖徒のすべての家族が必ず

1977年 の4月 までに1年 分の食糧 を貯

蔵するのだとい う固い決意をす るなら

ば、主はそれを達成できるようにして

下さるであろう。私たちが しなければ

ならないことは、必ず実行す ると決意

することであ り、その決意を守 り通す

ことである。そ うす るならば奇跡が起

こり、道は開かれるだろ う。そして来

年の4月 には、貯蔵場所 を一杯にする

ことができるであろう。私たちは、愛

する予言者や他の幹部の兄弟たちに喜

んで従うことを行 ないによって証明す

るのである。そこに、私 たちや私たち

の家族の安全が もたらされるのである。

では次に家族生産についてお話 しよ

う。自治体の条例にふれない所では家

畜を飼育 しなさい。 また果樹やぶどう

の樹、いちご類、野菜などを植えなさ

い。そうすれば、自家生産で家族の食

事をまかなうことができるようにな り、

しかも新鮮なものを食べ ることができ

る。家族で食べ きれなか った残 りのも

のは保存 して、家庭貯蔵の一部に含め

ることができる。可能な所ではどこで

も、食物以外の生活必需品を生産する

こと。 自分の着 る物は自分で縫った り

繕ったりしなさい。 また必要 品は家で

作るようにしなさい。私はこれ らにつ

け加えて、皆 さんの所有地をすべて美

しく手入れし、維持 されるように申し

上げたい。

食物ならびに食物以外の品を自家生

産することは、家計をや りくりし、あ

なたの技量や才能を高め るための手段

である。また家族に 自給 自足を教える

手段でもある。私たちの子供には労働 、
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勤 勉 、 倹 約 の 原 則 を身 に つ け る ため に

必 要 な 多 くの機 会 が 備 え られ て い る。

ロ ム ニ ー 副 管 長 は 次 の よ うに 述 べ て い

る。 「私 た ち は そ の 日、 自 ら生 産 す る

も の で 生 活 しな け れ ば な らな い こ と を

知 るで あ ろ う。」(「大 会 報 告 」1975年

4月p。165)

私 は また 、次 の よ う な疑 問 を持 っ て

お られ る方 々 に2、3申 し上 げ た い と

思 う。 「勧 告 に 従 わ なか っ た 隣 人 に も

分 け与 え るの で す か 。1年 分 の 食 糧 貯

蔵 を して い な い 非教 会 貝 に は ど うす る

の です か。 彼 らに も分 け て あ げ な け れ

ば な りませ んか 。」 分 け て あ げ な け れ

ば な らな い の で は な い。 私 た ち は分 け

る こ とが で き 、 人 々 と喜 び を 共 に す る

機 会 に 浴 す る こ とが で き る の で あ る。

従 っ て 、 そ の よ うな 愚 か な こ とは 案 じ

な い よ うに し よ うで は な いか 。 当 然 、

私 た ち は分 け 与 え るべ き で あ る。 イエ

ス な ら ど うさ れ る だ ろ うか 。 私 な ら隣

人 が 飢 え て い る の を 目に し な が ら、 自

分 だ け 食べ る こ とは到 底 で きな い 。 も

し あ な た が 食 物 を分 け 与 え た後 、 飢 え

死 に す る と して も、 「これ よ り も大 き

な 愛 は な い 」(ヨ ハ ネ15：13)の で あ

る。

で は 、私 た ちが 家 族 の ため に貯 えて

お い た もの を略 奪 した り、押 し入 っ て

奪 っ た りす る者 につ い て は ど うだ ろ う

か。 つ ま らな い こ と を考 え る の は や め

よ う。 私 た ちが 従 っ て い るの は 天 の 父

な る神 で あ る。 戒 め を守 る者 を神 が 見

捨 て ら れ る だ ろ うか 。 「も し.汝らに備

え あ ら ば怖 る る こ とな か らん 」(教 義

と聖 約38：30)と 主 は 言 って お られ る。

シオ ン の 民 よ 、備 え を なせ 。 そ うす

れ ば 恐 れ る こ とは な い。 シ オ ン よ 、 美

しい 衣 を身 に ま と え。1神の 完 全 な 武具

で 身 を 固め よ うで は ない か 。 そ して 清

い心 と愛 と隣 れ み を もち 、 聖 な る所 に

立 と う で は な い か 。 食糧 の1年 分 貯 蔵

を1977年 の4月 まで に達 成 す る こ と を

決 意 し て い た だ き た い。

ス テ ー キ部 長 な ら び に 監 督 の 皆 さ ん 、

ワ ー ド部 、 ス テ ー キ部 の聖 徒 たち を代

表 して この チ ャ レ ン ジ を受 け 入 れ よ う

で は な いか 。 皆 さん に は 、 そ れ が 真 実

の キ リス ト教 徒 ら し い行 な い で あ る と

お わ か りに な る と思 う。 今 か ら1年 分

の貯蔵をす るに必要なもの を調べて、

確実に成果 をあげ られるようにしよう

ではないか。 マ

1973年10月 の大会の説教の中で、エ

ズラ・タフ ト・ベ ンソン十二使徒会会長

は、家庭貯蔵について素晴 らしい教 え

を幾つか授けて下さっている。
「義人にとって福音は

、災いに備えて

警告 を与えるものであ り、また危機に

対応す るプログラム とその時々の災害

の避け所 を提供するものである。……

主は飢きんについて警告 しておられ

るが、義人は予言者の声に耳を傾けて

最低1年 分の食糧 を貯蔵す るであろう。

兄弟姉妹の皆 さん、私はこの福祉プ

ログラムが神の啓示により与えられた

ものであることを知 っている。私はこ

の 目で飢えと貧困による惨状 を目のあ

た りにしてきた。それは、第二次世 界

大戦末期、戦争で荒廃 したヨーロッパ

で、教会の大管長の指示の下に、家族

と離れて1年 間、食糧や衣類や寝具 を

貧困にあえぐ会貝たちに配送 したとき

であった。私は餓死寸前の聖徒たちの

落ちくぼんだ目を見た。献身的な母親

が3、4歳 の栄養失調のため動けなぐ

なった子供 たちを抱 きかかえて歩いて

いる姿 を目にした。飢えた女性がただ

一巻きの糸を買うために食物 を断って

いるの も見た。 また、大の男が感激の

あまりシオンであるアメリカか ら送ら

れてきた麦や豆 を手です くいあげては

涙 している光景 を目にした。

私は予言者とこの霊感あふれるプロ

グラムに、また自らの管理の職 を実行

、して、自らのためばか りでなく人々に

も分け与えるために備 えをなす聖徒た

ちに、感謝 している。」(『 汝ら備えを

なせ』 「エンサイン」1974年1月 号)

私は父なる神が天の窓を開き、私た

ちには想像 もできないような方法で、

真に1年 分の貯蔵を確保 したいと願つ

ている人々を助1オて下 さることをへ り・'

くだ り.証申 し上 げ る。 私 た ちが 必 ず 実

行 す る と決 意 し 、そ の 決 意 を守 る な ら

ば 、 必 要 な 時 間 と資 金 が 得 られ る で あ

ろ う。 イエ ス ・キ リス トの み 名 に よ り

申 し上 げ る。 ア ー メン。



4月3日 出 福祉事業集会における説教

末 日聖徒の女性たち に

自給 自足 を教 える

小クラスの活動によって姉妹たちは家庭に
おける生産 と貯蔵に役立つ技術を学ぶ。

扶助'協会中央管理会会長

ハ ーハ ラ ・B・ ス ミス

♂`

する兄弟姉妹の皆様、今朝 と同様愛
に、昨年10月 の福祉集会において、

管理監督でいらっ しゃるビクター・L・

ブラウン監督は教義 と聖約78章13-14

節 を引用 して話をされました。そこで

主は、 「日の栄の世 界の下に在 る他の
一切の生 くる者の上にわが教会員の自

立せんがため」(教 義 と聖約78：14)

降 りかかって くる幾多の災難にも耐え

られるように私たちに備 えをさせ ると

言っておられます。

私 たちはこの自立が、主の言葉に従

順な教会貝だけが従順 さの程度に応 じ

て達成できるものであると教えられて

きました。従順であれば、安心 して生

活 を送れるばか りか、自給 自足も可能

にな ります。そ して私たちには、自信

と安 らぎが生まれ るのです。

扶助協会役員は、教会貝の姉妹たち

が、家庭での生産 と貯蔵に関す る指導

者の勧告に従順に応えられるよう物質

的な援：助を与え、各家庭で少な くとも

1年 分の 日用必需品の貯蔵ができるよ

うに助ける責任があります。末日聖徒

の女性 たちは、事情が許す限 り、食物

の栽培 、生産、保存に力を尽 くして携

わらなければな りません。扶助協会は、

姉妹たちがそれらを実践する際に、大

小にかかわらず、利用できる物 を上手

に利用できるよう指導する必要があり

ます。上手 とい う意味は、日常生活の

や りくりをする傍、将来に備えて、生

活を質素にし、節約 をするということ

です。

扶助協会では、姉妹 たちに専門的な

知識 を与 え、実際に行 なう機会を提供

して、直接的な援助 をすることができ

ます。ワー ド部でのホームメーキング

のレッスンや小 クラスの活動は、この

ことを学ぶ最 も良い機会です。またス

テーキ蔀や地方部扶助協会主催による

ホームメーキングの品評会、セ ミナー、

研究会などで も学ぶことができます。

さらに、各家庭で貯蔵をするようにと

いうのを、夏の家庭訪問教師メッセー

ジとし、ワー ド部やステーキ部の集会

で貯蔵 をテーマ とした話合いが為 され

るよう提案す ることもできます。ステ
ーキ部及び地方部の扶助協会教師たち

は、貯蔵を活動計画の主題に し、その

実行にあたって、ワー ド部扶助協会の

協力を要請す ることもできます。

ワー ド部及び支部の扶助協会会長会

は、自分 たちの担 当している姉妹たち

の状態をよく把握するように します。

そしてそれをもとにして家庭での生産

や貯蔵に関す るホームメーキング活動

の年間計画を立てます。 この活動で扱

うものとしては、以下のようなものが

あげ られます。

1.緊 急事態に備 えて計画性のある

一貫 した貯蔵をする方法

2.家 庭貯蔵の品 目、場所、方法に

ついて

3.菜 園のための種の貯蔵、土壌の

整備 及び道具について

4.野 菜の作 り方

5.缶 詰 と乾燥食品の作 り方

6.健 康維持に必要な食物 を取る方

法

7.ミ シンのかけ方及び裁縫、繕い、

衣服の仕立て直 し

8.貯 蔵食品と手 も.とにある食品と

を上手に使って栄養豊富で食欲 を

そそる食事 をつ くる方法

図書館や公共施設の資料 を効果的に

利用すると良いで しょう。姉妹たちは、

御主入 と協力して家庭での貯蔵計画を

適切に立てられるよう指導を受けます。

これは御主人が中心になって家庭貯蔵

を推進するためです。

これ らの計画が認可された場合、扶

助協会会長会は次の ようなチェックリ

ス トを使用するよう提案 いたしたいと

思います。

1.扶 助協会役員 として、姉妹たち

が家庭の備 えにとって必要な技術

を実際に習得す るよう助けている

だろうか。

2.家 庭での生産 と貯蔵を効果的に

推進す るために、扶助協会役員の

間で話 し合いが十分なされている

だろうか。また、そのことについ

て神権指導者 とよく連絡がとれて

いるだろうか。

3.ホ ームメーキングにおける小ク

ラスのレッスン計画は、ワー ド部

の姉妹たちの必要に即 したものだ

ろうか。

4.姉 妹たちが 自分 自身の家庭の生

産 と貯蔵に とって必要な物が何で

あり、どのように補充 したら良い
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か に つ い て理 解 で き る よ う助 け て

い るだ ろ うか。

も し私 た ちが 、 これ らの事 柄 を行 な

うな ら ば 、 緊 急事 態 に あ って も、私 が

存 じて い る あ る 家族 の よ うに 振 る舞 う

こ とが で き る で し ょ う。 そ の 家 族 は 、

昨 年 、 思 い もよ らな い経 済 的 な 困難 に

遭 遇 し ま した。 父 親 が 重 病 に か か り、

そ の た め 、家 族 の 収 入 が 一 時 的 に途 絶

えて し ま っ た の で す 。 今 まで 冷 蔵 庫 に

あ った 新 鮮 な 食 物 は 食べ 尽 くし て し ま

い ま し た の で 、 貯 蔵 食 品 を食 べ 始 め ま

した。 また 、 父 親 の病 気 が 全 快 した と

きに は 、別 の 町 へ行 っ て 仕事 を捜 さ な

け れ ば な り ませ ん で した。 彼 が 行 っ て

し まっ た後 に 、 家 族 が 住 ん で い た町 の

水 道 が 故 障 して し ま い ま し た。 け れ ど

も、故 障 が な お る ま で の 数 日間 、家 族

は 、貯 蔵 して い た何 リ ッ トル か の水 を

使 うこ とが で き ま した。：こ の 危 機 と も

言 え る経 験 の 間 中 、 あ わ てふ ため くよ

うな こ とが な い ば か りか 、 苦 難 に あ っ

て い る とい う意 識 さ え持 た なか っ た の

です 。 彼 らは 、 緊急 事 態 に 対 して 十 分

な備 え を して い ま し た。 貯 蓄 も行 な わ

れ て い ま し た。 そ れ に よ っ て家 賃 も大

丈夫 で した し 、家 族 は他 の 人 の 手 を借

りず に 自立 して ー、す べ て を賄 う こ とが

で きた の で す 。

家庭 に お け る備 え の 原 則 と、 そ れ に

占め る女性 の 役 割 に づ いて の勧 告 は 、

私 た ち の 時 代 だ け に 与 え ら れ た もの で

は あ りませ ん 。 恐 ら く、箴 言31章 に 語

られ て い る女 性 は慎 ま しい女 性 で は な

い か と思 い ます 。 彼 女 が 持 っ て い る知

恵 、 賢 さ、 節 約 、備 え な どの 諸 徳 を思

い起 こ し ま し ょ う。

「彼 女 は 羊 の毛 や 亜 麻 を求 め て
、手

ず か ら望 み の よ うに 、 それ を仕 上 げ る

その 手 の 働 きの 実 を持 っ て 、 ぶ ど う

畑 をつ く り、 … …

彼 女 は手 を 糸 取 り棒 に のべ 、 そ の手

に ゼつ む を持 ち 、 … …

彼 女 は そ の 家 の 者 の ため に 雪 を恐 れ

な い 、.その家 の 者 は み な紅 の 着 物 を着

て い るか らで あ る… …V

彼 女 は家 の事 を よ くか え りみ 、怠 り

の か て を食 べ る こ とを しな い。」(箴 言

31：13-27)
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時の始めよ り、幾多の苦脳や様々な

試練は、地球での経験の一部 として計

画 されていました。 しかし主は愛に満

ちていらっしゃるので、私 たちが真理

に対 して従順である限 り、それ らの試

練 に耐えられるように道 を備 えて下 さ

います。聖書の時代における女性たち

だけでなく現代の私たち末 日聖徒の姉

妹たちにとっても指針 となることは「従

い、計画 し、準備 し、教え、実行す る」

ことです。

扶助協会の姉妹たちは、神様か ら命

じられたことはいつ も固い決意 をもっ

て 立 派 にや り抜 く とい う こ とで 知 られ

て き ま した。 彼 女 た ちに は 、義 しい こ

と を行 な う と き に報 い と喜 び が 得 られ'

る と い う ビ ジ ョン が あ るの で す。

私 た ちす べ て が 賢 い 主 婦 とな り、兄

弟 姉 妹 が お互 い に助 け 合 い 、 各 々 の 分

を果 たす こ とに よ っ て 家 庭 で の備 え を ・..

効 果 的 に行 な え る よ うお 祈 り し ます 。

こ の こ とは 、 天 父 が 、 愛 す る子 供 で あ

る私 た ち に望 ん で お られ る こ とだ と確

信 して お り ます。 イ エ ス ・キ リス トの

み 名 に よ っ て 、 ア ー メ ン。

㌧鱗
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4月3日 出 福祉事業集会における説教

教会福祉活動の基本原則

主 の福祉活動は、労働 と愛の原則 を基 とし

ている。

第 二 副 管 長

マ リ オ ン ・G1・ 日 ム ニ ー

兄 弟姉妹・今鰍 たちは素日軸 しい
発 表 を 耳 に した。 こ れ に 従 っな ら 、

私 た ちす べ て が 恵 み を受 け る こ とが で

き るで あ ろ う。 私 は 、教 会 福 祉 活 動 の

基 とな っ て い るふ たつ の 基 本 的 な 原 則

に つ い て お話 し た い。 これ は 決 して 忘

れ て は な らな い 原 則 で あ る。 そ の ふ た

つ とは 、 第一 に 、愛 、神 と隣 人 に 対 す

る愛 。 次 に 、 労 働 で あ る。

話 を進 め る前 に 、 自由 意 志 につ い て

少 し 申 し上 げ た い。

自由 意 志 は 選 び行 動 す る 自由 と力 を

意 味 す る 。 これ は 、 人 間 に と っ て生 命

に 次 い で 貴 い受 け 継 ぎ で あ る。

自由 意 志 は 霊 界 で も働 い て い た 。 そ

こ に お い て福 音 の計 画 が 提 議 さ れ 採 用

さ れ て 、 人 々 は 地 上 に お い て.も自由 意

志 を授 か る こ と とな っ た。 これ に 反 対

した サ タ ン は3分 の1の 霊 を率 い て戦

い 、 そ して 敗 れ た。 しか しこ の 原 則 へ

の 反 抗 を あ き らめ た わ け で は な い 。

エ デ ン の 園 に お い て 、神 は ア ダム と

そ の 子 孫 に 自由 意 志 を授 け られ た。 そ

の ときか ら今 に 至 る まで 、 サ タ ン とサ

タ ン に従 う者 た ち は 、 あ り とあ ら ゆ る

手段 を用 い て 、 自由意 志 の 原 則 を強 制

の 原 則 に 麗 き換 え よ う と して い る。

サ ム エ ル 記 上 に は 、判 断 の 誤 りが ど

の よ うな結 果 を もた らす か が 述 べ られ

て い る。 第8章 に は 、 イ ス ラエ ル の 民

が さ ば きつ か さ に よ る統 治 を不 服 と し

て い る こ とが 記 され て い る。 彼 らは 王

を望 ん だ。 王 は イス ラエ ル の 民 を僕 と

す る だ け で あ る と予 言 者 が 忠 告 した に

もか か わ らず 、彼 らは これ に 耳 を貸 さ

ず 、王 を立 て る こ と を主 張 した の だ っ

た 。 こ の こ と を嘆 くサ ム エ ル に 、主 は

こ う言 わ れ た。 「民 が … … 言 う所 の 声

に 聞 き従 い な さ い。 彼 らが 捨 て るの は

あ な た で は な く、 わ た しを捨 て て 、…」

(サ ムエ ル上8：7)

こ う して イ ス ラ エ ル の 民 は 、 神 が 与

え られ た 自由 な統 治 を放 棄 した の で あ

る。 望 み 通 り王 を 立 て た もの の 、数 十

年 の 後 イ ス ラエ ル の 民 は捕 わ れ 、奴 隷

と化 して し ま っ た。 自 らの選 び に よ る

も の で あ っ て も、 外 部 の 力 に よ っ て 課

せ られ た もの で あ っ て も、 奴隷 の 境 涯

に は何 の 変 わ り もな い の で あ る。

次 に 、 愛 の 原 則 に つ い て お話 した い。

教 会 の福 祉 活 動 を行 な うに あ た り、 時

間 や 金銭 を捧 げ 、奉 仕 の 気 持 をか きた

て るもの 、 そ れ は 愛 で あ る。

「互 いに 愛 し合 お う で は な いか 」 と

愛 弟 子 ヨハ ネ は 言 い 、 こ う続 け て い る。

「愛 は
、神 か ら出 た もの な の で あ る。

す べ て 愛 す る者 は 、神 か ら生 まれ た 者

で あ っ て 、神 を知 って い る。

愛 さ な い者 は 、 神 を知 ら な い。 神 は

愛 で あ る。

神 は そ の ひ と り子 を世 に つ か わ し 、

彼 に よ っ て わ た し た ち を生 き る よ うに

して 下 さ っ た。 そ れ に よっ て 、 わ た し

た ちに 対 す る神 の 愛 が 明 らか に され た

の で あ る。

愛 す る者 た ち よ。 神 が この よ うに わ

た した ち を愛 して 下 さ っ た の で あ るか

ら、 わ た した ち も互 い に愛 し合 うべ き

で あ る。」(1ヨ ハ ネ4：7-9、11)

「世 の 富 を持 っ て い なが ら
、 兄 弟 が

困 っ て い るの を 見 て 、 あ わ れ み の心 を

閉 じる者 に は 、 ど う し て神 の 愛 が 、彼

の うち に あ ろ うか 。」(1ヨ ハ ネ3：17)

イ エ ス は こ う言 わ れ た。 「汝 ら も し

わ れ を愛 す れ ば … … 貧 し き者 の こ とを

思 い起 し、 … … 己 が 財 物 を神 に 奉 献 せ

よ。

ま た 汝 らの 財 物 を貧 し き者 に 分 ち与

うれ ば 汝 ら こ れ をわ れ に為 す な り。」

(教 義 と.聖約42：29-31)

イ エ ス は 、 「先 生 、律 法 の 中 で 、 ど

の い ましめ が い ちば ん 大 切 な の で す か 」

と尋 ね られ た と き 、次 の よ うに 答 え ら

れ た。

「心 をつ く し
、 精 神 をつ くし 、思 い

をつ くして 」 主 な る あ た な の 神 を愛 せ

よ。

こ れ が い ち ば ん 大切 な 、 第 一 の い ま

しめ で あ る。

第 二 も これ と同 様 で あ る。 『自分 を

愛 す る よ うに あ なたの隣 り人 を愛 せ よ』。

これ ら の二 つ の い ま しめ に 、律 法 全

体 と預 言 者 とが 、か か っ て い る。」(マ

タイ22：36-40)

この こ とは 、マ タ イ 、 マ ル コ、 ル カ

の3人 と も記 して い る。 しか しさ らに

ル カ は 、 「で は 、 わ た しの 隣 り人 とは

だ れ の こ とで す か 」(ル カ10： ，29)と

い う律 法 学 者 の 質 問 に も触 れ て い る。

こ'の質 問 の 答 え と して 、 イ エ ス は 良

きサ マ リヤ 人 の た.とえ 話 を語 られ た。

こ の た と え話 か ら、 教 会 福 祉 活 動 の
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3原 則中のふたつ、自由意志 と隣人へ

の愛をよく学ぶ ことができる。

私たちが心を尽 くし、精神 を尽 くし、

思いを尽 くし、体力を尽 くして主なる

神を愛するときに、自分 自身のように

兄弟たちを愛するようにな り、自由意

志によって、進んで自分の持 ち物 を彼

らのために与えるようになるであろう。

次に労働について.申し上げたい。労

働は福祉活動 を成功させ る上で、第一

と第二の戒め、ならびに自由意志の行

使 と同じように重要なものである。

私たちは、1936年10月 に発表された

福祉プログラムに関する大管長会の声

明を心に留めなければならない。
「私たちの第一の目的は

、可能 な限

り、いまわしい怠惰や施 しの もたらす

悪弊 を除去し、独立心、勤勉、倹約、

自尊心 を再び私たちの間に確立す る体

制 を築 くことである。教会の 目的は、

人々の自立を助けることにある。勤労

が再び教会員の生活を貫 く原則になら

なければならない。」(「大会報告」1936

年10月)

クラーク副管長は、1938年4月 の大

会で次のように述べている。
「私は老人の方々に敬意を表わ して

いる。老人の方々が、周囲で援助で き

るにもかかわらず貧困や病気で苦 しん

でいる姿は、見るに忍びない。彼 らは

あらゆる世話、あらゆる親切 な行 ない、

あらゆる愛を、地域社会 と家族か ら受

ける当然の権利がある。・

私は老人に対 して同情を禁 じ得ない。

彼らは現代のこの経済社会になかなか

適応できないでいる。……

老人が寒さや空腹に悩 まされ、裸で

放置されることのないような計画を考

える必要がある。 しか し、老人の援助

は第一にその家族に課せ られてお り、

社会に依存すべ きではない。私たちの

国は社会主義国家で も共産主義国家で

もない。家畜のように、あちらの棚か

らこちらへ と追い立てられるような国

ではない。私たちには自由がある。従

って、その責任 と義務は家族に課せ ら

れる。これは神から与えられたもので

ある。これを拒む家族は、義務を怠っ

ていることになる。年老いた親に身寄

りがないか、あって も経済的余裕がな
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い場 合 に 限 り、社 会 が 慈 善 ゐ 手 を差 し

伸 べ る こ とに な るの で あ る。 こ れ ほ ど

明 白 な事 実 は な い。

しか し、 あ る年 齢 に達 し た ら、 その

後 は な ま け て い て も国が 世 話 をす る と

い うの は 、 この 賢 明 な 原 則 とあ ま りに

か け 離 れ て い る。 社 会 は 、 年 齢 に 関 係

な く、怠 惰 な 者 に対 して は 責 任 を負 わ

な い の で あ る。 私 は 、 この こ と を正 し

い と し た 言 葉 を聖 書 の 中 に 見 た こ とが

な い 。 過 去 に お い て 、 怠 惰 な者 を援 助

し 、 自 由 に 生 活 させ た と い う 自由 社 会

は 存 在 しな か っ た。」(「 大 会 報 告 」1938

年4月p.106、107)

，こ の よ うな こ との で き る社 会 は 、今

後 も存 在 し な い と、 私 は 申 し上 げ た い。

主 は 、教 会 の 回復.に あ た っ て 下 した

も う た数 々 の 啓 示 の 中 で 、福 祉 活 動 は`

愛 ど労 働 を基 とす べ き で あ る こ と を告

げ られ 、歴 代 の 大 管 長 もそ れ を繰 り返

し述 べ て き た。

主 は 、教 義 と聖 約 第42章 に 記 さ れ た

啓 示 の 中 で 、予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

を通 して 、 次 の こ と を教 会 の 律 法 と し

て 明 らか に され た 。

「汝 怠 惰 な る こ と なか れ
。 お よ そ 怠

惰 な る者 は働 く者 の パ ン を食 す る こ と

も な く、 また そ の 衣 服 も着 るべ か ら ざ

れ ば な り。」(教 義 と聖 約42：42)

その 後 こ う言 わ れ た。

ソ ル ト レー ク ・シ テ ィ ー の ア レ ッ ク ス ・モ リス 兄 弟 と

ア イ ビ ー ・モ リス 姉 妹

'"刷



「シ オ ンに 住 む 民 は
、 そ の任 命 せ ら

れ た る働 きあ らば 、 こ れ を憶 えて 全 く

忠 実 に 務 むべ し。 お よ そ怠 る者 は 主 の

前 に 憶 え ら るべ け れ ば な り。

今 や わ れ 主 は 、 シオ ン に 住 め る 民 を

悦 ば ず 。 そ は 、怠 る者 そ の 中 に あ り、

彼 らの 子 ら も ま た 今 や 次 第 に 悪 事 に増

長 し 、永 遠 の 富 を 熱心 に求 め ず して そ

の 眼 は貧 欲 を以 て充 さ るれ ば な り。

か か る.ことは あ るべ か ら ず。 故 にす.

べ か ら く彼 らの 中 よ りこれ を無 くす べ

きな り。」(教 義 と聖 約68：30-32)

そ して 再 び こ う言 わ れ た 。

「見 よ
、 わ れ 汝 ら に 告 ぐ 、 汝 ら 出

行 き、 ひ ま ど る こ と もな く怠 る こ と も

な く して 、全 力 を尽 して働 くは わ が 意

な り。

ま た 、 わ れ 誠 に 汝 ら に告 ぐ、 お よ そ

己 れ の 家 族 を扶 養 せ ざ るべ か ら ざ る 男

子 に は 、 こ と ご と く彼 を し て扶 養せ し

む べ し。 然 も この 者 は 決 して 冠 を 失 う

こ とな し。 而 して か か る者 は 教 会 の 中

に て働 か しむ べ し。

あ らゆ る人 は 、 す べ て の こ とに精 励

せ よ。 怠惰 な る者 は悔 い改 め て 行 い を

改 む る に あ ら ざ拠 ば 、 教 会 の 中 に て 地

位 を与 え ら る る こ とな し。」(教 義 と聖

糸勺75：3、28、29)

主 は怠 惰 を非 難 され る と同 時 に 、・労

働 の 価 値 に つ い て も語 っ て お ら れ る。

「わ れ は わ が 葡 萄 園 に 働 く者 に 大 い な

る祝 福 を与 うれ ば … … 」(教 義 と聖 約

21：9)

9ヵ 月後 、 さ らに 主 は次 の よ うに 言

わ れ た 。

「わ れ
、再 び 汝 らに 告 げ て一 つ の誠

命 を与 う。 汝 ら長 老 、 祭 司 、教 師 ま た

会 員 に 至 る まで 、 あ らゆ る 人 々 精 力 を

尽 しそ の 手 の働 き を尽 し て為 す べ き こ

とを為 し 、 わ が 命 じた る こ と を準 備 し

且 つ こ れ を為 し遂 ぐべ し。」(教 義 と聖

ザ、 約38：40)

ノー ブ ー 館 の 株 を得 よ う と し た人 に

つ い て 、主 は 次 の よ うに 言 わ れ た。「人

々 の 信 用 を得 ん が ため に 自 らの 手 を以

て働 くべ し。」(教 義 と聖 約124：112)

主 は 、 与 え る 者 と受 け る者 の 双 方 に 、

次 の よ うな 偉 大 な 言 葉 を語 られ た。

「貧 し き者 に 財 物 を与 えん とせ ざる汝

ら金 持 は禍 な る か な 。 汝 らの 富 は 汝 ら

を腐 蝕 す れ ば な り。 而 して 主 の 来 りた

も う 日、 ま た審 きの 日、 また 主 の 怒 り

の 日に 汝 らは 歎 き悲 しみ て 言 わ ん 。 あ

・、刈 り入 れ は 終 り夏 は す で に 過 ぎ去

・りぬ
、 わ れ は 救 わ れ ず 、 と。

また真 に へ り くだ りた る心 を持 た ず

深 く罪 を悔 い る精 神 な く、 腹 に 満 足 を

抱 か ず 、他 人 の 物 を取 る こ と を止 め ず、

そ の 眼 は 貧 りに 満 ち 、 己れ の 手 を以 て

働 か ん とせ ざ る汝 ら貧 乏 人 た ちは禍 な

るか な。

され ど清 き心 、 真 に へ り くだ りた る

心 、悔 い る精 神 を持 て る貧 し き者 は幸

福 な るか な。」(教義 と聖 約56：16-18)

啓 示 の 中 に は 、労 働 に 関 す る聖 句 が

100以 上 もあ る。 そ して それ らす べ て

が 、 「誠 に主 来 りて あら ゆ る 人 に その

為 せ る行 為 に 従 い て応 報 を与 え 」(教

義 と聖 約1：10;112：34を も参 照)と

い う二 度 繰 り返 し宣 言 され た聖 句 に 帰

着 す るの で あ る。

こ れ まで 話 して き た こ と を 明確 に し、

さ ら に理 解 を 深 め て くれ る もの に 、「労

働 に つ い て の 論 説 」 が あ る。 こ れ は18

44年10月15日 、 ノー ブー に お い て ジ ョ

ン ・テ イ ラー が執 筆 し、 出 版 した もの

で あ る。 私 は つ い 先 日こ れ を見 つ け 、

実 に 、 驚 くべ き声 明 であ る と思 っ た。

これ は予 言 者 が 殉 教 した 直 後 に書 か れ

た もの で あ る。 そ れ に は 次 の よ うに 記

され て い る。

「富 も生 産 す るの は 労 働 で あ る
。 そ

して労 働 は 、生 計 を立 て る手 段 と して 、

神 が 授 け た も うた もの で あ る。 そ れ ゆ

え 、労 働 は 生 き る た め の 普 遍 的 な 条 件

と言 え る。

神 は御 自身 の 創 造 物 の 品位 を落 とす

よ う な こ とは 決 して な さ らな い。 なぜ

な ら 、創 造 は 神 々 の働 きに よ り行 な わ

れ た か らで あ る。 ま して や 人 間 は 、御

自身 に似 せ て 造 られ た の で あ るか らな

お さ ら で あ る。 旧 約聖 書 に よれ ば 、神 ・

御 自身 、 この世 を 造 るた め に6日 働 か

れ た 。 そ して 、 ア ダ ム が 、 ち りの 体 に

息 を吹 き込 まれ て霊 が 宿 り、 生 け る 人

間 と な っ た と き 、神 は ア ダ ム を園 に 置

き、 これ を耕 す よ うに 命 じ られ た 。 そ

れ 故 私 た ち は 、 あ らゆ る聖 者 の指 示 に

従 っ て 、 労 働 を愛 す る 人 を敬 い 、 怠 惰

な者 をい や しむ の で あ る。 … …

バ ビ ロ ン とそ の あ らゆ る こ の世 的 な

知 恵 、 数 々 の 美 、偽 りが 崩 壊 し、二 度

と立 ち上 が っ て 地 上 の 人 々 を悩 ま す こ

とが な い よ うに な る 時 が 来 る。 そ の 時

の た め に備 え る人 々 と して マ「民 を働 か

そ うで は な い か 。」 そ して こ う続 け て

い る。 「大 酒 飲 み の 罪 の 町 バ ビ ロン が

崩 れ落 ち 、 そ の 灰 の 上 に 神 の 王 国 が 聖

く輝 きζ 民 が 常 に 心 を ひ とつ に して神

に仕 え る姿 は何 と輝 か しい こ とで あ ろ

う。」( .「タ イ ム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ン

ズ」5：679、1844年10月15 .日)

兄 弟 姉 妹 、ペ ル シ ャザ ル 王 の神 殿 の

壁 に書 か れ た文 字 の 「解 き明 か しは確

か で あ る。」(ダ ニ エ ル2：45)

バ ビ ロ ン は亡 び 、 そ の 亡 び は 大 きい

で あ ろ う(教 義 と聖 約1：16参 照)。

しか し失 望 しな い で い た だ き た い。

シ オ ン は バ ビ ロ ン と共 に亡 び る こ とは

な い。 シ オ ン は神 が 指 示 さ れ た よ うに 、

神 と隣 人 に 対 す る愛 、労 働 、 労働 へ の

意 欲 、 この 原 則 の上 に建 て られ るか ら

で あ る。

思 い 出 して い た だ き た い。 エ ノ クの

シ オ ン は 、 今 日の よ う に悪 が は び こ っ

て い た 時代 に 建 て られ た の で あ る。 当

時 、神 の み 言 葉 を拒 む者 の 間 に は 、「戦

と流 血 」 が あ り、 彼 ら は ま す ます 罪 悪

の 中 に落 ち込 ん で い っ た。 「然 るに 、

主 来 りて そ の 民 と共 に 住 み た ま い たれ

ば 、彼 ら正 義 の 中 に 住 み た りき。 … …

彼 ら心 を一 に し、精 神 を一 に し 、義 に

住 み た れ ば な り。 され ば 彼 らの 中に 貧

し き者 一 人 も な か りき。」(モ ー セ7：

16：18)

私 た ち は 、 シ オ ン建 設 の備 え をす る

と きに 、教 会 福 祉 活 動 の 根 底 を な して

い るふ たつ の 原 則 、 す な わ ち 、 神 と隣

人 に 対 す る愛 、労 働 と労 働 に 対 す る意

欲 、 こ の 原 則 を忘 れ て は な らな い。

私 た ち は 人 々 が 自立 で き る よ うに 援

助 し 、 「怠 惰 とい う悪弊 が 一 掃 され 、

施 しの 害 悪 が 廃 さ れ 、 自立 、 勤 勉 、倹

約 、 自.尊心 が 再 び 人 々 の 間 に確 立 され

る まで 耐 え 忍 ば な け れ ば な らな い。」

これ らの証 を イ エ ス ・キ リス トの み

名 に よ っ て 申 し上 げ る。 ア ー メ ン。
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4月3日(±)福 祉事業集会における説教

家族の備え

食糧生産、食糧貯蔵、および食糧 品以外の

日用品の貯蔵についての予言者の勧告。

大管長

スベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

兄 弟姉妹の皆 さん・今朝私たちは・
扶 助 協 会 会 長 の バ ー バ ラ ・ス ミス

姉 妹 と兄 弟 た ち か ら 、素 晴 ら しい 話 を

伺 っ た が 、是 非 彼 ら の 言葉 に従 っ て い

た だ き た い。

彼 らの 話 を聞 き なが ら、 私 は 救 い主

の 次 の 言 葉 を幾 度 も思 い 返 し て い た 。

「わ た し を主 よ
、 主 よ、 と呼 び な が ら 、

な ぜ わ た し の 言 う こ と を 行 わ な い の

かdこ の 言 葉 が 私 の 心 の 中 を 駆 け め

ぐっ た。 「わ た し を主 よ、 主 よ 、 と呼

び な が ら 、 なぜ わ た しの 言 うこ と を行

わ な い の か 酬(ル カ6：46)

今 日、 多 くの教 会 貝 が 、 こ の偉 大 な

組 織 が 求 め 、提 案 して い る事 柄 を踏 み

行 な って お らず 、 従 う こ とに反 論 を唱

えて い る。

主 は さ らに 次 の よ うに 言 っ て お られ

る。 「わ た しに む か っ て 『主 よ、 主 よ』

と言 う者 が 、 み な 天 国 に は い る の で は

な く、 た だ 、 天 に い ま す わ が 父 の 御 旨

を行 う者 だ け が 、 は い るの で あ る司

(マ タ イ7：21)

この 教 会 に は 、 こ の 会場 に お 集 ま り

の 人 々 と同 じ位 多 くの 会 貝 を擁 す る ワ

ー ド部 や 支 部 が 組 織 され て い る
。 この

こ とを考 え た と き 、 次 の よ うな 思 いが

私 の 心 を よ ぎ っ た。 全 世 界 の監 督 と支

部 長 全 員 が 、(も ち ろ ん 、 貯 蔵 を認 め

られ て い な い 一 部 の 国 は 別 と して)今

朝 この 集 会 で 提 案 さ れ た よ うに 貯 蔵 を

行 な っ た と した ら ど うで あ ろ うか 。 そ

して 主 が 求 め て お られ る事 柄 を行 な う

よ う、聖 典 を引 用 しな が ら ワー ド部 や

支 部 の会 貝 に 強調 し 、300人 、400人 、

あ る い は500人 の 会 員 に 同 じ メ ッセ ー

ジ を伝 え るな ら ば 、 何 と素 晴 ら しい 成

果 を期 待 で き る こ と で あ ろ うか 。 これ

らの 事 柄 を行 な っ て い な い 人 が 多 い か

らで あ る 。

ま た 、「で も 、 た くさん 貯 蔵 して も、

福 音 を信 じて もい な い隣 近 所 の 人 が 来

て 持 っ て行 っ て し ま うの で は ね え」 と

言 う人 もい る 。

それ に つ い て 、 先 に あ げ た ふ たつ の

聖 句 を強 調 した い と思 う。 「わ た しに

む か っ て 『主 よ 、 主 よ』 と言 う者 が 、

み な天 国 に は い るの で は な く、 た だ 、

天 に い ます わ が 父 の 御 旨 を行 う者 だ け

が 、 は い るの で あ るd「 わ た し を主

よ 、主 よ、 と呼 び な が ら、 な ぜ わ た し

の 言 う こ と を行 わ な い の かd

今 日 この 場 に お 集 ま りの ス テー キ 部

長 、伝 道 部 長 、 お よび そ の他 の 指 導 者

の 管 理 下 に あ る 多 くの 人 々 に つ い て 考

えて い た だ き た い 。 何 百 人 、 何 千 人 の

会 貝 を擁 して い る750の ス テ ー キ部 す

べ て が これ を行 な い 、実 際 に 達 成 の段

階 に至 る ま で こ の 業 を推 し進 め る な ら

ば 、私 た ち は 、持 て る 力 を十 分 に 発 揮

す る こ とが で き るで あ ろ う。

兄 弟 姉 妹 、私 た ち は今 朝 、 決 して 忘

れ て は な ら な い 、 ま た な お ざ りに して

は な らな い大 切 な プ ロ グ ラム につ い て

考 え るた め に 、 こ こ に集 ま っ て い る。

生 活 が 豊 か に な り、貯 金 も増 え て くる

と、私 た ち は安 心 感 を抱 くよ うに な り、

教 会 幹 部 か ら提 案 さ れ た 貯 蔵 の 必 要 性

を感 じな くな る こ とが 時 と して あ る。

しか し、 そ う い っ た 心 配 は そ の 場 限

りの もの で 、 や が て は 朽 ち て し ま う。

そ っで は な い だ ろ っか 。 しか し私 た ち

に は こ の安 心 感 を保 ち続 け る手 段 が あ

る 。 次 の こ とを よ く心 に 留 め て い た だ

き た い 。や が て世 の 情 勢 が 変 わ る で あ

ろ う。 そ の と き、1年 分 の 生 活 必 需 品

の 貯 え が あ れ ば 、 ど ん な に助 け に な る

こ とだ ろ う。 こ の 意 味 か ら、 私 た ち は

今 日話 され た こ とに よ く耳 を傾 け 、 そ

れ に 従 う必 要 が あ る。

イ ギ リス での ス トラ イ キ の 話 で あ る。

電 力 会 社 が ロ ッ クア ウ トした た め に 、

週 に3日 しか 電 気 が 来 な か っ た 。 そ の

と き 、 あ る小 さ な 店 の ウ イ ン ドー に 次

の よ うな 言 葉 が 貼 り出 され た 。 「ろ う

そ くの エ ネ ル ギ ー 、 電 池 の エ ネ ル ギ ー 、

そ して 意志 の エ ネ ル ギー で 週6日 営 業

し ます 司 こ の 意 志 のエ ネ ル ギ ー こそ 、

最 も大 切 な もの で あ る 。

あ る 国 で は貯 蔵 あ る い は 剰 余 の産 出

を禁 じて い る。 私 た ち は 自分 の 国 の 法

律 を敬 い 、 守 り、 支 持 す る もの で あ る

(信 仰 箇 条 第12条 参 照)。 しか し貯 蔵

を許 可 され た世 界 の 大 半 の 国 に お い て

は 、兄 弟 た ち の 勧 告 と 主 の み 言 葉 に 耳

を傾 け るべ きで あ る 。

家 族 が 教 会 と社 会 の 基 本 単 位 で あ る

こ と を認 識 して 、 私 た ちは 、次 の 点 に

つ い て 家 庭 を さ らに 強 く麗 しい場 所 と

す る た め新 た な 努 力 を払 うよ う、 各 地

の 末 日聖徒 に呼 び か け た い と思 う。 す

な わ ち 、 食 糧 生 産 、保 存 、貯 蔵 、 食 糧

438



ず`

品以外の物の生産 と貯蔵、家庭 内外の

修理 と清掃である。これらの事柄につ

いては、次の集会で詳しくお話 したい

と思う。

私たちは皆 さんに、庭を利用 してで

きるだけいろいろな作物を栽培するよ

うにお勧め したい。気候か適切であれ

ば、果樹やいちごなどを栽培 してはい

かかだろうか。庭で野菜 を育て、それ

を食用 としていたたきたい。アパー ト

に住んでいる人でも、ポッ トなどを使

えば栽培できるはずである。最 も適切

な栽培方法 をよく研究 していただきた

い。ただ収穫 を得るだけでなく、きれ

いで魅力的な庭にしようではないか。

また子供のいる家庭では、責任 を与え

て、子供 も参加 させ るとよい。

ロムニー副管長か先程話 したことは

基本的なことである。子供たちは働 く

ことを学ぶ必要がある。両親は子供の

関心 を引 くものを捜そうとして無下に

時 を費やす必要はない。子供たちが熱

灘 灘 議灘繊
，

聾 囎 ，
ゆ　　

騨轡7

犠蟹

蕪

乱1旨

灘

羅

中できるものを見つけ、また価値 ある

事柄に彼 らを没頭させ ることである。

食糧保存および貯蔵の技術 を高めて

いただきたい。教会かかねてか ら与え

ている勧告、すなわち1年 分の生活必

需品の貯蔵計画に従い、それ を継続す

べ きである。 このことをここで再び強

調 したい。先程フェザース トーン兄弟

は、この点について非常にわか りやす

く説明して下 さった。

できれば、食糧 品以外の生活必需品

も自らの手で生産するようお勧めする。

また女性は裁縫の技術 を伸ば し、家族

の衣服の縫製や繕 いをしていただきた

い。若い女性は皆 タイプを習い、就職

す ることを望んでお り、家にいて裁縫

をした り、自分たちか使 うものを自分

で作ろうとす る人々はいないようであ

る。姉妹たちか語 っているように、手

仕事の技術を伸ばし、必要 なものを自

らの手で作るように していただきたい。

それぞれの家族か、1年 分の必需品
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を貯 え る よ うに 私 た ち は お 勧 め す る。

これ まで 何 度 も何 度 も、繰 り返 し繰 り

返 し引 用 さ れ て きた 主 の 言 葉 を も う一

度 申 し上 げ る 。 「わ た し を主 よ 、主 よ、

と呼 ひ な か ら、 な せ わ た しの 言 う こ と

を行 な わ な い の かdい わ ゆ る霊 性 を

活 動 させ 、 主 の 尊 い み 名 を呼 び なか ら、

一 方 で は 主 の み 言 葉 に従 わ な い で い る

と した ら、 何 と空 し い こ とで あ ろ うか 。

皆 さ ん の 家 屋 、 庭 、畑 、職 場 を きれ

い に し、 必 要 な 箇 所 に 手 を加 えて い た

だ き た い 。 垣 根 を修 理 し、 必 要 な らは

掃 除 を し、 塗 装 を怠 る こ との な い よ う

に 。 ま た 絶 えす 庭 の 手 入 れ を して い た

だ き た い 。事 情 か ど うあ れ 、 家 庭 を幸

福 で 麗 し く、 秩 序 あ る場 とす る必 要 か

あ る。 入 念 な 計 画 を立 て 、秩 序 正 し く

また 組 織 的 に そ の 計 画 を実 行 して い た

だ き た い 。

負 債 を避 け な さい 。 私 た ち は こ の こ

とに つ い て た ひ た び 話 して きた 。.しか

し、 今 日あ ら ゆ る もの を 負債 で 求 め よ

タバ ナ クル への入 場 を待 つ兄弟 たち
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う とす る傾 向 が あ る よう に 思 え る。「ク

レ ジ ッ トカ ー ドを使 っ て 、 今 す ぐあ な

た の お 手 も とに 司 皆 さん は こ の よ う

な 誘 い を 多 く受 け て い る。 しか し 、実

際 に生 活す る上 で こ れ は 全 く必 要 の な

い こ とで あ る。

食糧 品 お よび 食糧 品 以 外 の 日用 品 の

保 存 法 に っ い て 、信 頼 で き る情 報 を地

元 の機 関 か ら 入手 して い た だ き た い 。

さ らに 資 料 が 必 要 な 場 合 、神 権 指 導 者

お よび 扶 助 協 会 指 導 者 は 、教 会 本 部 宛

に 手 紙 を書 い て(宛 先 ：Ho㎜ePγoぬ 一

c孟∫oπa㎡S孟oγagら50Ea8置1>o価Teη 一

ρ♂eS掬eちSa島Lα たeCノ 言第 σ励

8415α ひS.幻 必 要 な情 報 をす べ て 入

手 して い た だ きた い。 私 た ち は す べ て

の 末 日聖 徒 の 家 族 に 自 立 す る よ うお

勧 め す る 。偉 大 な 民 と国 家 の基 は 家 庭

で あ る 。 あ らゆ る面 で 家 庭 を堅 固 で 麗

し い場 とす る よ う努 め よ うで は な いか 。

パ ウ ロ は その 書 簡 の 中 で 次 の よ うに

述 べ て い る。 「人か らパ ン を も ら っ て

食 べ る こ と も しなか っ た。 そ れ ど こ ろ

カ＼ あ な た が た の だ れ に も負 担 をか け

ま い と、 日夜 、労 苦 し努 力 して 働 き続

け た 。

また 、 あ な た が た の 所 に い た 時 に 、
『働 こ う と しな い 者 は

、 食 べ る こ と も

して は な らな い』 と命 じて お い た 。

と こ ろが 、 聞 く とこ ろに よ る と、 あ

な た が た の うち の あ る 者 は 怠 惰 な 生 活

を送 り、働 か な い で 、 た だ い た ず ら に

動 き ま わ っ て い る との こ とで あ る。

こ う した 人 々 に 対 して は 、静 か に 働

い て 自分 で得 た パ ン を食 べ る よ う に 、

主 イエ ス ・キ・リス トに よ っ て 命 じま た

勧 め るd(IIテ サ ロ ニ ケ3：8、10-

12)

「も しあ る 人が
、 そ の 親 族 を 、 こ と

に 自分 の 家 族 をか え りみ な い 場 合 に は 、

そ の信 仰 を捨 て た こ とに な るの で あ っ

て 、不 信 者 以 上 に わ る いd(1テ モ テ

5：8)

本 日兄 弟 た ち が 、 神 権 福 祉 プ ロ グ ラ

ム に つ い て再 度 私 た ち に 注 意 を促 して

下 さ り た こ と を心 か ら感 謝 し て い る。

特 に この 大 切 な プ ロ グラ ム を長 年 に わ

た り指 導 して こ ら れ た ロ ム ニ ー 副 管 長

に 感 謝 した い と思 う。 彼 な く して 神 権

福 祉 プ ロ グ ラム とそ の 推 進 につ い て 考
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えることはできない。

主の道は個人の 自尊心を築 き、個人

の尊厳を増 し、また回復する。それに

対 して世の道は、自分 自身を軽ん じ、

深い憤 りを生 じさせ る。

特別な状況下にあって一時的に援莇
・を必要 とす る場合 もあろうが、主の道

に従 う人は、経済的な自立 を図ろうと

熱心に努めるものである。これに対 し

て、世の道に従 う人は、福祉プログラ

ムに対す る依頼心 を深め、経済的な自

立どころか、ます ます福祉に頼る気持

を起こす。

主の道は私たち会員に、労働につい

ての福音の教えに対する個人的な証 も

得 させ る。労働は、生産 を得るためだ

けでな く、人類の幸福にとっても非常

に大切な ものである。 しかし世の風潮

は、レジャーに増々その心を向け、労

働 を回避する傾向を強.めている。

さてここで気を付けていただきたい

のは、これはすべて国の法律の範囲内

で行なわなければならないといっこと

である。

私 たちすべての教会員は、断食の律

法 を守るべ きことを今一度思い起こす

必要がある。私たちは しばしば様々な

個人的理由から断食をする。しか しそ

のほかにも、伝道の歩みが早まり、ま

だ伝道が許されていない国々に福音が

伝 えられる道が開かれるように断食を

していただきたい。このように、様々

な事柄および様々な 目的のために断食

し、祈 ることはよいことである。

私の父はよ く石けんで馬具 を洗って

は油 を塗って手入れ をしていた。私は

そのような父に育てられたことをとて

もうれしく思っている。私は、塀 、水

槽、物置 き、穀物倉庫、馬車、荷車、

そして最後には家まで塗装 した。また、

手に火ぶ くれを作ることもあったが、

そのような経験 を疎.ましく思 ったこと

は一度 もない。

私は、編細工や編物をした り、家に.

いつ も何か新 しく清潔なものを備えて

いる姉妹 を見ると、賛辞 を送 りたくな

る。私たちは、自分 で衣服を縫い、食

事 を作 り、家をきれいにしている姉妹

を見ると、いつ も喜びを覚 える。

私たちが今 日の若人に求めているこ

とは正にこれである。私たちは、彼ら

の興味を引 く方法 を見出そうとして非

常に多くの時間を費や している。私は

労働によって損なわれるものは何 もな

いと信 じている。労働は御父の創造の

中で、賢明かつ最：も大切な欠かす こと

のできないもののひ とつである。

歴史の変遷に伴い、神は多くの律法

を廃止されたが、労働の律法について

神がこれ を取 り消 されたことは一度 と

してない。体 内の目に見えない細胞の
一つ一つから月着陸に至 るまで、労働

すなわち働きは、物に生命を与 える条

件のひとつである。私たちは、 日々の

労働は目的をもった活動 であり、余暇

を犠牲にしてエネルギーを注 ぎ込む必

要があることを学んできた。

銀行 、商店、会社で働 く人々の中に、

努力もせずに自分の仕事 に不平を言い、

給料に見合 う以上のことはしないとい

う態度を取 る人を見るにつけ、私は心

を痛めている。確かに働 く時間は長い

し、また労働条件 を規制する法律がた

くさんあることも私は知っている。し

かし、ド少な くとも、彼 らのこうした態

度は現実の問題 としてあ り得るのであ

る。

1週 間ほど前のことである。 レス ト

ランに入った私たちは長いこと待たさ

れ、一向に注文 を取 りに来る様子はな

かった。するとウェー トレスの会話か

耳に入った。 「なぜ注文 を取 りに行か

ないのd「 だρて、あのテーブルは

私の担当ではないものd彼 女 たちは

何 をす るで もな く、ただ じっと立って

いるだけであった。

私たちの先祖 は、一生懸命に働かな

くてはならなかった。私たちは今、そ

の先祖の模範に従 う必要に迫られてい

るように思 う。

兄弟姉妹の皆さん、話 を終えるに当

た り、私は皆さんに、ス ミス姉妹や管

理監督会、およびロムニー副管長の言

葉に従 うようお勧めしたい。この福音

は実践の福音であ り、私たちは学んだ

こ とをすべて行動に移す必要がある。

主 の祝福があり、私たちに告げ られた

これ らすべ ての主の戒めに従 う決意が

持 てるよう、イエス.・キリス トのみ名

により祈 るものである。アー メン。



高価なる真珠に

追加された聖文

ノ

4月3日 土 曜 日、一 般 大 会 午 後 の 部

に お いて 、大 管 長 会 のN・ エ ル ドン ・

タ ナ ー 副 管 長 は 以 下 の 声 明 を発 表 した 。

「1976年3月25日 、 ソ ル トレー ク神

殿 に お い て 開 か れ た大 管 長 会 と十 二 使

徒 評 議 員 会 の 集 会 で 、 次 の ふ たつ の 啓

示 か 高 価 な る真 珠 に付 け加 え られ る こ

とか 承 認 され た。

第 一 は 、1836年1月21日 、 オハ イ オ

州 カー トラ ン ド神 殿 に お い て 、予 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え られ た 日の 光

栄 の 王 国 に 関 す る示 現 で あ る 。 こ れ は

福 音 の知 識 な く して この 世 を去 っ た 人

々 の 救 い に 関 す る もの で あ る 。

第 二 は 、1918年10月3日 、 ユ タ州 ソ

ル トレー ク ・シ テ ィー に お い て ジ ョセ

ブ ・F・ ス ミス大 管 長 に与 え られ た 示

現 で あ る。 こ れ は 、 主 イ エ ス ・キ リス

トか 霊 界 を訪 れ た 次 第 を明 らか に し、

死 者 の 贈 い の教 義 を確 立 す る もの で あ

る 。

私 た ち は こ の 決 定 を支 持 し、 ま た承

認 し、 こ れ らの 啓 示 を末 日聖 徒 イ エ ス ・

キ リス ト教 会 の 標 準 聖 典 に 付 け加 え る

こ と を提 議 す るd

この 提 議 は 全 会 一 致 で 承 認 され た。

以 下 の 翻 訳 は 仮 の 翻 訳 で あ り、 節 に 分

け られ て い な い 。 正 式 な 原 文 か 完 成 し、

高価 な る 真珠 に 編 入 す る準 備 か 整 い次

第 、 再 度 掲 載 す る予 定 で あ る 。

日の光栄の王国に関する示現

1836年1月21日 ， オ ハ イ オ 州 カ ー ト

ラ ン ドの 神 殿 にお いて 予 言 者 ジ ョセブ ・

ス ミス に与 え ら れ た啓 示 。 エ ン ダ ウ メ

繊 礪翻

ン トの 儀 式 の 執 行 中 に この啓 示 が与 え

られ た。 当 時 ， エ ン ダ ウ メ ン トの儀 式

に っ い て は ， 部 分 的 な啓 示 しか 与 え ら

れ て い な か っ た。(「教 会 歴 史 」2：380

-81参 照)

灘鰯

謹灘
麟繍 鑛

灘

灘

1836年 に 日の光栄 の 王国 の示現 を受 けた

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス
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諸天が私たちの前に開かれ、私は神

の 日の光栄の王国 とその栄光 とを見た。

肉体にあってか、肉体 を離れてか告げ

ることができない。私はその王国を受

け継 ぐ者たちが入るこの上 なく美しい

門を見た。それは、渦巻 く炎のようで

あった。また、輝 く神の王座に御父と

御子が座 しておられるのも見た。私は

その王国の美 しい街路を見た。それは

金 を敷 きつめたかのようであった。私

は父祖アダム とアブラハムを見た。ま

た私の父の母、この世 を去ってかなり

の歳月を経た兄のアルビンがいた。私

は兄がなぜその王国で受け継 ぎを得て

いるのか不思議に思った。兄がこの世

を去った とき、主はいまだ、イスラエ

ルの第二の集合に着手 しておられず、

兄 自身罪の赦 しのためのバプテスマを

受けていなかったからである。

ここにおいて主の声が私に臨んだ。

この福音の知識な くして世 を去 り、

もし世に とどまることを許 されていれ

ば福音を受け入れたであろうすべての

人々は、神の 日の光栄の王国を受け継

ぐであろう。さらに、これ より後 も福

音の知識なくして世 を去 り、かつ心か

ら福音を受け入れるであろう人々はす

べて、 日の光栄の王国を受け継 ぐであ

ろう。主なる我は、すべての人をその

仕業に応 じ、その心の望みに応じて裁

くからであるd私 はまた、責任 をとる

ことのできる年齢に達する前に世 を去

った子供がすべて天の 日の光栄の王国

において救われているのを見た。

死者の賄いの示現

1918年10月3日 ， ユ タ州 ソ ル トレー

ク ・シ テ ィー に お いて ジ ョ セ ブ ・ス ミ

ス大 管 長 に与 え られ た示 現 。 こ れ は ，

主 イ エ ス ・キ リス トが 霊 界 を訪 れ た 次

第 を明 らか に し， 死 者 の賊 いの 教 義 を

確 立 す る もの で あ る。

1918年10月3日 、私は 自分の部屋に

いで聖典の言葉に思いを留め、世 を贈

うために神の御子が払われた大 いなる

腰いの犠牲 と、贈い主の降臨にあたっ

て御父と御子の表わされた大いなる驚

嘆すべ き愛について深 く考えていた。
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御 子 の 贈 罪 に よ り、 また福 音 の諸 原 則

に従 うこ と とに よ り、 人 類 が 救 わ れ 得

る 愛 で あ る 。

私 は こ の よ うに 思 い を め ぐら して い

る と、 主 が 十 字 架 上 で亡 くな られ た 後

に福 音 を宣 べ 伝 え られ た ポ ン タ ス 、 ガ

ラ テ ヤ 、 カ ッパ ドキ・ア等 、 ア ジア の地

方 に散 在 す る初 期 の 聖 徒 に 宛 て た使 徒

ペ テ ロの 書 簡 が心 に 浮 ん で きた 。 私 は

聖 書 を開 い て 、ペ テ ロ 第一 の 手 紙 の 第

3章 と4章 を読 み 始 め た。 そ して 、次

の 聖 句 に か つ て な く強 く胸 を打 た れ た 。

「キ・リス トも
、 あ な たが た を神 に近

づ け よ う と して 、 自 ら は義 な るか た で

あ る の に 、不 義 な る人 々 の た め に 、 ひ

とた び 罪 の ゆ え に 死 な れ た 。 た だ し、

肉 に お い て は殺 され た が 、 しか し霊 に

よ っ て は 生 か さ れ た の で あ る 。

こ う して 、 彼 は獄 に 捕 わ れ て い る霊

ど もの と こ ろ に下 って 行 き、 宣 べ 伝 え

る こ と を され た。

こ れ らの 霊 とい うの は 、 む か し ノ ア

の 箱 舟 が 造 られ て い た 間 、神 が 寛 容 を

も っ て待 って お られ た の に従 わ な か っ

た 者 ど もの こ とで あ る。 そ の箱 舟 に乗

1918年 に 死 者 の 賎 い に 関 す る示 現 を受 け

た ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 大 管 長

り込み、水を経て救われたのは、わず

かに8名 だけであったd(欽 定訳1ペ

テロ3：18-20)

「死人にさえ福音が宣べ伝えられた

のは、彼 らは肉においては人間として

さばきを受けるが、霊においては神に

従って生きるようになるためであるd'f

(1ペ テロ4：6)

これらのことについて深 く考えてい

ると、私の理解の眼が開かれ、また主

のみたまが私の上に とどまった。そし

て、小 さき者 と大いなる者の死者の群

が見 えた。おびただ しい数の義人の霊

が群 をなしてひとつ所に集 まっていた。

彼 らはこの世においてイエスの証に忠

実であった者たちであり、神の御子の

大いなる犠牲に似た犠牲 を捧げ、願 い

主のみ名の もとに銀難を受けた者たち

であった。これらの者はすべて、父な

る神 と御父の生みたまいし独 り子 イエ

ス ・キ・リス トの憐みによりもたらされ

る栄えある復活に確固たる望みを抱 き

つつ世 を去った者なちであった。

、私は彼らが喜びに満たされ、解 き放

たれる日が 目前に迫っていることで共

に喜んでいるのを見た。彼 らは集まり、

神 の御子が霊界に来て、死の縄 目から

贈いを宣言 したもうのを待っていた。

彼 らの眠れる塵は、骨 と骨 とが結合 し

て腱 と肉とで覆われ、その完全な形に

回復されるはずであった。すなわち、

彼らが完 き喜びを受けるために、霊と

肉 とが再び分かれることのないように

結び合わされるのであった。

この大群衆が死の鎖から解 き放たれ

る時を喜び、互いに語 り合いながら待

っていると、神の御子が現われたもう

た。そして忠実であった捕われ人に自

由を宣言し、また永遠の福音、復活の

教義、堕落からの人類の購い、悔改め

を条件 とする個 人の罪の贈いについて

彼らに説 き教 えられた。 しか し、御子

は邪悪な者たちの所へは行かれなかっ

た。そして、神を敬わない者、肉体 を

得ていたときに 自らを汚して悔改めな

か った者には、御子の声はあげられな

か った。 また、古代の予言者たちの証

と警告に耳を傾けなかった者たちは、

御子の訪れを受けることも、御子の顔

を仰 ぎ見ることもなかった。 これらの



者のいる所は闇に支配されていた。し

か し、義人の間には平安があった。そ

して聖徒 たちは、自分たちの賊いを喜

び、ひざをかがめ、神の御子が死 と地

獄か らの贈い主、解放者であることを

認めた。彼 らの顔は輝 き、主のみ前よ

り放たれる光が彼らの上に とどまった。

そ して彼らは主の聖きみ名を讃美 した。

私はその とき不思議に思った。なぜ.
』な ら

、救い主はユダヤ人とイスラエル

家 の人々の間にあって約3年 間導 ぎ

と教 えを施す業に携わ り、彼らに永遠

の福音を教え、悔 い改め を呼びかける

ことに力を尽 くされた。 しか し、主の

力ある働 きと奇跡、大いなる権威 と権

能に基づ く真理の宣言にもかかわ らず、

主の声に耳を傾け、主の来臨を喜び、

救いを手にした者はほんの少数である

ことを私は知っていたか らである。し

か も主の死者への伝道は、十字架上の

死 と復活の間のわずかな時に限られて

いた。神の御子は、昔ノアの時代に神

が寛容 をもって待 っておられたに もか

かわらず従わなかったために獄に捕わ

れた霊たちの ところへ行って宣べ伝え

られた、 とペテロほ語っている。私は、

主が このわずかな時間内にこれらの霊

たちに宣べ伝え、なすべ き業を果たす

ことがどうしてできたのだろうか と、

不思議に思った。

こ うして思いあ ぐねていると、悟 り

の眼が開かれ た。そして私は、主が真

理を受け入れなかった邪悪な者、不従

順な者の間へ 自ら行って教 えられたの

ではないことを知 った。見よ、主は義

人の中から軍勢 を組織 し、権威 と権能
"π… を持つ使者を任命 し

、闇の中にいる者

たち、さらにはすべての人の霊のもと

に福音の光を携えて行 くよう命 じられ

たのであった。このようにして死者に

福音が宣べ伝えられたのである。選ば

内 れた使者は行って主に受け入れられる

日の到来を言明し、捕われの身の者、・

さらに言うな らば、罪を悔い改めて福

音を受けいれるすべての者に解放を宣

言 した。このようにして、真理 の知識

がな く罪のあるまま死んだ者、予言者

を拒み罪の うちに死んだ者に対して福

音が宣べ伝 えられた。神 を信 じる信仰、

罪の悔改め、罪の赦 しを受けるための

身代 りのバプテスマ、按手により授か

る聖霊の賜、その他肉においては人間と

して裁きを受けるが、霊においては神に

従 って生 きるようになる資格を得 るた

め知 っておかねばならない福音のすべ

ての原則が、これ らの霊に教えられた5

このように、小さき者に も大いなる

者に も、不義 な者にも忠実な者にも、

神の御子の十字架上での犠牲 を通 して

腰いが もたらされたことが死者に知 ら

された。 こうして贈い主が霊界での滞

在期間をどのように過 ごされたかが明ら

かになった。贈 い主は、この世で予言者

として主 を証 した忠実な霊を教え、備

えて、反抗 と罪のゆえに主御 自身が行

くことのできないすべての死者のもとに

貝費いのおとずれを携 えて行かせ、僕の

業により彼 らにもみ言葉 を伝えさせた。

この義人の群に加わっていた大いな

る力ある者たちの中に、 日の老いたる

者、全人類の父である父祖アダムがい

た。また栄 えある母イブが、この世 に

おいて生ける真の神 を礼拝 していた多

くの忠実な娘たちと共にいた。最初の

殉教者アベルも、さらにその弟で、力

ある者のひとり、父アダムに生 き写 し

.のセツもいた。洪水 を警告 したノア、

偉大な大祭司セム、忠実なる者の父ア

ブラハム、イサ ク、ヤ コブ、イスラエル

の偉大な立法者モーセ もいた。さらに、

へ りくだ りたる者を集め、捕われた人

に自由を宣言し、その獄 を開 くよう油

注がれていた腰い主について予言 した

イザヤ もそこにいた。

死者の復活の ときに肉体 をまとって

生ける霊の結合体 となる乾いた骨が大

きな谷を埋め尽 くしているのを示現で

見たエゼキエル、末 日に神の王国が建

てられ、決 して滅びるこ とも他の民の

手に渡されることもないことを予見し、

予言したダニエル、変貌の山でモーセ

と共にいたエライジャの姿 もあった。

また、モロナイも予言者ジョセブ ・ス

ミスに告げているが、エライジャが主

の大いなる恐るべ き日に先立 って来る

と証 し、宣言 したマラキもそこにいた。

予言者エライジャは、全地が呪いをも

って撃たれ、主の来たるときにことこ

.とく荒廃することのないように、時満

ちたる神権時代に主の宮居において死

者の贈いと親子の結び固めが行なわれ

る大いなる業を予告 し、父に与えられ

た約束を子 らの心に植 え付けた。・

これ らすべてに加 えて、ニーファイ

人の間で神の御子の降誕を証 した予言

者たちを含む多くの者がぐ大 きな群 と

なって解放 を待っていた。なぜならば、

死者は肉と霊 とが長い間分離 している

ことを束縛 と考えていたか らである。

主は、御 自分の復活の後に、彼らもよ

みがえって御父の冠 を受け「、その後主

が約束 されたように各々の働 きを続け、

主を愛す る者のために備えおかれたす

べての祝福にあずかる者 となることを

教 え、そのための力を授けられた6

神殿の建築、また、死者の贈いのた

めにそこで行なわれる儀試 を含む偉大

な末 日の業の基 を置 くために、時満ち

たる時代 までこの世に来るのをとどめ

おかれた予言者ジョセブ ・ス ミス、私

の父ハイラム ・ス ミス、ブリガム ・ヤ

ング、ジョン、テイラー、ウ'イルフォ

ー ド・ウッドラフ、その他選ばれた霊

たちも霊界にいた。私は、神の教会に

おいて治める者 となるよう時の初めに

選ばれた高貴にして偉大なる者たちの

中に彼 らがいるのも見た。彼 らは、生

まれる前から他の多 くの者 と共に霊界

で最初の教 えを受け、主の定められた

ときに出て行って人を救 うために主の

ぶどう園で働 くよう準備をしていた。

私は、この神権時代の忠実な長老た

ちが、この世 を去った後 も..死者の霊

が住む大きな世界において、闇に包ま

れ罪のかせにつながれている者たちの

間で、神の生みたまいし独 り子の犠牲

を通 じてもたらされた悔改め と賊いの

福音を引き続き宣べ伝えているのを見

た。悔い改めた死者は、神の宮居の儀

式を受けることによって賄われるであ

ろ う。そして自らの罪の代価 を支払い、

洗われて清 くなった後に、その行ない

に応 じて報 いを受けるであろう。彼ら

は救いを受け継 ぐ者だからである。

この ように して、死者の贈いに関す

る示現が私に明 らかにされた。私はこ

れを証す る。そして、私は救い主イエ

ス ・キ リス トの恵みにより、この証が

真実な ものであることを知っている。

アーメン。
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